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杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞ 人口と開発’目次

□

巻
頭
言
／
世
界
人
口
の
高
齢
化
と
国
際
高
齢
者
年

４
月
Ｉ
コ
メ
の
関
税
化
始
動
／
コ
メ
政
策
見

直
し
・
関
税
化
／
年
内
に
、
㈹
億
人
突
破
／

少
子
化
対
策
交
付
金
二
千
億
／
温
暖
化
で
南

極
の
氷
、
海
へ
／
移
民
受
け
入
れ
労
働
力
補

強
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
意
思
統
一
急
ぐ
／
移
民
受

へ
｛
第
十
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
。

■
Ｌ
、
ア
ジ
ア
．
国
会
生
議
員
代
表
ト
ト
者
会
議
Ｌ
・
■
Ｌ
・

ニ
ト
ー
Ｊ
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
で
開
催
１
１
Ｆ

○
六
氏
に
栄
誉
あ
る
『
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賞
』

◇
人
ロ
の
重
圧
と
紛
争

石
弘
之

。
「
世
界
人
口
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
即
世
紀
の
少
子
・
高
齢
化
社
会

◇
大
都
市
の
高
齢
化

嵯
峨
座
晴
夫

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ダ
バ
オ
日
系
人
の
近
況

中
川
聡
史

・
日
本
は
活
力
あ
る
農
業
推
進
で
穀
物
の
安
全
保
障
を

人
口
懇
合
同
部
会
ｌ
レ
ス
タ
ｌ
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
講
演

・
新
刊
紹
介
／
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
編
著
環
境
ビ
ッ
グ
バ
ン
ヘ
の
知
的
戦
略

⑥
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
「
少
子
化
と
教
育
政
策
」
若
林
敬
子

○
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
に

「
国
連
人
口
特
別
総
会
」
を
め
ぐ
り
人
口
懇
が
厳
し
い
注
文

○
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
熟
知
の
人
を
日
本
政
府
代
表
に

ｌ
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
要
望

○
阿
部
英
樹
氏
が
理
事
に
就
任

－
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

け
入
れ
慎
重
な
検
討
／
資
源
枯
渇
で
漁
業
生

産
量
減
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
コ
メ
不
足
／
減

反
米
を
家
畜
の
エ
サ
に
／
中
東
、
水
不
足
深

刻
に
／
コ
メ
過
剰
分
、
出
荷
調
整
／
Ｏ
Ｄ
Ａ

債
権
放
棄
額
４
千
億
／
…
…
…
…
…
…
…
他

大
林
千
一
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本
年
は
、
国
連
の
提
唱
に
な
る
国
際
高

齢
者
年
で
あ
る
。
国
際
高
齢
者
年
の
目
的

は
、
高
齢
者
の
自
立
、
参
加
、
ケ
ア
、
自

己
実
現
及
び
尊
厳
を
内
容
と
す
る
「
高
齢

者
の
た
め
の
国
連
原
則
」
の
促
進
・
具
体

化
で
あ
り
、
ま
た
同
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
を
め
ざ

し
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
高
齢
者
年

に
向
け
た
国
連
事
務
総
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社

会
と
は
、
高
齢
者
を
開
発
に
お
け
る
行
為

者
で
あ
り
受
益
者
と
み
な
す
社
会
で
あ

り
、
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
行
く
分
断

化
さ
れ
た
社
会
で
な
く
、
関
心
の
共
通
性

を
認
め
そ
れ
に
基
づ
き
行
動
す
る
社
会
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

昨
秋
公
表
さ
れ
た
国
連
の
人
口
推
計
に

よ
れ
ば
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）

の
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
世
界
人
口
の
増

勢
は
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
同
推
計

巻
頭
言

て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
中
国
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
Ⅱ
一
・
八
○
）
、
タ
イ

（
一
・
七
四
）
、
韓
国
（
一
・
六
五
）
な
ど

も
、
こ
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
と

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
～
二
○
○
○
年

の
期
間
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
人
口
置
き

換
え
水
準
で
あ
る
二
・
一
以
下
の
国
・
地

域
の
人
口
が
世
界
人
□
の
四
四
％
を
占
め

推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
世
界
人

口
の
中
位
数
年
齢
は
、
一
九
九
八
年
で
二

六
・
一
歳
で
あ
る
も
の
が
、
二
○
五
○
年

に
は
三
七
・
八
歳
ま
で
上
昇
す
る
も
の
と

見
ら
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
に
つ
い
て

は
二
五
・
六
歳
で
あ
る
も
の
が
、
現
在
の

日
本
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
一
一
一
九
・
三
歳

へ
と
上
昇
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
地
域
、
ま
た
世
界

全
体
の
人
口
の
高
齢
化
が
今
後
急
速
に
進

む
も
の
と
見
ら
れ
る
な
か
、
高
齢
化
に
つ

い
て
広
く
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各

国
が
必
要
な
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く

上
で
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
と
し
た
本
年

が
国
際
高
齢
者
年
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て

も
、
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

マ
ス
コ
ミ
等
、
幅
広
い
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
先
行
し
て
急
速
に
高
齢

化
す
る
日
本
の
経
験
に
は
、
今
後
一
層
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。（
総
務
庁
長
官
官
房
高
齢
社
会
対
策
室
長
）

３
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後
の
ア
ン
ア
Ｎ
演
戯
且
の
役
剖

Ｆ
国
際
協
定
の
一
貫
性
を

ヨソ
ウ
ル
声
明
を
採
択
Ｉ

￣

▼

▲

マ
と
す
る
「
第
十
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

表
者
会
議
」
〔
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

主
催
、
韓
国
児
童
・
人
口
・
環
境
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ｐ
Ｅ
）
共
催
、

ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
計
二
○
カ
国
の
国
会

員
と
国
連
人
ロ
基
金
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
な
ど

国
際
機
関
代
表
を
含
め
約
八
○
名
が
参
加
し
た
。

会
議
で
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
リ
プ
ロ
ダ

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
か
ら
環
境
、
食
料
安
全
保
障
、
経
済

機
、
高
齢
者
な
ど
の
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
今
後
国
会
議
員
が
い

に
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
討
議
し
た

ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
日
本
を
は
じ
め
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

後
援
〕
が
、
四
月
十
八
・
十
九
日
の
両
日
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
の
プ
ラ

「
ハ
ー
グ
会
議
後
の
ア
ジ
ア
国
会
議
員
の
役
割
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

。

一国人－代力､危ク の議

‘
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ジ
ュ
ン
キ
ュ
・
パ
ー
ク
国
会
議
長
は
、

参
加
者
を
歓
迎
し
た
後
、
ハ
ー
グ
会
議
の
重

要
性
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
共
通
の
目
標
を

｡!■1

■グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
に
お
い
て
こ
そ

人
ロ
・
開
発
問
題
へ
の
対
応
を

開
会
式

L｣
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L-j達
成
す
る
た
め
の
方
法
を
討
議
す
る
今
回
の

会
議
の
意
義
を
明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
、
今

回
の
会
議
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

Ｉ

Ｔ■■■■■■■恥口甸■■・
己■■□■〔■｛■》Ｔ■■■。

f-,--乳
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開
会
式
で
は
、
ジ
ュ
ン
キ
ュ
・
パ
ー
ク
韓
国
国
会
議
長
が
歓
迎

挨
拶
を
行
い
、
中
山
太
郎
・
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
・
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
が
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
就
任
後
は
じ
め
て
の
開
会
挨

拶
を
行
っ
た
。
引
き
続
い
て
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ス
ー
・

サ
ン
モ
ッ
ク
Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ラ
イ
ッ
か
ら
環
境
、
食
料
、

人
口
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
思
春
期
の
青
年
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
経
済
危
機
の
問
題
に
つ
い

て
、
「
国
会
議
員
は
人
口
と
開
発
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
つ
つ
、
国
民
の
生
活
の
質
を
保
障

す
る
た
め
に
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
は
、
経
済
の
変
遷
期

に
あ
る
国
、
先
進
国
、
途
上
国
な
ど
、
様
々

な
経
済
レ
ベ
ル
に
あ
る
国
を
抱
え
て
い
る
。

し
か
し
、
経
済
発
展
レ
ベ
ル
に
か
か
わ
ら

ず
、
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
『
人
口
と
開
発
』
問
題
が
あ
り
、
そ
れ

は
あ
ら
ゆ
る
国
の
社
会
構
造
や
国
民
の
生
活

に
影
響
が
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
「
い
か
に
も
っ
と
有
効
に
資
源
を
５



活
用
し
、
不
幸
な
事
態
を
回
避
す
る
か
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、
人
口
・
開
発
に
関
す
る

問
題
に
取
り
組
ま
な
い
限
り
問
題
解
決
の
道

は
な
い
。
僅
か
な
で
き
ご
と
が
、
巨
大
な
変

動
を
引
き
起
こ
す
グ
ロ
ー
バ
ル
で
不
安
定
な

今
日
の
社
会
で
は
、
一
層
の
取
り
組
み
が
求

ジ
ュ
ン
キ
ュ
・
パ
ー
ク
国
会
議
長
閣
下
、

モ
ー
イ
ム
・
キ
ム
韓
国
厚
生
大
臣
閣
下
、

ス
ー
・
サ
ン
モ
ッ
ク
Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
長
、
桜
井

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
事
務
局
次
長
、
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ

鬮禽のＩ.｣撲二(拶
lm主橇i銭i護)二J
いくi~二'〕と霞｢いⅨ〃ii>/ごlガニ
ィ…～－－$＿い＿～噌洲

Ｉ
ｆ

ｊ
０
ｌ
．
．
Ｆ
刊
・
咀
皿
，
，
歩

人
ロ
問
題
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
□
の

視
点
大
の
バ
ラ
ン
ス
を

鷺

め
ら
れ
る
。

今
回
の
会
議
で
、
私
た
ち
が
情
報
と
知
識

を
共
有
し
、
政
策
の
選
択
肢
な
ら
び
に
そ
れ

ら
の
立
法
化
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
に
な

る
よ
う
に
望
む
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
各
国
代
表
国
会

議
員
の
皆
様
、
ご
出
席
の
皆
様
、
「
第
十
五

回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

代
表
者
会
議
」
開
催
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
本

会
議
開
催
国
の
大
韓
民
国
関
係
者
の
皆
様
に

■中;山/T太已!即■．
_--.，..』！..？

(財団法人アジア人口６
ハエ開発協会理事長）

素
晴
ら
し
い
ご
協
力
と
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
６

た
こ
と
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
を
捧
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
各
国
か

ら
参
加
さ
れ
た
国
会
議
員
を
心
よ
り
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

今
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
が
開
か
れ
ま
す
大
韓

民
国
と
日
本
は
、
地
理
的
に
は
一
衣
帯
水
の

近
き
に
あ
り
、
し
か
も
歴
史
的
に
見
て
極
め

て
関
係
が
深
く
、
長
い
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
私
た

ち
は
大
韓
民
国
の
今
日
の
繁
栄
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

｜
方
日
本
で
は
、
人
口
問
題
と
し
て
人
口

転
換
が
進
み
ま
し
た
結
果
、
今
、
深
刻
な
少

子
化
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
問

題
の
対
応
を
、
国
の
基
本
的
な
課
題
と
し
て

取
り
扱
う
よ
う
、
与
野
党
に
呼
び
か
け
て
、

現
在
、
超
党
派
の
議
員
立
法
と
し
て
国
会
に

少
子
化
対
策
法
案
を
出
す
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。こ
れ
は
決
し
て
、
単
純
に
女
性
た
ち
に

「
子
供
を
産
み
な
さ
い
、
増
や
し
な
さ
い
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

社
会
が
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
国
民
の
学
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歴
が
高
度
化
し
、
特
に
女
性
が
上
級
学
校
に

進
学
す
る
率
が
非
常
に
高
く
な
り
、
さ
ら
に

社
会
で
働
く
よ
う
な
条
件
が
整
備
さ
れ
た
結

果
、
社
会
に
お
い
て
女
性
た
ち
が
大
い
に
活

躍
す
る
時
代
が
や
っ
て
ま
い
り
、
女
性
た
ち

の
結
婚
の
年
齢
が
非
常
に
遅
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
中
で
女
性
た
ち
が
社
会
に

参
画
し
な
が
ら
子
供
た
ち
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
が
、
日
本
で
は
十
分
整
備
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
社
会
的

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
法
律
に
よ
っ
て

社
会
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
法

案
は
現
在
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
日
本
で
は
、
人
口
再
生
産
率
が
一
・

三
八
ま
で
下
が
り
、
人
口
置
換
率
の
一
一
・
○

八
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
老

人
た
ち
の
生
命
が
長
く
維
持
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
平
均
寿
命
が
男
性
が
平
均
七

七
歳
、
女
性
が
八
四
歳
で
す
か
ら
、
少
子
高

齢
化
と
い
う
も
の
が
大
変
な
社
会
の
シ
ス
テ

ム
の
転
換
を
求
め
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
皆
様
方
、
よ
く
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
世
紀
の
人
口
問
題
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
が
特
に

顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

’
九
五
○
年
の
世
界
人
口
は
、
二
五
億
二

四
○
○
万
人
。
こ
の
内
、
ア
ジ
ア
の
人
口
は

実
に
一
四
億
二
○
○
万
人
で
あ
り
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
で
は
、
世
界
人
□
が
五
六
億
八

七
○
○
万
人
、
ア
ジ
ア
の
人
口
は
三
四
億
三

八
○
○
万
人
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
ア

ジ
ア
の
人
口
は
二
○
億
三
六
○
○
万
人
増
え

た
わ
け
で
す
。
こ
の
ア
ジ
ア
で
、
増
加
し
た

人
口
規
模
は
、
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ア
メ
リ
カ

お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
地
域
が
、
同
期
間

に
増
加
し
た
人
口
規
模
、
二
億
二
○
○

万
人
の
約
一
・
八
倍
で
す
。
い
か
に
ア
ジ
ア

の
人
口
増
加
が
巨
大
で
、
世
界
人
口
の
増
加

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
、
と
い
う

こ
と
が
よ
く
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

人
口
増
加
率
そ
の
も
の
は
低
下
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
ア
ジ
ア
人
口
増
加
が
、
世

界
人
口
に
与
え
る
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

今
後
も
数
十
年
続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。現
在
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
地
域
で

一
一
○
○
○
年
か
ら
一
一
○
一
一
一
○
年
ま
で
の
三
十

年
間
で
、
約
一
二
億
二
○
○
○
万
人
の
人
口

の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
中

国
の
人
口
を
し
の
ぐ
人
口
が
、
こ
の
ア
ジ
ア

で
新
し
く
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
巨
大
な
人
口
が
増
え
続
け
る
一
方

で
、
国
に
よ
っ
て
は
、
急
速
な
出
生
力
の
低

下
が
見
ら
れ
て
き
ま
す
。
ア
ジ
ア
五
カ
国

（
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ

イ
、
韓
国
）
で
は
、
一
九
六
○
年
以
降
、
急

速
な
出
生
力
の
低
下
を
経
験
し
ま
し
た
。
一

九
五
○
年
か
ら
五
五
年
の
五
カ
国
の
合
計
出

生
率
は
、
五
・
四
○
％
。
あ
る
い
は
六
・
五
九

％
の
間
に
あ
り
ま
し
た
が
、
二
・
一
六
～
三
・

四
五
の
水
準
に
あ
っ
た
日
米
欧
の
合
計
特
殊

出
生
率
よ
り
も
遙
か
に
高
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
一
九
六
○
年

代
以
降
、
ア
ジ
ア
五
カ
国
な
ら
び
に
曰
米
欧

の
出
生
率
は
低
下
を
し
て
、
一
九
六
五
年
以

降
に
関
し
ま
し
て
は
、
ア
ジ
ア
五
カ
国
の
ほ

う
が
急
速
な
低
下
を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
一
九
八
五
年
か
ら
九
五
年
の
中
国
、

韓
国
、
お
よ
び
タ
イ
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
日
米
欧
の
そ
れ
に
並
ぶ
ま
で
に
低
下
を

し
て
き
ま
し
た
。

７

－
」
の
原
因
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
恩



い
ま
す
が
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
老
後

の
面
倒
の
担
い
手
と
い
う
社
会
保
障
的
な
意

味
で
多
く
の
子
供
を
産
む
こ
と
が
な
く
な

り
、
同
時
に
女
性
の
機
会
費
用
が
増
加
し

て
、
子
供
を
持
つ
こ
と
の
利
得
や
便
益
を
上

回
っ
た
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
出
生
時
の
医
療
施
設
の
改
善
な

ど
の
保
健
衛
生
の
高
度
化
と
普
及
、
そ
し
て

母
親
の
教
育
水
準
の
向
上
に
よ
っ
て
、
乳
幼

児
の
死
亡
率
が
激
減
し
た
こ
と
が
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
寿
命
の
急
速
な
伸

び
も
ま
た
達
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。人
口
構
造
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
急
激
な

人
口
増
加
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
急
激
な
少

子
高
齢
化
も
生
じ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す

か
ら
、
急
激
な
人
口
増
加
と
少
子
高
齢
化

は
、
表
と
裏
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

高
齢
化
を
考
え
る
場
合
、
六
五
歳
以
上
の

人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
一
五
％
を

超
え
る
時
期
、
つ
ま
り
各
国
が
危
険
点
を
超

え
、
高
度
高
齢
社
会
へ
と
突
入
す
る
時
期
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

日
本
は
一
九
九
七
年
に
こ
の
転
換
点
を
通

過
し
ま
し
た
が
、
今
後
ア
ジ
ア
各
国
も
続
々

と
こ
の
高
度
高
齢
化
社
会
へ
突
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
国
連
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ

の
時
期
は
韓
国
で
は
二
○
二
○
年
代
後
半
、

中
国
と
タ
イ
が
二
○
三
○
年
代
後
半
、
イ
ン

ド
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
二
○
四
○
年
代
後
半

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
韓
民
国
は
先
陣

を
切
っ
て
、
少
子
化
と
高
度
高
齢
化
社
会
へ

突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
転
換
が

我
が
国
よ
り
、
早
い
速
度
で
達
成
さ
れ
た
わ

け
で
す
か
ら
、
今
後
人
口
構
造
か
ら
み
て
、

日
本
以
上
に
激
し
い
速
度
で
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
政
治
家
と
し
て
健
全
な
国
家

運
営
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
い
か
に
し
て
、

こ
の
地
球
の
中
で
人
類
が
「
平
和
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
地
球
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
増
え
続
け
る
人

口
を
い
か
に
扶
養
す
る
か
」
と
い
う
人
口
問

題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
産

多
死
か
ら
少
産
少
死
の
人
口
転
換
を
成
し
遂

げ
た
国
に
お
い
て
は
、
”
高
齢
化
と
少
子
化

に
対
応
し
て
い
く
“
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
の
で
す
。
い
ず
れ
の
問
題
も
人

口
問
題
の
一
部
で
あ
り
、
私
た
ち
が
地
球
と

人
類
の
未
来
の
た
め
に
、
そ
し
て
私
た
ち
の
８

国
家
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
国

会
議
員
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
す
。

世
界
の
人
口
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
九

四
年
に
国
際
人
口
開
発
会
議
が
エ
ジ
プ
ト
の

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、
二
○
一
四
年
ま
で
に

「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
」
を
実
行

す
る
と
い
う
取
り
決
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
、
こ
の
一
行
動
計
画
」
は
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の

普
及
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
人
口

問
題
解
決
方
法
の
中
心
に
置
い
て
、
数
値
目

標
で
は
な
く
、
社
会
環
境
の
改
善
に
よ
っ

て
、
”
人
口
問
題
の
本
質
的
な
解
決
を
図
る
“

と
い
う
画
期
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
果
た
し
ま

し
た
。

本
年
は
、
「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計

画
」
が
採
択
さ
れ
て
五
年
目
に
あ
た
り
、
二

月
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
「
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
会

議
員
会
議
も
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
強

力
な
指
導
力
の
も
と
、
同
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
先
駆
け
て
、
同
じ
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で

国
際
人
口
開
発
会
議
評
価
の
た
め
の
「
国
際
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議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
世
界
一
○
三
カ
国
、
二
一
○

名
の
国
会
議
員
に
よ
っ
て
一
ハ
ー
グ
宣
言
」

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
宣
一
一
一
一
回
文
は
桜

井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
員
・
Ｉ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長

の
手
で
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
お
よ
び

一
一
一
月
に
二
四
カ
国
か
ら
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
国
連
人
口
特
別
総
会
最
終

準
備
会
議
で
発
表
さ
れ
、
各
国
の
深
い
理
解

と
共
感
を
得
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
、
様
々
な
分
野
で
劇
的
な
変
化
が
生
じ

て
お
り
、
私
た
ち
は
こ
の
変
化
を
生
か
し
、

次
の
世
代
に
こ
の
地
球
を
で
き
得
る
限
り
最

良
の
状
態
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
最
大
の
努

力
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
会
議
は
「
ハ
ー
グ
会
議
後
の
ア
ジ
ア

国
会
議
員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

国
会
議
員
と
し
て
、
行
動
計
画
の
評
価
を

行
っ
た
ハ
ー
グ
会
議
の
成
果
は
、
お
手
元
に

お
届
け
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
問
題

の
解
決
に
向
け
た
さ
ら
な
る
努
力
を
行
う
た

め
に
、
私
た
ち
の
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、

共
に
真
剣
に
こ
の
会
議
を
通
じ
て
議
論
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
と
し
て

参
加
者
を
歓
迎
。
そ
の
後
今
回
の
会
議
が
中

山
太
郎
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長

が
、
主
催
者
で
あ
る
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口

・
開
発
協
会
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
て
は
じ

ま
た
、
本
会
議
開
催
に
向
け
て
多
大
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
大
韓
民
国
国
会
、
大
韓

民
国
児
童
・
人
口
・
環
境
議
員
連
盟
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

挨口拶
(要／旨）

人
間
を
信
じ
、
そ
の
可
能
性
を
信
じ
て

人
ロ
問
題
の
解
決
に
邇
進

め
て
の
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
で
あ

る
こ
と
を
参
加
者
に
伝
え
た
。

ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
影
響
と
し
て
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る

人
口
問
題
へ
の
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

に
憂
慮
を
示
し
、
人
口
問
題
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
９

ご
参
加
さ
れ
た
各
国
、
国
会
議
員
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
こ
の
会
議
が
実
り
多
い
も
の

に
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
。

）桜了井Ｊ新'～■

(人口と開発に関する

アジア議員フオーラ空議長）



テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
に
対
す
る
支
出
は
、

長
期
的
な
反
映
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
何
よ

り
も
重
要
な
支
出
で
、
財
政
が
厳
し
く
な
っ

て
も
人
口
や
保
健
、
教
育
な
ど
の
分
野
の
支

出
の
削
減
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
、
と
訴
え

た
。続
い
て
「
社
会
的
な
混
乱
に
よ
っ
て
、
最

も
被
害
を
受
け
る
の
は
社
会
的
な
弱
者
、
そ

の
中
で
も
人
類
の
未
来
の
た
め
に
、
最
も
重

視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供
、
そ
し
て

そ
の
母
親
た
ち
が
最
も
過
酷
な
状
態
に
置
か

れ
て
し
ま
う
。

私
た
ち
は
、
人
間
を
信
じ
、
そ
の
可
能
性

を
信
じ
て
、
人
口
問
題
の
解
決
に
邇
進
し
て

い
ま
す
。
も
し
人
間
が
そ
の
知
恵
を
生
か

し
、
そ
の
知
恵
が
教
え
る
未
来
の
た
め
に
働

け
な
い
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
存

在
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
可
能
性
を
信
じ
て
、
そ
の
未

来
を
創
る
た
め
に
働
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
、
と
参
加
者
を
鼓
舞
し
た
。

さ
ら
に
続
け
て
、
本
年
二
月
に
オ
ラ
ン
ダ

国
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
開

発
会
議
評
価
の
た
め
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
」
に
言
及
し
た
。
同
会
議
の

結
果
は
、
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
｜
ハ
ー
グ

宣
言
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
ハ
ー
グ
の
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
三
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
た
「
国
連
人
口
特
別
総
会
準
備
会

議
」
で
も
発
表
し
た
。
五
年
間
の
進
捗
状
況

の
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
行
動
計
画
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
資
金
が
大
幅
に
不
足
し
て

お
り
、
各
国
の
資
金
を
人
口
問
題
に
向
け
る

こ
と
は
、
予
算
審
議
を
行
う
国
会
議
員
の
重

要
な
役
割
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
最

終
準
備
会
議
で
、
国
連
人
口
特
別
総
会
に
提

出
さ
れ
る
「
国
連
事
務
総
長
報
告
案
」
に
対

し
、
ハ
ー
グ
の
「
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
討
議
を
踏
ま
え
、
人
口
問
題
が
教
え
る
長

期
的
な
視
点
か
ら
み
た
、
合
理
的
な
基
準
と

様
々
な
国
際
合
意
や
国
際
協
定
が
整
合
的
な

も
の
と
な
る
よ
う
提
言
し
た
。

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
カ
イ
ロ
会

議
以
降
、
国
連
主
催
の
政
府
間
会
議
に
あ
わ

せ
て
、
様
々
な
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会

議
員
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
活
動
の
中
か
ら

ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
国
会
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立
な
ど
数
多
く
の
成
果

が
生
ま
れ
て
い
る
。
人
口
と
開
発
問
題
に
関
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二
十
一
世
紀
を
目
前
に
ひ
か
え
、
将
来
を

長
期
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
人
口
と
開
発
の
問

題
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
人
口
と
開
発
の
問
題
は
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平

等
、
公
正
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

す
る
新
し
い
潮
流
は
ア
ジ
ア
か
ら
起
こ
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
会
議
員
の
役

割
は
大
き
な
も
の
と
な
る
。
人
口
問
題
を
は

じ
め
、
食
料
、
環
境
問
題
な
ど
、
人
類
の
命

検■L口拶
(要■旨）

人
ロ
・
開
発
問
題
解
決
の
た
め
、
ア
ジ
ア
は

経
済
危
機
の
中
で
も
一
層
の
地
域
協
力
を

■鯨M罰面､9霧

i蔵ﾐﾖ：

環
境
、
そ
れ
か
ら
食
料
の
安
全
保
障
、
リ

ソ
ー
ス
の
動
員
等
、
非
常
に
幅
広
い
分
野
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
直
接
ま

た
は
間
接
的
に
す
べ
て
が
、
私
た
ち
の
日
常

の
生
活
や
生
活
の
質
に
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。人
口
と
開
発
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
、

運
を
決
め
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
共
に

手
を
取
り
合
っ
て
活
動
を
し
よ
う
と
呼
び
か

け
締
め
く
く
っ
た
。

「スー･サンモツク、

(韓国児童･人口｡)環境
Y［■,111議員連盟：会長）

’
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
様
々
な

こ
と
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
韓
国

に
は
人
口
・
開
発
問
題
に
取
り
組
む
議
員
組

織
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
’
九
九
六

年
マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
「
ア
ジ
ア
国
会
議
員

代
表
者
会
議
」
に
出
席
し
た
際
、
他
国
の
参

加
者
か
ら
「
韓
国
に
は
人
口
と
開
発
に
関
す

る
国
会
議
員
の
組
織
は
な
い
の
で
す
か
」
と

問
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
Ｃ
Ｐ
Ｅ
を
設

立
し
た
。

現
在
の
韓
国
の
人
口
と
開
発
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
人
口
問
題
、
家
族
計
画
、
女
性
の

教
育
及
び
一
雇
用
が
う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
全

体
的
に
は
良
い
状
況
に
あ
る
。
韓
国
の
人
口

・
開
発
政
策
は
、
最
終
的
に
は
一
般
の
人
々

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。

一
方
、
全
世
界
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ま
す
ま
す
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
北

朝
鮮
の
食
料
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
、
隣
国

と
し
て
皆
が
同
じ
地
域
レ
ベ
ル
で
こ
の
状
況

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

問
題
を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
欲
し
い
と

要
請
し
た
。

空
前
の
こ
の
経
済
危
機
に
直
面
し
、
ア
ジ
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ア
地
域
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
問
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
、
特
に
経
済
危

機
を
理
由
に
こ
の
分
野
へ
の
支
出
削
減
を

図
っ
て
い
る
政
府
が
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
人

口
・
開
発
問
題
は
一
層
非
常
に
重
大
な
事
態

に
直
面
し
て
い
る
。

最
近
の
経
済
構
造
調
整
に
は
そ
の
問
題
の

人
的
側
面
が
無
視
さ
れ
、
人
的
資
源
や
社
会

開
発
が
見
落
と
さ
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

の
要
求
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
議
員

は
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
声
を
反
映
し
、

同
時
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
一
般
市
民
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
効
果
的
に
成
功
樫
に
計
画
を
達
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
行
動
を
前
進
さ
せ
る

た
め
に
、
こ
の
会
議
が
大
き
く
貢
献
す
る
と

確
信
す
る
。
ま
た
前
進
す
る
た
め
に
は
、

も
っ
と
多
く
の
地
域
会
合
や
協
力
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
と
な
る
が
、
Ｃ
Ｐ

Ｅ
も
惜
し
ま
ず
協
力
を
す
る
、
と
抱
負
を
述

べ
締
め
く
く
っ
た
。

－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
を
現
実
の
も
の
と

す
る
の
に
必
要
な
の
は
政
治
的
な
意
志

こ
う
し
て
国
会
議
員
の
皆
様
方
に
お
集
員
会
は
ほ
と
ん
ど
実
際
的
葱
問
題
ｌ
家
族

ま
り
い
た
だ
き
、
一
九
九
四
年
カ
イ
ロ
で
開
計
画
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

催
さ
れ
ま
し
た
国
際
人
口
開
発
会
議
の
行
動
ス
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
、
人
口
と

計
画
の
実
行
に
お
け
る
国
会
議
員
の
役
割
に
教
育
、
思
春
期
の
若
者
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

つ
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
時
宜
を
得
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
移
民
ｌ
の
問
題
の
見
直
し

た
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
現
在
国
連
は
を
完
了
し
、
残
り
の
章
に
つ
い
て
は
、
来
月

「
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
五
年
」
と
い
う
こ
と
に
も
開
催
さ
れ
る
次
回
の
準
備
会
議
で
取
り

で
、
行
動
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
の
見
直
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

し
作
業
を
し
て
お
り
、
政
府
間
準
備
会
議
が
に
関
連
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
代
表
し
て
、

二
週
間
前
に
国
連
で
開
催
さ
れ
、
「
事
務
総
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

長
報
告
案
」
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
時
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

的
に
は
大
変
厳
し
い
制
約
の
な
か
、
準
備
委
す
。

挨ｌＤＬ)拶
(代■曰読）

liiiiiiili

安〕藤曰博(文
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Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
ご
尽
力
で
二
月
に
「
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
＋
５
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
な
一
環
と

い
た
し
ま
し
て
、
「
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
の
桜
井
新
先
生
は
、
大
変
忙
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
、
こ
の
ハ
ー
グ
の
国
際
議

員
会
議
の
運
営
委
員
会
議
長
及
び
事
務
総
長

と
し
て
会
議
開
催
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た

し
、
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
も
ご
発

言
を
い
た
だ
き
、
先
週
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

準
備
会
議
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
た
こ
と
を

感
謝
い
た
し
ま
す
。

ハ
ー
グ
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
降
、
ど
う

い
う
形
で
行
動
計
画
を
実
施
し
て
い
く
か
、

皆
様
方
に
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
に

的
を
射
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
を

中
心
に
人
口
、
そ
し
て
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
か
な
り
成
功
し
、
人
口
も
か
な
り
伸
び

率
が
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
地
球
上

で
、
毎
年
八
○
○
○
万
の
人
口
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
こ
ア
ジ
ア
で
も
そ
の
人
口
は
毎
年

五
○
○
○
万
増
え
て
お
り
、
こ
れ
は
韓
国
の

人
口
規
模
に
匹
敵
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

子
供
を
産
む
時
代
に
入
る
若
い
人
々
に
十
分

万
遍
な
く
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
で
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め

に
は
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
の

ア
ジ
ア
地
域
で
幾
分
強
化
し
拡
大
す
る
必
要

性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
間
も
な
く

人
口
に
関
す
る
新
し
い
問
題
、
と
り
わ
け
国

を
越
え
た
人
口
移
動
、
食
料
安
全
保
障
、
急

速
な
都
市
化
、
高
齢
化
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
で
て

き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計

画
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
会
議
員

は
、
個
人
と
し
て
も
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
大

変
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
国
民
と
政
府
を
結
び
つ
け
る
、
ま
さ
に

ユ
ニ
ー
ク
な
橋
渡
し
役
が
で
き
る
の
が
国
会

議
員
で
、
国
会
議
員
は
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
ー
で

も
国
家
で
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
ら
れ
ま
す
。
新

し
く
発
生
す
る
問
題
に
対
し
て
、
政
府
ま
た

は
非
政
府
組
織
、
民
衆
の
注
意
を
喚
起
し
、

こ
う
い
っ
た
新
し
い
人
口
問
題
に
対
し
て
法

を
整
備
し
、
最
も
重
要
な
資
源
の
動
員
、
特
に

財
源
に
つ
い
て
国
内
レ
ベ
ル
で
ま
た
国
際
的
に

動
員
し
て
い
た
だ
け
る
の
も
国
会
議
員
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
カ
イ
ロ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

の
行
動
計
画
で
は
、
二
○
○
○
年
ま
で
に

は
、
毎
年
人
口
に
関
わ
る
問
題
で
一
七
○
億

ド
ル
を
支
出
し
よ
う
と
い
う
財
政
的
な
目
標

が
設
定
さ
れ
、
ド
ナ
ー
国
か
ら
は
五
七
億
ド

ル
、
そ
し
て
途
上
国
は
一
一
三
億
ド
ル
と
い

う
数
字
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
途
上
国
は
経

済
危
機
状
況
に
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
公
約
を
ほ
ぼ
達
成
し
ま
し
た
が
、
ド

ナ
ー
国
は
二
○
億
ド
ル
し
か
支
出
し
て
お
り

ま
せ
ん
ｃ
国
会
議
員
の
皆
様
方
は
自
国
の
議

会
を
通
じ
て
国
内
の
財
源
を
動
員
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
こ
の
よ
う
な
国
際
会
議
で

の
対
話
を
通
じ
て
、
ド
ナ
ー
国
に
そ
の
責
任

を
果
た
す
よ
う
催
促
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

毎
年
五
七
億
ド
ル
と
い
う
の
は
天
文
学
的

数
字
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
前
回
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会

議
で
、
イ
ン
ド
の
副
大
統
領
が
世
界
は
軍
備

に
毎
年
八
○
○
○
億
ド
ル
、
お
酒
に
六
○
○

○
億
ド
ル
、
そ
し
て
タ
バ
コ
に
四
○
○
○
億

ド
ル
使
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
数
字
を
考
え
ま
す
と
、
家
族
計
画
を
望

む
約
二
億
五
○
○
○
万
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
を

含
む
若
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
支
出
は
わ
ず

か
な
も
の
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
を
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現
実
の
も
の
と
す
る
の
に
必
要
な
の
は
政
治

的
な
意
志
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
、
主

催
者
の
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

そ
し
て
、
韓
国
児
童
・
人
口
・
環
境
議
員
連

人ロ問題の 国際援助職
講
演

私
は
十
九
年
前
、
韓
国
国
会
の
人
口
開
発
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
お
話
し
で
き
る
こ
と
は
大
変

な
喜
び
で
あ
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
山
太
郎
先
生
に
は
、

こ
う
し
た
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
国
議
員
の
先
生
方
そ
し
て
、
ご
参
会
の
皆
様
に
は
よ
く
ご
存
じ
の

と
お
り
、
一
九
九
四
年
に
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
行
動
計
画
が
採
択

Ｉ〈、｛．》〉二｜缶↓一・・へ。》」（》》牢．ｒ・‐八一一》へ」一記一戸‐少・距睾‐」託〉館（・雫・池》》‐｜峠・てい味一．〈・〈・いや・「｜・季諏．｜

ｒ■ｊ」ゴ■螂噸■■汀■・
■汀Ｆ□い■Ｌ■」□■」匿尭■｛Ⅵ癬亙■刊■■■■■■■■（「■・

〉蝋一一一口（《蝋ゴーに一万駁【一口一ｈコ。（榊郷「一へ一一二一□｝Ⅱ曰■分口已■》■》【へ）
←一（へ（■荊変》一『》〔》Ｉ（←□二（密》》（｛〕一節胆）い」（吋口一いつ》←一一コ」に麺｛壬〉二一一一つ’

盟
、
そ
し
て
人
口
と
開
発
の
分
野
で
積
極
的

に
参
加
し
、
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
今
後

と
も
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
‐
い

］
一
Ｆ
□
■
Ｌ
ｙ
Ｌ
Ｉ

０
埒
凸
一
十

●
】
こ

び
ｆ
，
．
。

征
一
ぷ
．
く
ゐ
．

」①ＤｌＳ》１》→
二
匙
司
叶
Ⅲ
Ｐ

柄

’二；へｊ・訓｜｜’（」に一・・一へ：》：一
代

』いく十『Ⅱ‐三一‐』．｛〈］。一一ｏい、二】屯一一一・・

Ｆ
Ｉ
Ｉ
二
▲

▼
『

性
・
男
性
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
質
を
持

続
可
能
な
開
発
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
ｃ
と
り
わ
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
行
動
計
画
で
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
を
図
り
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
ま
ね
く
人
々
の
生
活
へ
の

質
を
高
め
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

人
々
の
生
活
の
質
は
、
人
口
の
変
化
、
パ

タ
ー
ン
、
そ
し
て
天
然
資
源
の
利
用
の
さ
れ

方
、
そ
し
て
環
境
の
あ
り
方
、
ま
た
、
経
済

・
社
会
的
発
展
の
ペ
ー
ス
や
質
と
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
人
口
が
伸
び
れ
ば
、

貧
困
に
も
影
響
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
な

れ
ば
、
（
貧
困
に
付
随
す
る
問
題
の
）
栄
養

不
良
や
女
性
の
地
位
の
低
さ
が
原
因
で
、
社

会
経
済
的
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限

定
さ
れ
、
そ
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
行
動
計
画
に

は
、
い
く
つ
か
の
人
口
と
開
発
に
か
か
わ
る

目
標
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
○
一
五
年
ま

で
の
今
後
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
何
を
為
す

べ
き
か
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
は
、
ま
さ
に
女
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こ
の
よ
う
に
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
る
問
題

で
あ
る
た
め
、
将
来
世
界
の
人
口
増
加
の
中

心
地
で
あ
る
途
上
国
で
は
、
持
続
あ
る
形
で

そ
の
人
々
の
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
大

変
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
口
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
持
続
的
な
可
能

な
開
発
、
資
源
の
配
分
を
考
え
る
と
き
、
そ

の
政
策
・
立
案
・
実
行
・
監
視
・
評
価
の
う

え
で
常
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
人
口
と
開

発
と
い
う
の
は
相
互
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

包
括
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
人
口
と
そ
の
国
の
社
会
・

経
済
・
環
境
問
題
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て
、
各

国
は
政
治
的
な
行
動
や
国
民
の
注
意
を
喚
起

す
る
よ
う
調
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
韓
国
の
例
を
と
っ
て
み
ま
す
と
、
一

九
六
○
年
代
初
期
ま
で
経
済
発
展
は
な
か
な

か
進
ま
ず
、
人
口
は
急
成
長
し
、
貧
困
の
状

態
が
蔓
延
し
て
お
り
ま
し
た
。
韓
国
政
府

は
、
一
九
六
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
『
第
一

次
五
カ
年
経
済
開
発
計
画
』
の
一
環
と
し

て
、
『
国
家
家
族
計
画
』
を
採
択
し
ま
し

た
。
国
家
と
し
て
の
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
強
力
に
実
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会

経
済
状
況
、
経
済
発
展
の
充
実
を
図
ろ
う
と

考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
人
口
の
伸

び
は
急
激
に
下
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
、
い
わ

ゆ
る
人
口
置
換
レ
ベ
ル
を
下
回
る
人
口
成
長

率
を
達
成
し
た
こ
と
で
、
韓
国
政
府
と
し
て

も
従
来
の
人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
か
ら
、

一
九
九
六
年
に
は
新
し
い
人
口
に
関
わ
る
政

策
に
移
行
を
図
っ
た
わ
け
で
す
。
新
し
い
人

口
政
策
の
も
と
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
民
の
生

活
の
質
と
福
祉
向
上
が
調
わ
れ
て
お
り
、
そ

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
に
遵
守
し
た
人

口
と
そ
の
他
の
開
発
に
関
わ
る
問
題
の
リ
ン

ク
に
対
し
て
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
韓
国
で
は
、
人
口
の
伸
び
が
下
が
っ

た
こ
と
で
人
口
政
策
が
転
換
し
、
そ
し
て
そ

れ
が
、
経
済
の
不
況
の
中
で
も
、
人
々
の
生

活
の
質
の
低
下
を
回
避
す
る
社
会
的
な
安
全

ネ
ッ
ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
皆
様
方
中
山
太
郎
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
ア
ジ
ア
の
人
口
は

約
三
六
億
人
で
、
平
均
の
年
間
人
口
増
加
率

は
一
・
四
％
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

地
域
の
人
口
が
、
毎
年
五
○
○
○
万
程
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
人
口
の
伸
び
に
併
せ
て
高
い

生
活
の
質
や
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
十

一
世
紀
の
人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
の
究
極
的
な
目
標
、
す
な
わ
ち
生
活
の
質

の
向
上
の
た
め
に
引
き
続
き
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

最
近
、
人
口
置
換
レ
ベ
ル
を
下
回
る
出
生

率
に
な
っ
た
国
で
は
、
家
族
計
画
が
果
た
し

て
必
要
か
と
問
う
声
が
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
エ
イ
ズ
患
者
の
増
加
、
青
年
の

性
的
な
問
題
、
人
工
中
絶
や
性
的
な
差
別
も

多
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
今
で
も
家
族

計
画
は
、
出
生
率
の
高
い
国
で
は
人
口
の
伸

び
を
抑
制
す
る
う
え
で
、
そ
し
て
出
生
率
の

低
い
国
で
は
生
活
の
質
や
福
祉
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

行
動
計
画
は
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
人

口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
と
し
た
も
の
か

ら
、
も
っ
と
権
利
を
重
視
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
す
べ
て
の
国
の
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
一
般
的
な
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
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リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
入
れ
る
よ

う
に
求
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
来
、
多

く
の
国
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分

野
に
お
い
て
政
策
的
、
法
的
あ
る
い
は
制
度

的
に
も
様
々
な
変
化
を
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
や
は
り
立
法
の
面
で
も
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
、
そ
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
こ
れ
か
ら
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

男
女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
、
そ
し
て
女

性
の
エ
ン
．
ハ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
こ
れ
も
さ
ら
に

強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
に

お
い
て
女
性
の
地
位
は
不
利
で
、
健
康
を
悪

く
し
た
り
、
栄
養
不
良
に
悩
み
、
早
す
ぎ
る

そ
し
て
、
多
す
ぎ
る
妊
娠
に
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
貧
困

の
輪
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
ポ
リ
シ
ー
レ

ベ
ル
で
の
大
き
な
試
練
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
を
正
当
化
さ
せ
、
人
口
や
開
発
に
か
か

わ
る
選
択
肢
や
制
度
的
な
整
備
に
入
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
基
本
的
な
価
値
と
し
て
認
め

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
立
法
に

お
き
ま
し
て
は
、
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
撤
廃
条
約
「
の
よ
う
な
国
際
条
約
に

沿
っ
て
、
す
べ
て
の
国
々
が
法
制
度
を
変

え
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

韓
国
の
場
合
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
の
会
議
以
降
、
男
女
性
差
別
を
撤
廃
し

よ
う
と
い
う
努
力
を
立
法
面
で
支
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
に
男
女
平
等
、
母

性
の
保
護
、
男
女
に
よ
る
性
差
別
の
撤
廃
、

ま
た
女
性
の
能
力
の
開
発
や
社
会
経
済
活
動

の
活
発
な
参
加
を
推
進
す
る
た
め
「
女
性
開

発
基
本
法
一
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
期
に
あ
る
女
性
を
含
む
女
性

全
般
を
家
庭
内
暴
力
や
性
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
に
、
一
九
九
四
年
に
「
性
的
犯
罪
者
の
加

罰
及
び
被
害
者
保
護
法
一
を
、
一
九
九
八
年

に
は
、
「
家
庭
内
暴
力
予
防
特
別
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
意
味
で
、
議
員
団

体
は
市
民
社
会
と
り
わ
け
『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
』
と
連

携
を
し
て
、
国
際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
を

活
用
す
る
こ
と
を
推
進
し
、
国
レ
ベ
ル
で
男

女
平
等
を
達
成
す
る
状
況
の
進
捗
を
測
定
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
皆
様
、
食
料
の
人
手
可
能
性
、
食
料

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
食
料
の
利
用
等
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
食
料
安
全
保
障
は
、
国
民
の
健

康
に
し
て
活
発
な
生
活
の
維
持
や
、
生
活
の

質
を
向
上
す
る
う
え
で
重
要
な
要
素
で
あ
り

ま
す
。
途
上
国
で
は
人
口
が
増
大
し
、
食
料

の
自
給
自
足
を
脅
か
す
よ
う
に
食
料
の
需
要

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
増
加
す
る

食
料
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
食
料
増
産
を

図
り
、
そ
の
結
果
、
土
壌
の
浸
食
、
砂
漠

化
、
淡
水
資
源
の
洞
渇
ま
た
は
汚
染
の
よ
う

な
環
境
破
壊
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
健
康
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
食
料
の
安
全
保
障
を
通
じ
て
、

国
民
の
生
活
の
質
を
向
上
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
持
続
可
能
な
開
発
の
レ
ベ
ル
と
一
致
す
る

よ
う
に
人
口
の
動
向
を
も
っ
て
く
る
必
要
が

あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
包

括
的
な
政
策
が
、
人
口
増
加
と
い
う
枠
組
み

の
な
か
で
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
、
食
料
安
全
保
障
は
、
適
切
な
食
料

の
流
通
と
そ
の
食
料
を
購
入
す
る
所
得
の
向

上
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の

場
合
、
食
料
生
産
は
一
九
八
五
年
か
ら
一
九

九
七
年
ま
で
に
、
一
五
％
落
ち
て
年
間
七
○

一
万
ト
ン
か
ら
六
○
三
万
ト
ン
に
落
ち
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
人
口
は
四
○
八
○
万
人
か
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ら
四
六
○
○
万
人
へ
と
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
食
料
輸
入
が
一
○
三
・
二
％
増
え
て

約
七
三
一
一
一
万
ト
ン
か
ら
約
一
四
九
○
万
ト
ン

に
な
り
ま
し
た
（
自
給
自
足
率
五
七
・
九

％
）
。
し
か
し
、
韓
国
の
食
料
安
全
保
障
に

お
い
て
、
男
女
が
平
等
に
食
料
に
ア
ク
セ
ス

す
る
と
い
う
の
は
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
人
口
の
成
長
率
を
抑
え
、
所
得
と
国

際
貿
易
の
向
上
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
国
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な

レ
ベ
ル
の
両
方
で
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す

る
た
め
の
国
際
的
な
努
力
は
、
人
口
の
問
題

に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同

時
に
、
適
切
な
食
料
の
配
当
シ
ス
テ
ム
や
持

続
可
能
な
食
料
供
給
の
シ
ス
テ
ム
の
維
持
を

通
じ
て
食
料
の
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
を
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
食
料
の

ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国
際
貿

易
の
ル
ー
ル
が
長
期
の
展
望
に
一
貫
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
は
、
開
発

計
画
の
な
か
に
人
口
の
問
題
を
統
合
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
を

実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
正
否
は
様
々
で
あ

り
ま
す
。
政
治
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
、

人
的
ま
た
は
資
金
不
足
が
主
な
制
約
で
す
。

最
近
の
金
融
と
経
済
の
危
機
に
よ
っ
て
、
多

く
の
ア
ジ
ア
の
国
々
が
悪
影
響
を
受
け
て
、

目
標
達
成
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
、
金
融
と
経
済
の
危
機
に
よ
っ

て
、
実
質
所
得
の
低
下
や
大
量
失
業
が
発
生

し
ま
し
た
。
加
え
て
、
広
範
な
社
会
経
済
へ

の
悪
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
失
業

率
は
一
九
九
七
年
の
十
一
月
に
危
機
が
発
生

す
る
前
の
二
％
か
ら
、
六
％
増
え
て
、
約
八

％
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
は
、
所

得
、
健
康
、
教
育
、
社
会
の
安
寧
に
影
響

し
、
生
活
の
た
め
の
犯
罪
、
自
殺
、
酒
や
麻

薬
の
常
習
、
家
庭
内
暴
力
、
家
族
の
離
散

（
離
婚
や
家
族
の
放
棄
等
）
、
栄
養
不
良
の

家
族
、
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
社
会
不
安
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
を
抱
え
た
失
業

世
帯
の
生
活
・
健
康
問
題
は
と
り
わ
け
深
刻

で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
経
済
危
機
の
場

合
、
労
働
市
場
で
は
低
賃
金
、
長
い
労
働
時

間
、
｜
雇
用
の
保
障
、
保
育
所
の
不
足
な
ど
を

含
め
女
性
が
差
別
を
受
け
や
す
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
家
族
の
健
康
状
況
の

悪
化
、
子
供
の
世
話
や
子
供
の
放
棄
な
ど
の

よ
》
っ
な
社
会
的
な
影
響
が
、
と
り
わ
け
女
性

を
世
帯
主
と
す
る
失
業
世
帯
で
起
き
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
社
会
経
済
の
問
題
と
取
り

組
む
た
め
、
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
保

険
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
採
択
さ
れ
、
一
九
八
八

年
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
危
機
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
を
含
む
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
や
教
育
な
ど
、
必

要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
公
供
費
の

削
減
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
経

済
危
機
下
に
あ
る
国
々
で
は
、
国
民
の
生
活

の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
貧
困

層
の
失
業
世
帯
を
優
先
し
な
が
ら
、
支
援
や

緊
急
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
失

業
者
た
ち
に
基
本
的
な
生
計
を
保
障
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貧
し
い
家
庭
の
た
め

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
そ
の
ま
ま
で
、
教
育

や
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
保
障
す
る
よ
う
な
措
置

や
、
社
会
の
最
小
単
位
と
し
て
の
家
族
の
機

能
を
助
け
る
こ
と
を
焦
点
に
置
い
た
措
置
が

必
要
で
す
。
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
の
戦
略

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
政
府
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
社
会

問
題
を
解
決
し
た
り
国
民
の
生
活
の
質
を
維
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持
で
き
る
よ
う
、
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ

と
財
政
的
に
持
続
可
能
に
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

結
論
と
し
て
は
、
国
民
の
生
活
の
質
を
二

十
一
世
紀
に
お
い
て
保
証
す
る
た
め
に
、
国

会
議
員
は
、
す
べ
て
の
政
治
、
立
法
活
動
を

通
し
て
、
人
口
問
題
に
大
い
な
る
注
目
を
さ

’
二
カ
月
ほ
ど
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
カ
イ
ロ

会
議
以
降
各
国
で
行
動
計
画
の
実
行
が
推
進

さ
れ
、
か
な
り
の
進
歩
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
お
い
て
は
飛
躍
的
な
成

果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ラ
イ
ッ
の
た
め
の
基
本
的
な
政
策
的
行

苧:演ノ

人
口
問
題
解
決
の
た
め
に

カ
ト
リ
ッ
ク
協
会
と
の
合
意
を

』
。
Ｒ
膠
ネ
レ
ウ
ス
・
Ｏ
ｐ
ア
コ
ス
タ
議
員
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
人
口
問
題
こ
そ
、
社
会
経
済
問
題
と

食
料
安
全
保
障
を
含
む
環
境
問
題
を
統
合
す

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
国
会
議
員
は
ま
た
、

と
り
わ
け
最
近
経
済
危
機
を
経
験
し
た
諸
国

に
対
し
て
、
人
口
問
題
に
関
す
る
国
際
援
助

を
強
化
す
る
た
め
に
働
い
て
い
か
な
け
れ
ば

動
に
関
し
て
は
、
な
お
大
幅
な
改
善
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
は
互
い
に
深
く
関
連
し
て

お
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
個
人
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ラ
イ
ッ
を
基
盤
と
し
た
政
策
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
第
二
章
で
は
、

な
り
ま
せ
ん
。
韓
国
は
、
各
国
と
協
力
し
、

国
際
社
会
が
協
調
で
き
る
分
野
や
、
人
口
と

開
発
の
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
方
法
を
見

定
め
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
の
成
功
と
、
ソ
ウ
ル
で
の
滞
在
が

快
適
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
人
は
肉
体
的
、
精
神
的
に
最
高

水
準
を
達
成
す
る
権
利
が
あ
り
、
国
は
男
女

の
平
等
、
そ
し
て
家
族
計
画
を
、
そ
れ
か
ら

性
の
ヘ
ル
ス
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
の
た
め

に
、
適
切
な
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
す
べ
て
の
夫
婦
や
個
人
は
自
由

に
、
そ
し
て
責
任
を
持
っ
て
子
供
の
数
と
そ

の
間
隔
を
選
ぶ
権
利
と
、
そ
の
た
め
の
情
報

と
教
育
と
そ
の
手
段
を
担
保
す
る
権
利
が
あ

る
」
と
調
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
私
た
ち
国
会
議
員
に
は
、
特
に
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
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テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
政
策
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
を
達
成
可
能
に
す
る

よ
う
な
政
策
的
環
境
を
創
る
責
任
が
与
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
作
る
か

ま
た
は
既
存
の
も
の
を
さ
ら
に
強
化
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
す
べ
て
の
市
民
に
現

実
の
も
の
と
な
る
よ
う
、
効
果
的
な
政
策
に
つ

い
て
経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
、
各
国
に
家
族
計
画
や
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
国
の
人
口
政
策
と
持
続
可
能
な
開
発
戦

略
に
組
み
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
さ

せ
ま
し
た
。
人
口
関
連
の
政
策
過
程
に
お
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
部
門
で
進
捗
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
個
別
の
面
に
お
い
て
は
、
依
然

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ

ッ
と
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
課
題
に
対
す
る
対
応

は
様
々
で
す
。
あ
る
国
で
は
国
家
政
策
と
し

て
、
ま
た
女
性
の
健
康
問
題
対
策
法
の
一
環

と
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
各
国

に
お
い
て
ケ
ア
の
質
と
い
う
こ
と
を
強
調
し

っ
っ
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
包
括
的

な
性
行
動
に
関
す
る
健
康
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
手
法
へ
と
政
策
が
移

行
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
す
。

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
ま
で
の
人
口

管
理
局
で
あ
る
人
口
委
員
会
か
ら
健
康
を
所

轄
す
る
厚
生
省
に
そ
の
権
限
が
移
管
さ
れ
、

家
族
計
画
は
人
口
問
題
の
な
か
の
健
康
問
題

と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
ま
で
、
家
族
計
画
は
人
口
政
策
の
問
題
と

し
て
扱
わ
れ
、
健
康
問
題
は
副
次
的
な
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
は
根

本
的
な
政
策
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
家
族
計
画
が
統
合
さ
れ
、
患
者

の
ニ
ー
ズ
、
文
化
の
問
題
、
情
報
・
教
育
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
男
性
を
含
め
て

実
施
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ま
た
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や

性
行
動
に
関
す
る
健
康
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
包

括
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
定
義
で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
は
、
㈲
家
族
計
画
、
⑪

産
科
系
ケ
ア
、
何
不
妊
・
生
殖
問
題
の
予
防

と
治
療
、
側
中
絶
の
予
防
、
㈲
子
宮
・
卵
管

系
感
染
の
予
防
と
治
療
、
⑪
乳
ガ
ン
及
び
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
関
連
し
た

病
気
の
予
防
と
治
療
、
⑧
セ
ク
シ
ャ
ル
テ
ィ

に
関
す
る
相
談
と
教
育
、
⑪
女
性
に
対
す
る

暴
力
、
そ
し
て
、
栄
養
、
の
要
素
を
含
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
お
い
て
は
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
「
人
権
に
他
な
ら
な

い
」
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
達
成
に
は
、
全
く
障
害
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
現
実
的
に

は
違
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ま
ず
人
が
生
き
る

こ
と
の
権
利
を
主
張
し
、
そ
れ
を
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
破
傷
風
の
予
防
接
種
を
受
け

た
女
性
が
一
九
九
三
年
は
六
四
・
四
％
だ
っ

た
の
が
、
一
九
九
八
年
に
は
六
九
・
一
％
に

ま
で
上
っ
て
お
り
、
安
全
な
母
性
が
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
進
歩

が
見
ら
れ
る
の
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
に
お
け
る
市

民
社
会
の
か
か
わ
り
で
す
。
健
康
と
人
口
の
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戦
略
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
市
民
社
会
が
こ

の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
実
施
に
お
け
る
有

効
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
各
国
の
政
府
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
み
な
が
ら
、
政
策
策
定
の
レ
ベ
ル
、
ま

た
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
レ
ベ
ル
に
お
い
て
積
極

的
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
八
万
程
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

登
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
開

発
、
教
育
、
環
境
、
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
そ
し
て

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
ラ
イ
ッ
に

従
事
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
数
か
ら
判
断
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア

ジ
ア
の
な
か
で
も
最
も
市
民
社
会
が
強
い
国

だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
対
し
て
も

真
っ
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
の
達
成
に
お
い
て
も
女
性

に
対
す
る
暴
力
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
立

場
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
て
は
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
口
の
半
分
を
し

め
る
女
性
は
開
発
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
は
、
明
確
に
女
性

が
持
続
可
能
な
開
発
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
ユ

ニ
ー
ク
で
す
。
女
性
は
文
化
的
、
社
会
的
、

法
的
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
十
分
な
自
己

実
現
、
自
己
決
定
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
九
九
五
年
の
レ
イ

プ
禁
止
法
を
は
じ
め
、
現
在
審
議
中
の
家
庭

内
暴
力
法
等
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位

と
健
康
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な

法
律
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
政

策
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
を
遵
守
す
る
に

は
不
十
分
で
す
。
特
に
ア
ジ
ア
の
最
近
の
経

済
危
機
に
よ
る
、
為
替
の
レ
ー
ト
の
変
化
、

財
政
的
な
制
約
等
が
原
因
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
包
括
的
な
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導

入
を
非
常
に
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
済
危
機
の
な
か
で
は
国
家
開
発
計
画

の
方
が
、
家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
の
問
題
な
ど
よ
り
優
先
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

ま
た
途
上
国
の
な
か
で
は
人
口
問
題
や
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
、
経

済
成
長
や
貧
困
の
撲
滅
と
は
か
け
離
れ
た
、

ま
た
は
二
次
的
な
問
題
と
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
人
口
問
題
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
そ
し
て
開
発
問
題
の
問

に
あ
る
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
も
っ
と
意
識

を
高
め
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
が
達
成
で
き
な
い

最
大
の
要
因
は
、
社
会
的
ま
た
文
化
的
な
部

分
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
全
国
的
な
人
口
及

び
開
発
政
策
を
法
律
化
す
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
な
か
に
調
わ
れ
て

い
る
（
特
に
青
年
の
性
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
人
工
的
な
避
妊
方
法
の

使
用
に
つ
い
て
）
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
考
え
方
そ
の
も
の
に
真
っ
向
か
ら
反

対
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
健
康
、
社
会
、
環
境
、
食
料

の
安
全
保
障
等
を
網
羅
し
た
観
点
か
ら
人
口

問
題
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
討
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
議
論
は

結
果
的
に
は
社
会
に
有
意
義
な
も
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
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テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
道
徳
の
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
、
非
常
に
狭
い
観
点
で
議
論

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

た
め
、
私
た
ち
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
話
し

合
い
、
同
意
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
次
に
青
年
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
す
。
こ

れ
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
青
年
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
権
利
を
擁
護
す

る
政
治
的
活
動
は
依
然
弱
い
と
い
え
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
は
青
年
の
性
な
ど
を
話
す
こ
と
は

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、
青
年
の
ヘ
ル

ス
・
ケ
ア
、
そ
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
非

常
に
不
十
分
で
す
。

で
す
か
ら
我
々
は
、
両
親
、
政
治
的
指
導

者
、
政
策
決
定
者
、
宗
教
指
導
者
、
先
生
、

そ
し
て
そ
の
他
青
年
自
身
と
共
に
こ
の
よ
う

な
問
題
を
も
っ
と
幅
広
く
討
議
し
、
彼
ら
の

行
動
、
ニ
ー
ズ
、
知
識
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
事
実
、
既
婚
・
未
婚
問

わ
ず
、
ア
ジ
ア
の
青
年
た
ち
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
。
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
知
識
が
低
く
、

私
た
ち
議
員
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
大
き
な
課

題
と
し
て
政
策
を
練
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

ま
た
Ｓ
Ｔ
Ｄ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予

防
と
管
理
に
つ
い
て
、
国
家
の
保
健
政
策
に

お
い
て
も
っ
と
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
各
国
で
性
感
染
症
の
管
理
が
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
は
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
で
こ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
限

界
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
方
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｄ
に
関
す
る
感
染
デ
ー
タ

や
検
査
法
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
象
は

既
婚
女
性
の
み
で
、
男
性
ま
た
独
身
女
性
に

対
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
道
義

的
、
文
化
的
な
面
が
性
感
染
症
の
対
策
政
策

作
り
に
非
常
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

関
連
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
は
、
既
婚
女
性
を

念
頭
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
政
府
が
青
年
や
未
婚
の
男
女
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
行
動
計
画
の
方
針
に
反
し
ま
す
。

現
在
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
政
策

は
、
主
に
健
康
関
連
組
織
や
専
門
家
た
ち
に

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

宗
教
関
係
者
の
抵
抗
に
対
す
る
施
策
と
し

て
何
か
提
案
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
教
関
係

者
の
抵
抗
に
対
応
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ

の
大
変
重
要
な
分
野
で
の
本
当
の
意
味
で
の

前
進
は
な
い
。

■
ア
コ
ス
タ

ー
示
教
界
か
ら
の
抵
抗
や
反
対
に
取
り
組
ん

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ヘ
ル
ス
や
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ

ッ
の
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
側
面
を
見

落
と
さ
れ
た
り
、
個
人
の
健
康
や
幸
福
を
い

う
精
神
社
会
、
ジ
ェ
ン
グ
ー
、
そ
し
て
感
情

的
観
点
に
注
意
が
払
わ
れ
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
議
員
と
し
て
、
私
た
ち
は
人
権
に
基

づ
い
た
政
策
を
通
じ
て
、
国
民
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
立
場
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
最
大
の
責
任
で
、

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
や
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

●
討
議
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で
い
く
に
は
、
合
理
的
な
議
論
が
必
要
。
過

去
に
お
い
て
は
、
感
情
的
ま
た
は
情
緒
的
に

議
論
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
理
知
的
に
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
名
目
的
に
は
八
五
％
が

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
、
東
南
ア
ジ
ア
で
唯
一

の
カ
ト
リ
ッ
ク
国
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
は
過
大
評
価
さ
れ

て
い
る
。
確
か
に
影
響
は
あ
る
が
、
現
場
で

働
い
て
い
る
と
、
ヘ
ル
ス
，
ケ
ア
が
ベ
ー
ス

に
あ
れ
ば
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

に
対
し
て
草
の
根
レ
ベ
ル
の
教
会
は
反
対
し

な
い
。
例
え
ば
、
子
供
が
八
人
い
る
母
親

が
、
も
う
子
供
は
欲
し
く
な
い
の
で
避
妊
を

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
健
康
の
側
面
か
ら
の
話

で
あ
り
、
現
場
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
反
対

で
き
な
い
。

い
ず
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

も
現
実
に
届
す
る
と
思
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
で
も
、
今
そ
う
し
た
趨

勢
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

■
パ
キ
ス
タ
ン

ご
参
考
ま
で
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
例
を
ご
紹

介
し
た
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
も
や
は
り
イ
ス
ラ

ム
国
家
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
と

同
様
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
こ
れ
を
教

育
で
克
服
し
つ
つ
あ
る
。
国
民
が
人
口
を
環

境
、
健
康
、
食
料
と
い
う
視
点
で
教
育
を
受

け
て
い
れ
ば
、
宗
教
界
の
影
響
が
あ
っ
て

教
育
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
私
も
同
感
。

セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
教
育
も
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
問
題
に
し
て
も
、
こ
れ
は
家

庭
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
的
に
重
要

な
問
題
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

考
え
る
と
、
こ
れ
は
中
・
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン

で
経
験
を
共
有
し
合
う
必
要
が
あ
る
問
題
で

あ
る
。
ど
う
い
う
資
料
が
既
に
あ
る
の
か
、

ど
う
い
う
資
料
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

学
校
な
り
ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て

ど
う
い
う
教
材
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

そ
ん
な
こ
と
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
議
論
が
で

き
た
ら
と
思
う
。

先
週
ボ
ス
ト
ン
で
開
か
れ
た
会
議
で
は
、

テ
レ
ビ
番
組
や
雑
誌
等
の
マ
ス
コ
ミ
が
暴
力

的
な
番
組
を
放
映
し
、
子
供
た
ち
の
セ
ク

ロ
日
本
ｌ
山
中

人
口
・
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

輝
子

も
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
人
口
の
伸
び
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
口
の
伸

び
は
一
・
五
％
も
下
が
っ
て
二
％
台
で
あ
る
。

シ
ャ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
ビ
デ

オ
な
ど
の
生
産
に
関
し
て
は
、
日
本
も
大
生

産
国
で
あ
る
。
（
そ
の
意
味
で
責
任
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
）
先

生
の
特
に
最
後
の
「
情
報
を
共
有
す
る
」
と

い
う
提
案
に
は
大
い
に
同
感
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
っ
て
世

界
的
な
、
も
し
く
は
ア
ジ
ア
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
各
国
の
成
功
や
失
敗
の
事
例
に
関

し
、
様
々
な
経
験
を
集
積
し
デ
ー
タ
ー
と
し

て
す
べ
て
の
国
々
が
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
情
報
）
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。

2２
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講演する辻井博京都

大学大学院教授

講座

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
人
口
・
環
境
・
食
料
鵠
卒
全
保
障

ｌ
議
長
卯
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
議
員
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

辻
井
已
博
京
都
大
学
大
童
院
教
授
（
日
本
）
■
Ｔ

白
Ｈ
由
貿
易
の
完
全
な
適
用
は

ア
ジ
ア
の
食
料
体
制
を
破
壊
す
る
（
要
旨
）

ｌ
今
後
予
測
さ
れ
る
人
口
増
加
に

備
え
る
た
め
に
も
、
各
国
は
農
業

基
盤
の
維
持
が
必
要
Ｉ

こ
れ
ま
で

自
由
貿
易
の

原
則
が
農
産

品
に
関
す
る

交
渉
を
決
定

し
て
き
た
。

ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
で

あ
る
と
か
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
だ
と

か
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
交
渉
、

世
銀
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
自
由
貿
易
の

原
則
が
、
途
上
国
、
先
進
国
を
問
わ
ず
食
料

の
安
全
保
障
を
改
善
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
自
由
貿
易
の
原
則
は
、
特
に
ア

ジ
ア
の
場
合
、
穀
物
、
な
か
ん
ず
く
コ
メ
に

つ
い
て
は
平
等
と
持
続
可
能
性
、
外
部
性
と

い
う
観
点
か
ら
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
な
ぜ
自
由
貿
易
の
原
則
に
修
正

を
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
た
い
。
自
由
貿
易
の
原
則
を
世

界
的
に
実
行
す
れ
ば
、
世
界
の
穀
物
価
格
は

高
騰
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
利
益
を
極
大
化
す

る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
穀
物
生
産
を
減

産
し
、
途
上
国
が
生
産
す
る
穀
物
よ
り
ア
メ

リ
カ
の
減
産
量
の
方
が
大
規
模
に
な
る
と
予

測
さ
れ
る
。

ま
た
、
天
然
資
源
や
技
術
の
制
約
を
考
慮

せ
ず
、
自
由
貿
易
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
コ
メ

市
場
に
適
応
す
る
と
、
急
速
に
天
然
資
源
は

枯
渇
し
環
境
も
劣
化
し
、
そ
の
結
果
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
五
億
人
の
人
た
ち
が
飢
餓
に
苦

し
む
こ
と
に
な
る
。

世
界
中
の
二
○
億
人
に
と
っ
て
コ
メ
が
主

食
だ
。
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

は
主
食
と
し
て
重
要
だ
が
、
世
界
の
コ
メ
市

場
と
い
う
の
は
特
別
な
性
格
を
持
っ
て
お
り

非
常
に
不
安
定
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
特
徴

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
米
価
の

安
定
、
食
料
安
全
保
障
を
確
保
し
て
き
た
。

も
し
自
由
貿
易
の
原
則
が
国
際
的
な
コ
メ
市

場
に
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
コ
メ
の
生
産
価

格
が
非
常
に
高
い
東
ア
ジ
ア
諸
国
、
例
え
ば

フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
と
か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で

は
米
作
が
で
き
な
く
な
り
、
後
ほ
ど
述
べ

る
、
コ
メ
の
外
部
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

え仙州麺凹ｙ苅淵函鯛川棚朏声訓示堵詔



一
つ
は
、
コ
メ
の
生
産
と
消
費
に
つ
い
て
、

コ
メ
は
世
界
中
で
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
九

○
％
は
ア
ジ
ア
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、
そ

の
生
産
も
消
費
も
世
界
的
に
分
散
し
て
い

る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
コ
メ
の
生
産
と
消
費

は
均
衡
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
域
内
で
自

給
自
足
さ
れ
て
い
る
。

二
番
目
に
い
え
る
の
は
、
国
際
的
な
コ
メ

の
貿
易
市
場
は
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
穀
物
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
特
徴
を
持
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
生
産
に
比
べ
て
流
通
量
を

示
す
と
、
コ
メ
が
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

小
麦
は
一
九
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
一
四

％
、
大
麦
は
一
二
％
、
大
豆
は
二
九
％
で
、

国
際
的
に
貿
易
さ
れ
る
コ
メ
は
非
常
に
少
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
流
通
し
て
い
る

コ
メ
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
コ

メ
に
関
し
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
自
給
自
足

を
政
策
と
し
て
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
メ
市
場
に
お
い
て

も
、
貿
易
の
対
象
と
な
る
コ
メ
は
あ
ま
り
増

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
国
際

的
に
見
れ
ば
、
コ
メ
貿
易
は
引
き
続
き
薄
商

い
の
中
で
不
安
定
に
推
移
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
コ
メ
に
関
す
る
自
由
貿
易
原
則
の
修

正
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ

等
の
貿
易
交
渉
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
自
由

貿
易
と
い
う
概
念
は
、
そ
も
そ
も
十
九
世
紀

初
頭
の
リ
カ
ー
ド
の
比
較
生
産
費
説
に
基
づ

い
て
い
る
。
つ
ま
り
生
産
者
と
消
費
者
が
自

己
利
益
に
沿
っ
て
行
動
す
れ
ば
ｌ
消
費

者
の
福
祉
を
享
受
し
な
が
ら
生
産
者
の
利
益

を
最
大
化
す
れ
ば
ｌ
見
え
ざ
る
手
に

よ
っ
て
社
会
の
福
祉
・
幸
福
の
極
大
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
根
幹
に

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
農
産
品
の
貿
易
交
渉
は

こ
の
何
十
年
、
こ
の
原
則
に
則
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
私
が
論
文
の
な
か
で
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
自
由
貿
易
と
い
う
パ
ラ
ダ

イ
ム
自
体
が
非
現
実
的
な
仮
定
を
組
み
入
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
つ
だ
け
を
取
り
上
げ

て
み
る
と
、
ま
ず
こ
の
自
由
貿
易
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、
①
所
得
の
ゆ
が
み
が
な
い
と

い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
貧
富
の
差
大
き
く
な

い
と
い
う
こ
と
、
②
リ
ス
ク
と
リ
ス
ク
回
避

が
な
い
、
③
外
部
性
が
な
い
、
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
れ
ら
が
自
由
貿
易
の
原
則
を
成
り
立

た
せ
る
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

う
い
っ
た
も
の
は
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
こ
“

と
で
、
従
っ
て
、
論
理
的
に
も
自
由
貿
易
の

原
則
自
体
が
非
現
実
的
な
法
則
で
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
仮
定
が
な
ぜ
非
現
実
的
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
ま
ず
、

「
貧
富
の
差
が
な
い
こ
と
ｌ
所
得
分
配
が

ゆ
が
ん
で
な
い
と
い
う
こ
と
」
自
体
が
非
現

実
的
で
、
世
の
中
に
は
貧
富
の
差
、
所
得
の

不
均
衡
が
あ
る
。

次
に
、
「
リ
ス
ク
と
リ
ス
ク
回
避
が
な

い
一
と
は
、
「
人
が
リ
ス
ク
を
認
識
せ
ず
、

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
行
動
を
と
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ア
ジ
ア
の
消
費
者
の
行
動

を
研
究
す
る
と
、
彼
ら
は
一
日
三
食
コ
メ
を

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
価
の
安
定
並
び
に

コ
メ
の
安
定
供
給
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
条

件
が
躁
鋼
さ
れ
る
と
政
治
不
安
、
ま
た
は

ク
ー
デ
タ
ー
等
々
が
社
会
で
起
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
私
自
身
一
九
七
三
年
に
タ
イ
に
住

ん
で
い
た
と
き
に
、
コ
メ
が
小
売
店
か
ら
無

く
な
っ
た
直
後
に
暴
動
が
起
き
、
ク
ー
デ

タ
ー
、
政
権
交
代
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
各

国
の
政
府
は
米
価
の
安
定
、
コ
メ
の
供
給
の

安
定
に
腐
心
す
る
わ
け
だ
。
そ
の
根
底
に
は
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コ
メ
の
自
給
自
足
政
策
と
い
う
も
の
が
あ
る

こ
と
を
い
っ
て
お
き
た
い
。

日
本
が
一
九
九
三
年
の
コ
メ
危
機
の
翌
年

一
九
九
四
年
に
二
五
○
万
ト
ン
の
コ
メ
を
輸

入
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
国
際
市
場
に
は

ジ
ャ
ポ
一
一
カ
種
の
コ
メ
は
流
通
し
て
お
ら

ず
、
日
本
政
府
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ジ
ャ
ポ
一
一
カ
種
の
コ
メ
を
二
五
○
万
ト
ン
入

手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
コ
メ
危
機
が
日
本
で
起
き
た
の
だ

が
、
日
本
が
ジ
ャ
ポ
一
一
カ
種
の
コ
メ
の
輸
入

に
固
執
し
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
ア
ジ
ア

の
貧
し
い
人
た
ち
に
対
す
る
影
響
を
小
さ
く

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
日
本
政
府

が
二
五
○
万
ト
ン
の
ジ
ャ
ポ
一
一
カ
種
の
コ
メ

を
買
う
と
表
明
し
た
ら
二
、
三
カ
月
で
タ
イ

の
ジ
ャ
ポ
一
一
カ
種
の
コ
メ
価
格
が
二
倍
に
跳

ね
上
が
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
高
騰
し
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ベ
シ
で
の
国
内
米
価
は

二
○
％
高
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
中
程
度
の
コ
メ
の
米
価
だ
っ
た
の
だ

が
、
二
○
％
の
高
騰
で
も
貧
し
い
人
た
ち
が

非
常
な
犠
牲
に
な
る
。
も
し
、
日
本
が
ジ
ャ

ポ
一
一
カ
種
を
輸
入
す
る
こ
と
に
腐
心
せ
ず

に
、
ア
ジ
ア
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
イ
ン

デ
ィ
ヵ
種
を
輸
入
し
て
い
た
と
し
た
ら
五
億

人
の
コ
メ
を
主
食
と
す
る
ア
ジ
ア
の
人
た
ち

が
非
常
に
困
窮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

三
番
目
の
「
そ
の
外
部
性
が
全
く
な
い
」

と
い
う
仮
定
は
、
米
作
と
い
う
の
は
「
風
景

を
良
く
す
る
一
と
か
「
環
境
保
全
」
で
あ
る

と
か
非
常
に
外
部
性
が
あ
り
、
ま
た
「
水
資

源
の
保
全
」
と
い
う
こ
と
も
ア
ジ
ア
の
人
た

ち
に
と
っ
て
は
重
要
な
米
作
に
か
か
わ
る
外

部
性
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
、
米

作
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

コ
メ
の
生
産
コ
ス
ト
が
高
い
日
本
だ
と
か
韓

国
だ
と
か
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
中
国
な
ど

の
国
々
に
お
い
て
は
、
国
際
的
に
コ
メ
生
産

の
競
争
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
う

な
る
と
米
作
は
全
く
消
え
て
な
く
な
る
か
、

大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

コ
メ
の
生
産
に
は
非
常
に
大
き
な
外
部
性

が
あ
る
。
コ
メ
生
産
を
止
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
外
部
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
三
番
目
の
仮
定
で
あ
る
「
外

部
性
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
。

む
し
ろ
、
コ
メ
生
産
に
お
け
る
外
部
性
が
犬

き
い
と
い
う
こ
と
を
現
実
と
し
て
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
本
、
韓

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ

な
ど
に
い
え
る
こ
と
だ
。

今
後
、
供
給
を
増
や
す
上
で
、
こ
れ
ま
で

と
違
い
技
術
的
な
爆
発
的
な
改
善
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
淡
水
資
源
や
土

壌
、
耕
作
地
の
不
足
な
ど
で
、
生
産
の
増
加

は
大
幅
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
に
伴
っ

て
需
要
の
爆
発
的
な
伸
び
が
予
測
さ
れ
る
。

二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
穀
物
の
需
要

が
爆
発
的
に
伸
び
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
な
ど
の
政
策
が
変
わ
る

と
、
供
給
が
制
約
さ
れ
た
な
か
で
需
要
が
爆

発
的
に
伸
び
る
と
い
う
事
態
を
招
来
す
る
こ

と
に
な
る
。

従
っ
て
、
一
一
十
一
世
紀
の
初
め
、
一
一
○
二

○
年
に
は
食
料
不
足
Ⅱ
穀
物
不
足
を
経
験
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
四
億
一
七
○
○

万
ト
ン
ほ
ど
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
穀
物
の
国
際
貿
易
は
約
二
億
三

○
○
○
万
ト
ン
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
こ
の
不
足
す
る
食
料
の
量
は
非
常
に
厳
駈

し
い
事
態
を
意
味
す
る
。



よ
っ
て
こ
れ
か
ら
は
「
長
期
的
な
視
点
」

と
い
う
要
素
を
組
み
入
れ
た
、
新
し
い
貿
易

の
法
則
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

今
年
の
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
グ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
環
境
問

題
、
農
産
物
の
生
産
に
関
す
る
国
際
条
約
及

び
国
際
組
織
の
成
果
の
評
価
が
討
議
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
食
料
を
も
っ
と
必
要

と
し
て
い
る
国
を
支
援
す
る
た
め
、
世
界
食

料
銀
行
を
作
る
こ
と
、
ま
た
人
口
、
食
料
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

カ
イ
ロ
会
議
以
前
は
、
私
た
ち
は
こ
の
人

口
増
加
を
い
か
に
く
い
止
め
る
か
と
い
う
こ

と
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
国
内

外
で
人
口
増
加
に
つ
い
て
の
懸
念
が
ひ
ろ
が

り
、
こ
の
よ
う
な
人
口
の
爆
発
的
な
増
加

は
、
実
際
に
人
類
の
存
在
そ
の
も
の
を
脅
か

す
の
で
は
な
い
か
と
問
題
意
識
が
高
ま
り
、

ウ
｛
イ
ロ
ウ
ア
ロ
チ
エ
ン
（
韓
国
）
▲
っ
Ｌ

途
上
国
の
環
境
問
題
に

理
解
と
援
助
を

ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
深
刻
な
穀
物

と
食
料
不
足
を
二
十
一
世
紀
に
招
来
す
る
こ

と
に
な
る
。

出
生
率
を
下
げ
る
た
め
に
家
族
計
画
が
い
ろ

い
ろ
な
国
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
も
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ

う
な
家
族
計
画
を
導
入
し
、
大
変
な
成
功
を

収
め
た
世
界
で
三
番
目
の
国
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
抑
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
、
人
口
問
題
は
継
続
し
た
注
意
と
努

力
を
必
要
と
す
る
も
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

現
に
性
比
の
不
均
衡
、
労
働
力
の
減
少
、
急

増
す
る
高
齢
者
、
食
料
不
足
、
都
市
化
に
よ

る
不
均
衡
な
人
口
分
布
、
そ
し
て
汚
染
問
題

と
い
う
新
し
い
脅
威
が
我
々
の
前
に
浮
上
し

て
き
て
い
ま
す
。

消
費
及
び
生
産
は
非
常
に
環
境
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
人
口
が
増
え
れ
ば
食
料

の
消
費
も
増
加
し
、
さ
ら
に
食
料
増
産
が
必

要
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
環
境
に
大

き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
わ
け
で
す
。
食
料
の

需
要
が
増
え
る
と
耕
地
を
増
や
し
、
そ
し
て

大
地
を
破
壊
す
る
。
開
発
は
オ
ゾ
ン
層
や
森

林
を
破
壊
す
る
の
で
す
が
、
こ
こ
二
～
一
一
一
世

紀
の
間
に
、
耕
地
の
五
分
の
一
、
雨
林
の
五

分
の
一
、
そ
し
て
何
百
万
と
い
う
動
物
、
植

物
の
種
が
こ
の
地
球
か
ら
消
え
て
い
ま
す
。

一
九
六
○
年
代
初
頭
か
ら
、
韓
国
で
は

様
々
な
経
済
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入

し
、
都
市
化
、
工
業
化
が
非
常
に
急
速
に
進

み
、
そ
の
結
果
、
経
済
の
成
長
と
共
に
非
常

に
大
き
な
問
題
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
環
境

保
護
と
い
う
も
の
を
こ
の
次
に
お
い
た
開
発

は
、
こ
の
環
境
を
汚
染
し
な
が
ら
大
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
を
使
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
こ
の
地
球
を
回
復
す
る

方
法
と
、
そ
し
て
人
類
の
活
動
と
人
口
増
加

が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
時

で
す
。
研
究
結
果
は
皆
で
わ
か
ち
あ
い
、
人

類
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
先
進

国
と
は
違
い
、
途
上
国
は
環
境
問
題
に
取
り

組
む
必
要
性
を
感
じ
て
い
て
も
、
資
源
が
な

い
た
め
対
策
が
と
れ
ま
せ
ん
。
先
進
諸
国
で

は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
部
を
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
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ル
ギ
ー
の
開
発
や
川
の
浄
化
等
に
費
や
す
こ

と
は
比
較
的
に
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
先
進

諸
国
の
十
分
の
一
し
か
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
な
い
国
は

資
金
も
専
門
知
識
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
環
境
の
破
壊
の
原
因
は
人
口
の
爆

発
的
な
増
加
、
産
業
施
設
か
ら
出
て
く
る
廃

棄
物
で
、
環
境
破
壊
を
止
め
る
に
は
こ
れ
以

上
の
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
が
最
善
策

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
の
人
口
抑
制
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
工
業
化

だ
け
で
は
な
く
産
業
施
設
か
ら
の
廃
棄
物
を

減
ら
す
こ
と
に
も
目
を
向
け
、
環
境
破
壊
を

く
い
止
め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
方
発
展
途
上
国
に
は
、
こ
の
貧
困
か
ら

脱
出
す
る
に
は
工
業
化
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
人
口
増
加
が
環
境
と
食
料
生
産
に
与
え

る
影
響
は
大
き
く
、
｜
国
で
は
解
決
で
き
な

い
問
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解

決
す
る
に
は
先
進
諸
国
が
大
切
な
役
割
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

地
球
は
閉
鎖
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
一

国
の
環
境
問
題
が
そ
の
国
の
み
な
ら
ず
全
世

界
に
影
響
す
る
の
は
そ
の
良
い
例
で
す
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
規
制
し
雨
林
を
保

護
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
環
境
問
題
を
解
決

す
る
方
法
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
私
た
ち
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
違
い
を
互
い
に

理
解
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
努
力
と
政
策
を

と
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
先
進
国
が
技

術
移
転
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
環
境
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
ア

フ
リ
カ
の
大
草
原
が
ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
国
連
は
様
々
な
会
議
を
通
じ
、

環
境
保
護
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
の
で
す

が
、
発
展
途
上
国
の
経
済
的
な
制
約
の
た
め

に
そ
れ
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
国
際
条
約
は
重
要
で
す
が
、

も
っ
と
根
本
的
に
そ
の
原
因
へ
の
対
策
が
必

要
で
す
。

発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
人
口
、
環
境

問
題
は
経
済
開
発
、
そ
し
て
工
業
化
の
必
要

性
か
ら
の
結
果
で
す
。
よ
っ
て
、
も
し
先
進

国
が
「
グ
リ
ー
ン
・
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
名

の
も
と
に
環
境
保
護
を
押
し
つ
け
れ
ば
、
ま

す
ま
す
途
上
国
の
状
況
は
悪
化
し
て
い
く
わ

け
で
す
。
人
間
の
存
在
を
確
保
す
る
た
め
、

先
進
国
は
高
度
な
技
術
を
輸
出
す
る
よ
り
途

上
国
と
共
有
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

ま
た
先
進
国
が
環
境
保
護
の
た
め
に
資
金

を
集
め
、
人
口
問
題
の
認
識
を
高
め
て
国
際

的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
非
常
に
重
要

で
す
。
国
際
的
な
条
約
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
減
ら
し
、
環

境
に
優
し
い
技
術
の
開
発
の
た
め
に
投
資
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
次
に
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な

食
料
の
生
産
は
、
一
九
五
○
年
か
ら
一
九
八

四
年
ま
で
に
世
界
人
□
の
増
加
率
を
上
回

り
、
二
・
六
倍
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
食
料
の
増
加
に
も
か
か

わ
ら
ず
八
億
人
の
人
た
ち
が
ま
だ
ま
だ
栄
養

不
足
に
あ
り
、
二
億
人
の
子
供
た
ち
が
カ
ロ

リ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
食
料
の
安
全
保
障
は
生
産
及
び
そ
の
リ

ソ
ー
ス
の
分
配
、
そ
れ
か
ら
食
料
を
買
う
収

入
で
決
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。

生
産
性
・
耕
作
地
の
拡
大
が
な
け
れ
ば
将

来
の
食
料
安
全
保
障
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
生
産
性
の
拡
大
に
は
、
肥
料
、

技
術
開
発
、
そ
の
他
の
努
力
も
必
要
で
す
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
環
境
に
対
す

る
保
全
技
術
の
発
展
に
リ
ン
ク
し
て
行
わ
れ
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
一
つ
の

結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
食
料
の
安
全
保
障
は
人
口
、
食
料
の
生

産
性
、
環
境
に
優
し
い
開
発
、
そ
し
て
貿
易

問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

人
口
の
伸
び
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
食
料
に
対
す
る
需
要
は
人
口
と
所
得
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
需
要
が
供
給
を
上
回
る

と
こ
ろ
に
そ
の
根
幹
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

食
料
の
需
要
の
伸
び
は
人
口
の
伸
び
に
関
連

し
て
い
る
た
め
人
口
抑
制
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
際
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
、
ヘ

ル
ス
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
人
口
政

策
を
推
進
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

食
料
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
自
給
自
足
が

推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
政
府
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
認
め
ら
れ
て
い

る
技
術
支
援
や
あ
る
程
度
の
補
助
が
必
要
で

し
ょ
う
。

し
か
し
先
進
国
は
、
途
上
国
が
農
家
に
補

助
す
る
こ
と
を
現
実
に
は
や
め
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各
国
の
特
質
に

合
っ
た
農
業
が
失
わ
れ
、
農
業
生
産
は
一
部

の
国
際
的
な
食
料
輸
出
国
に
限
定
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で

は
、
食
料
輸
出
国
に
災
害
、
あ
る
い
は
不
可

抗
力
な
何
か
が
起
こ
り
農
業
シ
ス
テ
ム
が
破

壊
さ
れ
れ
ば
、
国
際
的
な
食
料
の
供
給
シ
ス
テ

ム
に
も
影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
農
業
生
産
物
が
高
騰
す
れ
ば
、
途

上
国
の
国
際
貿
易
の
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
す
る

し
、
反
対
に
供
給
率
が
高
く
な
れ
ば
、
農
産

物
輸
出
国
は
輸
出
を
削
減
し
、
生
産
も
減
ら

し
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
世
界
の
食
料
生
産
シ

ス
テ
ム
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
私
た
ち
は
環
境
を
配
慮
し
つ
つ
、
食

料
の
自
給
自
足
を
図
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
と
同
時
に
、
農
業
生
産
性
を
改
良
す
る

た
め
技
術
を
共
有
ま
た
は
共
同
開
発
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
食
料
の
配
分
に
は
気
候
な
ど
の
様
々

な
変
動
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
国
間
の
違
い
、
気
候
を
き
ち
ん
と
見
て
、

そ
し
て
そ
の
上
で
絶
対
的
な
貧
困
に
あ
え
ぐ

国
民
を
擁
す
る
国
に
援
助
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

食
料
が
足
り
な
い
と
い
う
国
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
し
か
し
国
民
に
食
べ
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
図
的

に
自
国
の
国
民
を
飢
餓
に
追
い
や
っ
て
い
る

国
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
北
朝
鮮
で
す
。
人

道
的
な
配
慮
か
ら
韓
国
の
政
府
そ
し
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
三
億
二
○
○
○
万
ド
ル
に
も
及
ぶ
援
助

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
九
九
五
年
以
降
、

北
朝
鮮
に
寄
せ
ら
れ
た
国
際
支
援
の
三
一
％

に
も
相
当
し
ま
す
。
し
か
し
国
際
的
な
援
助

を
受
け
な
が
ら
、
北
朝
鮮
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大

陸
横
断
ミ
サ
イ
ル
）
の
開
発
を
や
め
ず
、
核

開
発
の
疑
惑
の
あ
る
施
設
、
地
下
施
設
も

作
っ
て
い
ま
す
。
も
し
彼
ら
が
そ
の
軍
事
予

算
の
わ
ず
か
三
％
、
’
億
五
○
○
○
万
を
食

料
に
割
り
当
て
れ
ば
、
一
○
○
万
ト
ン
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
天
は
自
ら
助
く
る
も
の
を
助
く
」
と
言
い

ま
す
が
、
や
は
り
北
朝
鮮
も
食
料
不
足
を
自
ら

解
消
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
国
際
社
会
は
北
朝
鮮
に

農
業
技
術
、
あ
る
い
は
他
の
技
術
援
助
を
行

い
、
ひ
い
て
は
食
料
不
足
も
解
消
で
き
ま
す
。

ハ
ー
グ
宣
言
で
は
、
食
料
の
不
足
問
題
に

鑑
み
て
、
世
界
食
料
銀
行
の
設
置
構
想
が
調

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
行
動
に
移
す
た
め
に

は
、
具
体
的
な
行
動
計
画
が
必
要
で
す
。
人

口
の
伸
び
、
食
料
の
不
足
、
環
境
破
壊
、
こ
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・
辻
井

す
で
に
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
が
起
き
て

い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

世
銀
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

を
受
け
、
自
由
貿
易
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。
両
国
は
い
っ
た
ん
十
～
十
五
年

前
に
自
給
自
足
レ
ベ
ル
ま
で
達
成
し
た
が
、

今
や
極
め
て
深
刻
な
コ
メ
不
足
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
今
後
近
い
将
来
、
ま

■
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
極
端
な
自
由
貿
易

政
策
を
遂
行
し
、
国
民
が
大
変
な
思
い
を
し

た
。
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
政
策
の
失
敗
を

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
経
験
し
て
い
る
。

れ
は
相
互
に
密
に
関
係
す
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
先
進
国
、
途
上

国
と
も
、
食
料
の
安
全
保
障
、
そ
し
て
環
境

の
保
護
の
問
題
を
前
面
的
に
出
し
、
こ
う

い
っ
た
問
題
に
目
を
背
け
ず
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
討
議

■
日
本
松
岡
利
勝

ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
以
降
、
今
日

ま
で
、
自
由
貿
易
の
幻
想
を
無
制
限
に
適
用

す
る
こ
と
の
問
題
点
が
相
当
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
比
較
優
位
の
原
則
を
基
本
に
し
た

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
以
降
、
い
ろ
ん

な
問
題
が
出
て
き
た
の
だ
が
、
一
番
大
き
な

問
題
点
は
、
競
争
が
増
え
れ
ば
生
産
も
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
起
き
ず
、
現
実
は
逆
に
生

産
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
生
産
性
の
高

い
と
こ
ろ
は
残
る
が
、
低
い
と
こ
ろ
は
生
産

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
全

体
の
生
産
量
は
減
る
わ
け
だ
。
つ
ま
り
飢
餓

を
救
う
た
め
に
地
球
全
体
の
生
産
性
を
増
大

さ
せ
る
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
と
Ｅ
Ｕ
な
ど
を
含
め
、
と
に
か
く
自

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
自
由
貿
易
ル
ー

ル
を
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
続
け
て
い
た
ら
、
大

変
深
刻
な
食
料
不
足
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に

自
由
貿
易
ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
な

ら
ば
多
く
の
ア
ジ
ア
の
国
々
が
近
い
将
来
大

変
な
コ
メ
不
足
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
日
本
ｌ
広
中
和
歌
子

先
程
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
な
か
に
食
料
の
視
点

を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
十
分
に
論

議
さ
れ
た
が
、
私
は
ぜ
ひ
こ
れ
に
環
境
の
視

点
も
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

例
え
ば
、
森
林
を
例
に
あ
げ
る
と
、
我
が

国
は
最
大
の
森
林
輸
入
国
で
あ
る
。
熱
帯
雨

由
化
と
い
う
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
、
各
国
が

そ
の
基
準
を
譲
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

結
果
、
先
程
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
の
方
も
言
わ

れ
た
通
り
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
農
業
が
成

り
立
た
ず
農
村
が
崩
壊
す
る
と
い
う
問
題
も

起
き
て
き
て
い
る
。

よ
っ
て
ロ
ー
マ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
は
そ

う
い
う
問
題
を
反
省
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
農

業
の
持
つ
多
面
的
機
能
、
ｌ
辻
井
先
生
が
外

部
効
果
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
ｌ
、
こ
う
い
っ

た
も
の
を
相
当
重
要
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
取
り
込
ま
れ

た
。従
っ
て
、
今
後
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
次
期
交
渉
は

そ
う
い
う
視
点
を
強
く
押
し
出
し
、
そ
の
交

渉
を
今
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
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林
の
伐
採
、
そ
し
て
そ
の
枯
渇
に
大
変
貢
献

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
非
難
を
浴
び

て
い
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
か
ら

森
林
木
材
を
買
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
ア

メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
は
輸
入
す
る
よ
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
て
く
る
。

日
本
は
七
○
％
近
く
が
森
林
で
、
森
林
国

な
の
だ
が
、
輸
入
材
木
は
価
格
が
非
常
に
安

い
た
め
購
入
し
て
し
ま
う
。
木
材
の
価
格
に

は
、
そ
れ
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
経
費
を
そ

の
値
段
の
中
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。こ
れ
は
十
分
に
今
ま
で
議
論
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
な
か
で
是
非
考
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
森
林
財
に
つ
い
て
何
％

か
の
課
金
を
掛
け
、
そ
の
お
金
を
ど
の
よ
う

な
形
で
あ
れ
－
カ
所
に
集
め
て
環
境
の
た
め

に
使
う
と
い
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
私
は
森

林
の
保
全
も
で
き
ず
、
ま
た
同
時
に
こ
の
森

林
が
果
た
し
て
い
る
食
料
、
水
、
あ
る
い
は

全
体
と
し
て
果
た
し
て
い
る
多
様
な
役
割
を

十
分
に
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
恩

や
つ
。

さ
て
今
日
は
一
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
口
」
に

つ
い
て
ハ
ー
グ
で
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
こ
こ
ア
ジ
ア
で
抱
え
る
人
口
・
開

発
に
か
か
わ
る
試
練
は
大
変
複
雑
で
す
。
第

一
に
、
こ
の
地
域
は
大
変
な
人
口
増
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
口
の
急
増

は
、
健
康
、
教
育
制
度
、
環
境
に
も
様
々
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
よ
う
な

人
口
増
加
率
が
低
い
国
は
、
人
口
移
動
や
高

齢
化
な
ど
、
人
口
構
成
が
動
態
的
に
変
わ
っ

て
お
り
、
新
た
な
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
試
練
に
つ
い
て
、
’
九
八
四

年
の
メ
キ
シ
コ
国
際
人
口
会
議
で
は
人
口
統

計
と
人
口
動
態
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
で
、

女
性
の
役
割
あ
る
い
は
地
位
に
つ
い
て
討
議 ’

講し～

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
’
九
九
四
年
の
カ
イ

ロ
国
際
人
ロ
開
発
会
議
で
初
め
て
、
人
口
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
ラ
イ
ッ
の
視
点
で
と
り
上
げ
ら
れ
、
カ
イ

ロ
の
行
動
計
画
で
は
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
一
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
月
に
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
国
際

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
再
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

そ
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ

イ
ッ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

評
価
に
関
す
る
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
ハ
ー

グ
宣
言
」
の
中
で
、
国
会
議
員
が
政
策
立
案

を
含
め
て
女
性
が
社
会
に
十
分
参
加
す
る
こ

と
を
阻
む
よ
う
な
法
的
、
社
会
的
、
文
化
的

な
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
、
家
族
計
画
、
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
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を
守
る
こ
と

で
す
。

し
か
し
、

こ
れ
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
人
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
や
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
ま
だ

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
ア
ジ

ア
の
国
々
で
は
、
急
激
な
産
業
化
や
経
済
の

近
代
化
に
よ
っ
て
こ
の
不
平
等
が
ま
す
ま
す

顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
同
様

で
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
技
量
を
要
す
る
よ
う
な

'二iiii１

・
ラ
イ
ッ
を

含
む
リ
プ
ロ

グ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
を

奨
励
す
る
こ

と
を
約
束
し

て
い
ま
す
。

我
々
に
求
め

ら
れ
て
い
る

の
は
カ
イ
ロ

行
動
計
画
を

実
践
し
ハ
ー

グ
で
の
約
束

現
代
産
業
の
職
種
は
男
性
中
心
で
女
性
は
家

庭
に
い
る
か
、
あ
る
い
は
外
に
出
て
働
く
に

し
て
も
賃
金
の
低
い
、
熟
練
を
必
要
と
し
な

い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
や
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
へ
の
道
の
り
は
、
ま

だ
遠
い
も
の
の
、
変
化
は
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
家
庭
内
暴
力
の
禁
止

や
、
性
病
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
政
策
立
案
、

ネ
パ
ー
ル
の
人
口
・
環
境
省
、
女
性
・
社
会

福
祉
省
の
設
立
な
ど
、
ハ
ー
グ
会
議
で
は
カ

イ
ロ
以
降
の
各
国
の
進
展
状
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

我
が
日
本
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
が
国
会
に
先
週
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
男
女
が
共
に
事
前
に
与
え
ら
れ
た
役
割

に
基
づ
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
間
の
能

力
、
そ
し
て
関
心
事
に
基
づ
い
て
、
社
会
に

平
等
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
担
保
す
る
法
の

趣
旨
で
す
。
日
本
は
確
か
に
経
済
的
に
は
先

進
国
で
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
と
い
う

点
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
国
に
遅
れ
を
と
っ

て
い
ま
す
。
男
性
、
女
性
の
家
庭
に
お
け
る

役
割
、
職
場
に
お
け
る
役
割
は
、
依
然
か
な

り
線
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
業
は
確

か
に
日
本
の
経
済
的
な
奇
跡
を
生
み
出
し
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
柔
軟
性
を
失
い
、
産

業
社
会
は
個
々
の
ニ
ー
ズ
、
あ
る
い
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な

変
化
に
し
な
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
日
本
は
不
況
に
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
児
童
の
売
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
に
関
わ
る
法
案
が
、
日
本
の
国
会
に
先

月
提
出
さ
れ
ま
し
た
Ｃ
日
本
、
そ
し
て
国
外

に
お
け
る
未
成
年
の
性
的
搾
取
を
禁
ず
る
法

を
強
化
す
る
た
め
で
す
。
若
い
人
々
も
性
的

な
暴
力
や
生
殖
に
関
す
る
自
己
決
定
権
に
対

す
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
法
的
進
歩

を
誇
る
反
面
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
点
で
依
然
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
依
然
低
容
量
ピ
ル
が
認
可
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
ハ
ー
グ
会
議
で
そ
う
い
っ
た

日
本
の
状
況
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
り
、

近
々
ピ
ル
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

と
に
か
く
家
族
計
画
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
が
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
通
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じ
て
み
ん
な
に
行
き
渡
り
、
女
性
が
自
分
で

出
産
間
隔
や
子
供
の
数
に
つ
い
て
決
め
ら
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互

い
に
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
学
ぶ
こ
と
も
意

義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国

際
協
力
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
４
１
４
で
は
「
国
は

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
男
女
間
の
不

平
等
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
調
わ
れ
て
い
ま
す
。
各

ハ
ー
グ
の
会
議
で
も
、
特
定
の
国
に
お
い

て
高
齢
化
が
進
行
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
行

動
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

分
野
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
え
て
予
算
を

乞
」
》
■
働
く
一
ヅ
珂
一
ツ
ウ
回
罷
泣
イ
議
員
（
轍
ツ
就
茄
１
妙
】
へ

》
□
ｉ
戸
玖
７
脚
価
値
観
と
１
１
口
■
．

思
春
期
一
、
若
地
白
一
員
齢
地
口
陸
生
ロ
を
社

国
で
そ
の
優
先
順
位
や
試
練
へ
の
対
処
方
法

も
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
行
動
を
と
る
か
と

ら
な
い
か
に
つ
い
て
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
の
義
務
は
男
女
共
に
そ
の
可
能
性

を
最
大
限
に
生
か
す
社
会
を
作
る
こ
と
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
っ
と
配
分
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
認
識

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
、
今
ま
で
何
を
高
齢
者
対
策
と
し
て

や
っ
て
き
た
か
、
今
後
何
を
す
る
べ
き
か
と

■
フ
ィ
ジ
ー

私
の
地
域
で
は
、
文
化
、
伝
統
が
色
濃
く

●
討
議

残
っ
て
お
り
、
男
女
が
全
く
同
じ
よ
う
な
道
錫

を
歩
ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
そ

う
い
う
文
化
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
も
守
っ

て
い
き
た
い
。

■
堂
本

ア
ジ
ア
文
化
と
の
調
和
を
と
り
つ
つ
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
を
投
影
す
る
こ
と
が
重
要
。

新
し
い
世
紀
に
お
い
て
は
、
女
性
だ
け
で
は

な
く
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
意
思
決
定

に
共
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
高
齢
者
人
口
比
率
の

高
い
社
会
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
統
計
に
よ
り
ま
す
と
二
○
三
○
年
ま
で

に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
六
五
歳
以
上
高
齢
者

人
口
が
現
在
の
七
・
八
％
か
ら
一
八
％
に
増

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
高
齢
化
問

題
に
対
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
理
念
は
、
高

齢
者
に
社
会
の
負
担
で
は
な
く
心
身
と
も
に
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健
康
な
市
民
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
、
高

齢
者
を
政
府
や
地
域
社
会
、
一
旦
恩
、
者
本
人
、
そ

し
て
そ
の
家
族
が
面
倒
を
見
る
、
で
す
。

法
律
面
で
は
、
①
退
職
年
齢
法
を
制
定

し
、
退
職
年
齢
を
延
長
し
、
年
齢
を
理
由
と

し
て
、
退
職
年
齢
に
達
す
る
前
に
解
雇
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
、
②
セ
ン
ト
ラ

ル
・
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
ト

を
制
定
し
、
高
齢
に
達
し
た
と
き
に
必
要
と

な
る
資
金
を
強
制
的
に
貯
蓄
さ
せ
る
、
③
両

親
扶
養
法
で
三
○
歳
以
上
の
子
供
に
対
す
る

両
親
の
扶
養
を
義
務
化
、
④
老
人
ホ
ー
ム

法
、
私
立
病
院
法
で
高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
基
準
を
明
確
化
、
⑤
建
設
管
理
規
制

法
で
高
齢
者
、
障
害
者
の
た
め
の
障
害
と
な

ら
な
い
建
造
物
の
建
設
を
促
進
、
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
公
共
政
策
で
は
い
ろ
い
ろ
な
高

齢
者
の
委
員
会
が
作
ら
れ
、
様
々
な
高
齢
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
一
九

九
八
年
に
は
高
い
レ
ベ
ル
で
各
省
庁
に
ま
た

が
る
高
齢
者
委
員
会
と
い
う
も
の
を
作
り
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
の
大
臣

を
議
長
と
し
、
そ
し
て
副
議
長
を
二
人
設
け

て
い
ま
す
。
一
人
は
地
域
開
発
担
当
大
臣
、

も
う
一
人
は
厚
生
大
臣
で
、
こ
の
二
人
が
共

同
副
議
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
開
発
担

当
省
に
は
高
齢
者
開
発
と
い
う
部
署
が
あ

り
、
そ
こ
が
こ
の
委
員
会
の
事
務
局
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
省
庁
を
ま
た
が
っ
た
委
員
会

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
齢
者
の
問
題
を
整

理
し
て
、
そ
の
対
策
を
講
じ
、
多
く
の
省
庁

に
ま
た
が
る
問
題
の
調
整
を
し
て
、
こ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
政
策
的
な
措
置
に
関
し
て
お
話

し
し
ま
す
。
政
策
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

一
雇
用
に
関
し
、
な
る
べ
く
長
く
高
齢
者
に
は

経
済
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
方
針
で
す
。
今

の
と
こ
ろ
完
全
雇
用
で
す
か
ら
、
高
齢
者
で

あ
っ
て
も
、
雇
用
機
会
が
な
い
な
ど
の
雇
用

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
行
の
退
職
年
齢
を

五
五
歳
か
ら
六
二
歳
に
延
長
し
、
い
ず
れ
ゆ

く
ゆ
く
は
六
七
歳
に
退
職
年
齢
を
延
長
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
①
高
齢
者
を
雇
用
す
る
障
壁

や
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
除
去

し
、
高
齢
者
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
労
働
時
間

帯
に
お
い
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
け
る
よ
う

に
す
る
、
②
高
齢
労
働
者
の
古
い
知
識
は
、

現
代
の
技
能
で
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
補
助
金
を
提
供
し
て
高
齢
者
の
技
能

を
再
訓
練
す
る
等
の
施
策
、
③
（
例
え
ば
高

齢
者
は
生
産
性
が
悪
い
と
い
う
よ
う
な
）
｜
雇

用
主
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

財
務
面
で
の
保
障
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
は
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
い
う

の
が
あ
り
、
例
え
ば
老
後
に
備
え
て
強
制
的

に
貯
蓄
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
両
親
扶
養
法
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
六
二
歳
に
延
伸
さ
れ
ま
し
た

が
、
六
○
歳
以
上
の
退
職
年
齢
に
達
し
た
人

が
、
生
活
が
苦
し
い
場
合
に
は
、
法
的
に
子

供
た
ち
に
生
活
費
を
払
っ
て
も
ら
う
権
利
が

あ
り
、
子
供
た
ち
に
は
義
務
が
あ
る
こ
と
を

調
っ
て
い
ま
す
。

社
会
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
委
員
会

が
計
画
な
ど
を
実
施
、
策
定
し
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
政
府
だ
け
で
は

な
く
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
、
教
会
な
ど
も

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
し
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
デ
イ
・
ケ
ア
・
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
高
齢
者
の
社
交
の
場
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
提
供
ま
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
食
事
の
配
給
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
、
低
所
得
層
の
人
た
ち
に
無
料
で
給
食
を
詔



提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
民
間
と
公

共
が
共
に
高
齢
者
の
た
め
の
設
備
、
施
設
を

作
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
面
で
は
、
高
齢
者
の
健

康
な
生
活
様
式
を
振
興
し
、
慢
性
の
病
気
の

予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ

た
場
合
に
は
早
く
治
療
を
し
て
リ
ハ
ビ
リ
す

る
こ
と
で
、
家
族
へ
の
負
担
を
最
小
化
す

る
。
そ
し
て
、
ケ
ア
を
担
当
す
る
家
族
を
支

援
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
族
の
介

護
を
補
填
し
た
り
、
病
院
で
も
一
人
暮
ら
し
が

で
き
な
い
老
人
た
ち
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

住
宅
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
の
九
○
％
が

子
供
た
ち
、
ま
た
は
親
戚
と
共
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
も
し
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
近
く
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
財
政
的
に
奨
励
策

を
と
り
、
税
制
免
除
と
か
優
先
権
な
ど
を
つ

け
て
、
な
る
べ
く
子
供
た
ち
と
同
居
又
は
そ

の
近
場
に
住
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
す
べ
て
が
子
供
た
ち

と
住
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
貧
し
く
な
い
高
齢
者
も
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
老
齢
者
向
け
の
特
別
ア
パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
造
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
搬
入
さ
れ
る
機
材
も
構
造
も
、
老
齢
者
に

優
し
い
壁
の
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
を
様
々

な
地
域
に
造
り
、
子
供
た
ち
の
家
の
近
く
に

自
分
で
求
め
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
そ
の
高
齢
者
の
住
む
ア
パ
ー
ト

の
側
に
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
な
か
で

高
齢
者
の
住
民
が
多
い
場
合
に
は
、
こ
の
ア

パ
ー
ト
全
体
を
特
別
な
高
齢
者
向
け
の
建
物

に
改
増
築
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
将
来
の
対
策
と
し

て
定
年
退
職
し
た
そ
の
日
か
ら
生
活
が
貧
し

く
な
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
老
後
の
生
活
に

移
行
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
と
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
に
は
高
齢
者
自
身
の
教
育
・

啓
発
に
よ
る
意
識
改
革
か
ら
始
め
、
退
職
前

に
準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
日
退

職
し
て
〃
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
〃
と
い
う
の
で
は
困
る
の
で
、
絵
を
描
く

の
が
好
き
な
人
は
退
職
す
る
前
か
ら
勉
強
し

て
お
く
こ
と
が
、
楽
し
い
退
職
生
活
を
送
る

上
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
マ
ス
コ
ミ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
通
し
て
”
高
齢
は
良
い
こ
と
だ
“
”
退
職

生
活
は
人
生
の
最
後
で
は
な
い
“
と
、
若
い

世
代
の
高
齢
者
に
対
す
る
意
識
や
高
齢
者
本

人
の
意
識
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
若
年
層
と
高
齢
者
層
の
世
代

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
、
互
い

を
理
解
し
合
い
、
ま
た
高
齢
者
自
身
も
退
職

後
も
経
験
と
知
識
を
使
っ
て
社
会
に
引
続
き

貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら

う
。
そ
う
す
れ
ば
高
齢
者
は
非
常
に
貴
重
な

資
源
の
プ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
高
齢
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
働
く

こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
賃
金
労
働
を
望
ま

な
い
人
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
退
職
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の
高
齢
化
は
次
の

世
紀
に
幅
広
い
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
政
府
を
は
じ
め
非
政
府
の
組
織
が
、
共

に
戦
略
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
っ
て
包
括
的

で
、
そ
し
て
全
体
的
で
整
合
性
の
あ
る
形
で

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
ア
ジ
ア

地
域
、
ま
た
世
界
の
多
く
の
国
々
と
共
に
、

高
齢
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
作
っ
て
い
く
努
力
を
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

3４
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私
は
、
青
少
年
、
思
春
期
、
高
齢
者
、
障

害
者
を
持
つ
人
の
中
国
で
の
現
状
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
中
国
は

途
上
国
で
あ
り
、
ま
た
最
も
多
く
の
人
口
を

抱
え
て
い
ま
す
。
中
国
に
は
、
経
済
的
に
も

社
会
的
に
も
地
域
ご
と
の
開
発
格
差
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
政
府

は
こ
の
人
口
と
開
発
を
国
の
基
本
的
な
も
の

と
し
て
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
私
は
今

日
こ
の
思
春
期
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
を

持
つ
人
に
つ
い
て
一
ハ
ー
グ
宣
言
」
を
踏
ま

え
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
、
思
春
期
の
人
口
、
青
年
、

高
齢
者
、
障
害
を
持
つ
人
た
ち
に
、
重
点
を

お
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
従
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
組
織
も
作
ら
れ
、
ま
た
女
性
と

子
供
に
関
す
る
調
整
委
員
会
も
政
府
の
下
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
同
様
に
若
者
、
高
齢
者
、

そ
し
て
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
組
織
も
作
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
関
、
そ
し
て
こ

ズ
ー
・
シ
ェ
ン
Ｑ
ギ
ュ
ン
議
員
（
中
国
）

社
会
開
発
の
大
き
な
成
果

ｌ
若
年
層
の
悲
識
字
者
の
撲
滅
Ｉ

の
よ
う
な
部
署
が
効
率
的
に
作
業
が
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
特
別
な
基
金
か
ら
予
算
も
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
の
中
央
政
府
は
立
法
を
制
定
し
、
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
を
法
律
の
面
か
ら
そ
の
権

利
を
守
ろ
う
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て
き
ま
し

た
。
全
人
代
の
な
か
で
議
論
が
行
わ
れ
、
一

九
九
○
年
に
高
齢
者
、
障
害
を
持
つ
人
を
守

る
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
九
九

一
年
に
は
、
未
成
年
者
に
対
す
る
法
律
、
’

九
九
五
年
に
は
教
育
法
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
高
齢
者
に
関
し
て
も
一
九
九
四
年

か
ら
二
○
○
○
年
の
五
カ
年
計
画
と
し
て
法

律
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
法
律
に
よ

る
整
備
を
、
と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
、
中

国
に
お
け
る
権
利
、
保
護
に
関
す
る
政
府
の

対
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

具
体
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
思
春
期
の
人
た
ち

に
関
し
て
は
、
未
成
年
者
と
教
育
の
保
護
法

と
い
う
も
の
が
制
定
さ
れ
、
健
全
な
中
国
の

青
少
年
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
努
力
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家
族
、
学
校
、
そ

し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
府
が
一
体
に
な
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
組
織
の
下
、
こ
の
よ
う
な
目
標
を

立
て
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

報
道
関
係
、
出
版
物
の
中
身
も
健
全
な
子
供

の
開
発
を
す
る
た
め
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
両
親
が
子
供
た
ち
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
両
親
の
た
め
の
学
校
が
設
立

さ
れ
、
健
康
、
栄
養
、
そ
れ
か
ら
実
際
の
家
庭

に
お
け
る
教
育
ま
で
も
教
え
る
組
織
で
す
。

未
成
年
者
の
保
護
法
は
、
義
務
教
育
を
す
べ

て
の
学
齢
期
年
齢
の
子
供
に
与
え
る
こ
と
を

躯
っ
て
い
ま
す
。
’
九
九
六
年
で
九
九
・
八

％
の
学
童
年
齢
の
子
供
た
ち
が
就
学
し
、
障

害
を
持
つ
子
供
た
ち
の
就
学
率
も
か
つ
て
の

二
○
％
か
ら
今
日
で
は
六
○
％
に
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
中
国
に
お
け
る
教
育
は
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
形
で
、
こ
の
二
十
年

間
前
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
二
十
年
間
で
中
央
政
府
の
国

家
予
算
に
お
け
る
教
育
予
算
が
、
一
九
八
○

年
の
八
一
億
二
四
○
○
万
元
か
ら
一
九
九
七
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年
に
は
一
八
六
二
億
五
四
○
○
万
元
に
増
大

し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
な
資
金

調
達
制
度
も
向
上
し
、
今
ま
で
は
す
べ
て
政

府
の
負
担
で
あ
っ
た
も
の
が
非
常
に
多
数
の

資
金
源
か
ら
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
九
九
七
年
に
は
二
五
三
一
億
元
が
教

育
基
金
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
六
・
四

％
が
政
府
以
外
の
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
さ
ら
に
一
九
九
九
年
か
ら
こ

の
教
育
投
資
を
増
大
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
国
は
非
常
に
人
口
が
多
い
国
で
、
こ

れ
を
人
的
資
源
に
変
え
て
い
く
た
め
に
、
中

央
政
府
は
九
カ
年
の
義
務
教
育
制
度
と
い
う

も
の
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
若

者
の
非
識
字
率
を
今
世
紀
末
ま
で
に
撲
滅
し

よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
現
在
、
六
五
％
の

中
国
人
は
義
務
教
育
を
受
け
た
か
、
ま
た
は

受
け
て
い
ま
す
。
非
識
字
率
は
劇
的
に
減
少

し
、
若
者
の
間
の
非
識
字
率
は
一
九
七
八
年

の
一
八
・
五
％
か
ら
現
在
で
は
六
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。

中
国
に
は
青
年
期
の
男
女
が
人
口
構
造
の

な
か
で
非
常
に
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
一
四
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
の
年
齢
層
の

人
口
が
四
億
六
○
○
○
万
人
お
り
、
中
国
の

全
体
人
口
の
三
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
中

央
政
府
は
こ
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
の
た
め

に
様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

政
治
・
経
済
・
社
会
の
な
か
で
、
若
い
人

た
ち
が
権
利
を
発
揮
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
心
の
あ
る
こ
と
を
達
成
で
き
る
環
境
作

り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
の
な
か
で
も
、
ま
ず

こ
の
教
育
を
優
先
的
に
扱
い
、
教
育
に
対
す

る
投
資
を
増
大
さ
せ
、
最
終
的
に
は
一
雇
用
も

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

今
、
中
国
に
は
三
万
八
○
○
○
の
高
等
教

育
学
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
中
、

高
、
そ
れ
か
ら
専
門
学
校
、
そ
れ
か
ら
職
能

学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
こ
の
よ

う
な
形
で
教
育
を
進
め
、
非
常
に
高
学
歴
な

専
門
家
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
九
七

八
年
時
点
で
大
卒
は
八
九
万
一
六
○
○
人
で

し
た
が
、
’
九
九
七
年
に
は
五
九
○
万
人
に

増
大
し
ま
し
た
。
過
去
二
十
年
間
の
累
計
で

は
一
八
○
○
万
人
の
大
卒
が
い
ま
し
た
が
、

そ
の
内
一
一
一
万
六
○
○
○
人
が
博
士
号
、
三
九

万
四
六
○
○
人
の
学
生
が
修
士
課
程
を
修
了

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
関
し
て
は
、
中
国
は
、
歴
史
的

に
も
高
齢
者
を
愛
し
、
尊
敬
す
る
と
い
う
伝

統
を
持
っ
て
い
ま
す
。
中
国
に
は
、
現
在
六

○
歳
以
上
の
人
た
ち
が
一
億
二
○
○
○
万
人

い
ま
す
。
ま
た
そ
の
な
か
で
も
、
九
○
○
万

人
が
八
○
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
二
十
一

世
紀
の
中
頃
ま
で
に
は
、
中
国
人
の
高
齢
者

は
四
億
人
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
高
齢
者
と
年
少

者
の
調
和
の
と
れ
た
、
み
ん
な
が
仲
良
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
必
須
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
高
齢
者
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
っ
と
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
供
す
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
今
ま
で
中

国
は
経
済
の
面
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
健

康
に
関
す
る
教
育
な
ど
で
十
分
に
高
齢
者
に

満
足
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
提
供
で
き
な

か
っ
た
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
”
非

常
に
活
発
に
年
を
と
っ
て
い
く
“
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
高
齢
者
が
健
全
な
ラ
イ
フ

・
ス
タ
イ
ル
を
送
り
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
公
正
に
、
か
つ
、
手
ご
ろ
な
価
格
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
政
府
、
そ
し
て
社
会

が
、
質
の
高
い
ケ
ア
と
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
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を
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
幸
せ
な
老
人
を
作

り
、
幸
せ
に
天
寿
を
全
う
す
る
と
い
う
の
が

中
央
政
府
の
目
的
で
す
。

高
齢
者
と
い
う
も
の
は
慢
性
的
な
病
気
や

障
害
と
い
う
も
の
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

よ
っ
て
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
シ
ス
テ
ム
、

医
療
制
度
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
で
、
ヘ
ル

ス
・
ケ
ア
施
設
を
提
供
し
、
そ
し
て
便
利
で

安
価
で
非
常
に
使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
々
の
高
齢
者
も
不
健
全
な
生
活
態
度
を
や

め
て
、
自
分
た
ち
で
努
力
し
て
健
康
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
伝
統
的
な
家

庭
、
家
族
制
度
と
い
う
も
の
を
復
活
さ
せ
、
良

い
環
境
を
高
齢
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
障
害
を
持
つ
人

た
ち
に
関
し
て
、
中
国
で
は
障
害
を
持
つ
人

た
ち
の
保
護
法
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
九
回
目
の
五
カ
年
計
画
が
導
入
さ

れ
、
障
害
者
の
地
位
も
大
幅
に
向
上
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち

の
義
務
教
育
を
非
常
に
急
速
に
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
一
九
九
七
年
で
は
障
害
児
の
た
め

の
学
校
は
一
六
○
○
校
で
し
た
。
そ
の
う
ち

盲
学
校
が
二
七
校
、
聾
唖
者
の
た
め
に
は
八

四
五
校
、
そ
し
て
視
聴
覚
機
能
障
害
者
に
関

し
て
は
一
四
三
件
、
ま
た
知
的
障
害
児
の
た

め
に
は
四
二
五
校
の
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
障
害
児
の
義
務
教
育
レ
ベ
ル
の

就
学
率
は
、
一
九
九
四
年
に
は
二
○
％
で

あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
八
年
に
は
六
九
・
五

％
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
障
害
を
持
つ
人
々
に
職
業
訓
練
校
を

設
立
し
、
様
々
な
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
四
年
間
で
一
六
○
○
万
人
の
障
害

者
が
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
農
村
部
で

は
、
村
、
郡
レ
ベ
ル
で
学
校
が
設
立
さ
れ
、

特
に
植
物
及
び
水
産
養
殖
に
関
す
る
教
育
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
と
し
て
も
、
政
府
が
非

常
に
指
導
的
な
役
割
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
レ
ベ
ル
、
家
庭
レ
ベ
ル
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
通

じ
て
障
害
者
が
本
当
に
家
庭
で
身
近
な
と
こ

ろ
で
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
三
三
五
万
人
分
の
補
助
具
を
障
害
者

に
提
供
し
、
文
化
的
な
面
で
も
特
別
な
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
が
障
害
者
の
た
め
に
提
供
さ

れ
、
障
害
者
も
積
極
的
に
文
化
活
動
に
参
画

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
妊
産

婦
の
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
改
善
な
ど
、
障
害
を

予
防
す
る
制
度
も
向
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
の
道
路
、
歩
道
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
施
設
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
’
九

九
四
年
か
ら
貧
困
緩
和
、
特
に
障
害
者
の
貧

困
緩
和
が
中
国
の
貧
困
緩
和
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

な
か
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の
政
府
高

官
、
ま
た
は
女
性
連
盟
、
ま
た
成
年
者
の
同

盟
、
そ
し
て
障
害
者
の
連
盟
な
ど
が
、
こ
の

よ
う
な
貧
し
い
障
害
者
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
六
七

万
人
の
障
害
者
が
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
し
て

き
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
全
人

代
で
は
様
々
な
施
策
を
立
て
、
実
行
し
大
き

な
成
果
を
生
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
状
況
は
楽
観
視
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

成
す
べ
き
厳
し
い
作
業
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
全
人
代
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
す
べ
て
の
国
会
議
員
の
皆
様
と
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
静
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■
フ
ィ
リ
ピ
ン

あ
る
雑
誌
に
「
ア
ジ
ア
の
家
族
」
と
い
う

特
集
が
載
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機

が
ア
ジ
ア
の
家
族
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与

え
た
か
を
論
じ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
の
家
族
に

は
欧
米
と
は
違
い
、
事
実
上
福
祉
を
補
完
す

る
制
度
が
あ
る
。
こ
の
家
族
制
度
が
ア
ジ
ア

の
経
済
危
機
の
た
め
に
大
き
な
打
撃
を
受

け
、
家
族
が
担
っ
て
い
た
社
会
保
障
的
な
枠

組
み
が
だ
ん
だ
ん
崩
れ
始
め
て
い
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
地
域
社
会
、
セ
ン
タ
ー
や
施

設
が
高
齢
者
を
ケ
ア
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ま
だ
開
発
途
上
に
あ
っ
て
経
済
的
に
も

貧
し
い
国
に
は
難
し
い
。
各
国
で
は
崩
壊
し

始
め
た
大
家
族
制
度
の
よ
う
な
今
ま
で
の
仕

組
み
に
対
応
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
政
策

を
と
っ
て
い
く
の
か
。

■
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

確
か
に
ア
ジ
ア
の
家
族
制
度
は
西
洋
の
も

の
と
は
違
い
、
多
世
代
が
同
居
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
ま
だ
伝
統
的
な
家
族
制

度
の
な
か
で
、
何
世
代
も
が
一
緒
に
住
む
こ

●
討
議

と
が
一
般
的
だ
。

し
か
し
、
社
会
が
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
自
立
性
、
独

立
と
い
っ
た
西
洋
的
な
価
値
が
若
い
人
々
の

心
の
な
か
に
も
芽
生
え
、
多
世
代
が
一
緒
に

住
ん
で
い
た
大
家
族
制
度
が
崩
壊
す
る
可
能

性
が
出
て
き
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
、
育
児
の
点
で
も
問
題
で
あ

る
。
な
る
べ
く
今
の
家
族
制
度
を
維
持
す
る

た
め
、
金
銭
的
な
も
の
を
含
む
様
々
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
る
。
過
去
に
は

も
っ
と
多
様
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い

た
が
、
濫
用
例
も
出
て
き
た
の
で
削
減
し
た
。

ロ
日
本
「
広
中
和
歌
子

家
族
の
価
値
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
果

た
し
て
ア
ジ
ア
独
特
の
も
の
な
の
か
を
ま
ず

調
べ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欧
米
で
も

家
族
の
価
値
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
今

は
薄
ま
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
社

会
保
障
の
あ
り
方
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る

と
思
う
。
経
済
が
発
展
し
、
自
由
度
が
増

し
、
個
人
の
自
立
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
と

き
に
、
多
く
の
若
者
た
ち
は
自
立
・
自
由
を

望
む
。
経
済
の
パ
イ
の
広
が
り
が
個
人
主
義

を
可
能
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
の
一
つ
で
あ
り
、
家

族
の
価
値
を
大
切
に
し
て
き
た
国
で
も
あ
る

が
、
こ
こ
に
来
て
家
族
の
絆
が
弱
く
な
る
と

い
う
大
き
な
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ

に
反
比
例
す
る
形
で
、
政
府
が
社
会
保
障
制

度
を
通
し
て
介
入
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

現
在
年
を
と
っ
た
ら
、
子
供
に
頼
る
よ
り

も
、
政
府
や
社
会
保
障
制
度
に
頼
り
た
い
と

い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

今
ま
で
の
日
本
は
人
口
構
造
に
よ
っ
て
社

会
保
障
を
容
易
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
が
、
高
齢
社
会
の
仲
間
入
り
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
現
実
的
に
は
、
ど
こ
ま
で
国
が
負

担
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
て
い

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
例
は
、
社
会
保
障
制

度
を
国
が
あ
る
程
度
進
め
て
も
限
界
が
あ

り
、
や
は
り
最
終
的
に
は
地
域
ご
と
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
本
の
人
口
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
約
二
○

倍
の
、
一
億
二
○
○
○
万
く
ら
い
で
あ
る
。

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、
日
本
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
く
ら
い
の
区
画
（
ク
ラ
ス

タ
ー
）
に
分
け
れ
ば
対
応
が
可
能
か
も
し
れ

な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
家
族
、
ポ
ラ
ン
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ご
参
会
の
各
国
代
表
の
皆
様
、
リ
ソ
ー
ス

・
パ
ー
ソ
ン
の
パ
テ
ル
議
員
の
ペ
ー
パ
ー
を

私
が
代
読
し
、
経
済
危
機
が
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

我
が
イ
ン
ド
は
、
い
ろ
い
ろ
な
危
機
を
克

服
し
て
参
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
済
危
機
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
で
は

相
当
悪
影
響
が
出
た
よ
う
で
す
が
、
あ
ま
り

イ
ン
ド
に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご

存
じ
の
よ
う
に
、
人
口
は
開
発
と
不
可
分
の

関
係
に
あ
り
、
各
国
の
経
済
力
が
大
き
く
影

｢E~］

テ
ィ
ァ
と
い
う
要
素
も
加
え
て
、
豊
か
な
社

会
と
し
て
国
が
税
金
を
集
め
、
そ
れ
を
再
分

配
す
る
、
あ
る
い
は
自
助
努
力
に
任
せ
る
と

ツ
シ
ョ
ン
Ｖ
経
穰
狸
鳰
機
が
人
口
に
及
ぼ
す
影
響

議
長
“
ス
ン
・
ゴ
ン
・
キ
ム
議
員

ヴ
ェ
イ
ヤ
ラ
ー
。
ラ
ヴ
才
へ
議
員
（
イ
ン
ド
）

経
済
危
機
の
な
か
で
こ
そ
、

よ
り
一
層
の
人
口
安
定
へ
の
努
力
を

響
す
る
わ
け
で
す
。
経
済
が
世
界
各
地
域
で

統
合
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
な
っ
た
今

日
、
世
界
の
ど
の
地
域
で
発
生
し
た
経
済
危

機
も
、
他
の
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ど
の
社
会
も
よ
り
多
く
の
予
算
を
配
分
し

て
、
人
口
の
安
定
、
福
祉
に
も
っ
と
予
算
を

割
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で

経
済
危
機
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
社
会
の
福

祉
計
画
や
市
民
社
会
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
パ
テ
ル
議
員
の
論
文
に
よ
り
ま
す

と
、
低
所
得
国
の
人
口
が
世
界
人
口
に
占
め

る
割
合
は
一
一
一
五
・
一
％
、
土
地
面
積
は
一
一
三

い
っ
た
様
々
な
政
策
手
段
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
良
い
モ
デ
ル
を
作
っ
て
く

れ
れ
ば
非
常
に
参
考
に
な
る
。

；

％
、
そ
し
て
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
ほ
ん
の
二
・
四
％
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
所
得
諸
国
は
、
世
界

人
口
の
四
八
・
九
八
％
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
一
八
・
○

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

消
費
を
見
る
と
、
こ
の
世
界
の
不
平
等
が

非
常
に
は
っ
き
り
し
ま
す
。
世
界
の
高
所
得

国
の
二
○
％
が
八
六
％
を
消
費
し
、
貧
し
い

国
の
二
○
％
の
人
た
ち
は
わ
ず
か
世
界
の
一

・
三
％
し
か
消
費
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
資
源

の
消
費
に
お
い
て
大
変
な
不
平
等
が
あ
り
、

そ
れ
が
地
球
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
の
で

す
。
多
く
の
貧
し
い
人
た
ち
の
消
費
レ
ベ
ル

を
増
大
し
、
人
間
開
発
に
必
要
な
消
費
が
で

き
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
の

秩
序
は
、
富
め
る
人
た
ち
の
成
長
を
確
保
す

る
た
め
に
、
持
続
し
た
成
長
が
必
要
な
わ
け

で
す
。
富
め
る
人
た
ち
が
景
気
の
後
退
か
ら

身
を
守
る
た
ち
に
、
資
金
を
引
き
上
げ
、
さ

ら
に
そ
の
景
気
の
後
退
の
足
を
引
っ
張
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
技
術
の
開

発
を
拡
大
し
、
そ
し
て
生
産
と
そ
の
消
費
、

生
産
性
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
し
ま
す
。
こ

の
寡
占
権
力
が
行
使
さ
れ
ま
す
と
ま
す
ま
す

事
態
は
悪
化
し
ま
す
。

相
対
的
に
貧
し
い
、
世
界
の
途
上
国
経
済
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は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
い
ま

せ
ん
。
生
産
的
な
資
源
は
非
常
に
希
少
で
、

必
要
な
量
が
十
分
に
あ
り
ま
せ
ん
。
権
力
者

に
資
金
が
集
中
し
て
い
る
た
め
イ
ン
フ
レ
が

過
熱
し
、
そ
の
一
方
で
政
府
の
方
は
赤
字
財

政
に
陥
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
事

態
で
世
界
の
経
済
は
二
分
さ
れ
ま
す
。
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
は
、

非
常
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
国
々
で
す
。

今
ま
で
は
、
高
成
長
を
経
験
し
て
享
受
し
て

き
た
国
々
が
、
タ
イ
の
バ
ー
ツ
の
暴
落
に

よ
っ
て
資
金
逃
避
、
そ
し
て
深
刻
な
金
融
危

機
に
陥
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
今
日
こ
の

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
起
き
て
い
る
こ
と
で
、

こ
れ
が
世
界
の
他
の
地
域
に
も
飛
び
火
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
国
々
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
が
お

話
し
す
る
よ
り
も
直
接
こ
れ
ら
の
国
々
の
方

か
ら
お
聞
き
に
な
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。し
か
し
貧
し
い
国
々
が
、
一
番
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
力
を
持
っ
た
数
カ
国
の
主
導

で
様
々
な
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
結
果
、
多
く

の
農
業
国
の
成
長
が
抑
圧
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
飢
餓
、
餓
死
が
起
き
て
い
ま

す
。
世
界
開
発
報
告
の
一
九
九
八
年
、
’
九

九
九
年
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、
途
上
国
の

人
口
の
四
○
％
が
貧
困
線
以
下
の
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
原
材
料
の
不
足
、
そ
し
て
原
材
料
の

価
格
の
暴
落
に
よ
っ
て
、
労
働
市
場
に
お
い

て
不
完
全
雇
用
者
、
失
業
者
、
そ
れ
か
ら
偽

装
失
業
者
の
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
世

帯
の
家
計
も
赤
字
が
増
す
ば
か
り
で
所
得
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
を
世
帯
主
と

す
る
家
庭
が
最
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

児
童
労
働
、
学
童
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
、
そ

れ
か
ら
衛
生
環
境
の
劣
化
、
そ
れ
か
ら
ス
ラ

ム
の
増
大
等
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

所
得
と
資
産
が
不
平
等
な
た
め
に
、
階
級

間
の
対
立
が
社
会
の
不
安
を
招
き
、
世
界
の

秩
序
全
体
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
人
間
の
開

発
、
そ
の
生
活
の
質
の
向
上
に
お
い
て
、
知

識
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

そ
の
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
そ
の
面
で
の
高
い
障
害
が
あ
る
と
い
う

の
が
、
途
上
国
の
大
き
な
問
題
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
ア
ジ
ア
連
邦

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
他
の
地
域
で
も
、
ア
ジ
ア
地
域
で

も
地
域
組
織
と
い
う
も
の
が
で
き
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
と
い
う
の
も
一
つ
の

連
邦
と
し
て
の
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
世
界

貿
易
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
人
間
開
発
の
上

で
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
ア
ジ
ア
連
邦
下
で
は
、
ア
ジ

ア
諸
国
は
統
合
ま
た
は
連
携
し
、
こ
の
大
き

な
市
場
、
人
口
、
開
発
、
農
業
を
き
ち
ん
と
管

理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

各
国
の
間
の
友
好
を
増
強
し
、
そ
れ
か
ら

文
化
、
教
育
、
社
会
の
交
流
を
増
す
。
そ
し

て
客
観
的
な
基
準
と
透
明
性
を
達
成
す
る
。

ビ
ザ
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
単
純
化
し
、
通
商
貿

易
を
加
速
し
て
い
く
。
そ
し
て
国
防
予
算
を

削
減
し
、
連
邦
の
よ
う
な
関
係
が
で
き
、
不

戦
条
約
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
国
防
予

算
を
貧
困
撲
滅
の
た
め
に
割
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
食
料
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
前
回

デ
リ
ー
で
の
会
議
で
紹
介
さ
れ
た
世
界
食
料

銀
行
構
想
を
改
め
て
提
案
い
た
し
ま
す
。
ア

ジ
ア
連
邦
に
先
ん
じ
て
世
界
食
料
銀
行
を
ま

ず
立
ち
あ
げ
る
こ
と
も
考
え
て
は
い
か
が
か

と
思
い
ま
す
。
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谷津義男衆議院議員
社
会
、
政
治
不
安
定
は
、
テ
ロ
の
温
床
と

な
り
ま
す
。
や
は
り
テ
ロ
対
策
は
、
各
国
に

お
い
て
も
大
切
で
す
。
テ
ロ
行
為
が
多
い
の

は
ア
ジ
ア
諸
国
で
す
。
ア
ジ
ア
連
邦
が
、
こ

の
テ
ロ
に
対
し
て
き
ち
ん
と
対
策
が
で
き
れ

ば
、
軍
事
増
強
を
抑
制
し
、
貧
困
の
撲
滅
と

社
会
福
祉
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寡
占
権
力
が
他
の
国
々
を
侵
略
す
る
と
い
う

構
想
の
下
に
兵
器
を
売
却
し
、
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
も
し
ア
ジ
ア
連
邦
構
想
が

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
環
境
に
優
し

い
、
そ
し
て
特
殊
な
関
係
を
築
き
、
そ
し
て

世
界
に
お
け
る
寡
占
権
力
を
抑
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
は
ず
で
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
特
許
に

つ
い
て
お
話
し
に
な
っ
た
こ
と
に
付
言
し
た

い
。バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
主
要
国
が

遺
伝
子
工
学
の
遺
伝
子
資
源
を
持
つ
こ
と

で
、
食
料
、
そ
の
産
物
の
所
有
権
を
握
っ
て

い
る
が
、
結
果
的
に
は
そ
れ
が
先
進
国
に
集

中
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
が
遺
伝

子
操
作
を
し
た
植
物
を
使
っ
た
加
工
食
品
で

あ
る
こ
と
を
ラ
ベ
ル
表
示
す
る
こ
と
に
圧
力

を
か
け
て
反
対
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
許

を
持
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
市
場
で

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
動
き
で
あ

る
。
こ
れ
も
ま
た
食
料
の
安
全
保
障
、
そ
し

て
世
界
の
将
来
の
食
料
供
給
に
大
き
く
影
を

落
と
し
て
い
る
。

ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
出
さ
れ
た
書
簡
で
は
、

生
物
工
学
に
お
け
る
特
許
権
を
持
つ
こ
と

で
、
新
し
い
自
由
貿
易
の
下
で
独
占
権
を
持

●
討
議

ロ
日
本
Ｉ
谷
津
義
男

今
、
日
本
は
農
業
基
本
法
と
い
う
の
を
国

会
に
か
け
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
各
国

の
農
産
物
に
対
し
、
遺
伝
子
操
作
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
表
示
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
今
、
協
議
を
続
け
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
が
そ
れ
を
阻
止
す
る
よ
う
な
動
き
が

あ
る
、
と
の
件
に
つ
い
て
は
確
か
に
そ
う
い

■
ラ
ヴ
ィ
議
員

同
感
で
あ
る
。
遺
伝
子
工
学
、
特
に
そ
の

種
、
そ
の
育
種
家
（
ブ
リ
ー
ダ
ー
）
、
生
産

者
の
権
利
の
扱
い
に
つ
い
て
随
分
立
法
も
出

て
い
る
が
、
や
は
り
新
し
い
種
子
が
で
き
る

と
そ
れ
が
一
部
の
人
間
に
よ
っ
て
権
利
化
さ

れ
て
し
ま
う
。

と
う
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
農

産
物
へ
の
補
助
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
今

度
は
特
許
を
使
っ
て
世
界
を
席
巻
し
、
食
料

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
握
ろ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
誤
っ
た
使
わ
れ
方
を
す
る

と
、
生
物
の
多
様
性
、
あ
る
い
は
食
料
安
全

保
障
に
対
す
る
人
々
の
権
利
を
損
な
う
こ
と

に
な
る
。
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う
話
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
私
た

ち
は
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
表
示
し
、
消
費
者

’
各
国
代
表
の
皆
様
、
よ
う
や
く
重
要
な
討

議
を
人
口
と
開
発
に
関
し
て
始
め
た
ば
か
り

だ
と
思
っ
た
矢
先
に
、
閉
会
の
時
が
来
て
し

ま
い
ま
し
た
。
韓
国
側
の
主
催
者
に
代
わ
り

ま
し
て
、
皆
様
方
に
本
当
に
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

ま
た
活
発
な
討
議
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
こ
の
重
要
な
会
議
を

主
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
Ｃ
Ｐ
Ｅ
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
会
議
を
共
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
欣
快
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
非
常
に
多
く
の
論
題
に
つ
い
て
こ
の
一

両
日
議
論
を
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
を
こ
こ

閉
会
式
ｌ
挨
拶

ス
ー
・
サ
ン
モ
ッ
ク

Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
長

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
協
議
し
て
い
る
。

で
申
し
上
げ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
多
く
の
討
議
の
対
象
と
な
っ
た
項
目

は
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
行
動
計
画
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
詰
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
効
果
的
な
監
視
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、
私
た
ち
が
公
約
し
た
こ
と
を
き
ち

ん
と
実
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
監
視
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
第
十
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
が
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
発
足
さ
せ
る
重
要
な
皮
切
り
に

な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
十
五
回
の
会
議
の
声
明
を

出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
案
を
お
手
元

に
お
届
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
こ
こ
で
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
口
と
開
発
に
関
心
を
持
つ
ア
ジ
ア
国
会

議
員
代
表
者
は
、
大
韓
民
国
、
ソ
ウ
ル
に
参

集
し
て
一
九
九
九
年
二
月
オ
ラ
ン
ダ
国
ハ
ー

グ
で
開
か
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
評
価
の

た
め
の
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
確
認
と
ア

ジ
ア
国
会
議
員
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
検

討
を
考
え
、
以
下
の
発
表
を
声
明
す
る
。

一
一
九
九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
採
択
さ
れ
た

国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
を
達
成
す

る
こ
と
を
強
く
再
確
認
す
る
。

一
一
、
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ハ
ー
グ
宣
言

を
裏
書
き
し
、
支
持
す
る
。

三
、
私
た
ち
は
持
続
可
能
な
開
発
な
く
し
て

人
口
問
題
の
解
決
が
あ
り
え
な
い
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
。

四
、
持
続
可
能
な
開
発
を
行
う
た
め
に
は
、

ハ
ー
グ
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
人

口
問
題
の
持
つ
長
期
的
な
視
点
が
国
際
条

約
や
国
際
協
定
、
な
か
で
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含

む
国
際
通
商
条
約
に
明
確
に
反
映
さ
れ
－

貢
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

人
口
と
開
発
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
国
会

議
員
と
し
て
、
人
口
問
題
の
持
つ
長
期
的
な

視
点
と
国
際
ル
ー
ル
が
整
合
性
を
持
ち
、
一

貫
性
を
持
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
国
際
社
会

に
呼
び
か
け
る
。
私
た
ち
国
会
議
員
は
各
国

4２
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■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

議
長
、
手
続
き
を
遅
滞
さ
せ
る
つ
も
り
は

全
く
な
い
の
で
す
が
、
少
し
ぎ
こ
ち
な
さ
を

感
じ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
ハ
ー
グ

の
宣
一
一
一
一
口
は
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
４
で
言
及
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ハ
ー
グ
宣
言
文
が
手
元
に

な
い
の
で
、
記
憶
か
ら
申
し
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
文
書
に
は
国
際
条
約
や
国

際
協
定
を
検
討
（
因
滉
習
『
」
ヨ
の
）
す
る
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
反
映
（
”
の
津
の
３
）

す
る
と
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
反
映
す
る
と
い

う
の
は
検
討
よ
り
一
歩
突
っ
込
ん
で
そ
れ
を

■
イ
ン
ド

イ
ン
ド
代
表
団
の
代
表
と
い
た
し
ま
し

て
、
た
だ
い
ま
の
声
明
の
採
択
の
動
議
を
支

持
い
た
し
ま
す
。

国
民
の
代
表
と
し
て
活
動
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
ハ
ー
グ
に
お
け
る
決
議
案
、
一
九

九
九
年
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
開

か
れ
る
国
連
人
口
特
別
総
会
決
議
の
な
か
に

明
確
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

第
十
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
参
加
者
一
同
」

・
曰
本
桜
井
新

今
回
の
会
議
の
協
議
を
取
り
ま
と
め
て
、

”
ど
う
や
れ
ば
今
回
の
議
論
を
効
果
的
に
国

際
条
約
や
国
際
協
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
“
い
う
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
、

私
は
今
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
提
言
を
入
れ

て
こ
の
ま
ま
発
表
す
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が

宜
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
身
は
ハ
ー
グ
宣
言
で
私
た
ち
が
起
草
委

承
認
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
が
署
名
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
Ｗ
Ｔ

Ｏ
貿
易
の
ル
ー
ル
を
含
む
」
と
い
う
部
分
を

削
除
し
な
け
れ
ば
署
名
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
入
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
難
い
も
の
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
以
上
申
し
上
げ
た
上
で
、
パ
ラ
グ

ラ
フ
４
の
「
持
続
可
能
な
開
発
を
行
う
た
め

に
は
こ
の
方
向
に
向
け
て
の
長
期
的
な
視
点

が
国
際
条
約
や
国
際
協
定
の
な
か
で
も
貿
易

ル
ー
ル
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
貿
易
ル
ー
ル
」
と

い
う
の
を
外
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
を

署
名
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

■
韓
国
１
１
ス
ー
議
員

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
パ
キ
ス
タ
ン
代
表
の

た
だ
い
ま
の
ご
発
言
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
４
の

と
こ
ろ
を
若
干
手
を
加
え
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
国
際
条
約
や
国
際
協
定
に
反
映
鐙

■
パ
キ
ス
タ
ン

「
な
か
で
も
」
と
い
う
の
を
や
め
て
、
国
際

貿
易
ル
ー
ル
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

と
い
う
機
関
名
を
出
す
こ
と
も
な
い
と
思
い

ま
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
も
国
際
貿
易
協
定
の
な
か
に

入
る
わ
け
で
す
か
ら
、
国
際
貿
易
通
商
協

定
、
条
約
と
い
っ
て
お
け
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
も
含

ま
れ
る
の
で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 員
会
を
作
り
、
き
っ
ち
り
と
項
目
別
に
整
理

を
し
て
宣
言
を
取
り
ま
と
め
た
後
、
三
月
に

一
ニ
ー
ョ
ー
ク
で
開
か
れ
た
国
連
人
口
特
別

総
会
準
備
委
員
会
で
発
表
し
た
内
容
に
準
拠

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
さ
ら
に
こ
う

い
っ
た
我
々
の
努
力
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
目
的
で
あ
る
と
理
解
い
た
だ
け
ば
、

ご
承
諾
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。



す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
い
い
わ
け
で
す
か
。

■
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

私
の
意
見
を
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
で
は
相

当
こ
の
文
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
と

い
う
こ
と
も
含
ん
で
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
と
い
う
こ
と
の
方
が
私
た
ち

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
正
確
に
反
映
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

■
ベ
ト
ナ
ム

こ
の
宣
一
一
一
一
口
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
も
入
れ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ま

ず
国
際
条
約
、
そ
し
て
協
定
に
反
映
さ
せ
、

そ
し
て
な
か
ん
ず
く
貿
易
協
定
に
も
反
映
さ

せ
た
い
と
の
意
向
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
削
除

し
な
い
で
宜
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ロ
韓
国
１
１
ス
ー
議
員

ち
ょ
っ
と
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
や
は
り
皆
様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
さ
っ
き

私
が
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
削
除
し
て
採
択

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
韓
国
ｌ
ス
ー
議
員

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
貿
易
の
ル
ー
ル
を
含
む
」
を
削

る
わ
け
で
す
。
「
な
か
ん
ず
く
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
の
代
わ
り
に

一
含
む
」
を
使
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
人
口
問
題
の
持
つ
長
期
的
な
視
点
が
国
際

条
約
や
国
際
協
定
を
含
む
国
際
通
商
条
約
に

明
確
に
反
映
さ
れ
―
賞
し
た
も
の
と
な
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
」
で
宜
し
い
と
思
い
ま

す
。
意
義
が
な
け
れ
ば
こ
れ
で
採
択
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
以
上
声
明
文
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま

せ
ん
。
た
だ
感
謝
だ
け
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
会
議
の
主
催
者
で
あ
る
中

山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
議
長
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
、
そ
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
の
安
藤
博
文
事
務
局
次
長
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

パ
キ
ス
タ
ン
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

に
納
得
し
ま
し
た
。
決
し
て
修
正
に
よ
っ
て

弱
く
な
る
と
私
は
思
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
よ

り
現
実
的
に
な
り
、
達
成
可
能
に
な
る
と
思
い

一
よ
す
も

イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
事
務
総
長
、

そ
し
て
誰
よ
り
も
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
の

は
事
務
局
で
す
。
今
回
の
こ
の
素
晴
ら
し
い

会
議
を
主
催
し
て
下
さ
っ
た
事
務
局
に
御
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
瀬
次
雄

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ス
ー
・
サ
ン
モ
ッ
ク
Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
長
、
イ

ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務

局
長
、
そ
し
て
私
の
長
年
の
尊
敬
す
べ
き
友

人
で
あ
る
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
、
ま
た
ご
参
集
の
皆

様
、
今
回
第
十
五
回
の
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
は
、
実
に

実
り
の
多
い
議
論
が
行
わ
れ
て
、
素
晴
ら
し

い
成
果
を
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
口
と
開
発
問

題
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
ち
ょ
う
ど
コ
イ
ン
の
裏
と
表
の
よ

’
中
山
太
郎

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

4?
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う
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
歴
史
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
歴
史
は
、
完
全
に
重

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
十
五
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
機
会

に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賞
を
お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ｃ
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
感

謝
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
選
挙
の
票
に
も
金
に
も
結

び
つ
か
な
い
純
粋
な
人
類
愛
に
基
づ
い
た
運

動
で
す
。
皆
様
の
活
動
を
支
え
て
き
た
も
の

は
、
地
球
人
類
の
た
め
に
と
い
う
崇
高
な
使

命
感
で
あ
る
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

報
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
の
活
動
を
我
々

が
牽
引
車
と
な
っ
て
、
今
後
と
も
勇
気
と
連

帯
を
持
っ
て
、
た
ゆ
み
な
く
続
け
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
、
桜
井

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
の
同

僚
議
員
各
位
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
一
九
九
四

年
以
降
、
地
球
規
模
に
拡
大
し
、
ア
フ
リ

カ
、
ア
ラ
ブ
地
域
に
も
常
設
の
人
口
と
開
発

国
会
議
員
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
源
流
と
し
た
人
口
問
題

に
関
す
る
世
界
の
国
会
議
員
活
動
は
、
大
き

な
潮
流
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に

欣
快
で
あ
り
、
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

今
回
の
会
議
で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の
問
題
こ
そ
が
人
口
問

題
の
原
点
で
あ
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の
完
全
な
普
及
こ
そ
が
、

人
口
問
題
解
決
の
道
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
を
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
食
料
安
全
保
障
、
環
境
問
題
に
関

す
る
討
議
で
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
直
面

す
る
問
題
、
二
十
一
世
紀
に
限
ら
れ
た
資
源

の
下
で
、
い
か
に
人
類
が
生
存
し
て
い
く
か

と
い
う
課
題
を
改
め
て
強
調
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
先
程
上
映
さ
れ
ま
し
た
ス
ラ
イ
ド

で
も
、
我
々
共
通
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
資
源
、
食
料
、
そ
し
て
水
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
解
決
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
な
か
で
私
た
ち
は
一
生
懸
命
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
議
に
ご

参
加
を
い
た
だ
い
た
各
国
の
国
会
議
員
の
皆

様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
ち
ょ
う
ど
地
方
選
挙
が

現
在
行
わ
れ
て
お
り
、
出
席
い
た
し
ま
し
た

日
本
の
国
会
議
員
は
、
今
日
の
閉
会
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
は
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

長
、
中
山
太

郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総

長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
の
一
両
日
皆

様
と
同
席
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
大
き
な

喜
び
で
す
。

皆
様
方
は
非
常
に
幅
広
く
て
深
い
問
題
を

ん
が
、
ど
う
ぞ
私
た
ち
お
互
い
の
政
治
を

や
っ
て
い
る
立
場
で
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、

皆
様
方
の
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
ど
う
ぞ
皆
様
方
が
お
元
気
で
そ
れ

ぞ
れ
の
お
国
に
お
帰
り
に
な
る
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
を
申
し
上
げ
て
閉
会
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
ガ
ー
乱
フ
リ
ュ
ッ
ゲ

マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
ス
ー
・

サ
ン
モ
ッ

ク
Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
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議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
と
い
う
の
は
そ

れ
ほ
ど
深
く
も
あ
り
幅
広
い
問
題
で
す
。
改

め
て
こ
の
会
議
で
も
人
口
と
い
う
言
葉
が
抽

象
的
で
あ
ま
り
正
確
な
言
葉
で
は
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
人
口
と
い
う
な
か
に
は
、
個
人

が
あ
り
、
老
若
男
女
い
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
こ
の
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
こ
の
私

た
ち
が
一
両
日
議
論
し
て
い
た
こ
と
を
補
完

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
グ
ロ
ー
パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問

題
や
そ
の
影
響
等
、
非
常
に
幅
広
い
人
口
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
議

論
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
緩
や
か
に
尊
厳
を

持
っ
て
高
齢
化
す
る
と
い
う
話
ｌ
そ
れ
は

一
重
に
老
人
の
生
活
の
質
を
改
善
し
よ
う
と

い
う
具
体
的
な
話
ま
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
ｌ
ま
で
議
論
い
た
し
ま
し
た
．

そ
の
意
味
で
、
私
た
ち
は
そ
の
分
野
に
お

け
る
最
も
大
き
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
運
命
を
自
分
の
手
で

握
る
こ
と
が
で
き
ず
、
肉
体
的
な
条
件
や
子

供
た
ち
が
生
ま
れ
育
つ
環
境
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
産
む
こ
と
し
か
選
択
が
な
か
っ
た
人
た

ち
の
将
来
を
思
っ
て
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
い
う
の
は
一
四
○
の
各
国
の

家
族
計
画
の
連
合
で
す
。
そ
の
国
別
の
家
族

計
画
の
組
織
が
な
け
れ
ば
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
先
程
一
四
○
カ
国
と
言
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
活
動
は
一
七
○
カ
国
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
五
年
の
評
価
会
議
」
で

は
、
皆
様
方
か
ら
強
力
な
要
請
が
出
ま
し
た

が
、
政
治
家
で
あ
る
皆
様
方
も
大
き
な
役
割

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
他
と
も
に
宣
言
さ

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
、
カ
イ

ロ
で
一
九
九
四
年
に
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画

を
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ヘ
ル
ス
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
家
族
計
画
や
そ
れ
に
関
連
す
る
権
利
も

否
定
す
る
こ
と
に
な
る
に
他
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
貧
困
の
撲
滅
の
重
要
性
と

い
う
こ
と
は
今
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
人
口
の
増

大
と
持
続
可
能
な
開
発
を
可
能
に
す
る
よ
う

な
資
源
の
活
用
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
が
実
施
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
何
百
万
の
男
女
が
、
安
全
で
信

頼
の
い
く
家
族
計
画
の
手
段
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
千
と
い
う
女
性
が
妊

娠
中
ま
た
は
出
産
時
に
死
亡
し
、
ま
た
産
褥

期
の
合
併
症
で
肉
体
的
に
障
害
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
○
○
○
万
の
安
全
で

は
な
い
中
絶
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

七
万
人
が
安
全
な
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
た
め
に
命
を
落
と
す
と
い
う
の
が
冷
厳
な

現
実
で
す
。

若
い
女
性
が
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
、
そ
し

て
そ
の
人
生
を
駄
目
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の

一
五
歳
か
ら
一
九
歳
の
女
性
に
と
っ
て
妊
娠

と
出
産
は
一
番
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
行
為

で
、
性
病
に
侵
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
の
は
女
性
の

方
が
男
性
よ
り
二
○
倍
高
い
こ
と
も
あ
り
、

世
界
中
の
二
○
億
の
貧
し
い
女
性
の
多
く
は

性
病
の
感
染
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
侵
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
安
全
な
中
絶

も
で
き
ず
、
性
的
に
も
搾
取
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画

が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
世
界
の
安
定
や
環
境

の
健
全
さ
も
脅
か
さ
れ
、
そ
し
て
我
々
が
奉

仕
す
る
人
た
ち
の
健
康
、
尊
厳
あ
る
人
生
も

脅
か
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
い
う
の
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は
、
既
に
国
連
の
人
権
宣
言
に
調
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
、
も
っ
と
注
意
深
く
読
ん
で
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
権
宣
言
の
な
か

に
は
、
女
性
の
権
利
、
男
性
の
権
利
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
も
調
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
個
人
は
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
と
調
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
年
の
問
題
も
、
我
々
は
深
刻
に
取
り
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
今
ま

で
や
っ
て
き
た
セ
ク
シ
ャ
ル
及
び
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
青
年
に
き

ち
ん
と
情
報
と
し
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
親
が
で
き
れ
ば
一
番
好
ま
し
い

わ
け
で
す
が
、
親
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の

生
活
で
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
思

春
期
の
若
い
人
た
ち
に
何
ら
か
の
伝
え
る
手

段
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
の
な
か
に
は
反
対
す
る
人
た
ち
も
い

ま
す
が
、
若
い
子
供
た
ち
を
保
護
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
き
ち
ん
と
し
た
情

報
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
経
験
か
ら
い
い
ま
す
と
、
情
報
を
提
供

し
た
か
ら
と
い
っ
て
セ
ッ
ク
ス
、
性
行
為
を

促
進
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
情
報
を
提
供
し
た
た
め
に
、
若
い
人

た
ち
が
責
任
あ
る
行
為
を
す
る
と
い
う
こ
と

を
何
回
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

情
報
を
若
い
人
た
ち
に
提
供
し
、
親
や
教
員

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
情
報
が
あ
っ
て
も
世
界
中
で
思
春
期

の
青
年
の
妊
娠
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
何
故

な
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
社
会
的
な
原
因

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
女
児
が
、

自
分
の
人
生
を
性
行
為
を
す
る
だ
け
の
も
の

と
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
家
族
計
画
こ
そ
、
我
々
が
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
最
も
重
要
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
各

国
で
提
供
す
る
た
め
に
、
国
会
議
員
の
皆
様

方
に
助
け
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今
朝
、
非
常
に
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
興
味
深
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
女
性
の
状
況
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

同
時
に
男
性
側
に
も
非
常
に
緊
急
を
要
す
る

問
題
が
あ
り
ま
す
。
男
性
の
行
為
が
悪
い
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
は
、
問
題
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
若
い
男
性
を
対
象
と
し
て
、
彼
ら
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
行
き
づ

ら
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
き
ち
ん
と
保
護
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
る
マ
ー

ジ
ナ
ル
化
さ
れ
た
人
た
ち
（
難
民
、
商
業
的

な
セ
ッ
ク
ス
・
ワ
ー
カ
ー
、
貧
し
い
人
た
ち

等
）
も
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
暴
力
の
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
を
守
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
彼
ら
に
も
他
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
な

権
利
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
会
議
員
で
あ

る
皆
様
方
に
は
是
非
政
府
に
働
き
か
け
て
、

よ
り
良
い
法
律
や
多
く
の
予
算
、
そ
し
て
生

死
の
境
が
あ
い
ま
い
な
分
野
に
お
け
る
透
明

性
を
増
す
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
生
き
る
こ
と
が
意
味
あ
る

こ
と
だ
と
い
う
状
況
を
作
り
出
せ
る
よ
う
ご

支
援
願
い
ま
す
。
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ガ
ー
・
ブ
リ
ユ

ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
安
藤
博
文

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、
そ
し
て
親
愛
な

る
友
人
の
皆
様
方
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
国
会

議
員
活
動
を
通
じ
て
人
口
問
題
に
貢
献
し
て

十
八
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
次
の
総
会
は
ま
さ
に
歴
史

的
な
会
合
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
、
そ
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
で
ご
一
緒
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
同
僚

の
議
員
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、

そ
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
共
に
今
年
最
も
有
益
な

会
議
と
言
え
る
も
の
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
国
際
人
口

開
発
会
議
見
直
し
の
た
め
の
国
際
議
員

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

ス
ー
・
サ
ン

モ
ッ
ク
Ｃ
Ｐ

Ｅ
会
長
、
中
山

太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

理
事
長
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
我
々
に
と
っ
て
一
番
感

銘
を
一
蛍
け
た
の
が
参
加
議
員
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
で
す
。
数
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

内
容
も
大
変
充
実
し
て
お
り
ま
し
た
。
ハ
ー

グ
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
毎
年
世
界
の
国

会
議
員
会
議
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
小
さ
な
規

模
で
で
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

が
い
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
グ
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、

桜
井
新
議
長
は
Ｕ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

先
月
、
国
連
人
口
特
別
総
会
準
備
会
議
で
も

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
方
は
、
ア

メ
リ
カ
の
政
治
家
の
集
会
で
、
議
会
や
ワ
シ

ン
ト
ン
，
。
Ｃ
に
あ
り
ま
す
人
口
研
究
所
で

話
を
し
ま
し
た
。

先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
十
月
に

は
今
年
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
総
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
催
地
は
日
本
の
新
潟
で
す
。
運

営
委
員
会
の
方
は
、
事
務
局
に
対
し
て
既
に

準
備
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
の
新
潟
の
総
会
が
、
新
し

い
世
紀
に
対
し
て
方
向
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
会
議
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
れ
か
ら
も
各
国
の
国
内
委
員

会
の
誕
生
、
あ
る
い
は
そ
の
組
織
の
再
強
化

の
た
め
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
ホ
ス
ト
に
対
し
て
ス
ー
・
サ

ン
モ
ッ
ク
Ｃ
Ｐ
Ｅ
会
長
に
も
、
そ
し
て
同

僚
の
皆
様
方
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ア

ジ
ア
は
今
ま
で
い
い
仕
事
を
し
て
き
た
と
私

は
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
世
紀
で
も
ま

た
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
ご
無
事
に
お
国
に
帰
ら
れ
ま

す
よ
う
に
、
そ
し
て
世
界
中
の
人
々
の
ま
す

ま
す
の
福
祉
安
寧
の
た
め
に
お
力
を
尽
く
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
申
し
上
げ

ま
す
。
で
き
る
す
べ
て
の
善
行
は
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
、
す
べ
て
の
方
法

を
尽
く
し
て
、
ど
こ
で
で
も
ど
ん
な
場
所
で

で
も
、
い
つ
ま
で
も
す
べ
て
の
人
々
に
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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人
口
の
急
増
で
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
結
果
、
農
業
生
産
が
落
ち
込
ん
で
政
治
や
経

混
乱
さ
せ
、
ひ
い
て
は
国
家
の
崩
壊
ま
で
引
き
起
こ
し
て
い
る
現
実
は
、
こ
れ
ま
で

ん
ど
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
人
口
増
加
は
、
農
地
、
森
林
、
土
壌
、
水
資
源
、
漁
業

な
ど
再
生
可
能
資
源
（
自
然
資
源
）
に
圧
力
を
加
え
る
。
と
く
に
、
小
国
、
山
岳
国

国
な
ど
の
環
境
容
量
が
限
ら
れ
た
国
や
、
乾
燥
地
、
山
麓
地
帯
、
低
湿
地
な
ど
脆
弱

態
系
の
地
域
で
人
口
爆
発
が
起
き
る
と
、
環
境
悪
化
は
短
時
間
に
破
局
的
な
状
態
に

発
展
す
る
。
こ
れ
が
、
人
口
の
移
動
や
地
域
経
済
の
破
綻
を
招
き
、
政
府
の
圧
制
、

の
格
差
、
民
族
的
な
対
立
な
ど
と
結
び
つ
く
と
、
暴
力
を
誘
発
し
て
武
力
紛
争
に
っ
な
ぷ

こ
の
典
型
的
な
例
を
世
界
各
地
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
の
シ

レ
オ
ネ
は
、
か
つ
て
は
国
士
の
ほ
ぼ
一
○
○
％
が
熱
帯
林
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
だ
が

な
人
口
増
で
森
林
面
積
は
四
％
以
下
に
ま
で
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
、
農

侵
食
が
深
刻
化
し
て
農
業
生
産
は
壊
滅
し
、
社
会
不
安
か
ら
、
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー
や
ゲ

活
動
が
曰
常
化
し
て
、
い
ま
で
は
世
界
の
最
貧
国
の
一
つ
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
つ

一
九
七
○
年
前
後
と
八
○
年
代
初
期
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ
ル
地
方
を
襲
っ
た
大
干

で
は
、
大
量
の
環
境
難
民
が
発
生
し
て
周
辺
国
に
流
入
し
た
。
こ
の
人
口
移
動
で
朴

な
混
乱
が
増
大
、
多
く
の
国
で
ク
ー
デ
タ
ー
や
武
力
に
よ
る
政
権
交
代
の
引
き
金
と

は
じ
め
に

。
架
刻
な
干
ば
つ
被
害
の
背
景
に
は
人
口
増
に
よ
る
自
然
破
壊
が
あ

、

・
石

弘
之
（
東
京
大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教

Ｅ
と
翻

覇

ｇＥ弓
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人口の重圧と紛争

〔写真・右〕チリ、イースター島
そこに現代のほろびの法則を見

た。ユーモラスなモアイ像もそ

んな目で見ると悲しげだ。

義

カ
リ
ブ
海
で
同
じ
島
を
分
か
ち
合
っ
て
い

る
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
の
間
の
慢
性

的
な
紛
争
も
、
根
は
同
じ
で
あ
る
。
西
半
球

の
最
貧
国
ハ
イ
チ
で
は
、
自
然
の
荒
廃
が
そ

の
極
限
に
ま
で
達
し
、
食
う
た
め
に
多
数
の

密
入
国
者
が
ド
ミ
ニ
カ
側
に
流
れ
込
ん
で
い

る
。
メ
キ
シ
コ
の
チ
ャ
パ
ス
州
で
一
九
九
四

年
以
来
続
い
て
い
る
マ
ャ
族
の
反
乱
も
、
伐

採
や
牧
場
造
成
な
ど
大
資
本
に
よ
っ
て
自
然

が
徹
底
的
に
搾
取
さ
れ
、
狭
い
土
地
に
押
し

込
め
ら
れ
て
貧
困
と
環
境
破
壊
で
生
活
に

困
っ
た
先
住
民
が
立
ち
上
が
っ
た
も
の
だ
。

こ
の
ほ
か
、
環
境
悪
化
が
原
因
で
国
内
や

隣
国
と
の
緊
張
状
態
の
生
ま
れ
て
い
る
国

は
、
ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、

コ
ン
ゴ
、
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ

●石弘之くいしひろゆき＞

1940年東京生れ。

<現職>東京大学新領域創成科学研究科教
授、日本国際文化研究センター客
員教授、鳥取大学乾燥地研究セン

ター客員教授、国際協力事業団参
与。

<学歴>東京大学卒。

<職歴>朝日新聞社編集委員、国連環境計
画上級顧問、国連開発計画上級顧

問、通産省産業技術審議会委員。
<受街>国連ポーマ賞､国連グローバル500

賞、毎日出版文化賞。

<著書>｢地球環境報告｣、「地球環境ｌ
Ⅱ｣、「酸性雨」岩波新書、「蝕ま

れる地球｣、「蝕まれる森林｣、「地
球破壊・七つの現場から｣、「地球
への警告｣、「インデオ居留地」朝
日新聞社、「地球生態系の危機」
筑摩讐房、他多数。

太
平
洋
の
ま
っ
た
だ
中
に
浮
か
ぶ
イ
ー
ス

タ
ー
島
（
チ
リ
領
）
は
、
巨
大
な
石
像
群
、

起
源
不
明
の
島
民
、
未
解
読
の
文
字
な
ど
に

よ
っ
て
「
世
界
の
七
不
思
議
」
の
一
つ
と
さ

れ
て
き
た
。
だ
が
、
米
国
と
チ
リ
の
研
究
者

チ
ー
ム
の
二
○
年
に
及
ぶ
総
合
的
な
研
究
に

よ
っ
て
、
最
近
こ
れ
ら
の
ナ
ゾ
が
解
か
れ
て

み
る
と
、
あ
ま
り
に
今
日
的
な
問
題
が
浮
か
び

リ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ハ
イ
チ
、
一
一
カ
ラ
グ

ア
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ス
リ

ナ
ム
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
イ
ン

ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

１
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
教
訓

上
が
っ
て
き
た
。

瀬
戸
内
海
の
小

豆
島
を
ひ
と
回
り

大
き
く
し
た
ぐ
ら

い
の
こ
の
島
は
、

人
の
住
む
も
っ
と

も
近
い
陸
地
で
あ

る
ピ
ト
ケ
ア
ン
島

か
ら
二
二
五
○
キ

ロ
も
隔
た
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
孤
島
に
、
ど

こ
か
ら
島
民
が
わ
た
っ
て
き
た
の
か
、
南
米

か
ら
の
漂
流
民
説
、
宇
宙
人
基
地
説
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。

だ
が
、
人
類
学
的
に
見
る
と
彼
ら
は
ポ
リ

ネ
シ
ア
人
だ
っ
た
。
双
胴
の
カ
ヌ
ー
で
高
度

の
航
海
術
を
駆
使
し
て
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
太

平
洋
全
域
に
広
が
り
、
紀
元
後
四
○
○
～
五

○
○
年
ご
ろ
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
た
ど
り
着
い

た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
わ
ず
か
数
十
人
だ
っ
た

と
い
う
。

人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
、
他
の
ポ
リ
ネ
シ

ア
と
同
様
の
社
会
組
織
が
確
立
し
て
い
っ

た
。
血
縁
の
近
い
家
族
が
集
ま
っ
て
氏
族
を

形
成
し
、
宗
教
儀
式
と
祭
礼
に
血
道
を
上
げ

た
。
精
巧
な
石
組
み
の
祭
壇
や
、
先
祖
の
墓

と
し
て
巨
大
な
石
像
の
モ
ア
イ
が
建
て
ら

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
…

…
な
ど
、
世
界
中
で
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
も
、
そ
の
リ
ス
ト
は
年
々
長
く

な
る
一
方
だ
。
最
近
起
き
た
こ
う
し
た
紛
争

の
典
型
的
な
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
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れ
、
世
界
的
に
見
て
も
き
わ
め
て
特
異
な
社

会
が
発
達
し
た
。

だ
が
、
資
源
の
乏
し
い
島
だ
っ
た
。
食
糧

と
い
え
ば
、
連
れ
て
き
た
鶏
や
豚
、
そ
れ
に

ヤ
ム
イ
モ
、
タ
ロ
イ
モ
、
バ
ナ
ナ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
周
囲
は
深
い

海
で
魚
は
あ
ま
り
と
れ
な
か
っ
た
。
は
じ
め

こ
そ
海
鳥
は
豊
富
で
食
用
に
さ
れ
た
が
、
か

数
十
人
の
移
住
者
が
、
’
○
○
○
年
後
の

一
五
五
○
年
ご
ろ
に
は
七
○
○
○
人
に
も
増

え
た
。
ち
っ
ぽ
け
な
島
で
人
口
の
大
爆
発
が

起
き
た
の
だ
。
氏
族
は
い
よ
い
よ
宗
教
儀
式

に
狂
奔
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
盛
期
に
は
石

像
の
数
は
一
○
○
○
体
を
超
え
た
。
石
切
場

か
ら
重
い
石
像
を
島
各
地
の
祭
祀
場
に
運
ぶ

必
要
か
ら
コ
ロ
と
し
て
膨
大
な
木
材
が
切
り

出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
開
墾
、
燃
料
、
小
屋
や
カ
ヌ
ー

を
つ
く
る
た
め
に
木
は
切
ら
れ
て
い
っ
た
。

森
林
破
壊
は
島
全
体
に
及
ん
で
、
’
六
○
○

年
ま
で
に
島
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
森
林
を
失
っ

た
。
カ
ヌ
ー
は
つ
く
れ
な
く
な
っ
て
漁
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
植
生
の
破
壊
で
土
壌
流
失

が
進
み
、
作
物
の
収
量
は
低
下
し
た
。

な
り
早
い
時
期
に
食
べ
尽
く
さ
れ
た
。

島
民
は
戦
い
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
枯
渇
す
る
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ

り
、
食
用
の
た
め
の
人
肉
を
手
に
入
れ
る
た

め
の
戦
い
だ
っ
た
。
一
六
○
○
年
ご
ろ
を
境

に
急
激
に
社
会
は
衰
退
し
て
い
き
、
十
七
世

紀
の
半
ば
に
、
こ
の
特
異
な
文
化
は
突
如
と

し
て
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ー
ス
タ
ー
島
が
た
ど
っ
た
運
命
は
、
も

中
米
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
四
国
に
淡
路

島
を
加
え
た
ぐ
ら
い
の
面
積
で
、
六
○
六
万

人
（
九
八
年
国
連
統
計
）
が
住
む
。
一
九
六

○
年
か
ら
二
・
四
倍
に
も
増
え
た
。
一
平
方

キ
ロ
あ
た
り
二
八
○
人
の
人
口
密
度
は
、
西

半
球
で
も
っ
と
も
高
い
。
独
立
し
た
一
八
二

一
年
当
時
は
国
士
の
七
～
八
割
は
森
林
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
わ
ず

か
六
％
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

国
民
一
人
あ
た
り
の
農
地
面
積
は
○
・
一

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
中
米
で
は
島
国
を
除
け
ば

最
小
で
あ
り
、
一
部
の
大
土
地
所
有
者
が
広

大
な
農
地
を
独
占
し
て
い
る
た
め
に
、
農
民

の
半
数
は
わ
ず
か
五
％
の
農
地
に
集
中
、
三 ｜
臣
の
脱

し
か
し
た
ら
私
の
運
命
で
あ
る
か
も
し
れ
な
２
５

い
。
地
球
の
資
源
も
島
と
同
じ
よ
う
に
有
限
・

で
あ
る
。
彼
ら
が
島
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ

た
の
と
同
様
、
人
類
も
地
球
か
ら
逃
れ
る
手

段
は
な
ん
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
イ
ー

ス
タ
ー
島
の
歴
史
は
、
環
境
が
回
復
不
能
な

ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
と
き
の
結
末
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
。

分
の
一
の
農
民
は
ま
っ
た
く
土
地
が
な
い
。

無
理
な
耕
作
を
続
け
た
結
果
、
す
で
に
国
士

の
四
分
の
三
は
深
刻
な
土
壌
侵
食
を
起
こ
し

て
い
る
。

森
林
を
失
っ
て
保
水
力
が
な
く
な
り
、
川

は
雨
季
に
は
氾
濫
し
乾
季
に
は
干
上
が
る
よ

う
に
な
っ
た
。
地
下
水
も
ほ
と
ん
ど
用
を
な

さ
な
く
な
っ
た
地
域
が
多
い
。
畑
か
ら
崩
れ

落
ち
た
土
砂
は
、
情
け
容
赦
な
く
川
に
流
れ

込
み
、
ダ
ム
も
土
砂
の
堆
積
で
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
る
。

国
内
の
過
密
と
農
地
の
不
足
か
ら
、
一
九

六
○
年
代
に
入
っ
て
農
地
の
な
い
零
細
農
民

や
超
過
密
化
し
た
都
市
ス
ラ
ム
住
民
が
、
隣
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国
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
大
挙
し
て
密
入
国
し

た
。
こ
ち
ら
は
面
積
で
五
倍
、
人
口
密
度
は

五
分
の
一
ほ
ど
の
ゆ
と
り
の
あ
る
国
だ
。
だ

が
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
政
府
が
不
法
滞
在
の
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
人
を
本
国
に
強
制
送
還
し
よ

う
と
企
て
た
こ
と
か
ら
、
二
国
間
の
関
係
は

険
悪
化
し
た
。

一
九
六
九
年
七
月
に
、
両
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ー
ム
試
合
で
観
客
同
士
が
乱
闘
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
両
軍
が
武
力
衝

突
、
約
一
○
○
時
間
の
戦
闘
で
六
○
○
○
人

が
死
亡
、
一
万
二
○
○
○
人
が
負
傷
す
る
大

惨
事
に
発
展
し
た
。
当
時
は
「
サ
ッ
カ
ー
戦

争
」
と
し
て
、
興
味
本
位
に
報
道
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
社
会
学
者
ら
の
調
査
に
よ
っ

て
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
人
口
過
密
が
紛
争
の

引
き
金
に
な
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
こ
れ
が
、
史
上
初
め
て
人
口
過
密
が
引

き
金
に
な
っ
た
戦
争
と
い
わ
れ
、
別
名
「
人

口
戦
争
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
後
さ
ら
に
悲
惨
な
内
戦
が
勃

発
し
た
。
一
九
六
一
年
か
ら
、
右
翼
の
政
権

が
一
八
年
間
も
政
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
が
、

七
○
年
代
に
な
る
と
、
土
地
の
な
い
農
民
、

都
市
の
失
業
者
、
貧
困
者
ら
が
繰
り
返
し
デ

東
ア
フ
リ
カ
山
地
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

ル
ワ
ン
ダ
は
、
三
○
年
ほ
ど
前
ま
で
は
森

林
、
湖
沼
、
山
岳
に
彩
ら
れ
た
景
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
を
は
じ
め

豊
か
な
野
生
動
物
に
恵
ま
れ
た
国
だ
っ
た
。

だ
が
、
今
で
は
禿
げ
山
だ
ら
け
の
荒
涼
と
し

た
光
景
に
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
四
国
の
一
・
五
倍
ほ
ど
の
小
さ
な
山

国
で
、
過
去
四
○
年
ほ
ど
の
間
に
人
口
爆
発

が
起
き
た
。
’
九
五
○
年
に
は
二
一
二
万
人

モ
を
行
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
っ
て
政
府
に

抗
議
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
サ
ッ
カ
ー
戦

争
」
後
、
国
外
へ
の
脱
出
が
困
難
に
な
り
、

国
内
の
人
口
圧
力
が
高
ま
っ
て
き
た
の
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
の
秘
密
警
察
が
暗

躍
し
て
数
千
人
を
殺
害
し
た
。
左
翼
ゲ
リ
ラ

は
テ
ロ
活
動
で
対
抗
し
た
。
’
九
八
○
年

に
、
左
翼
ゲ
リ
ラ
の
連
合
組
織
と
政
府
軍
が

全
面
的
な
内
戦
に
突
入
し
た
。
難
航
を
重
ね

た
末
に
、
一
九
九
二
年
に
国
連
の
仲
介
で
政

府
と
ゲ
リ
ラ
側
が
和
平
協
定
に
調
印
し
て
、

内
戦
は
収
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
一
二
年
の

３
山
国
の
悲
劇

に
過
ぎ
な
か
っ
た
人
口
が
、
九
五
年
に
は
八

三
三
万
人
に
達
し
た
。
四
五
年
間
で
四
倍
と

い
う
猛
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
人
口
密
度
は
三

三
○
人
を
超
え
て
、
ア
フ
リ
カ
本
土
の
最
過

密
国
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
一
人
あ
た
り
の
農
地
面
積
は

○
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
な
く
、
三
○
年
間

で
三
分
の
一
に
ま
で
急
減
し
た
。
国
民
の
八

割
を
占
め
る
農
民
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
給
自

足
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
農
地
が
不
足
す
鐙

内
戦
で
、
七
万
五
○
○
○
人
が
殺
害
さ
れ

た
。だ
が
、
長
く
続
い
た
混
乱
で
、
土
地
の
荒

廃
は
進
み
、
農
業
生
産
は
こ
の
一
二
年
間
で

七
％
も
下
が
っ
た
。
貧
富
の
差
は
以
前
に
ま

し
て
拡
大
し
て
い
る
。
社
会
の
混
乱
は
激
し

さ
を
増
し
、
年
間
で
八
○
○
○
人
前
後
が
犯

罪
で
殺
さ
れ
て
い
る
。
国
連
推
計
で
は
二
○

二
五
年
に
は
人
口
は
九
二
○
万
人
を
超
え
、

人
口
密
度
は
四
四
○
人
に
達
す
る
。
混
乱
は

ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な

い
。



ろ
の
に
つ
れ
て
、
新
た
な
土
地
を
求
め
て
人

口
過
密
の
中
央
部
か
ら
人
口
の
少
な
い
東
部

の
高
原
地
帯
に
大
移
動
を
起
こ
し
た
。

山
麓
地
帯
を
上
へ
は
い
上
が
る
よ
う
に
耕

地
を
広
げ
て
い
き
、
三
○
年
前
に
は
国
土
面

積
の
半
分
が
森
林
だ
っ
た
が
、
急
ピ
ッ
チ
で

進
む
開
墾
の
た
め
に
、
一
九
九
五
年
の
統
計

で
は
六
・
二
％
が
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。
こ

の
ほ
と
ん
ど
は
国
立
公
園
に
あ
り
、
事
実
上

森
林
は
姿
を
消
し
た
。

無
理
な
開
墾
が
た
た
っ
て
、
一
九
八
○
年

代
半
ば
か
ら
傾
斜
地
の
農
地
で
は
一
段
と
土

壌
侵
食
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
現
在
で

は
、
世
界
で
も
も
っ
と
も
深
刻
な
土
壌
流
失

国
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
同
時
に
都
市
へ

も
大
量
流
入
し
、
’
九
五
○
年
当
時
人
口
が

一
万
人
に
満
た
な
か
っ
た
首
都
キ
ガ
リ
は
、

一
九
九
四
年
に
は
二
四
万
人
を
超
え
、
ス
ラ

ム
が
膨
張
を
続
け
て
都
市
機
能
は
が
マ
ヒ
状

態
だ
。

人
口
圧
力
と
土
壌
悪
化
に
一
九
八
○
年
代

か
ら
九
○
年
代
に
か
け
て
断
続
的
に
襲
っ
た

干
ば
つ
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
一
九
八
五
年

ご
ろ
を
境
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
食
糧
自
給

国
か
ら
慢
性
的
不
足
国
に
転
落
し
た
。
そ
の

後
の
一
○
年
間
で
農
民
一
人
あ
た
り
の
農
産

物
の
生
産
量
は
半
減
し
、
飢
餓
が
広
が
っ
て

き
た
。
’
九
八
○
年
代
初
期
は
、
｜
人
あ
た

り
の
食
糧
生
産
量
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
諸
国

で
上
位
三
国
に
入
っ
て
い
た
の
が
、
八
○
年

代
末
に
は
最
下
位
に
ま
で
転
落
し
た
。
国
民

一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
こ
の
一
○
年
で
三

割
も
減
っ
て
一
九
○
ド
ル
に
ま
で
下
が
り
、

世
界
銀
行
の
統
計
で
は
、
最
低
限
の
生
活
さ

え
難
し
い
絶
対
的
貧
困
層
が
国
民
の
八
五
％

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

ル
ワ
ン
ダ
は
も
と
も
と
農
耕
民
の
フ
シ
族

が
支
配
す
る
王
国
で
、
そ
こ
に
牧
畜
民
の
ツ

チ
族
が
入
り
込
ん
で
き
た
。
現
在
で
は
九
○

％
を
占
め
る
フ
シ
族
と
、
九
％
の
ツ
チ
族
か

ら
な
っ
て
い
る
。
フ
シ
族
は
、
主
と
し
て
肥

沃
で
温
暖
な
中
央
部
で
農
業
を
営
み
、
ツ
チ

族
は
東
部
の
乾
燥
し
た
サ
バ
ン
ナ
性
で
広
大

な
放
牧
地
を
所
有
し
牧
畜
で
暮
ら
し
て
い

た
。前
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
領
と
な
り
、
二
度
の

世
界
大
戦
を
経
て
ベ
ル
ギ
ー
領
に
な
っ
た
。

欧
州
か
ら
の
入
植
者
は
ツ
チ
族
を
統
治
の
手

先
に
利
用
す
る
め
に
、
こ
と
さ
ら
ツ
チ
族
の

優
越
性
を
強
調
し
て
、
教
育
の
機
会
や
軍
隊

へ
の
入
隊
は
ほ
と
ん
ど
ツ
チ
族
に
限
定
し

た
。
フ
シ
族
は
、
白
人
の
槐
偏
政
権
だ
っ
た

ツ
チ
族
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
差
別
さ
れ
、
農

奴
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
次
第
に
力
を
つ
け
て
き
た

フ
シ
族
は
、
’
九
五
九
年
に
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
し
て
政
権
を
奪
っ
た
。
こ
の
と
き
に
、

ツ
チ
族
は
フ
シ
族
に
襲
わ
れ
て
数
千
人
を
殺

さ
れ
、
一
○
万
人
以
上
が
国
外
に
脱
出
し

た
。
亡
命
し
た
ツ
チ
族
は
、
隣
国
の
ウ
ガ
ン

ダ
で
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦
線
を
結
成
し
た
。

フ
シ
族
が
住
む
中
央
部
は
人
口
が
過
密
化

し
て
、
’
九
六
○
年
当
時
す
で
に
一
平
方
キ

ロ
あ
た
り
二
五
○
人
（
現
在
の
ア
フ
リ
カ
の

平
均
）
が
住
ん
で
い
た
。
政
権
を
に
ぎ
っ
た

フ
シ
族
は
、
ツ
チ
族
を
放
牧
地
か
ら
追
い
出

し
て
土
地
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
各
地
で
土
地

の
奪
い
合
い
が
激
し
く
な
り
、
長
年
の
部
族

抗
争
が
か
ら
ん
で
憎
悪
は
頂
点
に
達
し
た
。

内
紛
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
九
○
年
代
に

入
っ
て
愛
国
戦
線
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
越
境
攻
撃

を
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
シ
族
政
権

側
は
国
民
を
大
量
動
員
し
て
、
国
内
の
ツ
チ

族
に
対
す
る
憎
悪
を
煽
り
立
て
た
。
政
府
は
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ツ
チ
族
に
対
す
る
暴
力
を
正
当
化
し
、
失
業

中
の
若
者
や
都
市
に
流
れ
込
ん
だ
貧
困
層

は
、
武
装
民
兵
や
ギ
ャ
ン
グ
集
団
に
身
を
投

じ
て
ツ
チ
族
虐
殺
の
先
頭
に
立
っ
た
。

欧
米
が
調
停
に
乗
り
出
し
、
両
者
は
一
九

九
三
年
に
和
平
協
定
に
調
印
、
暫
定
政
府
を

つ
く
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
だ
が
、
フ
シ
族

出
身
の
大
統
領
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
両
部
族
は
全
面
的
な
戦
闘
に
発
展
、

ツ
チ
族
虐
殺
が
全
国
に
波
及
し
た
。
最
終
的

に
ツ
チ
族
側
が
勝
利
を
収
め
た
が
、
ツ
チ
族

を
中
心
に
五
○
万
～
八
○
万
人
が
殺
害
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
、
ザ
イ
ー
ル
（
現
コ
ン

ゴ
）
、
ブ
ル
ン
ジ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
に
逃

げ
だ
し
た
難
民
は
一
五
○
万
～
二
○
○
万
人

に
及
ん
だ
。

結
局
、
ツ
チ
族
が
全
土
を
掌
握
し
て
暫
定

政
権
を
つ
く
る
こ
と
で
、
一
九
九
四
年
末
に

は
事
態
は
沈
静
化
し
た
。
こ
の
一
連
の
混
乱

は
、
環
境
悪
化
が
引
き
金
に
な
っ
た
と
同
時

に
、
環
境
悪
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。
大
虐
殺
と
大
量
の
国
外
脱
出
は
、

ル
ワ
ン
ダ
の
農
業
や
牧
畜
を
根
底
か
ら
覆
し

て
し
ま
っ
た
。
農
家
の
農
器
具
、
家
畜
、

コ
ー
ヒ
ー
の
木
…
…
と
い
っ
た
基
本
的
な
も

二
十
一
世
紀
は
、
こ
う
し
た
環
境
破
綻
に

起
因
す
る
紛
争
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
に

な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
人
口
増
や
経

済
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
資
源
や
環
境
へ
の
圧

力
は
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。

武
力
に
よ
る
安
全
保
障
に
代
わ
っ
て
、

「
環
境
安
全
保
障
」
「
地
球
安
全
保
障
」
と

い
う
こ
と
ば
も
聞
か
れ
は
じ
め
た
。
環
境
保

全
が
地
球
の
安
全
に
は
必
須
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
よ
う
や
く
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と

の
証
左
で
も
あ
る
。

の
の
不
足
が
深
刻
だ
。
山
間
地
の
段
々
畑
も

破
壊
さ
れ
て
士
壌
の
流
出
が
以
前
に
も
ま
し

て
ひ
ど
く
な
り
、
森
林
の
乱
伐
、
盗
伐
も
横

行
し
て
い
る
。

む
す
び
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市の高）
鶴轤
鱸鑪鰯
教授嵯峨座Ｂｉ

も都う加経る大
上市こな速過・都
らをこ気のす後市

鰯:董溌毒
洲令ろががた篶
攪人籠。：雲；齢
に口都にとほ化
っ高市もしｉどが
い齢であう、進
て化あて司同み
見とる（ま局じ始
てそ－ま面局め
みれ三り経面て
たが大そ過をい

大グ
轤
灘
騨
鱸
濡
塞
肺
洲
酬
延

蕊
轤
鱸
鱸
鱸
露
鶴
一
一
一
護
謹
川
脇

鶴
鱸鑪

圭
一
円 夫早稲田大学教授

大
都
市
が
高
齢
化
し
て
い
る
。
大
都
市
の

中
心
部
で
は
、
以
前
か
ら
人
口
停
滞
あ
る
い

は
人
口
減
少
が
見
ら
れ
、
都
心
の
過
疎
化
、

都
心
の
高
齢
化
が
い
わ
れ
て
い
た
が
、
今
、

も
た
ら
す
主
な
問
題
点
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。
平
成
七
年
二
九
九
五
）
の
国
勢
調
査

に
よ
れ
ば
、
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
割
合

（
高
齢
化
率
）
は
、
全
国
で
は
一
四
・
五
％

灘脈祁Ⅲ〃旅舳椛州旭川順燗Ⅲ蝿

高
い
人
ロ
高
齢
化
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

７

若
い
人
口
構
成
を
示
し
て
い
た
（
表
１
）
。

そ
の
意
味
で
は
、
現
在
の
大
都
市
は
必
ず

し
も
一
局
齢
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
現

に
、
千
葉
市
は
一
九
九
五
年
の
高
齢
化
率
は

九
・
四
％
と
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。
ふ

り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
七
○
年
に
全
国
人

口
の
高
齢
化
率
が
七
二
％
と
な
り
、
そ
れ

が
七
％
を
超
え
た
か
ら
高
齢
化
社
会
に
入
っ

た
と
喧
伝
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
今
日
に
い
た
る

ま
で
、
大
都
市
は
若
い
人
口
構
成
を
維
持
し

て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
都
市

は
今
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
高
齢
化
し
つ

つ
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理

由
は
、
大
都
市
の
高
齢
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
大
都
市

で
確
実
に
、
か
つ
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他

に
先
に
述
べ
た
よ
う
に
都
市
の
中
心
部
で
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
と
の
始
ま
り
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に

お
け
る
人
口
の
都
市
集
中
で
あ
る
。
昭
和
三

十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
三
大
都
市

の
人
口
は
急
増
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
口
流

人
に
よ
る
社
会
増
加
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
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大都市の高齢化

～
三
十
五
年
の
五
年
間
に
社
会
増
加
が
プ
ラ

ス
の
都
道
府
県
は
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
兵

庫
県
の
一
都
一
府
五
県
の
み
で
あ
り
、
あ
と

の
道
府
県
は
す
べ
て
社
会
増
加
が
マ
イ
ナ

ス
、
つ
ま
り
転
出
超
過
で
あ
っ
た
。
昭
和
三

十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
大
量
の

若
い
人
口
が
三
大
都
市
圏
に
流
入
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
人
口
流
人
は
、
そ
の
後
、
高
度
経
済

成
長
の
終
焉
と
と
も
に
沈
静
化
し
、
現
在
で

は
三
大
都
市
圏
へ
の
純
流
人
は
わ
ず
か
な
も

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
、
東
京
都
の

場
合
は
昭
和
四
十
年
代
前
半
に
は
社
会
増
加

は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
つ
い
で
四
十
年
代
後

半
に
な
る
と
大
阪
府
も
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。

●嵯峨座晴夫くさがざはるお＞
1935年長野県生れ。

<現職>早稲田大学人間科学部教授。
<学歴>早稲田大学第一政治経済学部卒｡
<職歴>アジア経済研究所統計企画課長、

早稲田大学文学部教授。

<主な著書＞「エイジングの人間科学」
学文社1993年、「人口高齢化と高
齢者」大蔵省印刷局1997年、「高
齢者のライフスタイル」早稲田大

学出版部1999年、その他多数｡

こ
の
よ
う
な
昭

和
三
十
年
代
か
ら

四
十
年
代
に
か
け

て
の
若
い
人
口
の

流
人
と
そ
の
後
に

続
く
流
人
の
停
滞

の
二
つ
が
、
大
都

市
人
口
の
高
齢
化

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

と
し
て
、
こ
の
時

期
に
内
蔵
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
四
十
年

近
く
が
経
過
し
、

今
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
顕
在
化

し
始
め
た
の

化
し
て
み
る

と
こ
の
よ
う

高
齢
化
の
物

に
ス
ケ
ッ
チ

で
き
る
の
で

語
は
、
単
純

で
あ
る
。

大
都
市
の

表１１３大都市の人口高齢化（65歳以上人ロの割合」（1970～2025年）
(％）

匹亟二痙二亟亙ﾖｺ亟五藻~に両軍T面「 「'

Ⅲ

Ｆ１

D－Ｃ

ＪＩＢ

3．ｂｌｌＯ＿（ ３’２【」

｡’０．５１８１】 ］’１６

呂古犀 iｊｌ８．８１１［

。’’四 「
１

Ｏ’ＩＣ

1９

【Ｉ

ｒ
－
Ｌ

９－F

(資料） 1970～95年は国勢調査。2005～25年の各都市は日本統計協会「市町村の将来人口-1995～2025年一」（平
成９年12月｣、全国は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成９年１月）の中位推計
による。
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
物
語
を
裏
付
け
る

に
は
、
各
都
市
の
人
口
構
成
の
デ
ー
タ
を
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
余
裕
が
な
い
の
で
別
の
デ
ー
タ

を
示
す
。

表
ｌ
は
、
一
三
大
都
市
の
高
齢
化
率
の
推

移
を
示
す
。
一
九
九
五
年
ま
で
各
都
市
の
高

齢
化
率
を
見
る
と
、
最
近
に
な
る
ほ
ど
高
齢

化
率
の
上
昇
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
一
九

九
○
～
九
五
年
の
五
年
間
で
は
、
川
崎
市
、

京
都
市
、
神
戸
市
以
外
で
は
、
高
齢
化
率
の

上
昇
率
は
全
国
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

表
１
に
は
、
一
一
○
○
五
、
二
○
一
五
、
二

○
一
一
五
年
の
三
年
次
に
つ
い
て
の
将
来
予
測

が
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
団
法
人
統
計

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
、
「
市
町

村
別
の
将
来
人
口
Ｉ
一
九
九
五
～
二
○
二
五

年
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
推
計
は
、
一
九

九
○
～
九
五
年
の
五
年
間
の
コ
ー
ホ
ー
ト
変

人
口
高
齢
化
の

現
状
と
将
来

２

化
率
が
将
来
も
続
く
と
仮
定
し
て
お
り
、
必

ず
し
も
正
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
一

応
の
目
安
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
二
○
○
五
年
の
高
齢
化

率
は
東
京
都
特
別
区
部
で
一
九
・
九
％
、
京

都
市
で
一
九
・
四
％
、
大
阪
市
で
一
九
・
七

％
、
北
九
州
市
で
二
一
・
五
％
で
あ
り
、
全

国
水
準
の
一
九
・
六
％
（
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
推
計
）
に
並
ぶ
か
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
水
準
に
達
す
る
都
市
が
多

く
な
る
。
二
○
二
五
年
に
は
、
す
べ
て
の
都

市
で
高
齢
化
率
は
二
○
％
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
東
京
都
特
別
区
部
と

北
九
州
市
で
は
三
○
％
近
く
に
も
達
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
ま
で
比
較

的
に
高
齢
化
率
の
低
か
っ
た
千
葉
市
、
川
崎

市
、
横
浜
市
、
広
島
市
で
も
、
二
○
二
五
年

に
は
二
五
％
を
超
え
る
高
い
水
準
に
達
す
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
三
大
都
市
の
高
齢
化

は
、
近
い
将
来
、
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
都
市
に

お
け
る
著
し
い
人
口
流
入
と
そ
の
後
の
人
口

停
滞
と
に
主
と
し
て
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
都
市
の
高
齢
化
に
つ
い
て
、
今
一
つ
注

目
す
べ
き
点
と
し
て
都
心
部
で
の
高
齢
化
の

進
展
が
あ
る
。
東
京
都
の
例
を
と
ろ
う
。
表

１
に
も
示
し
た
よ
う
に
一
九
九
五
年
の
東
京

都
特
別
区
部
の
高
齢
化
率
は
一
三
・
七
％
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
年
の
都
心
三
区
の
高
齢
化

率
は
、
千
代
田
区
一
七
・
九
％
、
中
央
区
一

六
・
二
％
、
港
区
一
六
・
○
％
と
か
な
り
高
い

値
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
文
京
区
一
六

・
七
％
、
台
東
区
一
八
・
四
％
、
荒
川
区
一
六

・
六
％
と
一
六
％
を
超
え
る
区
が
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
現
在
、
東
京
二
三
区
の
中
で
第

一
位
は
台
東
区
二
九
・
六
％
）
、
第
二
位
千

代
田
区
（
’
九
・
○
％
）
、
第
三
位
荒
川
区

二
七
・
七
％
）
、
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
『
東

京
都
社
会
指
標
ｌ
個
別
指
標
ｌ
』
平
成
十
年

版
に
よ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
、
都
心
部
に
お
け
る
高
齢
化

が
進
ん
だ
理
由
は
都
心
か
ら
の
人
口
流
出
で

あ
ろ
う
。
若
い
人
た
ち
の
流
入
が
減
る
の
に

加
え
て
、
比
較
的
若
い
世
代
が
よ
り
よ
い
生

活
環
境
を
求
め
て
郊
外
に
流
出
し
た
こ
と

が
、
都
心
部
の
高
齢
化
を
加
速
化
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

都
心
部
の
高
齢
化
は
、
将
来
ど
の
程
度
進

む
の
だ
ろ
う
か
。
前
記
の
「
市
町
村
の
将
来
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一
般
に
、
高
齢
化
は
世
帯
の
家
族
構
成
と

高
齢
者
の
居
住
形
態
を
変
化
さ
せ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
都
市
部
で
も
農
村
部
で
も
大
な
り

小
な
り
共
通
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
帯
の
家
族
構
成
の
変
化
と
し
て
は
、
単
独

人
口
」
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
、
二
○
二
五

年
の
高
齢
化
率
は
、
千
代
田
区
三
七
・
二

％
、
中
央
区
三
五
・
八
％
、
港
区
三
一
一
一
・
六

％
、
台
東
区
三
四
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
都
心
部
で
は
ど
の
区
で
も
三
○
％
を
超

え
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
都
心
部
の

こ
の
よ
う
な
顕
著
な
高
齢
化
は
、
現
状
が
今

後
と
も
持
続
す
れ
ば
と
い
う
仮
定
の
上
に

立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
何
ら
の
高

齢
化
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
実

現
す
る
で
あ
ろ
う
予
測
値
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
都
心
部
の
高
齢
化
を
抑
制
す
る
た

め
の
政
策
的
な
対
応
が
、
大
都
市
に
と
っ
て

今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

家
族
構
成
の
変
化

３

が
出
現
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
大
都
市
高
齢
者
の
世

帯
の
状
況
を
表
２
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

’
九
九
五
年
に
は
、
一
三
大
都
市
の
六
十

五
歳
以
上
人
口
は
約
三
四
五
万
人
で
あ
り
、

そ
の
三
三
・
九
％
が
夫
婦
の
み
の
世
帯
に
属

し
て
い
た
。
単
独
世
帯
の
割
合
は
一
七
・
三

％
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー

世
帯
と
夫
婦
世
帯

の
増
加
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
者
の
居
住
形

態
の
変
化
と
し
て

は
、
高
齢
者
の
子

と
の
同
居
率
の
低

下
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
家

族
と
同
居
住
形
態

の
変
化
は
、
高
齢

化
に
と
も
な
っ
て

現
れ
る
に
し
て

も
、
都
市
の
高
齢

化
に
お
い
て
よ
り

顕
著
に
そ
の
変
化

表２ 13大都市の高齢者の世帯構成（1995年）

Ｄ
Ｊ
ひ

①
の
者

、
ソ
個
伺

①
世
（
［

の
僧
仁
》
有

ｍ
Ｊ
△
土
」
曰

、ｕ

202

104

８Ｃ

Ｏ9２

３６４

１２０

□

Ｆ
Ｌ 日
１
９
０
０

８
７
３
８

謂
農
Ⅱ
Ｚ
］

日
］ジ
は
、
全
国
の
値
と
比
べ
る
と
か
な
り
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
に
は
、
一

三
の
大
都
市
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
が
示

し
て
あ
る
。
札
幌
市
、
神
戸
市
、
広
島
市
、

北
九
州
市
な
ど
で
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
割
合

は
高
く
、
全
国
の
そ
れ
（
二
七
・
八
％
）
よ

り
も
一
○
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
も
高
く
な
っ
て
い

【’

88G

703

84C

584

←
』
Ｆ
ノ
ム
０
Ⅱ
ユ
【
ｌ
Ｌ

ｎ
Ｕ
八
印
〕
、
「
］
向
氏
山

大都市計

全国

3,445,566 33.9 17.3

12.1

“
｜
綱

27.8

注：１）借家、給与住宅、間借り及び仮設建物等
資料：国勢調査
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市郡別に見た家族形態別65歳以上の者の構成割合（1997年）表３
(％）

非親族その他

の親族

と同居劃Iinri:iW:i露
独

㈱㈱Ｆ
１世

郡市

と同居帯

国
劇

ｊ
０
０
０
０
０

０
２
９
０
９
６

、
Ｈ
Ｕ
【
【
Ｕ
ｑ
Ⅱ
上
［
ｘ
Ⅳ

６
９
１
９
４
６

１
ｌ
う
４
う
へ
、

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

Ｊ
０
０
０
０
厄

Ⅱ
ｘ
川
】
、
Ⅲｍ
ｘ
Ｊ
ｎ
ｏ
、
］
】
Ｆ
Ｌ

〃

リ
コ
［

Ｊ
９
６

(資料）「国民生活基礎調査」平成９年

る
。
単
独
世
帯
の

割
合
は
、
東
京
区

部
、
大
阪
市
、
神

戸
市
な
ど
で
高
い

値
を
示
し
て
い

る
。
な
お
、
表
に

は
「
単
独
世
帯
で

借
家
等
に
住
む
高

齢
者
」
の
割
合
が

掲
げ
て
あ
る
。
こ

の
割
合
も
大
都
市

に
お
い
て
一
局
い
こ

と
が
わ
か
る
。
特

に
、
大
阪
市
、
神

戸
市
、
福
岡
市
で

は
、
こ
の
値
が
一

○
％
を
超
え
て
お

り
、
大
都
市
に
お

い
て
住
宅
の
条
件

に
恵
ま
れ
な
い
高

齢
者
が
多
い
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
て

い
る
。

次
に
、
高
齢
者
の
居
住
形
態
、
す
な
わ
ち

子
と
の
同
居
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
高
齢
者
の
子
と
の
同
居
率
は
、
近
年
、

全
国
ベ
ー
ス
で
見
て
低
下
し
続
け
て
い
る
こ

と
が
「
国
勢
調
査
」
や
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
の
デ
ー
タ
で
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
毎
年
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
を
見
て
み
る
と
、
平
成
九
年

（
’
九
九
七
）
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
子
と
の
同
居
率
は
五
二
・
二
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
率
は
一
九
八
○
年
六
九
・
○
％
、
八
五

年
六
四
・
六
％
、
九
○
年
五
九
・
七
％
、
九
五
年

五
四
・
三
％
と
低
下
を
続
け
、
現
在
で
は
五
○

％
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
の
一
三
大
都
市
の
同
居
率
は

表
３
に
示
し
た
よ
う
に
三
九
・
｜
％
で
、
そ

の
他
の
市
（
五
一
・
七
％
）
、
郡
部
（
六
○
・

五
％
）
と
の
間
で
大
き
な
開
き
を
見
せ
て
い

る
。
大
都
市
に
お
い
て
は
、
今
日
、
高
齢
化

の
進
行
と
と
も
に
同
居
率
が
著
し
く
低
く

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
同
居

高
齢
者
の
居
住
形
態

牢

率
を
「
子
供
夫
婦
と
同
居
」
と
「
配
偶
者
の

い
な
い
子
と
同
居
」
の
二
つ
に
分
け
て
み
る

と
、
前
者
の
割
合
は
大
都
市
で
は
わ
ず
か
に

一
六
・
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
値
は
、
総

数
の
三
二
・
八
％
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
郡

部
の
四
四
・
○
％
に
比
べ
て
際
立
っ
た
対
照

を
見
せ
て
い
る
。

各
大
都
市
別
の
同
居
率
は
、
平
成
七
年
調

査
で
し
か
利
用
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
表

４
に
示
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
仙
台
、
千

葉
、
川
崎
な
ど
の
市
で
は
同
居
率
は
五
○
％

前
後
と
高
い
が
、
そ
の
他
の
大
都
市
、
と
り

わ
け
西
日
本
の
大
都
市
と
札
幌
市
で
は
同
居

率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
同
居
率
の
低
さ

は
、
一
方
で
は
単
身
世
帯
と
夫
婦
の
み
の
世

帯
の
割
合
を
高
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
都
市
に
お
け
る
高
齢
者

の
単
独
世
帯
と
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加

は
、
必
ず
し
も
高
齢
者
の
子
供
世
代
と
の
交

流
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
最
近
で
は
、
大
都
市
に
お
い

て
は
、
二
世
代
住
宅
や
同
一
敷
地
内
で
の
居

住
形
態
、
さ
ら
に
子
供
の
住
居
の
近
く
に
住

む
「
近
居
」
も
増
え
て
き
て
お
り
、
世
帯
を

異
に
し
な
が
ら
家
族
の
交
流
を
は
か
る
高
齢

6０



大都市の高齢化

表４６５歳以上の者の子との同別居状況（1995年）
(％）

都市｜総数
総数｜同

□ｌＵ囮

国
部
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市

輕
幌
台
葉
浜
崎
鑪
都
阪
戸
島
釧
岡

全
東
札
仙
千
横
川
名
京
大
神
広
北
福

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

８６．６

７４．０

７０．５

85.2

83.6

80.6

82.5

85.0

85.7

74.9

３
５
５
９
８
２
３
９
９
４

■
■
■
●
■
●
Ｇ
■
■
■

４
９
６
１
９
４
８
’
０
５
６

５
３
３
５
４
４
４
４
４
３

｛
困
り
、
〃
』
ハ
ペ
リ
β
犯
宅
句
’
１
ｄ
Ｉ
Ｌ
、
「
Ｕ
０
列
五
、
ヘ
リ
７
１

●
■
■
■
、
●
あ
■
●
■

、
ペ
リ
（
ｘ
Ｕ
ｎ
ｈ
〉
、
／
］
の
〆
】
ｎ
ｘ
Ｕ
（
ｕ
Ｕ
、
／
】
、
記
』
、
〃
』

６．６

７．２

７．２

６．８

１０．１

７．２

ａ２

8,3

6.2

3.8 7.2 6.2

12.9 1３．２ 12.8

13.7 6.9 15.0 1４．４

11.8 12.2 7.8

6.4

7.1

10.3 1０．７ 10.0

10.9 1０．３ 10.5 8.8

6.7 1２．１ 6.7 10.8

1０．８ 1４．８ 10.9 10.0

０
１

●
■

’
０
５

1１．３ 16.1 8.9 9.3

9.7 9.2 1７．０ 15.0 1０．１

100.0

100.0

100.0

80.1

81.7

79.6

38.3

38.0

42.2

１
４
８

■
■
■

７
３
４

０６

９．２

７．２

1４．４ 13.8 11.2 8.7

6.5

6.1

1７，４ 13.6 1１．８

1４７ 10.6 1４．４

注：神戸市は調査を実施していばぃ・

資料：「国民生活基礎調査」平成７年

以
上
、
一
三
大
都
市
の
高
齢
化
が
今
後
急

速
に
進
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
戦
後
の
人

口
の
都
市
集
中
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
、
そ
の
高
齢
化
が
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る

高
齢
者
の
家
族
と
居
住
形
態
の
変
化
に
つ
い

者
も
多
い
。
高
齢
化
は
、
大
都
市
の
高
齢
者

に
「
住
居
と
生
計
を
共
に
す
る
一
世
帯
と
い

う
単
位
を
超
え
て
、
家
族
の
交
流
を
は
か
る

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
す
作
用

を
与
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

表
４
に
は
、
こ
の
点
を
確
認
で
き
る
多
少

の
デ
ー
タ
が
付
し
て
あ
る
。
別
居
し
て
い
る

子
供
の
住
居
の
場
所
別
の
構
成
比
が
そ
れ
で

あ
る
。
「
同
一
家
屋
又
は
同
一
敷
地
」
に
住

む
者
の
割
合
は
、
東
京
区
部
、
札
幌
市
、
横

浜
市
、
川
崎
市
、
広
島
市
な
ど
の
大
都
市
に

お
い
て
全
国
平
均
（
三
・
五
％
）
以
上
に
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣
地

域
、
同
一
市
区
町
村
に
住
む
者
の
割
合
も
大

都
市
で
概
し
て
高
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

５

て
概
観
し
た
。

大
都
市
の
高
齢
化
は
、
他
の
地
域
社
会
の

場
合
と
同
様
に
福
祉
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
の
増

大
と
い
っ
た
共
通
の
問
題
を
提
起
す
る
が
、

一
方
で
は
大
都
市
に
特
有
の
課
題
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
重
要
な

課
題
は
、
一
つ
は
大
都
市
の
生
活
環
境
の
整

備
で
あ
る
。
大
都
市
で
は
住
宅
、
街
路
、
利

便
性
な
ど
の
生
活
条
件
が
高
齢
者
の
生
活
に

適
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

今
一
つ
の
課
題
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
で

の
対
応
で
あ
る
。
大
都
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

仮
り
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
現
状
は
高
齢

者
の
参
加
を
促
す
条
件
は
極
め
て
不
十
分
で

あ
る
。
大
都
市
の
高
齢
化
は
、
都
市
化
社
会

の
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
の
再
生
を
求
め
て
い
る
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
筆
者
の
み

る
と
こ
ろ
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
が
急
で
あ

る
に
し
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
た

生
活
環
境
の
整
備
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
へ
向
け
て
の
営
み
も
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
事
態
は
徐
々
に
良
い
方
向
に
動
い
て
い

る
と
思
う
。
大
都
市
の
高
齢
化
を
契
機
と
し

て
、
大
都
市
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
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恒
嶢
が

茂
で
茜

置
す
る
ｃ

ダ
バ
オ
の

最
－
局
峰
の

ア
些
守
と
。

,

島
の
ほ
ほ
非
十
ｍ

一
七
エ
ト
ヰ
ヮ
ヨ
埴
Ｚ

白
卸
叫
悪
一
介
Ｕ
『
ｂ
融

省
に
一
萱

唄○
倒○

グ
ノ

割
市
タ
ハ
ォ
α
檸
牙
一
日

八
年
秋
に
筆
者
は
都
市

小
島
宏
博
士
（
国
立
汁

研
究
所
）
、
ニ
ム
フ
了

リ
ピ
ン
国
立
大
学
人
口

で
あ
る
。
一
九
九

の
調
査
の
た
め
、

保
障
・
人
口
問
題

ヘ
ナ
博
士
（
ブ
イ

究
所
）
と
と
も
に

酊二｢－

i蟻鋳霧：

アポビューホテルから見た今日のダバオ市（写真１）
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フィリピン･ダバオ日系人の近況

ダ
バ
オ
を
訪
問
し
た
（
図
ｌ
）
。

一
九
八
○
年
代
ま
で
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
モ
ロ
族
の
独
立
運
動
が
活

発
で
、
治
安
が
大
変
不
安
定
で
あ
り
、
外
国

人
の
訪
問
も
困
難
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
九

九
○
年
代
に
入
っ
て
、
ダ
バ
オ
市
周
辺
で
は

よ
う
や
く
治
安
が
回
復
し
、
市
の
人
口
も
一

九
九
○
年
か
ら
九
五
年
の
五
年
間
に
二
○

パ
ー
セ
ン
ト
近
く
増
加
し
、
現
在
は
一
○
○

万
人
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

経
済
開
発
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、
’
九

九
四
年
に
は
ダ
バ
オ
市
を
中
心
と
す
る
国
際

的
な
広
域
経
済
圏
、
「
東
ア
セ
ア
ン
成
長
地

域
（
団
局
自
国
－
「
且
○
二
の
、
国
’
三
四
］
菖
巴
四
－

℃
亘
」
】
で
己
曰
の
、
固
四
⑪
（
し
め
因
シ
ｚ
の
局
。
三
一
｝
〕

し
門
の
巴
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

●中川聡史くなかがわ･さとし＞
1963年兵庫県生れ理学修士。

東京大学教養学部教養学科卒。東京大学
大学院理学系研究科地理学専攻修士課程
修了。1989年より1992年までベルリン自
由大学に留学。国立社会保障・人ロ問題
研究所厚生技官．同研究所人口構造研究
部第２室長を経て、現在、神戸大学経済学
部助教授。

主な論文は、「コーホートからみた日本の
大学卒業人ロの分布変化一東京圏に注目
して－｣、人口問題研究52-1,1996年。
｢人口移動からみたベルリンと中央ヨー
ロッパ｣、地理41-5,1996年。

｢バンコク郊外住民の移動歴と社会階層
(英文)｣、地域学研究10.1997年。他多数。

ァ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
の
各
国
政
府

協
力
の
も
と
に
発
足
し
た
。
近
年
は
地
域
内

の
貿
易
の
増
加
と
と
も
に
、
地
域
外
か
ら
の

投
資
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
進
行
中
で

あ
り
、
設
備
の
整
っ
た
ホ
テ
ル
が
多
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
周
辺
地
域
に
位
置
す
る
ダ

バ
オ
で
あ
る
が
、
上
記
の
国
々
と
は
近
接
し

て
お
り
（
図
ｌ
）
、
国
境
を
越
え
た
広
域
経

済
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
、
今
後
の
発
展
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
マ
ニ
ラ
と
較
べ
る
と
、
ず
っ
と
の
ん

び
り
し
た
雰
囲
気
で
あ
り
、
街
中
の
緑
の
多

さ
と
相
ま
っ
て
、
旅
行
者
に
は
大
変
過
ご
し

や
す
い
都
市
で
あ
る
（
写
真
ｌ
）
。

今
回
の
訪
問
の
主
な
目
的
は
近
年
の
人
口

一
な
目
的
は
近
年
の
人
口

都
市
化
に
関
す
る
調
査

で
あ
っ
た
が
、
ダ
バ
オ

訪
問
に
際
し
て
は
、
小

島
博
士
も
筆
者
も
、
ひ

そ
か
に
も
う
一
つ
別
の

テ
ー
マ
を
抱
い
て
い

た
。
年
配
の
読
者
は
ご

存
じ
だ
ろ
う
が
、
戦
前

ダ
バ
オ
周
辺
に
は
お
よ

日
本
人
の
ダ
バ
オ
ヘ
の
最
初
の
移
民
は
一

九
○
三
年
（
明
治
三
十
六
）
に
マ
ニ
ラ
麻
農

園
の
労
働
者
と
し
て
入
っ
た
三
○
名
だ
と
さ

れ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
特
産
の
マ
ニ
ラ
麻
（
ア

バ
ヵ
）
は
強
く
て
、
弾
力
が
あ
り
、
耐
水
性

Ⅲ鑪岫包哺紺洲川棚仙仙洲毒巫臓Ｈ捌術

そ
二
万
人
の
日
本
人
が
居
住
し
、
多
く
の
日

本
人
商
店
、
日
本
人
小
学
校
、
日
本
語
新
聞

社
、
仏
教
寺
院
ま
で
も
有
す
る
豊
か
な
社
会

が
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
日
本
人
の
子
孫
が

ダ
バ
オ
周
辺
に
は
い
ま
だ
多
く
暮
ら
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
近
年
よ
う
や
く
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、

夕
方
の
飛
行
機
で
マ
ニ
ラ
経
由
で
成
田
に
帰

る
と
い
う
調
査
の
最
終
曰
に
、
現
地
の
日
系

人
団
体
関
係
者
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
う
機

会
を
得
た
。
本
稿
で
は
ダ
バ
オ
日
系
人
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。



ダバオ州日本人人ロおよびマニラ麻生産量の推移（1903～41年）図2
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る
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八
年
の
米

西
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争
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後
、
フ
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メ
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衆
国
の
領
有
と
な
っ
て
お
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初
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ニ
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。
ダ
バ

オ
周
辺
に
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
バ
ポ
コ
族

（
鏑
翠
）
画
潤
釧

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

Ｊ
？
■
‘
７
ｉ

０
０
０
０
０
０

６
５
４
３
２
１
０

０
０
０
０
０
０

２[5,000
、￣

三’0,000

5,000

０ 米
は
も
っ
ぱ
ら
自
給
的
な
焼
き
畑
農
業
を
行
っ

合
て
い
た
た
め
、
賃
金
労
働
に
な
じ
ま
ず
、
ま

一
一
た
人
口
自
体
も
多
く
な
か
っ
た
の
で
、
欧
米

す
人
農
園
経
営
者
は
安
価
で
勤
勉
な
労
働
力
と

（
し
て
日
本
人
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
十
九

族
世
紀
末
以
降
、
多
く
の
日
本
人
が
生
活
の
た

め
に
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
そ
し
て
南

Ｆハダ
米
へ
Ｌ
」
働
き
に
出
て
い
た
。
ブ
イ

は／
、

⑪
ノ

リ
ピ
ン
ヘ
の
移
民
も
、
こ
う
し
た

９ ８の
当
時
の
日
本
人
の
新
天
地
を
求
め

そ

、
両
国
一
…
、

て
の
海
外
進
出
の
一
環
で
あ
る
。

力

》国句一鑓
政
府
や
官
僚
の
主
導
で
な
く
、
民

謁
三
緑

間
主
導
の
色
彩
の
濃
い
こ
と
が
、

冨
三
栓

他
の
移
住
先
と
比
較
し
た
フ
ィ
リ

ト
ヨ
｜
鑑

ピ
ン
へ
の
移
民
の
特
徴
と
考
え
ら

冨
雪
》

れ
る
。

【
竺
彌

ダ
バ
オ
の
日
本
人
の
多
く
は
、

函
一
三
澪

当
初
マ
ニ
ラ
麻
農
園
の
労
働
者
と

二
三
熱

し
て
来
た
も
の
の
、
非
常
に
勤
勉

【
一
二
龍

に
働
い
て
資
金
を
蓄
え
、
短
い
期

＆
望
拙

間
の
う
ち
に
自
ら
農
園
を
所
有
す

ぎ
三
趣

る
マ
ニ
ラ
麻
自
営
業
者
と
な
っ
て

己
二
罐
一
フ
ｏ

い
っ
た
。
日
本
人
移
民
は
、
ジ
ャ

ー
一
産

マ
オ

ン
グ
ル
の
開
墾
か
ら
作
付
け
、
栽

注
培
、
収
穫
、
販
売
に
い
た
る
マ
ニ

ラ
麻
栽
培
の
す
べ
て
の
過
程
で
様
々
な
く
ふ

う
を
こ
ら
し
、
新
技
術
を
導
入
し
、
農
園
経

営
を
安
定
さ
せ
た
。
ま
た
、
マ
ニ
ラ
麻
の
生

産
と
輸
出
を
主
な
業
務
と
し
た
太
田
興
業
、

古
川
拓
殖
等
の
ダ
バ
オ
在
住
日
本
人
経
営
企

業
の
助
言
や
指
導
、
資
金
援
助
も
日
本
人
自

営
業
者
の
成
長
に
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。

図
２
に
見
る
よ
う
に
、
ダ
バ
オ
在
住
日
本

人
数
は
一
九
一
○
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に

増
加
す
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ダ
バ
オ
産
マ
ニ
ラ
麻
生
産
量
も
急
増
す
る
。

ダ
バ
オ
の
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
は
欧
米
人
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
期
以
降
の
ダ
バ

オ
産
マ
ニ
ラ
麻
生
産
の
八
割
前
後
は
日
本
人

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
マ
ニ
ラ
麻

の
栽
培
に
適
し
た
気
候
と
土
壌
を
持
つ
ダ
バ

オ
で
あ
る
が
、
世
界
的
に
著
名
な
産
地
の
一

つ
に
成
長
し
た
の
は
、
日
本
人
の
努
力
の
成

果
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
う
し
て
生
産
さ

れ
た
マ
ニ
ラ
麻
は
ダ
バ
オ
港
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
世
界
中
に
輸
出
さ
れ
た
。

“
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も
う
一
度
、
図
２
に
戻
る
が
、
日
本
人
人

口
を
み
る
と
、
一
九
二
○
年
代
前
半
に
減
少

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
実
は
マ
ニ
ラ
麻
価

格
が
暴
落
（
一
九
二
○
年
か
ら
二
一
年
の
一

年
間
で
半
額
以
下
に
）
し
た
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
日
本
人
が
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
に
見
切
り

を
つ
け
、
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
ダ

バ
オ
日
本
人
は
大
半
が
単
身
男
性
で
あ
り
、

稼
げ
る
だ
け
稼
い
だ
ら
帰
ろ
う
と
い
う
出
稼

ぎ
意
識
が
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
’
九
二
○

年
代
後
半
以
降
、
麻
価
格
も
上
昇
し
、
日
本

人
人
口
は
再
び
増
加
す
る
。
こ
の
時
期
に
な

る
と
妻
を
日
本
か
ら
呼
び
寄
せ
た
り
（
写
真

結
婚
）
、
パ
ポ
コ
族
等
の
現
地
女
性
と
結
婚

す
る
者
が
増
え
、
ダ
バ
オ
の
日
本
人
社
会
が

出
稼
ぎ
か
ら
永
住
へ
と
意
識
を
変
化
さ
せ
て

い
く
。
現
地
女
性
と
の
結
婚
は
と
り
わ
け
多

か
っ
た
が
、
花
嫁
呼
び
寄
せ
は
容
易
で
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
士

地
法
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
現
地
女
性
と
結
婚
す
る
と
、
妻
一
族
の

士
地
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
公
有
地
の
払
い
下
げ
を
妻
名

義
で
受
け
る
こ
と
も
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
人
の
成
功
の
裏
に
は
バ
ポ
コ
族
等
の
現

地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
土
地
を
め
ぐ
る
緊

張
関
係
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
彼
ら
を
嚇
す

よ
う
な
形
で
の
土
地
取
得
が
あ
っ
た
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ダ
バ
オ
の
日
本
人
社
会
が
安
定
へ
と
向
か

う
な
か
、
一
九
一
八
年
に
は
、
上
記
の
太
田

興
業
や
古
川
拓
殖
の
関
係
者
ら
を
中
心
に
日

本
人
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
以
後
の
日
本
人

社
会
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
日
本
領
事
館
の
設
置
、
日
本
人
小
学

校
の
開
設
（
最
大
時
に
は
一
三
校
）
、
ダ
バ

オ
港
の
開
港
と
日
本
と
の
直
通
定
期
航
路
の

開
設
な
ど
は
、
グ
バ
オ
の
日
本
人
会
が
中
心

と
な
っ
て
日
本
政
府
や
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
、
い
ず
れ
も
一
九
二
○
年
代
に
実
現
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
バ
オ
の
日
本
人

は
、
本
国
政
府
の
援
助
に
頼
る
こ
と
な
く
、

自
分
た
ち
の
力
で
発
展
の
基
礎
を
築
い
て

い
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
話
の
ダ
バ
オ
は
正
確
に
言
う

と
戦
前
の
ダ
バ
オ
州
（
現
在
は
ダ
バ
オ
州
、

南
ダ
バ
オ
州
、
東
ダ
バ
オ
州
に
分
割
さ
れ
て

い
る
）
の
日
本
人
の
話
で
あ
る
。
今
日
、
人

口
が
一
○
○
万
を
越
え
る
ダ
バ
オ
市
と
い
う

都
市
自
体
も
戦
前
の
日
本
人
が
作
り
あ
げ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
太
田
興
業
を

創
業
し
た
太
田
恭
三
郎
が
一
九
○
五
年
に
見

た
ダ
バ
オ
集
落
は
わ
ず
か
三
○
軒
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
い
う
。
古
川
拓
殖
の
古
川
義
三
が

一
九
一
四
年
に
訪
れ
た
と
き
に
も
一
五
○
軒

ほ
ど
の
集
落
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、

マ
ニ
ラ
麻
の
集
散
地
（
当
初
は
内
航
船
の

港
）
と
し
て
急
速
に
発
展
し
、
’
九
三
七
年

に
は
市
制
が
布
か
れ
、
ダ
バ
オ
市
と
な
っ

た
。
当
時
の
人
口
約
四
万
六
○
○
○
人
の
う

ち
、
日
本
人
は
一
万
一
○
○
○
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
四
年
間
で
人
口
は
倍
増
し
、
’

九
四
一
年
に
約
九
万
人
、
日
本
人
人
口
も
一

ダバオ市の

発展

●

●
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万
四
○
○
○
人
と
な
っ
た
。

’
万
四
○
○
○
人
と
い
え
ば
、
現
在
の

（
永
住
者
を
除
く
在
留
日
本
人
、
一
九
九
八

年
現
在
）
の
ロ
ン
ド
ン
（
二
万
二
○
○
○

人
）
、
バ
ン
コ
ク
（
’
万
六
○
○
○
人
）
に

は
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
九

○
○
○
人
）
、
パ
リ
（
八
○
○
○
人
）
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
（
七
○
○
○
人
）
、
マ

ニ
ラ
は
（
四
○
○
○
人
）
な
ど
よ
り
も
ず
っ

と
多
く
の
日
本
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な

る
。
小
学
校
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
ダ
バ
オ

の
中
心
部
に
は
日
本
料
理
店
、
食
料
品
店
、

映
画
館
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
人
経
営
の

店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。
戦
前
、
海

外
で
も
っ
と
も
豊
か
な
日
本
人
社
会
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ダ
バ
オ
の
日
本
人
社
会
の
繁
栄
は
長
く
続

か
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
十
二
月
に
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ダ
バ
オ
の
日
本
人
は

太平洋戦争

の

影響

●

全
員
収
容
所
に
入
っ
た
。
数
週
間
後
に
は
日

本
軍
が
上
陸
し
、
彼
ら
は
解
放
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
ダ
バ
オ
の
日
本
人
は
日
本
軍
に
協
力

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
混
血
児
を
含
む
多

く
の
若
年
男
子
は
現
地
で
徴
用
さ
れ
て
、
米

比
軍
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
者
も
軍

需
用
の
作
物
の
栽
培
を
命
じ
ら
れ
、
麻
農
園

は
実
質
的
に
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
当
初
は
日

本
軍
が
優
勢
で
あ
り
、
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
が
日
本
軍
に
殺
裁
さ
れ
た
。
’
九
四
五
年

四
月
の
ア
メ
リ
カ
軍
上
陸
後
、
ダ
バ
オ
日
本

人
た
ち
は
軍
と
共
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
避
難

し
、
飢
え
や
病
気
で
多
数
が
命
を
失
っ
た
。

こ
の
間
に
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
者

も
多
い
。
敗
戦
後
、
十
五
歳
以
上
の
日
本
人

は
日
本
に
送
還
さ
れ
た
が
、
混
血
の
子
ど
も

の
多
く
は
母
と
共
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
ど

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
終
戦
後
も
ジ
ャ
ン
グ
ル

に
隠
れ
て
い
た
日
本
人
も
多
数
い
た
が
、
彼

ら
は
帰
国
の
機
会
を
失
っ
た
。
二
○
○
○
か

ら
三
○
○
○
人
の
日
本
人
や
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
残
留
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

彼
ら
の
戦
後
の
生
活
は
き
わ
め
て
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
「
敵
国
民
あ
る
い
は
敵
国

民
の
子
ど
も
一
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
日
本
人
に
残
虐
行
為
を
受
け
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
憎
し
み
の
的
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
混
血
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
母
の
出

身
地
に
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て
暮
ら
し
、
ま
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
名
に
改
名
し
て
、
日
本
と
の
関

係
の
抹
消
に
努
め
た
者
も
多
い
。
残
留
日
本

人
の
大
半
は
十
分
な
教
育
を
受
け
る
機
会
や

就
業
の
機
会
を
得
ら
れ
ず
、
貧
窮
生
活
を

送
っ
て
き
た
。
自
ら
を
日
本
人
、
あ
る
い
は

そ
の
子
ど
も
で
あ
る
と
表
明
し
て
生
活
す
る

こ
と
す
ら
危
険
で
あ
り
、
相
互
に
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

終
戦
後
二
十
年
以
上
を
経
て
、
よ
う
や
く

残
留
日
本
人
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
求
め
て
動
き
始
め
た
。
戦
前
ダ
バ
オ
に
居

住
し
、
日
本
へ
帰
国
し
た
人
々
の
第
一
回
ダ

バ
オ
墓
参
団
訪
問
が
一
九
六
八
年
に
実
現
し

た
頃
か
ら
、
残
留
日
本
人
相
互
の
連
絡
も
少

｢曰系入会」

の

結成

●
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ダバオの日系人

会館（同行の小

島宏博士）

し
ず
つ
進
み
は
じ
め
、
’
二
世
会
」
と
い
う

団
体
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
正
式
認
可
を
受
け
た
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
日
系
人
会
」
が
ダ
バ
オ
在
住
者
を
中
心
に

結
成
さ
れ
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
一
○
年
以
上

を
要
す
る
。
終
戦
か
ら
三
五
年
、
一
九
八
○

二
○
年
以
上

正
一
九
八
○

年
に
な
っ
て

い
た
。
「
日

系
人
会
一
は

会
員
の
相
互

扶
助
と
と
も

に
、
そ
れ
ま

で
不
遇
で

あ
っ
た
子
弟

の
教
育
に
当

初
か
ら
取
り

組
ん
だ
。
日

本
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

の
協
力
も
あ

り
、
日
系
人

子
弟
数
名
に

奨
学
金
を
供

与
し
、
日
本

で
の
勉
学
の

機
会
の
提
供
を
行
っ
た
。
’
九
八
二
年
に

は
、
毎
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る
海
外
日
系
人

大
会
に
初
参
加
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
の

存
在
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
一
九
八
○
年

代
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
に
分
散
し
て
い
た

日
系
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
系
人
会
を
設
立
し

た
。
ダ
バ
オ
の
日
系
人
会
も
順
調
に
発
展

し
、
’
九
九
○
年
に
は
日
系
人
会
館
を
建
設

し
、
一
九
九
一
年
か
ら
は
小
学
校
兼
幼
稚
園

の
運
営
も
始
め
た
（
写
真
２
．
３
）
。

一
九
九
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
の
日
系

人
会
が
一
つ
の
連
合
体
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系

人
会
連
合
一
を
組
織
す
る
。
日
系
人
が
自
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
を
求
め
て
本
格

的
に
動
き
始
め
、
日
系
人
相
互
の
議
論
を
深

曰本人

の

現状

●

1997年に新築され

た小学校校舎
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め
た
の
が
八
○
年
代
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

一
九
九
○
年
代
に
は
、
日
本
政
府
や
フ
ィ
リ

一
九
九
○
年
代
に
は
、
日
本
政
府
」

ピ
ン
政
府
に
日
系
人
の
存
在
を
認

知
さ
せ
、
現
状
を
訴
え
る
行
動
が

始
め
ら
れ
た
。
「
日
系
人
会
連

合
」
は
そ
の
窓
口
と
し
て
設
立
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

日
系
人
の
う
ち
戦
前
か
ら
ダ
バ

オ
に
在
住
し
て
い
る
人
々
は
父
母

あ
る
い
は
父
親
が
日
本
国
籍
で
あ

り
、
こ
の
中
に
は
、
①
日
本
の
戸

籍
に
載
っ
て
い
る
人
、
②
父
親
の

本
籍
地
は
判
明
し
て
い
る
も
の
の

戸
籍
に
は
載
っ
て
い
な
い
人
、
③

父
親
の
身
元
も
確
認
さ
れ
て
い
な

い
人
の
三
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
身
元

確
認
作
業
と
し
て
、
現
地
の
日
系

人
会
と
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

努
力
で
、
③
の
人
た
ち
に
つ
い
て

は
父
親
の
身
元
の
確
認
、
②
の

ケ
ー
ス
で
は
親
の
婚
姻
、
本
人
の

出
生
の
登
録
を
し
て
、
父
親
の
戸

籍
へ
の
記
載
、
ケ
ー
ス
①
で
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
い
っ
た
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
に
は
外
務
省
が
よ

う
や
く
実
態
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

既
に
死
亡
し
て
い
る
人
三
七
七
人
を
含
め

て
、
二
一
二
五
人
が
日
本
人
を
父
親
に
持
つ

残
留
孤
児
と
し
て
の
登
録
を
行
っ
た
。
こ
の

iiliill

数
は
最
終
的
に
は
三
○
○
○
人
に
達
す
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。

て
い
る
。
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
は
、
企
業
協
議

会
（
日
系
人
を
募
集
す
る
日
本
企
業
が
結

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
と
し

て
、
日
本
の
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
（
人
管
法
）
が
一
九
九

○
年
に
一
部
改
正
さ
れ
、
日
系
人

が
日
本
で
労
働
す
る
場
合
の
制
約

が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
戦
前
か
ら
の
ダ
バ
オ
在
留
者

士
氏
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

辨
厩
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ

帥
世
れ
た
「
日
系
人
会
」
で
あ
る
が
、

か
ン

左
・
イ
ム
「
日
は
彼
ら
の
子
や
孫
を
日
本
に

、
ヴ

痙
氏
送
り
出
す
機
関
と
し
て
の
役
割
も

桧
嗣
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
上
記

醸
纒
の
手
順
で
残
留
孤
児
と
し
て
の
身

分
を
確
認
さ
れ
た
人
々
、
あ
る
い

は
そ
の
子
孫
は
「
日
系
人
」
と
し

て
容
易
に
日
本
で
就
労
で
き
る
の

で
あ
る
。

現
在
ダ
バ
オ
の
「
日
系
人
会
」

会
員
三
一
六
○
人
の
う
ち
、
お
よ

そ
一
○
○
○
人
が
日
本
で
就
労
し
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フィリピン母ダバオ日系人の近況

成
）
か
ら
一
日
系
人
会
」
を
通
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
不
況
の
今
日
で
も
、
日
本
で
の
就

労
を
希
望
す
る
日
系
人
は
比
較
的
簡
単
に
仕

事
が
見
つ
か
る
と
い
う
。
「
日
系
人
会
」
を

立
ち
上
げ
、
会
長
等
も
歴
任
さ
れ
た
ヴ
ィ
ン

セ
ン
ト
森
氏
や
萩
尾
行
利
氏
ら
残
留
孤
児
世

代
は
、
若
い
日
系
人
が
日
本
で
働
き
、
技
術

を
学
ん
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
在
も
大
半
の
日
系
人
は
農

村
で
農
業
に
従
事
、
あ
る
い
は
都
市
で
小
規

模
小
売
店
を
営
む
と
い
う
生
活
を
し
て
お

り
、
彼
ら
は
日
本
で
も
単
純
労
働
力
と
し
て

就
労
す
る
場
合
が
大
半
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
学
ん
だ
技
術

を
帰
国
後
ダ
バ
オ
で
生
か
す
と
い
う
よ
り

は
、
若
干
の
貯
金
を
持
ち
帰
り
、
小
さ
な
店

を
開
く
よ
う
な
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
近
年
の
ダ
バ
オ

の
経
済
発
展
は
、
残
念
な
が
ら
日
系
人
の
手

の
と
ど
か
ぬ
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

萩
尾
氏
ら
残
留
孤
児
の
世
代
が
一
○
年
以

上
も
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
身
を
潜
め
て
い
た
状
況

と
比
較
す
る
と
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
素

性
を
隠
す
必
要
も
な
く
、
ま
た
そ
の
気
に
な

れ
ば
日
本
で
の
就
労
も
可
能
な
三
世
、
四
世

の
世
代
は
は
る
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
萩
尾
氏
、
森
氏
ら
が
日
系
人
会
を
立
ち
上

げ
、
軌
道
に
乗
せ
た
努
力
、
そ
し
て
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
協
力
の
成
果
で
あ
ろ

う
。
残
留
孤
児
の
身
分
確
認
作
業
に
関
し
て

政
府
が
多
少
な
り
と
も
動
い
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
が
、
速
や
か
な
身
元
確
認
の
た
め
に

は
、
中
国
残
留
孤
児
の
場
合
の
よ
う
な
政
府

の
本
格
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
民
間
の
調
査
能
力
に
は
限
り
が
あ
る

し
、
上
述
の
よ
う
に
、
登
録
さ
れ
た
二
一
二

五
人
の
孤
児
の
う
ち
、
三
七
七
人
は
既
に
死

亡
し
て
お
り
、
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま
り
な

い
の
で
あ
る
。

おわりに

●

●

●

参
考
文
献
恥

今
野
俊
彦
・
藤
崎
康
夫
編
箸
（
一
九
九
六
年
）

「
移
民
史
Ⅱ
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ー
ー
ア
編
」
新
泉

社天
野
洋
一
二
九
九
○
年
）
「
ダ
バ
オ
国
の
末
喬

た
ち
」
風
媒
社

古
川
義
三
（
’
九
五
六
年
）
「
ダ
バ
オ
開
拓
記
」

古
川
拓
殖
株
式
会
社
（
非
売
品
）

蒲
原
廣
二
（
’
九
三
八
年
）
「
ダ
バ
オ
邦
人
開
拓

史
」
曰
比
新
聞
社

戦
前
の
繁
栄
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
今
日

の
ダ
バ
オ
を
訪
問
す
る
と
、
痕
跡
が
ほ
と
ん

ど
何
も
な
い
こ
と
に
驚
く
。
し
か
し
、
こ
れ

は
戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
日
本
に
関
係
す
る
も
の
を
徹
底
的
に
破
壊

し
た
せ
い
で
あ
る
こ
と
を
聞
く
と
、
戦
後
を

生
き
抜
い
て
き
た
残
留
日
本
人
の
苦
労
が
し

の
ば
れ
る
。
戦
前
に
民
間
主
導
で
形
成
さ
れ

た
豊
か
な
社
会
が
、
自
分
た
ち
の
直
接
関
与

し
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
、
そ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
た
も
の
を
す

べ
て
失
っ
た
の
が
ダ
バ
オ
日
系
人
で
あ
り
、

こ
の
問
題
は
戦
後
処
理
問
題
と
し
て
政
府
が

的
確
に
対
処
す
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。
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穀物《Z）

堕
二
■

ョ
人
冒

Ｆ
｜
‐
‐
ぬ
。
』
＋
』

蕊

桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
紹
介
と
歓

迎
挨
拶
を
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
今
月
、
日
本
語
出
版
さ
れ
た
「
環
境
ビ
ッ
グ
バ
ン
ヘ
の

知
的
戦
略
～
マ
ル
サ
ス
を
超
え
て
～
」
を
中
心
に
、
人
口
問
題
が
地
球
環
境
に
与
え
る
影

響
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

こ
の
半
世
紀
で
、
世
界
人
口
は
二
倍
以

上
に
な
り
、
一
九
五
○
年
以
前
に
生
ま
れ

た
人
々
は
、
世
界
の
人
口
が
二
倍
に
な
る

変
化
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
人
類
最
初

の
世
代
で
す
。
過
去
四
○
○
万
年
に
増
加

し
た
人
口
よ
り
も
一
九
五
○
年
以
降
に
増

え
た
人
口
の
方
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
途
上
国
で
増
え
て

Ｊ
１
「
１
１
１
口
１
１
１

ロ
Ｅ

必
△
宝

い
ま
す
Ｃ
人
口
増
加
に
伴
い
食
料
の
需
給
ｆ

高
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
１

口
増
加
に
よ
り
食
料
需
給
が
増
え
た
わ
け
秀

は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
が
高
ま
る
に
つ
れ
Ⅱ

間
は
食
物
連
鎖
の
上
位
の
物
を
摂
る
よ
》
２

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
か
つ
て
、
穀
物
を
〈

べ
て
い
た
人
が
そ
れ
を
家
畜
に
食
く
さ
１

て
、
牛
肉
や
、
ミ
ル
ク
、
乳
製
品
、
卵
な
ど

［
）
田
園
』
■
ご
僅
己
△
云
昌

二
、
一
一
十
Ｆ

員、レ的持曰
も合スな続、

丘２１１－

の
形
で
間
接
的
に
摂
取
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ｍ

す
。
そ
の
結
果
、
穀
物
の
消
費
量
が
激
増
す

る
の
で
す
。

例
え
ば
中
国
で
は
、
経
済
力
の
上
昇
が
、

消
費
を
急
増
さ
せ
ま
し
た
。
所
得
が
増
え
た

た
め
に
、
食
肉
や
卵
、
牛
乳
、
チ
ー
ズ
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
需
給
が
増
え
、
食
文
化
に

変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
食
物
が
増

え
た
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
穀
物
の
消
費

が
劇
的
に
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

増
え
た
需
給
を
ま
か
な
う
た
め
、
い
か
に
供

給
を
増
や
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。

未
来
の
食
料
を
ど
こ
か
ら
供
給
す
る
か
と

い
う
点
で
す
が
、
穀
物
を
作
る
耕
地
面
積
は

過
去
数
年
横
ば
い
状
態
で
、
増
え
も
減
り
も

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
穀
物
生
産
に
欠
か

せ
な
い
淡
水
で
す
が
、
年
々
そ
の
不
足
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
淡
水
資
源
に
関
し
て
二
つ
の
現
象

が
起
き
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
世
界
中
の

大
き
な
河
川
が
海
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
干

上
が
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
で
す
。
例
え

ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
に
注
ぐ
コ
ロ
ラ
ド

川
で
は
ま
ず
滅
多
に
河
口
ま
で
水
が
到
達
し

ま
せ
ん
。
黄
海
に
注
ぐ
中
国
の
黄
河
で
は
一



二
つ
目
の
現
象
は
、
地
下
水
の
水
位
の
低

下
と
い
う
問
題
で
す
。
一
九
五
○
年
以
降
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
揚
水
ポ
ン
プ
の
開
発
に
よ
り
、

せ量は到なぐ地まにしで間か一ですあでれがで九
んにわ連どナ中すなな水、な年はがつなばるは八
．すずすもイ海゜ついが河りの、、たい、年、こ
ぎかる海ルにまて状到口のう毎現の年そも千年
まなのに川注たい況達ま期ち年在でもうあ上ま

、

多
量
な
地
下
水
を
急
激
に
吸
い
上
げ
た
た

め
、
地
下
の
水
位
が
下
が
る
と
い
う
現
象
が

起
き
て
い
ま
す
。
中
国
の
穀
物
の
四
○
％
近

く
を
生
産
し
て
い
る
華
北
平
原
で
は
、
帯
水

層
が
、
｜
・
六
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
て
い
ま

す
。
中
国
で
は
こ
の
帯
水
層
が
低
下
し
た
た

め
に
、
穀
物
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
危
倶
さ
れ
ま
す
。

穀
物
供
給
が
思
っ
た
ほ
ど
増
え
な
い
原
因

は
、
耕
地
面
積
の
不
足
で
は
な
く
、
淡
水
不

足
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
都
市
化
に
伴
い
、
都
市
用
水
の
た
め

の
利
用
が
増
え
た
た
め
農
業
用
水
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
穀
物
一
ト
ン
を
作
る
た
め
に
は

一
○
○
○
ト
ン
の
淡
水
が
必
要
で
す
。
現

在
、
北
・
中
央
ア
フ
リ
カ
で
輸
入
し
て
い
る

穀
物
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
、
も
う
一
本
の

ナ
イ
ル
川
の
総
流
水
量
に
匹
敵
す
る
淡
水
が

必
要
な
の
で
す
。

水
不
足
は
深
刻
で
す
。
水
不
足
問
題
は
、

二
十
一
世
紀
、
国
際
的
重
大
な
問
題
と
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
食
料
不
足

に
も
直
面
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
淡
水
不

足
に
よ
り
、
食
料
生
産
が
減
っ
て
し
ま
う
の

で
、
よ
り
多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼
る
国
が

増
え
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
に
発
展
し
ま

す
。

一
九
九
○
年
以
降
、
農
業
生
産
に
使
用
さ

れ
る
肥
料
の
使
用
料
は
横
ば
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
肥
料
を
こ
れ
以
上
増

や
し
て
も
穀
物
生
産
の
増
産
に
は
つ
な
が
ら

な
い
か
ら
で
す
。
耕
地
面
積
も
先
程
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
横
ば
い
状
態
で
あ
り
、
淡
水
不

足
、
さ
ら
に
肥
料
を
こ
れ
以
上
増
や
し
て
も

増
産
に
つ
な
が
ら
な
い
と
な
れ
ば
、
食
料
増

産
は
非
常
に
困
難
な
状
態
で
す
。

’
九
五
○
年
か
ら
九
○
年
ま
で
の
穀
物
の

年
間
増
加
率
は
二
・
一
％
で
、
年
間
の
人
口

増
加
率
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
’
九
九

○
年
以
降
、
穀
物
の
年
間
増
加
率
は
一
二

％
と
、
人
口
の
増
加
率
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
、
食
料
不
足
は
深
刻
化
を
増

し
て
い
ま
す
。

来
世
紀
半
ば
に
は
人
口
が
二
倍
、
三
倍
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
発
展
途
上
国
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
増
加
は

鈍
化
し
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
出
生
率
が
低
下

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
死

亡
率
が
上
昇
し
て
い
る
せ
い
で
す
。
ア
プ
リ

万

力
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
が
広
が
り
、
南
ア
ブ
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｜
人
当
た
り
の
”
自
然
“
へ
の
敬
一
一
一
自
鐘

編
著
者
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ワ
い
う
単
純
な
軸
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
や
資

シ
ン
ト
ン
に
本
拠
を
置
き
、
環
境
維
持
に
貢
源
に
か
か
わ
る
十
九
の
局
面
（
穀
物
生
産

献
す
る
非
営
利
団
体
「
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
量
、
淡
水
資
源
、
生
物
多
様
性
、
エ
ネ
ル

研
究
所
」
の
所
長
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
日
ギ
ー
、
海
洋
漁
獲
量
、
雇
用
、
感
染
症
、
耕

本
の
読
者
に
は
、
食
糧
・
環
境
問
題
に
警
鐘
地
、
森
林
、
住
宅
、
気
候
変
動
、
原
材
料
、

を
鳴
ら
し
続
け
て
い
る
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
都
市
化
、
自
然
保
護
区
、
教
育
、
廃
棄
物
、

て
知
ら
れ
る
。

紛
争
、
食
肉
生
産
量
、
所
得
）
が
複
合
的
に

編
著
者
は
、
二
十
一
世
紀
が
間
近
に
迫
る
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
き
り
も
み
状
態
で
次

な
か
、
今
後
の
世
界
は
「
人
口
と
食
糧
」
と
世
紀
に
突
入
し
て
い
く
と
の
認
識
に
あ
る
。

リ
カ
で
二
二
％
の
人
口
が
感
染
し
、
南
ア
フ

リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
大
学
の
大
学
生
の
二
五
％

が
感
染
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
人
間
の
悲
劇
で
す
。
ア
フ
リ
カ

で
は
近
い
将
来
、
医
学
的
な
奇
跡
が
起
こ
ら

な
い
限
り
、
総
人
口
の
五
分
の
一
、
青
年
期

の
人
口
の
か
な
り
の
部
分
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
で
は
、
淡
水
不
足
に
よ
り
食
料
生
産

が
減
っ
た
た
め
、
栄
養
不
良
に
よ
っ
て
死
亡

率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

人
口
問
題
へ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
家
族

新
刊
紹
介

計
画
が
と
て
も
重
要
で
す
。
残
念
な
が
ら
ア

メ
リ
カ
で
は
中
絶
反
対
運
動
が
家
族
計
画
政

策
を
批
判
し
、
国
連
人
口
基
金
へ
の
拠
出
を

カ
ッ
ト
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
の
人
口
政
策
失
敗
の
た
め
、
人
口

問
題
に
対
し
て
の
日
本
の
対
応
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
食
料
の
七
○
％
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
コ
メ
に
関
し

て
は
自
給
を
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
良
い

こ
と
で
あ
り
、
放
棄
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
穀
物
の
安
全
保

＋＋一
｛
冒
仁
⑤

障
、
そ
し
て
活
力
あ
る
農
業
を
進
め
ら
れ
る
形

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

参
加
議
員
か
ら
「
地
球
は
ど
れ
だ
け
の
人
口

を
支
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
は
、

「
地
球
が
ど
れ
だ
け
の
人
口
を
支
え
ら
れ
る

か
と
い
う
点
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
ず
ミ
ど
の

生
活
の
水
準
で
」
と
い
う
こ
と
を
問
わ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
’
八
・
五
億
ト

ン
あ
る
穀
物
が
二
○
億
ト
ン
ま
で
拡
大
す
る

と
し
て
、
イ
ン
ド
人
の
消
費
レ
ベ
ル
で
い
え

ば
一
○
○
億
人
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
の
消
費
レ

ベ
ル
で
い
え
ば
二
五
億
人
の
人
口
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
並
み
の
生

活
水
準
で
現
在
の
六
○
億
人
を
支
え
る
に

は
、
三
つ
の
地
球
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
時
点
の
六
○
億
人
で
も
既
に
過
密

状
態
で
あ
り
、
今
後
人
口
増
加
率
を
○
％
ま

で
下
げ
、
そ
れ
を
保
つ
こ
と
が
課
題
で
あ
り

ま
す
。
国
連
の
「
中
位
推
計
」
に
よ
る
と
、

二
○
五
○
年
ま
で
に
九
○
億
人
の
人
口
を
予

測
し
て
い
ま
す
。
国
連
で
は
、
中
位
推
計
に

加
え
高
位
と
低
位
推
計
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
「
低
位
推
計
」
で
は
一
一
○
五
○
年
ま
で
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現
在
、
先
進
国
は
少
子
化
・
高
齢
化
が
進

み
、
な
か
に
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
国
ま

で
あ
る
。
一
方
、
こ
こ
数
十
年
間
、
人
口
が

爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
国
の
出
生
率
は
依

然
高
い
ま
ま
、
半
世
紀
後
に
は
二
～
三
倍
に

な
る
勢
い
で
あ
る
。
世
界
の
人
口
増
加
は
一

九
五
○
年
の
二
五
億
人
か
ら
一
九
九
八
年
に

は
五
九
億
人
と
、
二
倍
以
上
に
な
っ
た
。
国

連
の
予
測
で
は
、
二
○
五
○
年
に
は
、
八
九

億
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
滝
壷
に
落
ち
る
の
か
、
事

前
に
回
避
で
き
る
の
か
。
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
一
九
の
局
面
へ
の
検
証
で
は
、
回
避

は
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
、
く
ど

い
ほ
ど
単
純
な
手
法
で
繰
り
返
し
明
示
さ
れ

な
い
。

滝
は

Iｒ

ｉｊＩ間
際
に
な
ら
な
け
れ
ば
筏
か
ら
は
見
え

さ
な
が
ら
、

急
流
を
行
く

筏
の
上
に
乗

っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
だ
。

行
く
手
に
滝

が
あ
る
と
し

て
も
、
そ
の

る
。
グ
ロ
ス
で
は
な
く
一
人
当
た
り
と
し
て

資
源
を
ど
れ
ほ
ど
使
え
ま
す
か
、
と
い
う
割

り
算
で
あ
る
。

本
書
に
出
て
く
る
の
は
、
｜
人
当
た
り
の

水
資
源
、
｜
人
当
た
り
の
穀
物
収
穫
面
積
、

｜
人
当
た
り
の
漁
獲
量
と
、
い
ず
れ
を
と
っ

て
も
救
い
よ
う
が
な
い
数
値
だ
。
こ
の
一
人

当
た
り
に
、
さ
ら
に
地
球
規
模
の
環
境
悪
化

が
加
わ
る
。
森
林
消
失
、
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
と
、
個
々
に
は
目
新
し
い
情
報
で
は

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
複
合
し
て
み
る

と
、
あ
た
か
も
「
天
罰
」
と
で
も
形
容
し
た

く
な
る
、
厳
し
く
重
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。

単
純
な
技
術
的
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
も
て

は
や
さ
れ
る
手
法
で
は
、
回
避
さ
れ
る
状
況

で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
生
き
て
い
く
、

そ
の
心
構
え
を
引
き
ず
り
出
し
て
み
な
い

と
、
対
応
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
に
出
口
の
な
い
悲
観
論
が

一
転
し
て
希
望
の
灯
を
と
も
す
。
つ
ま
り

「
天
罰
」
が
じ
つ
は
人
類
文
明
の
も
た
ら
し

た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
ま
た
こ
れ
を
修
復

す
る
の
も
、
ま
さ
に
人
知
な
の
で
あ
る
。
と

本
書
は
教
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
近
代
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
過
去
の
”
緑
の
革
命
“
の
よ
う
に
食
料
の
新

た
な
増
産
に
つ
な
が
ら
な
い
の
か
？
」
と
い

う
問
い
に
対
し
、

「
陸
上
競
技
で
人
間
が
い
く
ら
速
く
走
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ

る
よ
う
に
、
植
物
の
細
胞
に
も
限
界
が
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
増
産
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
多
く
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
者

が
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
か
ら
い
え

ば
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
病
害
虫
耐
性

の
強
い
農
作
物
品
種
を
作
り
出
す
こ
と
で
、

農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
に
は
貢
献
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
食
料
増
産
に
は
つ
な
が
ら
汚

な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
え
た
。

に
人
口
は
七
一
億
人
ぐ
ら
い
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
レ
ベ
ル
を
実
現
す
れ
ば
、
人

類
が
今
後
と
も
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
そ
の
選
択

肢
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
時
間

が
経
つ
に
連
れ
、
問
題
は
取
り
返
し
が
つ
か

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、
直
に
、
こ

の
場
で
の
対
応
が
必
要
な
の
で
す
。
」
と
答

え
た
。

ＢＥｙＯⅣ、 ＭＡＬ７ＷＵＳ



一
、
就
学
・
教
育
人
口
の
推
移

と
教
育
政
策

教
育
政
策
の
観
点
か
ら
一
一
十
一
世
紀
日
本

の
将
来
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
著
し
い
変

容
を
見
せ
て
い
る
人
口
構
造
の
変
動
、
い
わ

ゆ
る
少
子
高
齢
化
問
題
で
あ
る
。
こ
の
現
象

は
す
で
に
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
全
体
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
お
り
、
改
め

て
人
口
問
題
と
教
育
政
策
と
の
緊
密
な
関
係

を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。

近
年
の
少
子
化
は
、
今
後
、
よ
り
深
刻

で
、
か
つ
長
期
的
・
構
造
的
に
教
育
へ
の
影

響
を
与
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

ill1l

の
教
育
政
策
と
人
口
問
題
ｌ
学
校
統
廃
合
ｌ

と
に
せ
ま
る
た
め
、
ま
ず
小
学
校
入
学
年
齢

の
六
歳
人
口
、
中
学
校
入
学
年
齢
の
十
二
歳

人
口
、
あ
わ
せ
て
大
学
入
学
年
齢
の
十
八
歳

人
口
の
一
九
四
五
～
二
○
五
○
年
の
推
移
と

予
測
を
確
認
し
た
。

神
童
仁

河



少子化と教育政策

｜
｜
、
戦
後
町
村
合
併
と
学
校
統
合

ｌ
「
新
市
町
村
建
設
促
進
法
」
（
昭
和
三
十

一
年
）
と
「
学
校
統
合
の
手
ぴ
き
」
ｌ

戦
後
日
本
の
公
立
小
・
中
学
校
の
学
区
・

学
校
統
廃
合
は
、
終
戦
直
後
の
「
中
型
学

区
」
、
「
組
合
立
学
校
」
の
ス
テ
ッ
プ
を
経

て
、
町
村
合
併
政
策
後
に
始
ま
る
。
と
り
わ

け
昭
和
三
十
一
年
の
一
新
市
町
村
建
設
促
進

法
」
を
契
機
と
し
た
地
域
再
編
政
策
の
も
と

に
出
発
す
る
。
新
し
い
区
域
へ
の
精
神
を
い

れ
こ
み
、
｜
つ
に
組
織
化
し
よ
う
と
、
主
と

し
て
中
学
校
統
合
が
進
め
ら
れ
自
治
庁
先
行

で
文
部
省
の
「
学
校
統
合
の
手
ぴ
き
」
が
あ

と
を
お
い
、
引
き
金
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て

い
っ
た
。

合
併
と
学
校
統
合
一
一
一
、
過
疎
化
段
階
の
学
校
統
廃
合

程
進
法
」
（
昭
和
三
十
ｌ
「
新
」
通
達
（
昭
和
四
十
八
年
）
と
学

統
合
の
手
ぴ
ぎ
」
Ｉ
枝
統
合
紛
争
ｌ

小
・
中
学
校
の
学
区
．
学
校
統
合
の
第
二
の
局
面
は
、
昭
和
四
十

に
戦
直
後
の
「
中
型
学
五
年
の
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
の

ど
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
も
と
で
過
疎
化
が
深
刻
化
す
る
農
山
漁
村
で

後
に
始
ま
る
。
と
り
わ
広
範
に
進
行
し
た
。
町
村
合
併
期
と
同
様
、

｜
新
市
町
村
建
設
促
進
国
庫
補
助
率
が
危
険
校
舎
の
改
築
よ
り
も
高

地
域
再
編
政
策
の
も
と
か
つ
た
た
め
、
無
理
な
大
規
模
枝
の
統
合
ま

い
区
域
へ
の
精
神
を
い
で
誘
発
し
、
明
治
以
来
の
〃
む
ら
の
学
校
”
、

織
化
し
よ
う
と
、
主
と
旧
村
維
持
を
守
ろ
う
と
す
る
地
域
住
民
と
の

進
め
ら
れ
自
治
庁
先
行
間
で
、
多
く
の
反
対
運
動
を
発
生
さ
せ
た
。

統
合
の
手
ぴ
き
」
が
あ
文
部
省
も
昭
和
四
十
八
年
に
一
新
」
通
達
を

と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
だ
し
て
小
規
模
校
の
よ
さ
を
認
め
、
無
理
な

統
合
を
す
る
な
と
軌
道
修
正
し
、
補
助
率
の

差
も
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
通
達
は
全
国

ロ
讓
在
鐸
麺
解
蛆
睦
各
地
の
反
対
運
動
を
再
燃
も
さ
せ
た
。

九
士
現
境
東
の
の
、

Ⅲ
・
修
、
環
Ｊ
国
国
年

し
士
院
後
際
題
大
中
蛇

檸
辨
檸
獅
麺
輌
超
雛
紗
四
、
人
口
急
増
地
域
の
学
区
分

》》》一》》癩》『》》熱心年犀呑》い》一》》》》｝｛》》

み
、
児
童
・
生
徒
数
が
激
減
、
公
立
（
区

立
）
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
が
九
○
年

代
に
入
っ
て
顕
在
化
し
て
き
た
。

都
心
二
三
区
の
過
疎
化
、
統
廃
合
問
題
の

崩
芽
は
ま
ず
平
成
三
～
五
年
に
千
代
田
区
住

民
の
反
対
運
動
に
出
発
す
る
。
大
正
九
年
に

人
口
二
二
万
人
で
あ
っ
た
の
が
平
成
二
年
に

四
万
人
を
き
り
、
区
と
し
て
は
人
口
五
万
人

回
復
政
策
の
一
環
と
し
て
の
統
合
案
で
あ
っ

た
。結
果
と
し
て
「
昌
平
童
夢
館
」
（
昌
平
小

学
校
、
昌
平
幼
稚
園
、
神
田
児
童
館
、
昌
平

ま
ち
か
ど
図
書
館
）
が
、
複
合
施
設
と
し

て
、
平
成
八
年
九
月
、
約
七
九
億
円
で
設
立

さ
れ
た
。
続
い
て
一
神
田
さ
く
ら
館
」
（
千

代
田
小
学
校
、
千
代
田
幼
稚
園
、
教
育
研
究

所
、
神
田
ま
ち
か
ど
図
書
館
）
が
平
成
十
年

三
月
、
約
七
一
億
円
で
設
立
さ
れ
た
。
平
成

十
二
年
に
は
、
翻
町
も
設
立
準
備
中
と
い

う
。
「
昌
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
運

営
委
員
会
」
が
区
の
生
涯
学
習
進
行
課
に
つ

く
ら
れ
、
教
委
会
、
学
校
、
幼
稚
園
、
児
童

館
の
各
代
表
お
よ
び
地
域
代
表
に
よ
っ
て
月

一
回
程
の
相
談
会
が
開
か
れ
、
複
合
施
設
の
万

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役



割
が
位
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ダ
ン
ス

な
ど
も
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
災
害
対
策

の
た
め
の
準
備
保
管
場
所
や
プ
ー
ル
な
ど
が

目
を
ひ
く
が
、
地
域
の
学
校
の
あ
り
方
と
し

て
ど
う
な
の
か
、
今
後
に
そ
の
評
価
を
残
す

で
あ
ろ
う
。

他
方
、
山
村
の
廃
校
活
用
で
地
域
の
活
力

を
回
復
さ
せ
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
、
全

国
大
学
生
協
連
（
代
表
は
大
内
力
）
の
外
郭

団
体
「
Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
（
樹
恩
）
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
」
も
あ
る
。
九
八
年
五
月
、
富
山
県
利
賀

村
で
、
過
疎
と
廃
校
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
。
過
疎
地
の
住
民
が
学
校
を

い
か
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
か
を

物
語
り
、
決
め
手
の
な
い
過
疎
対
策
に
ひ
と

つ
の
道
を
開
き
つ
つ
あ
る
。

五
、
少
子
・
高
齢
化
段
階
の

学
校
統
合

第
三
の
局
面
は
、
今
後
二
十
一
世
紀
に
む

け
て
長
期
的
・
構
造
的
に
し
の
び
よ
り
つ
つ

あ
る
少
子
超
高
齢
化
段
階
に
お
け
る
統
廃
合

問
題
で
あ
る
。
過
疎
地
域
で
は
、
世
帯
の
廃

絶
と
い
う
過
疎
の
第
二
段
階
と
少
子
化
と
が

ダ
ブ
ル
で
わ
が
国
の
国
士
を
浸
透
し
つ
つ
あ

る
。
人
口
急
増
期
に
形
成
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
も
、
新
世
代
へ
の
人
口
切
り
換
え
が
で
き

ず
、
今
統
廃
合
期
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。

明
治
以
来
、
全
国
津
々
浦
々
、
わ
が
国
の

誇
る
べ
き
知
的
財
産
と
し
て
の
学
校
施
設

は
、
国
民
の
教
育
水
準
の
向
上
、
地
域
教
育

社
会
学
的
視
点
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
原

則
で
守
り
、
あ
る
い
は
統
廃
合
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
か
。
今
後
の
本
格
的
少
子
化
段
階

に
む
け
、
学
校
経
営
効
率
か
ら
で
は
な
く
、

教
育
施
設
の
地
域
社
会
に
お
け
る
あ
り
方
の

視
点
か
ら
歴
史
的
教
訓
を
共
通
認
識
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、
通
学
区
域
制
度
の

弾
力
化
を
め
ぐ
っ
て

行
政
改
革
委
員
会
規
制
緩
和
小
委
員
会

（
平
成
八
年
）
、
文
部
省
「
通
学
区
域
制
度
の

弾
力
的
運
用
に
つ
い
て
の
通
知
」
（
平
成
九

年
）
、
「
今
後
の
地
方
教
育
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
答
申
三
中
央
教
育
審
議
会
、
平

成
十
年
九
月
答
申
）
の
一
連
の
流
れ
は
〃
通
学

区
域
の
弾
力
化
“
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
小
．

中
学
校
の
通
学
区
域
の
設
定
や
就
学
す
る
学
乃

校
の
指
導
等
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
選
択
の

機
会
を
拡
大
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
意
向
に
十
分
配
慮
し
、
教
育

の
機
会
均
等
に
留
意
し
つ
つ
地
域
の
実
情
に

即
し
た
弾
力
的
運
用
に
努
め
る
こ
と
」
と
確

認
さ
れ
た
。

足
立
区
で
は
、
今
春
も
学
校
が
統
廃
合
さ

れ
る
と
の
う
わ
さ
が
と
び
か
い
教
委
会
の
指

定
校
外
へ
の
入
学
希
望
す
る
事
態
が
生
じ
、

入
学
先
変
更
者
が
一
三
○
○
人
を
優
に
超
え

た
。
平
成
十
年
度
で
小
学
校
二
％
、
中
学

校
一
四
％
の
新
一
年
生
が
区
教
委
か
ら
指
示

さ
れ
た
学
校
と
は
別
の
学
校
に
進
ん
だ
と
い

う
。
今
後
の
少
子
化
に
向
け
学
校
統
廃
合
を

住
民
自
ら
に
選
択
実
施
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

に
は
な
ら
な
い
か
。
地
域
と
学
校
と
の
関
係

の
歴
史
的
蓄
積
を
今
も
う
一
度
再
考
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
少
子
化
段
階
に
お
い
て
学
区

の
あ
り
方
、
学
校
統
廃
合
問
題
は
今
緊
急
の

全
国
的
重
要
な
教
育
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
、
若
林
敬
子
『
学
校
統
廃
合
の
社

会
的
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
九
九
年

二
月
刊
行
を
参
照
の
こ
と
。
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五
月
十
八
日
、
来
日
中
の
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

事
務
局
長
を
迎
え
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
’
九
九
四
年

厳国辻
し連ア

jIlili1Iii
Tljiiilii

左から堂本暁子､広中和歌子､桜井新､清水嘉与子､谷津義男の各議員

’
九
九
四
年

カ
イ
ロ
で
開

催
さ
れ
た
国

際
人
口
開
発

会
議
か
ら
五

年
目
の
今
年

六
月
三
十
日

か
ら
七
月
二

日
に
か
け
て

開
か
れ
る

「
国
連
人
口

特
別
総
会
」

の
準
備
状
況

に
つ
い
て
報

告
を
受
け

た
。

席
上
、
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
「
二
月

に
開
か
れ
た
ハ
ー
グ
で
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
ラ

イ
ッ
と
い
う
概
念
に
反
感
を
持
つ
バ
チ
カ
ン

（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
皇
庁
）
の
影
響
を

受
け
、
ス
ー
ダ
ン
、
リ
ビ
ア
な
ど
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た

カ
ト
リ
ッ
ク
国
の
一
部
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
メ
デ
ィ

ア
等
を
使
っ
て
積
極
的
な
反
対
活
動
を
行
っ

た
。そ
の
結
果
、
『
グ
ル
ー
プ
両
』
（
開
発
途
上

国
の
経
済
・
社
会
発
展
を
目
指
し
た
開
発
途

上
国
の
グ
ル
ー
プ
）
な
ど
が
態
度
を
硬
直
化

さ
せ
、
政
府
以
外
の
発
言
に
対
す
る
反
発
が

強
ま
り
、
三
月
の
準
備
会
合
や
五
月
五
日
か

ら
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
準
備
会
議
で
も
議

論
が
ま
と
ま
ら
ず
、
人
口
特
別
総
会
の
前
に

も
再
び
準
備
会
合
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
」

と
説
明
し
た
。

句
二
・
」
｜
印
Ｈ

一
。
‐
曵
對
‐

こ
れ
に
対
し
、
堂
本
暁
子
参
議
院
議
員
は

ハ
ー
グ
で
採
択
さ
れ
た
国
会
議
員
宣
言
の
中

に
盛
り
込
ま
れ
た
環
境
に
つ
い
て
の
文
言

が
、
｜
グ
ル
ー
プ
内
」
か
ら
「
環
境
」
と
い

う
言
葉
そ
の
も
の
に
ま
で
も
反
論
が
出
た
こ

と
に
つ
い
て
、
現
状
は
む
し
ろ
カ
イ
ロ
会
議

か
ら
退
歩
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述

べ
た
。

ま
た
桜
井
新
衆
議
院
議
員
が
、
国
連
人
口

特
別
総
会
に
提
出
さ
れ
る
事
務
総
長
報
告
案

の
中
に
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め
の
国
会

議
員
ハ
ー
グ
宣
言
一
に
あ
る
人
口
と
持
続
可

能
な
開
発
の
部
分
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
人
口
問

題
は
持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
に
位
置
づ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
会
議
員
が
自
ら

の
政
治
家
と
し
て
の
進
退
を
か
け
な
が
ら
、

人
口
と
開
発
問
題
に
関
す
る
活
動
に
関
わ
っ

て
い
る
意
味
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
注

文
を
つ
け
た
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、
「
今
回
の

『
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め
の
国
会
議
員
ハ
ー

グ
宣
言
』
内
容
は
採
否
が
問
題
と
な
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
基
本
的
な
発
言
権
を

持
つ
各
国
政
府
代
表
が
も
し
準
備
会
議
の
段

7７



階
で
発
言
を
し
て
い
れ
ば
、
何
の
問
題
も
な

く
文
書
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
国
際

会
議
に
参
加
さ
れ
た
国
会
議
員
が
、
自
国
政

府
に
準
備
会
議
の
場
で
発
言
す
る
よ
う
働
き

か
け
て
欲
し
い
」
と
要
請
。

こ
れ
を
受
け
、
桜
井
議
員
は
「
プ
レ
ッ
プ

コ
ム
が
国
連
本
体
の
会
議
に
な
っ
て
し
ま

い
、
各
国
政
府
代
表
し
か
発
言
権
が
な
い
の

は
わ
か
る
が
、
国
連
人
口
基
金
が
事
務
局
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
精
神
を
理
解
し
、
国
連

会
議
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
国
会
議
員
が
多
忙
な
政
務
の
間
を

ぬ
っ
て
会
議
に
参
加
す
る
意
味
は
な
い
で
は

な
い
か
」
と
疑
問
を
投
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は

「
四
月
の
段
階
で
、
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
の
部
分
が
討
議
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

（
事
務
総
長
案
に
と
り
こ
ま
れ
な
か
っ
た

と
）
誤
解
を
生
ん
だ
と
思
う
。
現
段
階
で
は

環
境
、
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
お
り
、
六
月
の
準
備
会
議
の
場
で
、
さ
ら

に
積
極
的
に
盛
り
込
む
た
め
の
努
力
を
し
た

い
」
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

塀
」
》
←
’
’
’
一
打
。
、
‐
。
‐
｝
●
Ｌ
叱
戸
。
‐
十
’
十
‐
‐

六
月
一
一
一
日
（
木
）
午
前
十
一
時
か
ら
十
一
一

時
ま
で
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
で
、
来
日

中
の
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家

族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事
務
局
長
並
び

に
池
上
清
子
同
リ
ソ
ー
ス
・
モ
ー
ビ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
囲
ん
で
国
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
会
が
開
か
れ
、

眉關､腿9ｍ關

リ
發
一
ロ

日
本
政

ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｆ

■■■萱議ＪＩＬ

蕊

衆
参
合
わ
せ
て
五
名
（
代
理
一
名
）
の
国
会

議
員
が
出
席
し
た
。

清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
の
司
会
で
、
ブ

リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
コ
ソ

ポ
地
域
に
お
け
る
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
一
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
下
部
組
織
で
あ
る
ア

ル
バ
ニ
ア
家
族
計
画
協
会
は
、
難
民
キ
ャ
ン

プ
を
視
察
し
、
直
接
難
民
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
必
要
な
援
助
物
資
を
検

長
討
し
て
い
る
。
現
在
、
子
供
た
ち
の

鏑
下
痢
が
ひ
ど
い
た
め
母
親
た
ち
か
ら

蕊
オ
ム
ッ
の
配
給
を
要
請
さ
れ
援
助
し

《
て
い
る
。
ま
た
、
避
妊
具
、
特
に
性

》
交
後
に
服
用
す
る
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ア

リブ
フ
タ
ー
・
ピ
ル
（
レ
イ
プ
、
望
ま
な

Ｆ
い
性
交
に
よ
る
妊
娠
を
さ
け
る
た

ＰＰ
め
）
や
生
理
用
品
を
配
給
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
は
緊

急
予
算
が
な
い
た
め
、
ま
ず
六
万
ド

巧
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艤蕊lili本
協
会
は
、
五
月
二
十
八
日
の
理

事
会
で
小
澤
大
二
氏
（
国
際
協
力
事

業
団
理
事
）
の
理
事
退
任
に
伴
い
後

任
理
事
に
、
阿
部
英
樹
氏
（
国
際
協

力
事
業
団
理
事
）
を
満
場
一
致
で
選

出
し
た
。
阿
部
理
事
は
、
青
山
学
院

大
学
法
学
部
を
卒
業
後
シ
ド
ニ
ー
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
。
海
外
技

術
協
力
事
業
団
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス

海
外
開
発
庁
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
で
研
修
、
外
務
省
に
出
向

し
無
償
資
金
協
力
業
務
部
長
を
務

め
、
平
成
十
年
十
月
よ
り
国
際
協
力

事
業
団
理
事
に
就
任
し
た
。

阿部英樹氏が

理事に就任

ル
を
ア
ル
バ
ー
ー
ア
に
送
金
し
、
そ
の
後
ｌ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
が
ド
ナ
ー
に
募
金
を
呼
び
か
け
集
金
、

再
び
送
金
す
る
と
い
う
「
回
転
資
金
方
式
一
で

資
金
援
助
を
行
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

続
い
て
国
連
特
別
総
会
の
準
備
会
合
の
状

況
、
特
に
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
ラ
イ
ッ
に
つ
い
て
難
色
を
示
す
）
バ
チ

カ
ン
の
行
動
に
つ
い
て
「
バ
チ
カ
ン
は
途
上

国
を
巻
き
込
ん
で
一
九
九
四
年
の
国
際
人

口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
）
で
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
た
人
口
問
題
／
母
子
保
健
問
題

か
ら
焦
点
を
そ
ら
そ
う
と
し
た
り
、
｜
部
の

回
教
徒
国
と
手
を
く
ん
で
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
の
活
動
を
阻
止
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
バ
チ
カ
ン
の
動
き
に
対
し
て

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
、
各
国
の
家
族
計
画
協
会
に
、

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
二
日
に
開
催
さ
れ
る

国
連
人
口
特
別
総
会
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に

政
府
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る

か
、
ま
た
は
代
表
団
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
同
伴
し
総
会
に
出
席
す
る
か
、
あ
る
い
は

代
表
団
が
出
国
す
る
前
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
に
つ
い
て
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
対
応
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
は

さ
ら
に
「
発
言
権
の
強
い
日
本
の
政
府
代
表

団
に
も
是
非
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
ラ
イ
ッ
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
人
を

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し

た
ｃ清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
は
、
現
状
視
察
し

た
こ
と
の
あ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ー
ー
ア

に
つ
い
て
「
現
在
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
の

人
々
に
対
し
て
主
に
援
助
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
キ
ャ
ン
プ
内
に
居
る
難
民
だ

け
で
は
な
く
、
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ホ

ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
す
る
援
助
も
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
「
難
民
は
女
性
、
子

供
が
多
く
、
今
後
男
性
に
代
わ
っ
て
、
女
性

が
家
庭
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
彼
女
た
ち
に
収
入
を
確
保
で
き
る
よ
う

教
育
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
報
告
し

た
。こ
れ
に
対
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
長
は
、
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
も
今
後
キ
ャ

ン
プ
外
の
人
々
に
対
す
る
支
援
と
女
性
の
教

育
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
く
」
と
答
え
、
最

後
に
日
本
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
へ
の
理
解
と
汐

援
助
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。



財
政
刺
激
策
や
金
融
緩
和
の
効
果
に

よ
っ
て
、
底
入
れ
の
気
配
も
見
え
は
じ

め
た
日
本
経
済
。
四
月
か
ら
は
、
関
税

を
払
え
ば
コ
メ
を
自
由
に
輸
入
で
き
る

コ
メ
の
関
税
化
、
企
業
の
税
負
担
を
軽

減
す
る
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
、
有
価

証
券
取
引
税
の
撤
廃
と
い
っ
た
、
景
気

の
先
行
き
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
新

た
な
制
度
が
相
次
ぎ
始
動
す
る
。
一
方

で
国
際
競
争
に
対
応
し
て
「
日
石
三

菱
」
を
は
じ
め
大
型
合
併
に
よ
る
企
業

も
誕
生
、
企
業
会
計
が
平
成
十
一
年
度

か
ら
連
結
決
算
中
心
に
移
行
す
る
の
を

に
ら
ん
で
持
ち
株
会
社
な
ど
の
導
入
も

囹囲 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

春
４
月
１
１
コ
メ
の
朋
蝿
秘
雅
始
動

■
・
篤
農
は
輸
入
米
の
高
い
関
税
■
値

金
融
界
、
産
業
界
で
相
次
ぐ
。
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
化
に
端
を
発
し
た
日
本

経
済
再
生
の
動
き
は
、
今
月
か
ら
の
制

度
改
革
や
合
併
会
社
の
誕
生
な
ど
に

よ
っ
て
、
産
業
界
に
も
幅
腿
く
進
ん
で

い
く
気
配
だ
。

コ
メ
輸
入
の
関
税
化
を
す
る
た
め
の

関
連
法
案
が
三
十
一
日
、
参
院
で
可

決
、
成
立
し
、
四
月
一
日
か
ら
は
関
税

を
払
え
ば
自
由
に
コ
メ
を
輸
入
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
関
税
値
が
高
い
た
め
、

当
面
輸
入
米
の
急
増
は
考
え
に
く
い

が
、
来
年
か
ら
本
格
化
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）
の
次
期
交
渉
で
、

米
国
な
ど
輸
出
国
の
関
税
下
げ
圧
力
が

予
想
さ
れ
、
高
い
関
税
値
が
維
持
で
き

る
か
ど
う
か
は
微
妙
な
情
勢
だ
。
関
税

値
が
下
が
れ
ば
、
七
年
後
に
は
輸
入
米

の
価
格
が
国
産
米
レ
ベ
ル
に
下
が
る
と

い
う
試
算
も
出
て
い
る
。

新
し
い
関
税
値
は
一
キ
ロ
当
た
り
三
百

五
十
一
円
十
七
銭
（
十
一
年
度
）
の
従

量
税
。
米
国
米
で
は
三
○
○
％
を
超
す

関
税
率
と
な
る
。
輸
入
米
は
輸
入
価
格

に
こ
の
従
量
税
を
上
乗
せ
さ
れ
る
た

め
、
例
え
ば
最
近
の
輸
入
価
格
が
約
百

円
の
米
国
産
米
の
価
格
は
四
百
五
十
円

程
度
と
な
り
、
魚
沼
（
新
潟
県
）
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
一
部
人
気
銘
柄
を
除
く

ほ
と
ん
ど
の
国
産
米
の
価
格
を
上
回

る
。
中
国
、
タ
イ
産
な
ど
も
同
様
で
、

「
現
実
に
入
っ
て
く
る
コ
メ
は
ゼ
ロ
に

近
い
の
で
は
な
い
か
」
（
中
川
昭
一
農

水
相
）
と
、
当
面
は
輸
入
米
の
急
増
は

考
え
に
く
い
。

し
か
し
、
関
税
値
は
十
二
年
度
は
三

百
四
十
一
円
に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
降
は
今
後
の
交
渉
が
カ
ギ
と
な

る
。
す
で
に
高
い
関
税
に
反
発
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
Ｅ
Ｕ
な
ど
が
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
異
議
を
申
し
立
て
て
お
り
、
異
議

を
見
送
っ
た
米
国
も
懸
念
を
表
明
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
次
期
交
渉
で
関
税
下
げ

●
蝿
凋
１
コ
熟
の
関
税
化
始
勧
」
や
。
□
釦

佇
、
．
鍛
政
一
策
見
直
し
Ｅ
関
税
化
虹
馴
一

ろ
洋
画
嘱
伽
億
本
突
破
釦
謁
…
や
謹

万
少
子
椎
徽
策
塞
村
鍵
二
子
億
…
鋼

か
温
暖
化
癒
講
極
の
潅
緯
術
隷
蝿
一

、
溌
民
受
け
燕
柵
欝
働
刀
補
職
，
餌

ｄ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
蕊
渉
意
思
統
一
急
ｆ
抄
餌
Ⅱ

ｐ
移
民
受
隊
入
れ
慎
重
な
鐘
爾
…
砺

口
資
源
枯
獄
で
漁
業
生
産
量
減
…
妬

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ョ
Ｆ
■
‐
●
●
ョ
０
二
▲
ユ
ー
｜
守
一
‐
冒
二
０
Ⅵ
Ⅱ
二
ｌ
Ｉ
ｄ
－
Ｊ
ョ
‐
冒
冒

ｑ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
コ
メ
不
足
甦
口
的

。
圭
減
反
米
懇
家
畜
の
韓
サ
に
可
…
秒
珊

ｂ
」
宙
慕
γ
水
不
足
深
刻
に
私
…
駒

已
；
欝
鍵
麺
出
荷
一
調
整
心
：
（
：
由

●
ご
圦
趨
…
＃

。
『
Ｕ
Ｄ
Ａ
糖
癖
耀
騒
蕊
観
４
千
億
撤
珊

｛
ね
珈
年
犠
繊
団
蝿
消
蕊
重
凝
る
塾
至
配

γ
ｐ
拠
価
下
落
と
少
子
化
で
１
１
呼
的

二
・
世
界
の
貧
困
人
口
は
躯
億
兆
一
巫
翻
・
甑

か
ピ
ル
》
１
８
月
末
腱
斡
販
売
：
…
血

一、ひげＡ－８鐘撞謹蝿轌界一仁一：；一馴

ｐ
人
口
膨
臓
地
球
腱
圧
力
！
；
魂

柾じ
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こゅ－すふぉ－らむ

の
対
日
圧
力
が
強
ま
る
こ
と
は
必
至

だ
。
旧
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
合
意
で
は
関
税
化
し
て
い
る
農
産

物
は
、
六
年
間
で
少
な
く
と
も
一
五
％

下
げ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
米
国
な

ど
輸
出
国
は
次
期
交
渉
で
こ
の
下
げ
幅

の
拡
大
を
日
本
に
迫
る
と
み
ら
れ
る
。

鳥
取
大
の
伊
東
正
一
助
教
授
（
国
際

食
料
経
済
学
）
は
、
コ
メ
関
税
値
の
算

定
基
礎
と
な
っ
た
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
六
十
三
年
度
の
内
外
価
格
差
の

二
・
五
％
相
当
額
（
約
十
円
）
を
関
税

額
か
ら
毎
年
削
減
す
る
想
定
で
輸
入
米

の
価
格
動
向
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
当
二

○
○
六
年
ご
ろ
に
は
米
ア
ー
カ
ー
ソ
ン

川
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
中
国
黒
龍
江
省

産
米
な
ど
は
国
産
米
並
み
の
価
格
に
な

る
」
と
み
て
い
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
、
関
税
値
の
削
減
幅

が
大
き
く
な
れ
ば
、
さ
ら
に
早
ま
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
だ

の
は
発
想
の
転
換
で
あ
る
。
必
要
な
の

Ｌ｣ 四
月
一
日
か
ら
ヨ
メ
の
関
税
化
」

囮

Ｚ
三
兆
二
」
磯

，狼
テ
レ
ヨ
疋
空
曰聖
の
削
汁
一
玉

コメ対策の

再構築迫る

関税化

内
Ｕ
曲

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

輸
入
量
は
二
○
（
）
（
）
年
に
は
約
七
十

七
万
少
に
な
る
Ｃ
国
内
生
産
量
の
一
割

弱
の
規
模
だ
。
二
○
○
一
年
以
降
も
当

面
こ
の
水
準
は
継
続
さ
れ
、
こ
れ
に
関

税
を
課
す
輸
入
米
が
上
乗
せ
さ
れ
て

入
っ
て
く
る
。
来
年
か
ら
始
ま
る
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農
業
貿
易
交

渉
で
、
海
外
か
ら
関
税
引
き
下
げ
要
求

が
出
る
可
能
性
も
高
い
。

政
府
は
義
務
的
な
輸
入
を
受
け
入
れ

る
際
に
、
「
輸
入
米
に
伴
う
転
作
の
強
・

化
は
行
わ
な
い
」
こ
と
を
閣
議
決
定

し
、
輸
入
米
は
加
工
用
や
援
助
用
に
回

し
て
、
「
国
産
米
に
で
き
る
だ
け
影
響

を
与
え
な
い
」
と
説
明
し
て
き
た
。

輸
入
米
在
庫
は
現
在
、
四
十
万
少
を

超
え
て
い
る
。
「
影
響
は
少
な
い
」
と

・
高
齢
者
の
人
口
比
率
Ⅱ
帽
％
…
弘

・
一
人
っ
子
政
策
曲
が
り
角
…
…
妬

？
中
国
・
酸
性
雨
被
害
深
刻
．
．
…
妬

・
一
人
っ
子
政
策
の
功
罪
…
…
…
船

・
高
齢
化
の
波
、
韓
国
も
苦
悩
…
師

・
飢
餓
は
回
避
で
き
る
か
…
…
…
卵

●
吉
園
齢
者
い
る
世
帯
３
割
突
破
…
畑
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い
う
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
も
は
や
通

用
し
な
い
。
農
水
省
は
輸
入
米
が
生
産

・
需
給
面
に
与
え
る
影
響
を
冷
静
に
分

析
し
、
必
要
な
政
策
を
国
民
に
問
う
べ

き
だ
。
そ
れ
が
議
論
を
深
め
る
第
一
歩

に
な
る
。

稲
作
農
家
か
ら
「
こ
れ
以
上
の
拡
大

は
限
界
」
と
の
声
も
出
て
い
る
の
で
生

産
調
整
（
減
反
政
策
）
の
枠
組
み
の
見

直
し
も
急
務
だ
。

減
反
は
九
八
年
度
と
九
九
年
度
に
過

去
最
大
規
模
（
九
十
六
万
三
千
紗
）
に

拡
大
し
て
い
る
。
輸
入
米
の
増
加
が
回

り
ま
わ
っ
て
減
反
強
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
指
摘
は
根
強
く
あ
る
。

一
方
で
、
県
別
に
減
反
面
積
を
割
り

当
て
る
方
式
が
、
競
争
力
の
あ
る
コ
メ

作
り
を
必
要
と
す
る
時
代
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
需

要
の
多
い
良
質
米
を
作
っ
て
い
る
生
産

農
家
を
「
作
り
た
く
て
も
作
れ
な
い
」

状
況
に
追
い
込
む
こ
と
は
、
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
だ
。

国
主
導
の
生
産
調
整
の
仕
組
み
を
見

直
し
、
生
産
者
の
自
主
性
を
最
大
限
尊

重
す
る
枠
組
み
を
ど
う
作
る
か
が
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。
生
産
者
側
も

「
作
る
自
由
」
を
手
に
入
れ
る
代
わ
り

に
、
価
格
面
な
ど
で
あ
る
程
度
の
リ
ス

ク
を
負
う
覚
悟
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。減
反
を
実
施
す
る
た
め
、
コ
メ
を
作

ら
な
く
な
っ
た
水
田
は
全
国
で
三
割
を

超
え
る
。
過
剰
水
田
の
有
効
活
用
も
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
新
農

業
基
本
法
案
に
は
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
、
食
料
自
給
率
の
目
標
設
定
方

針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
麦
や
大
豆

・・・匝臘醐報議驚鮒‐
世
界
人
口
が
今
年
皿
月
に
㈹
億
人
を
部
長
は
警
告
す
る
。
「
人
口
増
加
の
ス

突
破
す
る
。
先
進
国
の
少
子
高
齢
化
と
ビ
ー
ド
が
速
く
な
っ
て
い
る
。
１
８
０

は
逆
に
人
口
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
途
４
年
の
、
億
人
か
ら
１
９
２
７
年
の
卯

上
国
。
こ
の
相
反
す
る
現
象
を
ど
う
受
億
人
ま
で
に
１
２
３
年
か
か
っ
た
も
の

け
と
め
た
ら
よ
い
の
か
。
世
界
の
人
口
が
、
例
年
の
帥
億
人
ま
で
に
羽
年
、
河

政
策
を
リ
ー
ド
す
る
国
連
人
口
部
長
の
年
の
蛆
億
人
ま
で
に
ｕ
年
、
師
年
の
卯

ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ャ
ミ
ー
氏
が
来
日
し
た
億
人
ま
で
に
旧
年
、
今
年
の
釦
億
人
ま

の
を
機
会
に
、
日
本
の
少
子
化
問
題
や
で
に
⑫
年
と
、
だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て

途
上
国
の
人
口
爆
発
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
」そ
の
影
響
は
深
刻
だ
。
「
地
球
上
に

【
渡
部
武
史
】
釦
億
も
の
人
間
が
生
活
す
る
こ
と
は
も

世
界
人
口
㈹
億
人
は
人
類
の
未
来
に
の
す
ご
い
負
担
だ
。
食
糧
や
水
の
不

黄
信
号
を
と
も
す
出
来
事
に
な
る
と
同
足
、
環
境
破
壊
の
進
行
な
ど
マ
イ
ナ
ス

な
ど
、
国
内
自
給
率
が
ｎ
％
を
下
回
っ

て
い
る
基
幹
食
料
の
自
給
率
引
き
上
げ

は
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
の
大
き
な
課
題

に
な
る
。

水
田
の
有
効
活
用
を
自
給
率
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
政
策
も
欠
か
せ
な
い
。

農
水
省
は
生
産
省
ば
か
り
に
目
を
向
け

る
の
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を

進
め
て
ほ
し
い
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
七
）

面
が
心
配
。
最
も
深
刻
な
の
が
水
不
足

だ
。
日
本
の
よ
う
に
新
鮮
な
飲
み
水
が

ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
国
で
は
想
像
つ
か
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
国
で
は
、
黄

河
の
水
が
下
流
で
枯
れ
て
し
ま
い
、
農

業
用
水
や
工
業
用
水
が
不
足
す
る
と
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
る
一
と
指
摘
す
る
。

増
加
の
原
因
を
尋
ね
る
と
「
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
口
増
大
が
主

因
だ
。
世
界
全
体
で
年
間
７
８
０
０
万

人
増
加
す
る
う
ち
イ
ン
ド
が
ｎ
％
、
中

国
が
胆
％
で
横
綱
格
、
次
い
で
パ
キ
ス

タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
と
続
く
。
こ
れ
ら
５
大
国
が
人
口
増

加
の
ほ
ぼ
半
分
を
点
の
て
い
る
」
と
い
う
。

途
上
国
の
人
口
増
加
は
今
後
も
続
く

の
だ
ろ
う
か
。
「
長
い
目
で
見
る
と
、

よ
い
兆
し
が
あ
る
。
出
生
率
の
低
下
傾

向
だ
。
こ
の
妬
年
間
で
一
組
の
夫
婦
が

産
む
子
供
の
数
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
６

人
か
ら
２
．
５
人
へ
、
ケ
ニ
ア
で
は
８
．

５
人
か
ら
４
．
５
人
へ
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
６
人
か
ら
３
人
へ
減
っ
て
き
て
い

る
」
と
い
う
。

シ
ャ
ミ
ー
部
長
に
よ
る
と
、
低
下
の

理
由
は
家
族
計
画
の
普
及
ば
か
り
で
は

な
く
、
”
人
口
革
命
“
と
も
い
う
べ
き

現
象
が
世
界
的
に
進
行
し
て
い
る
そ
う

だ
。
死
亡
率
の
低
下
、
平
均
寿
命
の
伸
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た
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

日
本
で
は
途
上
国
の
人
口
問
題
よ
り

も
、
も
っ
ぱ
ら
国
内
の
少
子
高
齢
化
へ

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
世
界
全
体

か
ら
見
る
と
少
子
高
齢
化
は
ど
の
よ
う

な
意
味
合
い
が
あ
る
の
か
。

「
こ
れ
は
先
進
国
共
通
の
現
象
だ
。

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど

で
も
人
口
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
ド
イ

ツ
の
人
口
は
現
在
の
８
２
０
０
万
人
か

ら
２
０
５
０
年
に
は
７
３
０
０
万
人
に

減
る
と
推
定
さ
れ
る
。
子
供
の
数
が
減

る
一
方
で
、
高
齢
者
の
数
は
確
実
に
増

え
て
い
る
。
百
歳
以
上
の
人
口
は
今
後

卯
年
間
に
旧
倍
に
増
え
る
見
通
し
だ
。

２
０
５
０
年
に
は
人
類
史
上
初
め
て
老

人
人
口
が
子
供
人
口
を
上
回
る
」

で
は
少
子
高
齢
化
は
先
進
国
の
未
来

を
暗
く
す
る
要
因
な
の
か
。
シ
ャ
ミ
ー

氏
は
即
座
に
否
定
し
た
。
「
日
米
両
国

政
府
に
と
っ
て
は
、
年
金
制
度
が
維
持

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
一
番
の
心
配
だ

と
思
う
。
で
も
私
た
ち
は
、
而
歳
を
過

ぎ
て
も
立
派
に
働
け
る
。
な
ぜ
帥
歳
で

１
１
１
１
１

び
、
都
市
化
の
進
行
、
大
家
族
か
ら
核
定
年
に
す
る
の
か
。
帥
歳
を
過
ぎ
て
も

家
族
へ
の
家
族
構
成
の
変
化
、
高
等
教
元
気
で
働
け
る
人
は
大
勢
い
る
の
に
。

青
へ
の
志
向
、
男
女
の
性
別
役
割
分
担
定
年
を
引
き
上
げ
て
、
高
齢
者
に
働
く

の
希
薄
化
な
ど
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
女
機
会
を
与
え
る
べ
き
だ
。
経
済
全
体
に

性
の
出
産
・
育
児
に
大
き
な
変
化
を
も
と
っ
て
も
そ
の
方
が
む
し
ろ
望
ま
し

い
。
メ
ー
カ
ー
も
発
想
を
転
換
し
て
高

齢
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
車
や
家
具
、

生
活
用
品
を
作
れ
ば
い
い
」

日
本
は
将
来
を
そ
れ
ほ
ど
悲
観
し
な

く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
か
。
同
部
長

は
「
世
界
人
ロ
か
ら
見
る
と
望
ま
し
い

状
態
に
あ
る
わ
け
で
、
自
信
を
も
っ
て

も
ら
い
た
い
。
世
界
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
日
本
の
経
験
を
広
く
伝
え
て
も
ら

い
た
い
」
と
結
ん
だ
。

ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ャ
ミ
ー
氏
１
９
４

４
年
米
国
生
ま
れ
。
両
親
は
第
１
次
大

戦
後
レ
バ
ノ
ン
か
ら
米
国
に
移
住
。
ミ

シ
ガ
ン
大
学
で
人
口
学
の
博
士
号
を
取

得
。
国
連
に
入
り
約
、
年
間
、
海
外
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
本
部
で
勤
務
。
こ
の

間
、
人
口
推
計
、
人
口
政
策
の
評
価
、

人
口
分
析
な
ど
に
従
事
。
則
年
の
国
際

人
ロ
開
発
会
議
で
は
事
務
総
長
代
理
と

し
て
活
躍
。
主
な
著
書
に
「
宗
教
と
出

生
」
。
妻
と
２
男
１
女
の
５
人
家
族
。

趣
味
は
園
芸
と
水
泳
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
八
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
７
日
Ⅱ
ロ
イ
タ
ー
】

米
コ
ロ
ラ
ド
大
学
の
テ
ッ
ド
・
ス
カ
ン

ポ
ス
博
士
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
七

日
、
衛
生
観
測
に
基
づ
き
、
南
極
半
島

の
両
側
の
巨
大
棚
氷
の
一
部
約
三
千
平

方
欲
が
過
去
一
年
間
で
崩
壊
、
海
に
流

自
民
、
自
由
両
党
と
公
明
党
・
改
革

ク
ラ
ブ
は
七
日
、
全
国
の
市
町
村
に
対

し
て
二
千
億
円
の
「
少
子
化
対
策
特
例

交
付
金
」
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
来

年
四
月
か
ら
保
育
所
の
運
営
な
ど
に
関

す
る
規
制
を
緩
和
す
る
緊
急
少
子
化
対

園 四国

少子化対策

■交付金

2000億円支給

１
１
口
１
１

南極の氷、

崩れて海へ

温暖化予想以上

れ
出
し
た
と
発
表
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
進
行
速
度
が
予
想
以
上
に
大
き
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

棚
氷
は
、
陸
か
ら
海
に
向
か
っ
て
突

き
出
す
分
厚
い
氷
の
板
。
崩
壊
は
、
南

極
大
陸
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
方
向
に
延

び
る
南
極
半
島
の
東
半
分
に
あ
る
ラ
ー

セ
ン
棚
氷
と
南
西
側
に
あ
る
ウ
ィ
ル
キ

ン
ス
棚
氷
で
確
認
さ
れ
た
。
両
者
を
合

わ
せ
た
こ
の
一
年
間
の
退
縮
は
、
こ
れ

ま
で
の
十
－
十
五
年
分
に
相
当
す
る
と

い
う
。（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
九
）

策
に
正
式
合
意
し
た
。
九
日
に
各
党
幹

事
長
・
政
調
会
長
会
談
を
開
い
て
正
式

に
合
意
し
、
政
府
に
予
算
措
置
な
ど
を

要
求
す
る
。

特
例
交
付
金
の
対
象
事
業
は
、
▽
子

供
の
送
迎
拠
点
と
な
る
駅
前
保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
▽
駅
周
辺
の
ビ
ル

な
ど
を
手
直
し
し
た
駅
前
保
育
所
の
設

置
▽
幼
稚
園
で
午
後
に
も
預
か
り
保
育

を
す
る
た
め
の
環
境
整
備
▽
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
な
ど
在
宅
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

育
成
事
業
ｌ
な
ど
で
、
市
町
村
の

申
請
に
基
づ
い
て
交
付
す
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
八
）
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経
済
審
議
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）

は
十
三
日
、
二
十
一
世
紀
初
頭
を
目
標

と
し
た
次
期
経
済
十
カ
年
計
画
「
経
済

社
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
経
済
新
生
の
政

策
方
針
」
の
た
た
き
台
と
な
る
十
五
項

目
の
政
策
課
題
を
公
表
し
た
。
海
外
か

次期纏鞠Ｉ脳牟i躯i蓬検蕊譲るI.●=寺印IUL｢白｡-｡●午｡IⅡIⅡ１－．１｡PＰ｡｡=⑥｡｡●P｡Ⅱ''十｡-｡=■｡IlIIO｡●■●116｡ＰＳ■sIIPo｡｡

っ
の
移
民
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

」
、
経
済
活
性
化
な
ど
の
観
点
か
ら

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
だ
」
と
の
考

〈
を
示
し
た
ほ
か
、
行
政
の
効
率
化
に

函主な灘策課題

生
活
の
豊
か
さ
重
視

‐
議

川
全
化

け
る
完
語

受
よ
の
際

の
に
分
国

者
併
示
部
の

働
合
提
例
語

労
県
化
の
比
本

住
府
性
筋
酬
日

移
や
活
道
報
と

の
入
の
の
の
化

ら
導
済
建
金
際

か
制
経
再
年
化
国

外
州
域
政
生
営
の

海
道
地
財
厚
民
円

●
●
●
．
●
●

移
民
受
け
入
れ
・
労
働
力
．
補
強
●

關
聞
倒
圏
次
期
佃
力
年
計
画
の
課
題
公
表

経
済
審

関
し
て
府
県
を
合
併
す
る
一
道
州
制
」

の
検
討
な
ど
を
挙
げ
た
。
過
去
の
経
済

計
画
で
最
大
の
目
標
と
位
置
付
け
て
き

た
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
「
重
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
自
体
が
目
的
と
な
り
得

な
い
一
と
明
記
。
新
た
な
目
標
と
し
て

可
処
分
時
間
な
ど
を
挙
げ
、
成
長
重
視

か
ら
質
的
な
生
活
の
豊
か
さ
重
視
へ
の

転
換
を
打
ち
出
し
た
。

新
計
画
が
目
指
す
の
は
「
選
べ
る
経

済
社
会
」
。
結
果
よ
り
も
「
機
会
の
平

等
」
を
重
視
す
る
米
国
型
の
競
争
原
理

を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
社
会
保
障
、

預
金
者
保
護
、
消
費
者
保
護
な
ど
の
安

全
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
う
た
っ
た
。
少
子

高
齢
化
対
策
や
財
政
再
建
な
ど
も
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
課
題
に
挙
げ
た
。

永
住
す
る
「
移
民
」
を
含
む
移
住
労

働
者
の
受
け
入
れ
は
、
少
子
化
に
伴
う

労
働
力
不
足
の
解
消
が
狙
い
。
現
行
制

度
で
は
、
日
本
で
就
労
資
格
の
あ
る
外

国
人
は
通
訳
や
調
理
師
な
ど
専
門
的
な

技
術
や
技
能
を
持
つ
人
や
日
系
人
な
ど

に
限
ら
れ
、
日
本
人
で
代
替
可
能
な
単

純
労
働
者
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
労

働
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
九
七
年
末
の

外
国
人
労
働
者
数
は
不
法
就
労
者
を
含

め
六
十
六
万
人
で
、
日
本
の
労
働
力
人

口
の
ほ
ぼ
一
％
に
相
当
す
る
。

同
審
議
会
で
は
「
日
本
経
済
の
富
裕

さ
が
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
る
結
果
と

し
て
、
移
民
を
あ
る
程
度
受
け
入
れ
る

の
は
責
務
」
（
小
林
陽
太
郎
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
会
長
）
と
い
う
容
認
論
が
あ
る
。

半
面
、
「
国
内
の
女
性
や
高
齢
者
の
雇
用

が
先
決
一
と
い
っ
た
消
極
論
も
根
強
い
。

経
済
成
長
率
に
代
わ
る
新
た
な
目
標

と
し
て
は
、
可
処
分
所
得
、
可
処
分
時

間
、
選
択
可
能
度
、
生
活
安
心
度
な
ど

を
挙
げ
た
。

実
収
入
で
は
な
く
、
可
処
分
所
得
を

目
標
に
す
る
こ
と
で
、
税
金
や
社
会
保

障
費
な
ど
の
国
民
負
担
の
軽
い
「
小
さ

…
統
藝

二
○
○
○
年
に
始
ま
る
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
次
期
ラ
ウ
ン
ド
交
渉

な
政
府
」
の
実
現
を
目
指
す
。
一
日
の

う
ち
で
自
由
に
使
え
る
時
間
を
示
す
可

処
分
時
間
は
、
通
勤
時
間
や
労
働
時
間

の
短
縮
を
通
じ
て
増
や
し
て
い
く
。

行
政
の
効
率
化
に
関
し
て
は
市
町
村

合
併
の
推
進
や
、
さ
ら
に
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
の
府
県
を
合
併
さ
せ
た
「
道
州

制
」
も
検
討
す
る
。
政
府
や
公
営
事
業

に
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

な
ど
の
企
業
会
計
的
な
要
素
を
取
り
入

れ
る
考
え
も
盛
り
込
ん
だ
。

今
回
は
、
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
一
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
方
式
」
を
初
め
て
採

用
。
同
日
公
表
し
た
政
策
課
題
に
対
し

て
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
新
計

画
に
取
り
込
む
。
早
け
れ
ば
五
月
下
旬

に
も
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
六
月
末
か

ら
七
月
初
頭
を
目
標
に
新
計
画
を
閣
議

決
定
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
四
・
十
四
）
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本
に
厳
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
面
が

あ
る
だ
け
に
、
キ
ー
マ
ン
た
ち
は
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
意
思
統
一
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

コ
メ
の
関
税
化
は
四
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
関
税
率
の
引
き
下
げ
幅
な
ど
が
次

期
ラ
ウ
ン
ド
で
話
し
合
わ
れ
る
。
日
本

で
は
引
き
下
げ
反
対
の
声
が
強
い
が
、

国
際
交
渉
で
一
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う

か
。
そ
の
交
渉
戦
略
泰
穰
蘂
す
る
舞
台
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
自
民
党
、
農
協
、
農

水
省
の
代
表
者
に
よ
る
三
聿
貝
云
議
だ
。

会
議
で
自
民
党
を
代
表
す
る
の
は
桜

井
新
・
農
林
水
産
物
貿
易
対
策
特
別
委

員
長
（
船
）
。
コ
メ
産
地
・
新
潟
県
の

選
出
で
、
自
民
党
農
林
族
議
員
の
な
か

で
は
タ
カ
派
の
部
類
に
入
る
。
昨
年
十

月
に
は
首
相
官
邸
に
乗
り
込
み
、
十
一

月
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
閣
僚
会
議
で
林
・
水
産

物
の
関
税
撤
廃
を
断
固
と
し
て
拒
否
す

る
よ
う
に
小
渕
恵
三
首
相
に
訴
え
た
。

次
期
交
渉
に
つ
い
て
は
一
国
に
よ
っ

ド
交
渉
は
国
内
の
足
並
み
の
乱
れ
が
日

に
向
け
て
自
民
党

よ
る
農
業
分
野
の

し
て
い
る
。
米
国

の
自
由
化
要
求
に

焦
点
。
前
回
の
ウ

、
農
協
、
農
水
省
に

戦
略
作
り
が
本
格
化

な
ど
農
産
物
輸
出
国

ど
う
対
抗
す
る
か
が

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

と
の
連
携
も
目
指
し
て
い
る
。

農
協
組
織
の
キ
ー
マ
ン
は
、
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
で
Ｗ
Ｔ

Ｏ
対
策
を
担
当
す
る
高
野
博
常
務
理
事

（
岡
）
。
昨
年
十
二
月
に
は
週
末
を
つ
ぶ

し
て
全
国
各
地
の
農
協
組
織
を
飛
び
回

り
、
四
月
か
ら
の
コ
メ
関
税
化
に
向
け

て
組
織
内
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
。

農
協
組
織
の
役
割
は
、
「
政
府
、
政

党
と
協
調
し
て
交
渉
体
制
を
作
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
農
家
の
立
場
に
た
っ
た

国
民
世
論
の
形
成
」
と
説
明
す
る
。
具

体
策
と
し
て
、
三
月
に
消
費
者
団
体
や

学
識
経
験
者
な
ど
を
交
え
た
「
食
料
・

農
林
漁
業
・
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
発

足
さ
せ
た
。
今
後
は
各
都
道
府
県
に
地

方
版
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
置
し
、
世
論

形
成
の
場
を
広
げ
た
い
と
い
う
。

農
水
省
で
は
国
際
派
の
エ
ー
ス
と
さ

れ
る
熊
沢
英
昭
農
林
水
産
審
議
官

（
閃
）
が
指
揮
を
と
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
最
終
局
面
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た
九
三
年
四
月
に
経
済
局

て
異
な
る
生
産
条
件
、
食
糧
事
情
へ
の

配
慮
を
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
だ
」
と
出
張
す
る
。
昨
年
十

月
に
は
韓
国
の
与
党
議
員
と
「
日
韓
農

業
議
員
会
議
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
議

員
外
交
を
通
じ
て
他
の
農
産
物
輸
入
国

移
民
受
け
入
れ
問
題
を
調
査
し
て
い

た
経
済
企
画
庁
の
研
究
会
（
座
長
・
依

光
正
哲
一
橋
大
教
授
）
は
翠
日
、
報
告

書
を
ま
と
め
た
。
日
本
の
産
業
効
率
化

な
ど
の
た
め
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者

の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
提
言
す
る
一

方
、
移
民
全
般
に
つ
い
て
は
数
々
の
問

題
点
を
取
り
上
げ
、
慎
重
に
検
討
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
る
。
次
期
経
済
計
画

を
策
定
中
の
経
済
審
議
会
（
首
相
の
譜

コ
メ
関
税
化
に
異
議
を
申
し
ウ
―
て
た
直

後
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
飛
び
、
先
頭
に

立
っ
て
火
消
し
に
務
め
た
。

農
水
、
自
民
、
農
協
は
、
六
月
に
力

国
際
部
長
に
就
任
、
そ
の
後
は
経
済
局

長
や
畜
産
局
長
を
務
め
た
ｃ
通
商
交
渉

の
経
験
や
海
外
の
人
脈
に
加
え
、
農
政

全
般
に
詳
し
い
の
が
強
み
だ
。

国
内
で
は
前
面
に
出
る
の
を
嫌
う

が
、
三
月
末
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｃ
）
が

函麺

’
１
１
１
１
１

｢移民受入.刺
で慎重な検討
が必要
経jMFの

研究会報告書

問
機
関
）
の
議
論
に
役
立
て
る
。

報
告
は
、
日
本
の
労
働
力
人
口
は
２

０
０
０
～
２
０
５
０
年
に
、
年
平
均
Ⅲ

万
～
和
万
人
程
度
減
少
す
る
と
し
た
う

え
で
、
問
題
点
も
列
挙
。
①
労
働
力
の

不
足
を
補
う
移
民
の
大
量
受
け
入
れ
は

「
地
域
社
会
の
摩
擦
を
高
め
る
」
②
移

民
の
少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
人
口
構

造
を
長
期
的
に
は
是
正
で
き
な
い
③
経

済
成
長
も
人
口
の
み
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
ｌ
と
指
摘
。

依
光
座
長
は
「
反
対
で
は
な
い
が
、
社

会
的
・
精
神
的
土
壌
の
醸
成
が
不
可
欠

だ
」
と
語
っ
た
。
【
高
橋
秀
郎
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
’
’
十
三
）

ナ
ダ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
五
カ
国
農
相

会
合
ま
で
に
次
期
交
渉
へ
の
対
応
方
針

を
ま
と
め
る
方
針
だ
。
農
産
物
輸
入
国

に
不
利
と
さ
れ
る
通
商
交
渉
で
、
ど
こ

ま
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
理
解
を
得
ら
れ

る
出
張
を
展
開
で
き
る
か
、
キ
ー
マ
ン

の
手
腕
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
経
済
部
長
沢
倫
一
郎
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
四
・
十
四
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■「｛■』．，。■一れＬ■職危機的な状況」と説明して

■口囲■繩・曰搬■洲□麟一鍵繩蝿鰄曰
■
■
□
■
口
臘
■
■
刊
了
臘
鮨
酔
憲
幻
皿
蘓
緬

農
水
省
が
二
十
二
日
発
表
し
た
九
八
と
、
い
ず
れ
も
前
年
を
大
幅
に
下
回
っ

年
の
日
本
の
漁
業
（
養
殖
業
を
含
む
）
た
ｃ
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
カ
ツ
オ
が
前

生
産
量
は
、
前
年
比
ｎ
．
４
％
減
の
六
年
よ
り
増
加
し
た
が
、
サ
バ
類
と
真
ィ

百
六
十
四
万
千
ト
ン
に
落
ち
込
み
、
六
五
ワ
シ
が
約
四
割
減
少
、
ス
ル
メ
ィ
ヵ
も

年
以
来
三
十
一
一
一
年
ぶ
り
に
七
百
万
ト
ン
を
半
減
し
た
ｃ

割
り
込
ん
だ
。
総
生
産
量
は
十
年
連
続
海
面
養
殖
業
は
３
．
５
％
減
の
百
二

で
前
年
実
績
を
下
回
り
続
け
て
お
り
、
十
二
万
八
千
少
、
内
水
面
漁
業
は
８
．

八
四
年
（
千
二
百
八
十
一
万
千
ト
ン
）
の
１
％
減
の
七
万
九
千
ト
ン
、
内
水
面
養
殖

ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し
た
。
農
水
省
は
業
は
４
．
５
％
減
の
六
万
四
千
少
。

「
周
辺
水
域
の
水
産
資
源
の
減
少
を
反
（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
四
・
’
’
十
三
）

Ｊ
■
・
■
ア
・
〔
Ⅱ
γ
・
・
計
■
（
加
藤
縣
酢
譲
託
怖
症
庖

口囲口洲獅ｌ縦．糠螂蝋灘熱蝋
■
・
□
・
イ
■
■
甘
不
Ｆ
・
議
蕊
肌
と
繊
簾
鴨

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
（
日
本
経
済
新
聞

昨
年
の
干
ば
つ
被
害
で
コ
メ
不
足
が
続

農
水
省
は
十
八
日
、
コ
メ
の
生
産
調

整
（
減
反
）
面
積
を
年
に
よ
っ
て
大
き

く
変
動
さ
せ
ず
、
作
付
け
規
模
を
安
定

化
さ
せ
る
対
策
の
検
討
を
始
め
た
。
豊

作
が
続
い
て
も
減
反
面
積
を
大
幅
上
積

み
は
せ
ず
、
余
剰
米
は
家
畜
の
エ
サ
に

転
用
し
主
食
米
と
し
て
国
内
で
流
通
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
案
が
有
力
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
産
米
の
作
柄
が
確
定
す

る
秋
ま
で
に
、
主
食
米
と
の
価
格
差
を

補
て
ん
す
る
制
度
づ
く
り
な
ど
の
具
体

策
を
ま
と
め
、
平
成
十
二
年
（
二
○
○

○
年
）
以
降
の
生
産
調
整
に
反
映
さ
せ

る
方
針
だ
。

平
成
九
年
ま
で
五
年
連
続
の
豊
作
を

受
け
、
政
府
と
生
産
者
団
体
は
コ
メ
の

生
産
調
整
を
十
年
、
十
一
年
の
二
年
間

に
つ
い
て
九
十
六
万
三
千
粉
と
過
去
最

大
規
模
で
実
施
。
昨
秋
に
は
コ
メ
の
年

間
消
費
量
（
約
九
百
六
十
万
少
）
の
約

四
割
に
当
た
る
四
百
万
少
程
度
の
古
米

が
生
じ
て
い
る
。
今
年
も
豊
作
に
な
れ

ば
在
庫
が
さ
ら
に
積
み
上
が
り
、
コ
メ

の
価
格
下
落
と
在
庫
コ
ス
ト
の
増
大
を

図■■鵺１口繊鰯劒捲鮮導■入へ
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
生
産

調
整
規
模
を
こ
れ
以
上
拡
大
さ
せ
れ

ば
、
農
家
の
営
農
意
欲
を
阻
害
し
か
ね

な
い
。こ
の
た
め
同
省
は
十
二
年
以
降
、
作

況
指
数
が
平
年
並
み
の
一
○
○
を
超
え

る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
年
に
は
、
生

産
者
団
体
が
自
主
的
な
判
断
で
エ
サ
米

へ
の
転
用
、
収
穫
の
一
部
見
送
り
な
ど

を
行
い
、
減
反
強
化
を
回
避
す
る
方
針

だ
。（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
五
・
十
九
）

Ｉ

,。
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中
東
各
国
が
深
刻
な
水
不
足
に
陥
っ

て
い
る
。
雨
が
降
り
や
す
い
冬
場
の
降

水
量
が
わ
ず
か
だ
っ
た
う
え
、
三
－
四

月
に
記
録
的
な
熱
暑
に
見
舞
わ
れ
た
結

果
だ
。
イ
ラ
ク
で
は
約
五
十
年
ぶ
り
の

干
ば
つ
で
食
糧
生
産
へ
の
懸
念
が
強

ま
っ
て
き
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ヨ

ル
ダ
ン
へ
の
水
供
給
計
画
を
巡
り
両
国

関
係
が
き
し
む
な
ど
、
中
東
和
平
プ
ロ

セ
ス
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の

ド
バ
ィ
で
は
、
四
月
上
旬
に
四
三
・
五

度
と
同
月
の
観
測
史
上
最
高
の
気
温
を

記
録
。
バ
ー
レ
ー
ン
で
も
三
月
の
日
照

時
間
が
二
十
六
年
ぶ
り
に
最
高
記
録
を

更
新
す
る
な
ど
、
湾
岸
諸
国
で
は
今

年
、
夏
の
到
来
が
異
常
に
早
か
っ
た
。

バ
ー
レ
ー
ン
政
府
は
四
月
、
無
許
可

の
井
戸
掘
削
を
厳
し
く
罰
す
る
新
法
を

施
行
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
西
部
の

ジ
ッ
グ
周
辺
で
は
、
連
日
市
民
が
給
水

車
に
長
い
列
を
作
っ
て
い
る
。
ア
ブ
ド

ラ
皇
太
子
は
自
ら
国
民
に
節
水
を
呼
び

か
け
た
。

圏・鑛纈議繁・７‐政権打撃

農
水
省
と
全
国
農
協
中
央
会
（
全

中
）
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全

農
）
が
、
九
九
年
産
米
の
作
況
指
数
が

一
○
○
（
平
年
作
）
を
超
え
る
こ
と
が

確
実
に
な
っ
た
場
合
、
超
過
分
を
主
食

用
と
し
て
は
出
荷
さ
せ
な
い
方
向
で
調

整
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
三
日
明
ら
か

イ
ラ
ン
政
府
は
農
家
に
対
し
水
稲
の

一
一
○
’
三
○
％
を
乾
燥
に
強
い
作
物
に

転
用
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
カ
ラ
ン
タ

リ
農
業
相
は
今
月
十
五
日
、
「
小
麦
は

二
百
万
’
二
百
五
十
万
少
の
減
収
」
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
米
農
務
省
に
よ

る
と
イ
ラ
ン
は
今
年
度
五
百
五
十
万
少

前
後
の
小
麦
輸
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

外
貨
繰
り
が
再
び
悪
化
す
る
可
能
性
が

強
ま
っ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
北
部
の
穀
倉
地
帯
も
ほ
ぼ
五

塵=函

コ
メ
・
過
剰
分
、
出
荷
調
壬
整

・
Ｉ
Ｉ
Ｊ
飼
料
、
や
援
引
助
米
で
ぶ
減
｛
反
を
補
完

に
な
っ
た
。

国
産
米
の
在
庫
が
九
八
年
十
月
末
で

三
百
四
十
四
万
少
に
膨
ら
み
、
適
正
水

準
と
さ
れ
る
百
五
十
万
’
二
百
万
少
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
た
め
で
、
超
過

分
は
飼
料
用
や
外
国
援
助
用
へ
の
利
用

や
「
青
刈
り
」
な
ど
に
よ
る
処
理
が
検

十
年
ぶ
り
の
少
雨
で
、
チ
グ
リ
ス
、

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
水
位
は
数
十
葎
ン
ま

で
下
が
っ
た
。
食
糧
不
足
が
さ
ら
に
深

刻
に
な
る
と
フ
セ
イ
ン
政
権
の
基
盤
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

降
水
量
が
平
年
の
四
割
に
落
ち
込
ん

だ
イ
ス
ラ
エ
ル
は
三
月
、
九
四
年
の
和

平
条
約
に
基
づ
く
水
供
給
の
半
減
を
ヨ

ル
ダ
ン
に
通
告
し
た
。
両
国
は
四
月
に

い
っ
た
ん
全
量
供
給
で
合
意
し
た
が
、

夏
場
の
供
給
に
つ
い
て
取
り
決
め
は
あ

い
ま
い
な
ま
ま
だ
。（
カ
イ
ロ
ー
山
田
剛
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
五
・
二
十
）

討
さ
れ
て
い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
減
反
に
よ
る
生
産
調
整
だ
け
で
行

わ
れ
て
き
た
米
の
需
給
調
整
に
、
出
荷

調
整
と
い
う
新
た
な
方
策
が
加
わ
る
こ

と
に
な
り
、
コ
メ
政
策
の
大
き
な
転
換

と
な
る
。

出
荷
調
整
は
在
庫
の
積
み
上
が
り
に

よ
る
コ
ス
ト
負
担
の
増
加
や
コ
メ
の
流

通
価
格
の
下
落
を
抑
え
る
こ
と
が
狙
い

だ
。
農
水
省
は
九
九
年
度
の
対
策
に
と

ど
ま
ら
ず
、
二
○
○
○
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
新
た
な
生
産
調
整
対
策

に
も
こ
の
仕
組
み
を
採
用
す
る
意
向

だ
。た
だ
、
仮
に
飼
料
用
に
回
す
と
、
価

格
は
主
食
用
の
二
十
分
の
一
か
ら
三
十

分
の
一
の
水
準
に
落
ち
込
む
。
こ
の
た

め
、
稲
作
農
家
の
所
得
の
減
少
へ
の
配

慮
や
出
荷
調
整
の
地
域
配
分
な
ど
が
実

現
へ
の
課
題
と
な
る
。

現
在
の
水
田
面
積
を
前
提
に
す
る

と
、
国
内
の
潜
在
的
な
コ
メ
の
生
産
能

力
は
年
間
千
三
百
万
少
程
度
に
上
り
、

一
千
万
少
弱
の
年
間
需
要
を
約
三
百
万

少
も
上
回
っ
て
い
る
。
国
産
米
の
在
庫

を
二
○
○
○
年
十
月
末
ま
で
に
百
五
十

万
’
二
百
万
少
の
適
正
水
準
に
減
ら
す

目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

九
九
年
は
過
去
最
大
規
模
の
約
九
十
六
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万
紗
の
減
反
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
作
況
指
数
が
一
○
○
を
超

え
る
豊
作
と
な
っ
た
場
合
、
在
庫
適
正

化
の
目
標
達
成
が
難
し
く
な
り
か
ね
な

い
。
ま
た
、
来
年
以
降
、
強
制
的
な
イ

メ
１
ジ
の
つ
き
ま
と
う
減
反
の
強
化
に

重
い
債
務
を
抱
え
る
最
貧
国
向
け
の

政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
債
権

の
放
棄
問
題
で
、
主
要
七
カ
国
（
Ｇ

７
）
の
な
か
で
最
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
債
権
を

抱
え
る
日
本
の
債
権
放
棄
額
が
、
総
額

四
千
億
円
規
模
に
な
る
こ
と
が
一
日
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
放
棄
額
の
多
い
日

本
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
負
担
額
の
少
な
い

Ｇ
７
諸
国
に
国
際
機
関
を
通
じ
て
応
分

の
負
担
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、

調
整
は
難
航
し
て
お
り
、
今
後
、
専
門

の
作
業
部
会
を
設
け
て
協
議
す
る
。

債
務
救
済
は
、
ド
イ
ツ
で
今
月
十
八

日
か
ら
開
か
れ
る
主
要
国
首
脳
会
議

（
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
）
で
、
Ｇ
７
各

国
が
重
債
務
最
貧
国
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
債
権

を
一
○
○
％
放
棄
す
る
こ
と
で
合
意
す

團囿

日
本
の
放
棄
額
、
約
４
千
億
円

最
貧
国
向
け
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
繕
曝
植

は
制
約
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
減

反
の
補
完
策
と
し
て
実
際
の
作
柄
に
合

わ
せ
て
実
施
す
る
か
ど
う
か
判
断
し
や

す
い
出
荷
調
整
策
の
導
入
が
浮
上
し

た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
五
・
二
十
四
）

Ｆ
）
が
重
債
務
最
貧
国
と
し
て
認
定
す

る
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
ア
ジ
ア
な
ど

四
十
一
カ
国
の
う
ち
、
債
務
返
済
が
困

難
と
認
め
ら
れ
た
国
が
適
用
対
象
国
と

な
る
。

日
本
の
四
十
一
カ
国
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
債

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
ｃ

世
界
銀
行
、
国
際
通
貨
基
金
（
１
Ｍ

少
子
高
齢
化
社
会
が
今
後
、
本
格
的

に
到
来
す
る
中
で
、
将
来
の
消
費
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
、
若
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ

函・別蠅後の団塊世代、
日
本
の
消
費
支
え
る

権
の
残
高
は
、
’
九
九
九
年
三
月
末
時

点
で
約
九
千
九
百
億
円
に
の
ぼ
る
。
日

本
政
府
は
、
債
務
救
済
の
適
用
を
受
け

た
国
に
は
新
規
の
円
借
款
を
供
与
し
な

い
方
針
を
決
め
て
い
る
。
四
十
一
ヵ
国

中
、
日
本
へ
の
債
務
残
高
が
最
も
多
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
は
、
民
主
化

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
構
造
調
整
計
画
を
受
け
入
れ
る
用

意
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
適
用

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
次
ぎ
債
務
残
高
が
多

い
、
ケ
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ガ
ー
ナ

は
、
円
借
款
の
継
続
を
望
み
、
返
済
を

続
け
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

債
務
救
済
の
適
用
を
望
ん
で
い
な
い
。

こ
の
四
カ
国
の
債
務
残
高
は
約
五
千
九

百
億
円
に
な
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
二
）

ン
で
は
な
く
、
意
外
に
も
高
齢
者
に
な

り
そ
う
だ
。
子
供
が
独
立
し
た
後
、
都

会
に
住
ん
で
、
好
き
な
趣
味
や
行
楽
を

満
喫
す
る
「
高
齢
新
人
類
」
の
登
場

注
目
さ
れ
て
い
る
。
経
済
企
画
庁
が

日
発
表
し
た
研
究
リ
ポ
ー
ト
で
も
、

塊
の
世
代
が
高
齢
化
す
る
十
五
年
か

二
十
年
後
に
は
、
戦
前
・
戦
中
派
と

異
な
り
、
消
費
生
活
の
楽
し
み
方

場
、
日
本
の
消
費
構
造
を
変
革
す
る

予
測
し
た
。
企
業
側
も
こ
れ
ま
で
は

視
し
が
ち
だ
っ
た
高
齢
者
マ
ー
ヶ
ッ

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

う
し
た
動
き
が
広
ま
れ
ば
、
日
本
の

知
っ
て
い
る
新
タ
イ
プ
の
高
齢
者
が
登

賛
・
産
業
構
造
に
も
影

能
性
が
あ
る
。

▼
経
企
庁
が
研
究
リ
ポ
ー
ト

こ
の
リ
ポ
ー
ト
は
経
企
庁
・
物
価
局

長
の
私
的
研
究
会
で
あ
る
「
コ
ス
ト
体

系
と
経
営
・
生
活
ス
タ
イ
ル
研
究
会
」

（
座
長
・
川
口
順
子
サ
ン
ト
リ
ー
常
務
）

が
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
九
五
年
か
ら
二
○

一
五
年
ま
で
の
二
十
年
間
に
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
千
八
百
万
人
か

ら
三
千
二
百
万
人
に
増
加
し
、
総
人
口

の
弱
％
を
占
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
団
塊

の
世
代
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
す
る
二

○
’
○
年
以
降
は
「
高
齢
者
に
質
の
変

響
を
与
え
る
可

を（まら団二が消こ 、軽と
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にゅ－すふぉ－らむ

新
人
類
の
中
核
は
、
現
在
、
活
躍
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
と
な
る
。

こ
う
し
た
人
た
ち
に
は
都
市
部
に
住
み

つ
づ
け
、
学
歴
が
高
い
人
も
多
い
。
五

十
五
’
六
十
四
歳
の
大
卒
者
の
割
合

化
を
も
た
ら
す
」
と
指
摘
し
た
。

具
体
的
に
は
、
孫
に
小
遣
い
を
与
え

る
よ
り
自
分
の
趣
味
に
関
心
を
持
ち
、

若
い
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
だ
車
、
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
駆
使
し
た
り
す
る
ｌ
リ
ポ
ー

ト
は
こ
ん
な
新
タ
イ
プ
の
高
齢
者
像
を

描
い
て
い
る
。

リ
ポ
ー
ト
は
こ
う
し
た
高
齢
者
を

「
高
齢
新
人
類
」
と
命
名
し
て
い
る
が
、

ソ
コ
ン
の
需
要
増
に
つ
な
が
っ
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
産
業
の

人
気
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
会
場
な
ど
へ
出
か
け
る
た
め
の
タ

ク
シ
ー
、
バ
ス
、
鉄
道
な
ど
の
公
共
交

は
、
男
性
が
九
○
年
の
Ｆ
％
か
ら
二
○

’
○
年
に
は
別
％
に
、
女
性
が
６
％
か

ら
理
％
に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

高
齢
新
人
類
の
登
場
で
、
消
費
構
造

に
は
ど
ん
な
影
響
が
出
て
く
の
か
。
現

在
の
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
ク
イ
ル
を
見

て
も
、
車
い
す
や
介
護
ベ
ッ
ド
、
住
宅

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
保
健
医
療
分

野
な
ど
へ
の
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
は

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
パ

世帯主の年齢別に見た主要消費支出の割合
※97年時点

畷
６０餌以上
１ｐ9027円

30煩未満
88244円 2０

６

､９．
房雪

(全世帯月額､－人当たり換算）

総
務
庁
の
九
七
年
の
家
計
調
査
を

ベ
ー
ス
に
世
帯
主
一
人
当
た
り
に
換
算

し
た
年
齢
別
の
消
費
支
出
を
見
る
と
、

六
十
歳
以
上
は
月
額
平
均
約
十

一
万
円
で
、
三
十
歳
未
満
や
四

十
歳
代
よ
り
多
く
な
る
。
た
だ

し
、
六
十
歳
以
上
は
扶
養
家
族

が
少
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

む
し
ろ
、
壮
年
層
よ
り
も
支
出

を
控
え
て
い
る
現
状
が
浮
か
び

上
が
る
。

ま
た
、
全
体
の
消
費
支
出
に

占
め
る
主
要
な
お
金
の
使
い
道

を
比
べ
る
と
、
高
齢
者
な
ら
で

は
の
特
徴
も
浮
か
び
上
が
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
の
重
荷
か
ら
解
放

▽
加
歳
以
上現
状
は
支
出
手
控
え

通
が
活
発
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。

ま
た
、
少
子
化
で
親
の
面
倒
を
見
ら

れ
な
い
子
供
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
新

人
類
が
夫
婦
や
単
身
で
暮
ら
す
ケ
ー
ス

が
増
え
る
た
め
、
小
規
模
住
宅
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
る
。
さ
ら
に
、
外
食
す
る
機

会
が
増
え
た
り
、
理
美
容
、
衣
料
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
新
た
な
需
要
が
生
ま

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

る
。
逆
に
高
齢
者
は
交
際
費
の
多
さ
が

目
立
つ
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
総
じ
て
外
食
や

娯
楽
な
ど
で
出
費
が
少
な
く
、
子
供
や

孫
に
資
産
を
残
そ
う
と
考
え
た
り
、
知

人
な
ど
へ
の
お
祝
い
や
香
典
、
宗
教
関

係
の
支
出
が
多
い
、
と
い
っ
た
傾
向
が

あ
り
そ
う
だ
。
こ
う
し
た
現
代
の
高
齢

者
に
比
べ
て
、
消
費
意
欲
が
お
う
盛
な

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
す
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
消
費
が
増
え
る
可
能
性

も
あ
る
。

た
だ
、
経
済
企
画
庁
の
リ
ポ
ー
ト
で

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
タ
イ
プ

の
高
齢
者
が
現
在
の
高
齢
者
の
よ
う
に

資
産
を
蓄
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
疑
問

も
残
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
｜
｜
｜
）

さ
れ
、
家
賃
を
含
む
「
住
宅
」
が
若
年

層
に
比
べ
て
少
な
い
ほ
か
、
自
動
車
関

係
費
を
中
心
と
す
る
「
交
通
通
信
」
の

比
率
が
三
十
歳
未
満
が
約
旧
％
な
の
に

対
し
て
、
８
％
と
少
な
い
。
自
動
車
を

手
放
し
て
バ
ス
や
電
車
に
切
り
替
え
た

形
だ
。
教
育
費
は
子
供
の
受
験
や
塾
の

費
用
が
か
さ
む
四
十
歳
代
で
は
全
体
の

９
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
六
十

歳
以
上
は
０
．
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
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地
価
下
落
と
少
子
高
齢
化
を
逆
手
に

取
れ
ば
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る

ｌ
・
経
済
企
画
庁
の
研
究
会
が
二
日

ま
と
め
た
「
こ
う
す
れ
ば
日
本
の
生
活
は

楽
し
く
な
る
」
と
題
す
る
報
告
書
で
、
そ

ん
な
”
逆
転
の
発
想
“
を
提
唱
し
て
い
る
ｃ

報
告
書
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
地

価
が
「
賃
料
か
ら
考
え
て
収
益
が
還
元

で
き
る
合
理
的
な
価
格
」
を
目
指
し
て

下
が
り
始
め
た
と
指
摘
。
少
子
化
に
よ

日本の人口と1人当たり国土面積の見通し、

團團

iIrii察j蔦iiii11jl
(湖職鏥iii1H騨露蝋H鱗t人口
人口が同程度の都市の日米住宅価格比較

地
価
ｒ
藩
と
少
子
化
で
豊
か
な
生
活

疵
任
宅
、
五
○
年
後
に
欧
州
並
み

檮ii下11ji菫鱒iE三|曇ｉｉニ
ニューヨークオーステインカンザス

る
人
口
減
少
な
ど
で
、
今
後
も
「
地
価

は
下
が
り
続
け
る
」
と
断
言
し
た
。
高

齢
化
の
進
行
に
つ
い
て
は
「
ス
キ
１
、

テ
ニ
ス
や
車
に
熱
中
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

電
子
メ
ー
ル
を
駆
使
す
る
”
高
齢
新
人

類
〃
が
登
場
す
る
」
と
し
て
、
新
た
な

需
要
の
担
い
手
の
出
現
を
予
測
し
た
。

企
画
庁
の
試
算
に
よ
る
と
、
二
○
五

○
年
に
は
人
口
が
現
在
よ
り
約
二
○
％

少
な
い
一
億
人
に
減
る
一
方
で
、
一
人

(注)建物面積当たり住宅価格比較､経済企画庁が作成

当
た
り
の
国
土
面
積
が

二
五
％
増
え
る
。
日
本

の
一
人
当
た
り
の
住
宅

面
積
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
よ
り
も
二
割
小
さ

い
だ
け
な
の
で
、
「
住

宅
の
更
新
投
資
を
す
れ

ば
、
五
十
年
後
に
は
日

本
の
住
宅
面
積
は
欧
州

並
み
に
な
る
」
と
予
想

し
て
い
る
。

同
規
模
の
日
米
の
都

市
の
地
価
を
比
較
す
る

と
、
東
京
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
格
差
が
二
・
三
倍
に
対
し
て
こ
う
し
た
地
方
の
生
活
コ
ス
ト
の
高
さ

金
沢
と
カ
ン
ザ
ス
（
ミ
ズ
ー
リ
州
）
が
を
是
正
す
る
こ
と
が
東
京
一
極
集
中
の

三
・
四
倍
と
日
本
の
地
方
都
市
の
地
価
緩
和
に
向
け
た
課
題
だ
と
提
一
一
一
一
口
し
た
・

の
高
さ
が
目
立
つ
こ
と
も
指
摘
し
た
。
（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
三
）

砕
吟
人
９
年
に
は
：
生
活
費
が
１
日
に
ｌ
澱

囲獅釧鵬・離職噸螂一瞬年
貧
困
根
絶
の
先
頭
に
立
つ
は
ず
の
東
ァ
ジ

世

世
界
銀
行
は
２
日
、
２
年
に
１
回
の
米
で
も
増
加
傾
向
は
消
え
な
か
っ
た
ｃ

「
貧
困
リ
ポ
ー
ト
」
を
発
表
し
た
。
金
【
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
】

融
通
貨
危
機
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
な
ど
（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
三
）

ホ
ル
モ
ン
量
の
少
な
い
低
用
量
の
経

口
避
妊
薬
（
ピ
ル
）
に
つ
い
て
、
中
央

薬
事
審
議
会
（
厚
相
の
諮
問
機
関
）
の

常
任
部
会
は
二
日
、
医
師
の
処
方
が
必

要
な
医
療
用
薬
品
と
し
て
承
認
す
る
こ

と
を
決
め
、
宮
下
創
平
厚
相
に
答
申
し

た
。
一
九
九
○
年
の
申
請
か
ら
異
例
の

四国

低
用
量
・
ビ
ル
の
承
工
認
Ⅷ
口
決
一
定

■
８
月
末
に
も
一
処
方
付
で
販
売

長
期
審
議
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
月

中
に
も
正
式
に
承
認
さ
れ
、
早
け
れ
ば

八
月
末
に
も
、
製
薬
会
社
九
社
か
ら
十

六
品
目
が
販
売
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
厚

生
省
は
「
病
気
の
治
療
薬
で
は
な
い
」

と
し
て
、
医
療
保
険
は
適
用
し
な
い
方

針
。
低
用
量
ピ
ル
は
、
開
発
か
ら
す
で
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０
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Ｉ
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－
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０
０
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
Ⅱ
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Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
ｌ
－
－
－
‐

血
管
内
で
血
が
固
ま
る
血
栓
症
な
ど

の
副
作
用
が
あ
る
た
め
、
乳
が
ん
や
肝

障
害
、
高
血
圧
の
症
状
が
あ
る
人
、
三

十
五
歳
以
上
で
一
日
十
五
本
以
上
た
ば

こ
を
吸
う
人
ら
は
使
用
禁
止
と
さ
れ

た
。
四
十
歳
以
上
や
、
肥
満
の
女
性
ら

は
慎
重
に
投
与
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

販
後
、
調
査
を
必
要
と
す
る
再
審
査
期

間
は
十
年
と
さ
れ
た
。

ピ
ル
の
承
認
で
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
ｌ
Ｖ
）
感
染
な
ど
性
感
染
症
の
拡

大
が
懸
念
さ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
承
認

の
過
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
球
１
に
及

ぶ
服
用
者
、
医
師
向
け
の
情
報
提
供
資

料
の
内
容
な
ど
も
細
か
く
審
議
さ
れ

た
。
使
用
上
の
注
意
の
冒
頭
で
、
性
感

染
症
防
止
の
た
め
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
の

使
用
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
服
用
者
に

示
し
、
検
査
の
実
施
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

低
用
量
ピ
ル
は
八
七
年
に
五
千
人
の

臨
床
試
験
が
行
わ
れ
、
九
○
年
七
月
か

ら
九
一
年
九
月
ま
で
の
間
に
製
薬
会
社

が
承
認
申
請
し
た
ｃ

し
か
し
そ
の
後
、
Ｈ
－
Ｖ
を
は
じ
め

に
四
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、
国
連
加

盟
国
の
な
か
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

医
療
保
険
は
適
用
せ
ず

‐
Ｉ
‐

と
す
る
性
感
染
症
拡
大
の
危
機
感
か
ら
、

審
議
は
中
断
を
は
さ
ん
で
長
期
化
し
た
。

安
全
性
や
副
作
用
に
つ
い
て
の
検
討

と
い
う
本
来
の
論
議
を
超
え
て
、
ピ
ル

解
禁
を
性
感
染
症
問
題
に
結
び
つ
け
よ

う
と
す
る
厚
生
省
の
姿
勢
や
、
「
風
紀

の
乱
れ
一
を
懸
念
す
る
社
会
の
空
気
が

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
⑩

今
年
に
入
っ
て
、
男
性
用
性
的
不
能

治
療
薬
「
バ
イ
ア
グ
ラ
｜
が
申
請
か
ら

半
年
と
い
う
異
例
の
早
さ
で
承
認
さ
れ

た
こ
と
で
、
ピ
ル
承
認
を
求
め
る
女
性

ら
の
声
が
強
ま
り
、
女
性
国
会
議
員
が

審
議
の
遅
れ
に
つ
い
て
厚
生
省
に
説
明

を
求
め
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
。

国
連
人
口
基
金
が
一
昨
年
発
行
し
た

世
界
人
口
白
書
に
「
日
本
は
い
つ
ピ
ル

を
承
認
す
る
の
か
一
と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な
批
判
も
出
て

い
た
。

承
認
決
定
ま
で
九
年
近
く
か
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
省
の
平
井
俊
樹

審
査
管
理
課
長
は
「
（
ピ
ル
に
対
す
る
）

世
の
中
の
考
え
方
が
以
前
は
否
定
的

だ
っ
た
か
ら
だ
。
最
近
、
こ
う
い
う
も

な
い
の
は
日
本
だ
け
だ
っ
た
。

‐
１
１
Ｉ

日
本
が
一
九
九
八
年
に
実
施
し
た
政

府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
実
績
額

は
、
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
ア
ジ
ア

向
け
の
援
助
が
急
増
し
た
た
め
百
六
億

八
千
万
㎡
と
、
前
年
よ
り
一
四
・
二
％

増
え
、
八
年
連
続
で
世
界
一
と
な
っ

た
ご
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）

が
十
日
、
加
盟
二
十
一
カ
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

～､~－へ~､へ~､~､~､ﾍｰ､~､~､ﾊｰ､~､~､~､~、なの
つも

言モlM艀j;i碧坐侭さあ

蕊i鏑霧
鰯飲た月ﾎﾎ避｡と

蕊漂鯖ｉ
Ｅｉ：卵日か配二体気
･が間ら合種ホに

函

Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
ｉ

ODA8年連続
世界一

日本アジア向け

援助急増

実
績
額
（
暫
定
値
）
を
発
表
し
た
。
日

本
の
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に
対
す

る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
比
率
は
○
・
二
八
％
で
、

Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
中
十
二
位
だ
っ
た
。

日
本
の
ア
ジ
ア
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
は

前
年
の
三
十
一
億
ド
ル
か
ら
約
七
割
増
え

て
五
十
二
億
八
千
万
㎡
に
な
っ
た
。
二

国
間
援
助
の
国
別
で
は
認
中
国
向
け
が

最
も
多
く
十
億
八
千
万
が
。
次
い
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
（
八
億
三
千
万
㎡
）
、
タ

イ
（
五
億
六
千
万
㎡
）
、
イ
ン
ド
（
五

億
が
）
と
続
く
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
績
額
は
、
日
本
に
次
い

で
米
国
が
八
十
一
億
三
千
万
が
、
フ
ラ

ン
ス
が
五
十
八
億
九
千
万
が
、
ド
イ
ツ

が
五
十
五
億
八
千
万
㎡
だ
っ
た
。

九
八
年
の
先
進
国
か
ら
途
上
国
な
ど

Ｖヘグヘジ、’、ハゴへ’Ｖ､J～へJ、ハゴヘグ、ハン､ﾘﾍﾞｺﾞ、ゴンベゲ、グミグヘヴ、'、ｸﾞﾐ〆、へ’

低
用
量
ピ
ル
は
海
外
で
は
四
十

年
近
く
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。
日

本
で
は
月
経
困
難
症
な
ど
の
治
療

の
た
め
に
承
認
さ
れ
て
い
る
ホ
ル

モ
ン
含
有
量
の
多
い
中
・
高
用
量

ピ
ル
が
、
医
師
の
裁
量
で
、
避
妊

薬
と
し
て
処
方
さ
れ
、
数
十
万
人

の
女
性
が
副
作
用
を
気
に
し
な
が

ら
、
服
用
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
三
）

幻



へ
の
資
金
移
動
は
、
公
的
、
民
間
資
金

を
合
わ
せ
て
前
年
よ
り
四
四
％
減
少
し

た
。
特
に
民
間
資
金
は
、
経
済
危
機
の

影
響
で
金
融
機
関
が
途
上
国
へ
の
貸
し

二
億
八
千
万
人
か
ら
六
十
億
人
へ

１
．
こ
の
千
年
の
間
に
世
界
の
人
口
は

二
十
倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
た
ｃ
こ
れ

ほ
ど
急
激
な
人
口
増
加
は
、
人
類
が
二

百
年
前
に
誕
生
し
て
以
来
、
初
め
て
の

こ
と
だ
。
そ
の
膨
張
圧
力
は
、
あ
る
い

は
生
産
能
力
の
高
い
産
業
の
誕
生
や
地

球
環
境
の
破
壊
を
、
あ
る
い
は
国
民
国

家
の
出
現
や
二
つ
の
世
界
大
戦
の
勃
発

（
ぼ
っ
ぱ
つ
）
を
促
し
て
き
た
。
そ
し

て
い
ま
、
我
々
は
人
口
革
命
の
収
支
決

算
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
人
間
社
会
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
難
し
い
人
口
と
い
う
変

数
を
抱
え
、
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て

い
る
の
か
。

大
航
海
時
代
が

増
加
へ
の
分
岐
点

四国

「
陸
路
ロ
ン
ド
ン
市
内
を
通
る
の

一
Ｎ
憶
い
に
・
町
膨
一
脹
口
、
地
几
球
司
に
圧
■
力
【
．

。
｜
■
、
○
○
○
年
で
二
十
倍
超
え
る

付
け
を
減
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
千
二
億

ド
ル
と
前
年
よ
り
五
八
％
減
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
十
一
）

は
、
中
世
以
来
の
狭
い
道
路
で
交
通
渋

滞
に
あ
う
か
ら
、
得
策
で
は
な
い
」

十
七
世
紀
後
半
、
ロ
ン
ド
ン
の
海
軍

省
に
書
記
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
男

が
残
し
た
「
ピ
ー
プ
ス
氏
の
秘
め
ら
れ

た
日
記
」
（
臼
田
昭
著
、
岩
波
新
書
）
。

馬
車
に
よ
る
渋
滞
が
起
き
る
ほ
ど
、
当

時
の
ロ
ン
ド
ン
が
既
に
人
口
過
密
状
態

だ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ピ
ー
プ
ス
氏
は
芝
居
を
見
る
の
が
趣

味
で
、
一
六
六
八
年
に
は
年
間
八
十
七

回
も
劇
場
に
通
っ
た
ほ
ど
だ
。
急
速
に

拡
大
す
る
演
劇
な
ど
の
娯
楽
サ
ー
ビ
ス

や
、
商
業
や
手
工
業
の
徒
弟
の
仕
事
を

求
め
て
、
農
村
か
ら
流
入
す
る
人
が
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
交
通
渋
滞
が

発
生
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
も
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
人
口
は
十
六
世
紀
の
初

め
に
六
万
人
。
こ
れ
が
十
七
世
紀
末
に

は
五
十
万
人
に
膨
ら
み
、
英
国
全
体
の

一
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

人
間
社
会
の
こ
の
千
年
を
振
り
返
っ

た
時
に
、
だ
れ
の
目
に
も
は
っ
き
り
焼

き
付
く
の
は
、
十
七
、
十
八
世
紀
ぐ
ら

い
か
ら
急
速
に
右
肩
上
が
り
に
な
る
世

－
匁
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・
「
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［
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ココンプスの大西洋JiI藍が２

ｌＩＩｐｑ界
人
口
の
変
化
だ
。
な
ぜ
、
人
口
の
急

激
な
膨
張
現
象
が
起
き
た
の
か
。
そ
の

要
因
は
ど
う
や
ら
、
ピ
ー
プ
ス
氏
が
生

き
た
時
代
の
前
後
の
欧
州
に
隠
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

一
四
九
二
年
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
大
西
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洋
を
横
断
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
航

海
時
代
が
幕
を
開
け
る
。
人
口
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
南
米
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
だ
。
こ
れ
に
よ
り
小
麦
中
心
だ
っ

た
カ
ロ
リ
ー
源
が
多
様
化
し
た
の
で
あ

る
。ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
農
業
革
命
が
起
き

る
。
生
産
性
の
面
で
限
界
に
き
て
い
た

三
園
（
さ
ん
ぽ
）
式
農
法
が
連
作
農
法

に
切
り
替
え
ら
れ
る
。
三
圃
式
と
は
、

農
地
を
小
麦
な
ど
の
冬
穀
、
大
麦
な
ど

の
夏
穀
、
休
耕
地
の
三
つ
に
分
け
、
年

ご
と
に
割
り
当
て
を
替
え
る
。
連
作
は

農
地
全
体
を
使
っ
て
穀
物
を
育
て
た
ら

次
に
飼
料
用
の
豆
科
植
物
を
栽
培
す
る

方
法
。
こ
の
転
換
に
よ
り
、
単
位
面
積

当
た
り
の
収
量
は
二
倍
以
上
に
跳
ね
上

が
っ
た
。

食
糧
の
生
産
力
が
上
昇
す
る
と
、
人

間
の
出
産
力
も
上
向
き
、
多
産
と
な
る
。

十
七
世
紀
末
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど

の
都
市
で
は
、
医
療
に
か
か
わ
る
医
師

な
ど
の
専
門
職
が
増
え
、
環
境
衛
生
面

も
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
。
こ
の
変
化
は

死
亡
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
。

｜
多
産
多
死
「
｜
か
ら
「
多
産
少
死
」

へ
。
急
激
な
右
肩
上
が
り
の
人
口
革
命

の
基
盤
は
、
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
整
っ
た
。

で
は
、
人
口
革
命
は
人
間
社
会
に
ど

ん
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。

第
一
の
変
化
は
、
先
進
国
の
高
齢
化
と

開
発
途
上
国
の
人
口
爆
発
だ
。

一
般
に
世
帯
の
年
収
が
千
五
百
が
を

超
え
る
と
女
性
の
妊
娠
回
数
が
減
る
と

言
わ
れ
る
。
先
進
国
で
は
、
工
業
化
な

ど
を
経
て
生
活
水
準
が
上
昇
。
そ
れ
に

伴
い
、
教
育
費
な
ど
子
育
て
費
用
が
か

か
る
上
に
、
女
性
自
身
の
社
会
進
出
意

欲
が
高
ま
る
た
め
、
多
産
少
死
か
ら
小

人
口
の
圧
力
（
労
働
力
）
と
富
の
蓄

積
（
資
本
）
。
二
つ
の
条
件
が
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
に
、
ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
の

改
良
（
’
七
八
五
年
）
や
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ソ
ン
の
蒸
気
機
関
車
の
運
転
成
功

二
八
一
四
年
）
な
ど
が
相
次
い
で
起

き
、
農
業
か
ら
工
業
へ
の
大
転
換
、
つ

ま
り
産
業
革
命
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ

が
ま
た
生
産
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
、

人
口
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
十
六
世
紀
か
ら

十
九
世
紀
に
か
け
て
の
航
海
術
や
食
生

活
、
商
業
、
農
業
、
工
業
、
交
通
・
通

信
・
医
療
な
ど
の
大
転
換
が
人
口
革
命

を
引
き
起
こ
し
た
と
言
え
そ
う
だ
。

爆
発
続
く
途
上
国

先
進
国
は
高
齢
化

１
１
‐
‐

第
二
の
変
化
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消

費
型
社
会
の
進
展
だ
。
十
七
世
紀
、
英

国
か
ら
北
米
大
陸
に
渡
っ
た
移
民
は
、

十
八
世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
独

立
さ
せ
る
。
彼
ら
は
二
十
世
紀
に
な
る

と
、
産
業
革
命
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

自
動
車
や
家
電
製
品
の
大
量
生
産
、
犬

産
少
死
へ
の
転
換
が
起
き
る
。
そ
の
結

果
、
人
口
が
高
齢
化
し
、
伸
び
も
鈍
化
。

財
政
上
の
負
担
増
問
題
が
深
刻
に
な
亀

か
た
や
開
発
途
上
国
。
医
療
は
発
達

し
た
も
の
の
、
工
業
化
な
ど
経
済
発
展

の
段
階
を
経
な
い
ま
ま
多
産
少
死
社
会

に
突
入
し
た
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦

以
降
、
人
口
は
う
な
ぎ
登
り
。
途
上
国

の
人
口
爆
発
が
先
進
国
の
人
口
縮
小
を

も
飲
み
込
む
よ
う
に
し
て
、
二
○
五
○

年
に
は
世
界
の
人
口
が
八
十
九
億
人
に

達
す
る
、
と
国
連
で
は
推
計
し
て
い
る
。

専
門
家
の
間
で
は
、
将
来
、
食
糧
生

産
の
技
術
が
ど
ん
な
に
発
達
し
た
と
し

て
も
、
養
え
る
人
口
は
八
十
億
人
が
限

度
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
行

く
と
、
半
世
紀
も
た
た
な
い
う
ち
に
危

機
的
状
況
が
訪
れ
る
の
は
、
目
に
見
え

て
い
る
。

大
衆
消
費
社
会
で

集
団
・
家
族
変
わ
る

量
流
通
、
大
量
消
費
を
可
能
に
す
る
大

衆
消
費
社
会
を
生
み
だ
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ェ
イ
・
オ
ブ
・
ラ

イ
フ
と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
な
ど
全
世
界
に

波
及
。
よ
り
快
適
で
便
利
な
社
会
を
一

般
の
大
衆
に
も
た
ら
し
た
。

だ
が
、
あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら

立
た
ず
で
、
弊
害
も
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
大
衆
消
費
社
会
は
大
量
廃
棄
と
い

う
や
っ
か
い
な
問
題
を
も
作
り
だ
し
、

温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
地
球

環
境
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
一
段
と
進
行
さ

せ
た
。
産
業
革
命
以
降
、
生
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
依
存
し
て
き
た
石
油
な
ど

の
化
石
燃
料
は
、
使
い
す
ぎ
た
結
果
、

あ
と
百
年
で
枯
渇
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。人
間
が
作
る
集
団
の
拡
大
が
第
三
の

変
化
だ
。
農
村
か
ら
都
市
へ
と
人
口
が

移
動
。
都
市
で
富
裕
に
な
っ
た
市
民

が
、
英
国
で
は
十
七
世
紀
に
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
革
命
や
名
誉
革
命
を
起
こ
す
。
政

治
面
で
議
会
政
治
を
定
着
さ
せ
、
経
済

面
で
は
資
本
主
義
へ
の
道
を
開
き
、
市

民
社
会
を
形
成
す
る
。

｜
連
の
動
き
は
国
民
国
家
、
さ
ら
に

帝
国
主
義
へ
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
二

十
世
紀
に
は
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
験
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す
る
。
そ
の
問
の
武
器
の
開
発
は
め
ざ

ま
し
い
。
十
六
世
紀
に
は
け
ん
銃
が
登

場
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
核
兵
器

が
使
用
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
国
際
連
盟
や
国
際
連

合
と
い
っ
た
機
関
で
平
和
を
守
る
た
め

の
努
力
も
重
ね
て
き
た
。
結
果
か
ら
見

る
と
、
「
戦
争
の
技
術
開
発
力
」
が
「
平

和
の
技
術
開
発
力
」
を
圧
倒
し
て
き
た

こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

集
団
の
拡
大
化
現
象
は
逆
に
、
人
間

の
日
々
の
暮
ら
し
の
基
本
単
位
の
縮
小

を
促
進
し
た
。
集
落
か
ら
家
族
へ
。
そ

れ
も
拡
大
家
族
か
ら
核
家
族
、
さ
ら
に

単
身
家
族
へ
と
分
裂
現
象
を
起
こ
し
、

限
り
な
く
個
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。

三
つ
の
変
化
は
我
々
に
深
刻
な
課
題

を
突
き
つ
け
て
い
る
。

「
途
上
国
の
人
口
爆
発
を
食
い
止
め

ら
れ
る
か
一

「
こ
れ
以
上
、
地
球
環
境
を
破
壊
し

な
い
経
済
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
る
か
」

「
人
類
の
絶
滅
を
意
味
す
る
世
界
大

戦
を
防
げ
る
か
」

答
は
、
私
た
ち
が
地
球
上
で
歩
ん
で

き
た
歴
史
の
中
か
ら
探
す
し
か
な
い
だ

ろ
う
。

人
類
誕
生
か
ら
ざ
っ
と
二
百
万
年
、

狩
猟
採
集
の
時
代
が
続
い
た
。
人
間
は

食
物
連
鎖
の
枠
内
で
暮
ら
し
て
い
た
か

ら
、
人
口
も
約
一
千
万
人
で
安
定
し
て

い
た
。一
万
年
前
、
農
耕
牧
畜
が
始
ま
る

と
、
生
産
力
の
増
大
で
人
口
は
二
億
人

台
へ
と
増
え
た
。
森
な
ど
の
自
然
破
壊

は
起
き
た
も
の
の
、
農
業
の
生
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
太
陽
や
水
と
い
っ
た
フ
ロ
ー

型
資
源
に
依
存
し
て
い
た
の
で
、
さ
し

た
る
問
題
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
課
題
が
発
生
し
た

の
も
、
ピ
ー
プ
ス
氏
が
ロ
ン
ド
ン
で
暮

ら
し
て
い
た
前
後
の
こ
と
だ
。
仮
に

今
、
ピ
ー
プ
ス
氏
が
生
き
て
い
た
ら
、

総
務
庁
の
推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の

総
人
口
は
、
九
八
年
十
月
で
一
億
二
千

六
百
四
十
九
万
人
。
｜
年
前
の
十
月
に

比
べ
、
三
十
二
万
人
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
が
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
、
い
わ
ゆ
る
「
老
年
人
口
」
は
一

六
・
二
％
を
占
め
、
年
々
増
え
続
け
て

い
る
。
逆
に
○
’
十
四
歳
の
「
年
少
人

口
」
、
十
五
１
六
十
四
歳
の
「
生
産
年

四

1６％
ｉ
高
齢
者
の
人
口
比
率

一
一
○
○
六
年
に
は
皿
％
に

ど
ん
な
解
答
を
日
記
に
つ
づ
る
だ
る

－
つ
Ｏ

（
編
集
委
員
足
立
則
夫
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

副
所
長
・
阿
藤
誠
・
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
長
・
川
北
稔
、
京
都
大
学

総
合
人
間
学
部
教
授
・
佐
伯
啓
思
、
青

山
学
院
大
学
文
学
部
教
授
・
平
田
雅

博
、
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

教
授
・
松
井
孝
典
、
新
潟
大
学
名
誉
教

授
・
湯
浅
越
男
の
各
氏
の
取
材
を
基
に

ま
と
め
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
六
・
十
一
）

齢
人
口
」
は
減
り
続
け
て
い
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
二
千
五
十

一
万
人
と
、
二
千
万
人
の
大
台
に
乗
っ

た
。
老
年
人
口
の
割
合
は
九
○
年
の
同

じ
時
期
が
一
二
・
一
％
だ
っ
た
か
ら
、

八
年
間
で
約
四
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い

る
。「
一
局
齢
社
会
」
と
分
類
さ
れ
る
老
人

人
口
の
割
合
は
一
四
％
。
日
本
は
九
四

年
に
到
達
し
た
が
、
先
進
国
の
中
で
は

比
較
的
遅
か
っ
た
。
だ
が
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
見
通
し
で

は
二
○
（
）
六
年
に
老
年
人
口
が
一
一
（
）
％

を
上
回
る
。
出
生
率
の
急
激
な
低
下
と

平
均
寿
命
の
伸
び
を
背
景
に
、
現
在
は

高
齢
化
の
速
さ
が
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ー
フ
ス
Ｏ

日
本
の
人
口
そ
の
も
の
は
二
○
○
七

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
こ
と
も

あ
り
、
老
年
人
口
の
比
率
が
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
い
く
。
二
○
一
五
年
に

は
老
年
人
口
が
三
千
万
人
を
軽
く
突
破

し
、
そ
の
割
合
は
二
五
％
に
達
す
る
見

込
み
だ
。

高
齢
者
の
増
加
は
一
般
に
労
働
生
産

性
の
低
下
を
招
く
。
あ
る
試
算
に
よ
る

と
、
老
年
人
口
の
割
合
が
一
ポ
イ
ン
ト

4歳6５
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上
が
る
ご
と
に
貯
蓄
率
が
一
ポ
イ
ン
ト
厚
生
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
仮
に
現
者
の
馬
寅
初
・
北
京
大
学
長
（
故
人
）
。
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
、
警
鐘

程
度
ず
つ
低
下
、
一
一
○
一
○
二
○
一
在
の
制
度
を
続
け
た
場
合
に
は
、
一
一
○
こ
の
時
、
共
産
党
は
「
人
口
が
多
い
の
を
鳴
ら
し
た
・

五
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
・
一
○
年
度
に
社
会
保
障
給
付
費
は
百
三
は
中
国
の
武
器
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
入
隊
二
十
日
余
り
の
一
人
っ
子
新
兵

深
刻
な
の
は
「
社
会
保
障
給
付
費
」
十
七
兆
’
百
五
十
四
兆
円
の
規
模
に
連
毛
沢
東
主
席
の
号
令
の
も
と
、
馬
氏
に
の
宿
舎
で
異
臭
に
気
づ
い
た
上
官
が
、

の
増
大
だ
。
こ
れ
は
公
的
な
社
会
保
障
す
る
。
こ
の
た
め
、
社
会
保
障
改
革
は
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
た
。
田
副
会
長
が
ベ
ッ
ド
わ
き
の
物
入
れ
に
汚
れ
た
下
着

制
度
の
給
付
総
額
の
こ
と
で
、
七
三
年
「
待
っ
た
な
し
一
の
状
況
と
な
っ
て
い
北
京
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
馬
批
判
一
一
一
組
と
靴
下
八
足
が
あ
る
の
を
見
つ
け

度
で
六
兆
円
余
り
。
そ
れ
が
九
六
年
度
る
。

真
っ
盛
り
の
五
九
年
。
－
苦
い
歴
史
」
た
。
「
な
ぜ
洗
わ
な
い
の
か
二
洗
い

に
は
六
十
七
兆
五
千
億
円
に
膨
ら
ん
（
日
本
経
済
新
聞

だ
。
こ
の
う
ち
六
四
％
が
高
齢
者
向
け
一
九
九
九
・
六
・
十
一
一
一
）
馬
氏
は
六
○
年
、
学
長
の
座
を
追
わ
同
紙
の
調
査
に
よ
る
と
、
兵
士
に
占

れ
、
中
国
は
多
産
の
道
を
突
き
進
む
。
め
る
一
人
っ
子
の
割
合
は
鋤
％
・
自
立

馬
氏
は
一
人
っ
子
政
策
が
始
ま
っ
た
心
、
実
行
力
、
忍
耐
力
、
根
性
に
欠
け

七
九
年
に
名
誉
回
復
す
る
ｃ
こ
の
時
、
る
こ
の
世
代
を
ど
う
教
育
す
べ
き
か
。

頤一人つ二鰄鰄（一抽一鮒Ⅲ鯏士鰯跡蕊蠅｜濫一纐纏獅鐇鵲露
人
口
は
五
七
年
の
六
億
四
千
六
百
万
か
政
策
が
も
た
ら
し
た
社
会
問
題
も
深

夫
婦
一
組
に
子
供
一
人
と
す
べ
し
四
千
八
百
万
人
。
母
数
が
大
き
い
だ
け
ら
七
八
年
の
九
億
六
千
三
百
万
人
へ
刻
だ
。
「
両
親
が
罰
則
を
逃
れ
よ
う

ｌ
・
人
口
圧
力
に
耐
え
か
ね
た
中
国
に
、
人
口
政
策
の
失
敗
は
大
き
く
跳
ね
と
、
一
一
一
億
人
増
え
た
の
で
あ
る
。
と
、
第
二
子
以
降
の
出
生
届
を
出
さ
な

が
、
｜
人
っ
子
政
策
に
踏
み
切
っ
た
の
返
る
。

以
来
二
十
年
。
国
務
院
（
中
央
政
い
た
め
に
、
戸
籍
の
な
い
子
供
が
増
え

「
馬
攻
撃
に
も
何
の
根
拠
も
な
か
っ
府
）
で
一
人
っ
子
政
策
を
担
当
す
る
国
て
い
る
。
男
の
子
欲
し
さ
に
女
児
を
間

こ
の
年
に
生
ま
れ
た
一
人
っ
子
一
年
た
。
こ
の
た
め
に
、
科
学
的
な
人
口
研
家
計
画
出
産
委
員
会
の
陳
勝
利
・
宣
伝
引
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
・
少
年
犯
罪
も
目

生
た
ち
が
、
今
年
二
十
歳
を
迎
え
、
｜
究
は
七
○
年
代
半
ば
ま
で
止
ま
っ
て
し
教
育
局
長
は
「
我
々
は
こ
の
一
一
十
年
で
立
つ
」
と
、
人
ロ
抑
制
効
果
に
胸
を
張

人
っ
子
同
士
の
結
婚
が
こ
れ
か
ら
本
格
ま
っ
た
」

人
口
三
億
人
を
減
ら
し
た
と
考
え
て
い
る
陳
局
長
も
顔
を
し
か
め
た
。

化
す
る
。
政
府
は
、
｜
人
っ
子
カ
ッ
プ
人
口
学
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
田
る
。
世
界
の
経
済
発
展
に
も
十
分
な
貢
こ
う
し
た
矛
盾
を
前
に
、
田
副
会
長

ル
に
は
第
一
一
一
十
を
認
め
る
方
針
だ
が
、
雪
原
・
中
国
人
ロ
学
会
副
会
長
が
開
口
献
を
し
た
は
ず
だ
」
と
強
調
し
た
。
は
「
一
人
っ
子
政
策
が
い
つ
ま
で
も
続

弊
害
も
浮
き
彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
一
番
指
摘
し
た
「
馬
」
と
は
、
建
国
八
し
か
し
、
｜
人
っ
子
政
策
が
浸
透
す
く
の
は
よ
く
な
い
」
と
本
音
を
も
ら
し

人
っ
子
政
策
は
、
曲
が
り
角
に
さ
し
か
年
後
の
五
七
年
、
全
国
人
民
代
表
大
会
る
に
つ
れ
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
目
立
た
・
一
当
初
、
私
は
出
産
制
限
は
一
世

（
全
人
代
Ⅱ
国
会
）
に
、
人
口
抑
制
を
説
ち
始
め
て
い
る
。
九
八
年
一
一
月
、
人
民
代
、
一
一
十
’
三
十
年
間
に
す
べ
き
だ
と

中
国
の
人
口
は
昨
年
末
で
約
十
二
億
く
「
新
人
口
論
」
を
提
出
し
た
人
口
学
解
放
軍
機
関
紙
「
解
放
軍
報
」
が
、
こ
主
張
し
た
。
こ
れ
以
上
長
く
す
る
と
人

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
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口
構
造
が
い
び
つ
に
な
る
か
ら
だ
」

た
だ
し
、
田
副
会
長
の
誤
算
は
、
都

市
部
で
比
較
的
徹
底
さ
れ
た
一
人
っ
子

政
策
が
、
人
口
の
七
割
を
占
め
る
農
村

で
は
、
男
児
を
欲
し
が
る
伝
統
な
ど
か

ら
事
実
上
、
失
敗
し
た
こ
と
だ
。
田
氏

も
「
こ
れ
ま
で
政
策
に
従
っ
て
き
た
人

た
ち
（
一
人
っ
子
同
士
の
夫
婦
）
は
二

人
目
の
子
供
を
も
う
け
て
も
い
い
が
、

従
わ
な
い
人
が
い
る
以
上
、
計
画
出
産
を

や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
話
す
。

専
門
家
の
予
測
で
は
、
中
国
の
人
口

は
二
○
四
○
年
に
十
六
億
人
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
。
人
口
抑
制
を
堅
持
し
つ

つ
、
も
う
一
つ
の
目
標
だ
っ
た
人
の
素

質
を
い
か
に
高
め
る
か
。
一
人
っ
子
世

代
が
社
会
の
表
舞
台
に
出
て
き
た
今
、

人
口
政
策
は
不
透
明
感
を
増
し
て
い
る
。

（
北
京
で
源
一
秀
）

已
人
っ
子
政
策
】
「
計
画
出
産
の
義

務
」
を
条
項
に
加
え
た
憲
法
、
婚
姻
法

に
基
づ
き
、
各
省
、
直
轄
市
、
自
治
区

が
制
定
し
た
計
画
出
産
条
例
に
よ
り
実

施
。
各
地
の
状
況
に
応
じ
、
農
民
や
少

数
民
族
に
第
二
子
を
認
め
る
な
ど
柔
軟

に
対
応
す
る
一
方
、
違
反
者
に
は
中
絶

な
ど
の
厳
罰
規
定
も
あ
る
。
中
国
の
適

切
な
人
口
は
七
’
十
億
人
と
の
見
解
が

中
国
人
ロ
学
会
で
は
主
流
だ
が
、
実
現

の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

中
国
の
国
土
の
三
割
が
酸
性
雨
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
ｌ
中
国
国
家
環
境
保
護

総
局
は
十
五
日
、
九
八
年
の
環
境
汚
染

の
実
態
と
対
策
を
発
表
、
全
体
と
し
て

は
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら

も
環
境
悪
化
の
厳
し
い
状
況
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

日
本
に
も
影
響
の
大
き
い
酸
性
雨
は

原
因
と
な
る
二
酸
化
硫
黄
の
排
出
量
が

昨
年
、
全
国
で
七
・
八
％
減
少
し
た
も

の
の
、
四
川
省
、
貴
州
省
な
ど
南
部
、

西
南
部
で
ほ
と
ん
ど
改
善
が
み
ら
れ

ず
、
大
半
の
地
域
で
降
水
の
年
平
均
水

素
イ
オ
ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
値
が
五
・
六

以
下
の
酸
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
住
民
の
環
境
問

題
へ
の
関
心
が
高
く
な
り
、
五
十
九
都

市
が
毎
週
、
大
気
汚
染
状
況
を
発
表
、

北
京
、
上
海
な
ど
は
毎
日
公
表
す
る
よ

函

１
１
１
１
１

酸性雨被害

’が深刻に
98年、j国土Ⅱの

３割に及ぶ

う
に
な
っ
た
。
都
市
部
の
大
気
汚
染
は

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
が
最
大
の
原
因
の

た
め
、
二
十
都
市
で
始
め
た
有
鉛
ガ
ソ

リ
ン
禁
止
を
来
年
末
ま
で
に
全
国
に
広

げ
、
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
を
完
全
に
無
鉛

中
国
東
北
部
の
遼
寧
省
藩
陽
で
劉
小

燕
さ
ん
（
蛆
）
は
「
送
迎
お
ば
さ
ん
」
の

仕
事
を
続
け
て
い
る
。
毎
朝
７
時
、
大

手
食
堂
経
営
者
宅
へ
行
き
、
小
学
４
年

生
の
長
女
を
連
れ
て
一
緒
に
登
校
、
午

後
の
下
校
時
は
校
門
で
迎
え
て
家
ま
で

送
る
ｃ
１
カ
月
の
報
酬
は
３
７
０
元

（
約
５
５
５
０
円
）
。
１
年
半
前
、
市
内

の
国
有
企
業
を
一
時
帰
休
に
な
っ
た
劉

さ
ん
に
と
っ
て
「
気
を
使
う
が
、
ま
あ

ま
あ
の
収
入
」
と
い
う
。

計
画
経
済
を
支
え
た
重
厚
長
大
型
の

国
有
企
業
が
多
い
藩
陽
で
は
、
市
場
経

済
化
と
と
も
に
長
年
の
ひ
ず
み
が
噴
き

出
し
、
余
剰
人
員
は
新
た
な
就
職
探
し

を
迫
ら
れ
た
。
藩
陽
で
増
え
る
子
供
の

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
十
六
）

函■麺

一
人
っ
子
政
策
の
功
罪

男
児
望
む
風
潮
で
出
生
比
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

化
す
る
方
針
。
同
総
局
の
解
振
華
局
長

は
環
境
対
策
費
を
早
期
に
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
一
％
以
上
に
し
た
い

と
強
調
し
た
。
（
北
京
Ⅱ
後
藤
康
浩
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
六
・
十
六
）

送
迎
や
子
守
は
地
方
都
市
で
の
就
職
事

情
の
厳
し
さ
を
表
す
が
、
「
小
さ
な
皇

帝
」
と
呼
ば
れ
る
子
供
へ
の
過
保
護
な

風
潮
も
物
語
る
。

世
界
最
大
の
人
口
を
有
す
る
中
国
が

二
人
っ
子
政
策
“
を
導
入
し
、
加
年

が
経
過
し
た
。
欧
米
諸
国
か
ら
批
判
を

浴
び
な
が
ら
も
、
人
口
抑
制
に
成
果
を

上
げ
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
総
人
口

は
現
在
よ
り
３
億
人
以
上
多
い
旧
億
人

に
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

遼
寧
省
で
も
こ
の
間
、
現
在
の
人
口

４
１
３
８
万
人
の
半
分
に
当
た
る
約
２

０
０
０
万
人
の
増
加
を
防
い
だ
。
省
内

の
全
夫
婦
５
７
６
万
組
の
う
ち
子
供
が

１
人
だ
け
な
の
は
ｎ
％
を
占
め
る
。
ま
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だ
子
供
の
い
な
い
夫
婦
の
う
ち
約
加
万

組
は
「
１
人
の
子
供
も
要
ら
な
い
」
と

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
る
。

遼
寧
省
の
一
人
っ
子
政
策
の
最
高
責

任
者
、
張
椿
明
副
省
長
（
女
性
）
は

「
自
分
た
ち
自
身
の
生
活
を
大
切
に
し

た
い
と
考
え
る
夫
婦
が
増
え
た
。
『
産

め
よ
、
増
や
せ
よ
』
の
時
代
で
は
な
い
」

と
胸
を
張
る
。

し
か
し
一
方
で
、
弊
害
も
顕
著
に

な
っ
て
い
る
。
「
六
つ
の
ポ
ケ
ッ
ト
を

持
つ
世
代
」
。
一
人
っ
子
た
ち
は
懸
念

と
や
ゆ
を
伴
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
両
親

や
祖
父
母
計
６
人
の
愛
情
を
受
け
、
欲

し
い
も
の
は
、
６
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ

る
財
布
か
ら
何
で
も
手
に
入
る
。

昨
年
秋
、
一
人
っ
子
政
策
の
”
第
１

期
生
“
が
大
学
へ
入
学
し
た
。
そ
の
４

分
の
１
が
都
市
労
働
者
の
平
均
月
収
に

相
当
す
る
毎
月
７
０
０
元
（
約
１
万
５

０
０
円
）
以
上
の
小
遣
い
を
親
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
。
中
学
生
の
帥
％
が
簡
単

な
調
理
や
ベ
ッ
ド
を
整
と
ん
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
問
題
に
直
面
す
る
と
、

相
談
で
き
る
兄
弟
が
い
な
い
た
め
、
心

の
病
を
持
つ
子
供
が
増
え
て
い
る
と
指

摘
す
る
医
師
の
統
計
も
あ
る
。

遼
寧
省
は
６
月
１
日
、
「
妊
娠
時
に

胎
児
の
性
別
判
断
を
禁
止
す
る
規
定
」

を
施
行
し
た
。
違
反
し
た
場
合
は
最
高

２
万
元
（
約
加
万
円
）
の
罰
金
や
刑
事

罰
が
科
せ
ら
れ
る
。

農
村
に
住
む
夫
婦
は
第
一
子
が
女
児

だ
っ
た
場
合
、
第
二
子
を
産
ん
で
も
よ

い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
農
村

部
で
は
い
ま
だ
後
継
者
と
し
て
の
男
児

を
望
む
風
潮
は
根
強
い
。

張
副
省
長
は
「
こ
れ
は
人
権
保
護
の

面
か
ら
も
極
め
て
重
要
。
個
人
の
考
え

ま
で
は
規
制
で
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
意

義
を
強
調
す
る
が
、
最
近
の
中
国
の
性

別
出
生
比
率
は
女
１
０
０
に
対
し
、
男

１
２
０
と
大
き
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
の

在
米
人
口
問
題
研
究
機
関
の
調
査
も
あ

る
。
当
局
は
否
定
す
る
が
、
妊
娠
中
に

胎
児
が
女
児
と
判
明
す
る
と
中
絶
手
術

で
堕
胎
す
る
例
も
多
い
。

中
国
は
１
９
９
２
年
、
養
子
法
を
制

定
、
昨
年
ま
で
に
約
、
万
人
の
赤
ん
坊

や
幼
い
子
が
海
外
に
引
き
取
ら
れ
た

が
、
そ
の
多
く
は
女
児
だ
っ
た
。
男
女

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
続
く
と
、
今
年
誕

生
し
た
男
児
１
０
０
万
人
は
結
婚
適
齢

期
を
迎
え
る
こ
ろ
、
結
婚
相
手
に
巡
り

合
え
な
い
。
新
条
例
の
さ
ま
ざ
ま
な
狙

い
が
透
け
て
見
え
る
。

帥
歳
以
上
の
高
齢
人
口
は
来
年
、
１

億
３
０
０
０
万
人
に
達
し
、
世
界
保
健

テ
ゲ

韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
と
大
耶
市
で
〈
了
月

中
旬
、
国
際
老
年
学
会
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ァ
ー
ー
ァ
地
域
会
議
と
東
ア
ジ
ア
地
域
高

齢
化
研
究
専
門
家
会
議
が
開
か
れ
た
。

韓
国
で
も
高
齢
化
は
確
実
に
進
み
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
率
（
高
齢
化

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
推
計
で
は
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
帥
歳
以
上
の
人
口
が
四

歳
以
下
の
人
口
を
上
回
る
。

「
（
一
人
っ
子
の
）
心
理
面
の
サ
ポ
ー

ト
や
養
老
年
金
制
度
の
拡
充
な
ど
官
民

で
取
り
組
み
た
い
」
と
張
副
省
長
は
問

四高齢化の波、韓国も苦悩
揺
れ
一
る
「
伝
統
の
家
族
意
識
」

率
）
は
今
年
一
月
現
在
で
六
・
八
％
。

二
十
一
世
紀
前
半
に
は
「
高
齢
社
会
」

の
基
準
で
あ
る
一
四
％
に
達
す
る
と
の

予
測
も
出
て
い
る
。
日
本
代
表
と
し

て
、
両
会
議
で
日
本
の
実
情
を
述
べ
た

早
稲
田
大
学
の
嵯
峨
座
晴
夫
教
授
（
人

口
学
）
は
会
議
後
、
両
市
の
高
齢
者
施

設
や
研
究
機
関
を
視
察
し
た
。
韓
国
の

高
齢
者
最
新
事
情
を
同
教
授
に
聞
い

た
。東
ア
ジ
ア
各
国
は
、
程
度
の
差
は

あ
っ
て
も
、
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て
い

る
と
実
感
し
た
。
経
済
発
展
で
人
口
が

都
市
に
集
中
す
る
一
方
、
農
村
部
は
過

疎
化
。
出
生
率
と
介
護
力
が
低
下
し
、

家
族
に
依
存
し
て
き
た
老
親
の
扶
養
問

題
を
今
後
ど
う
解
決
す
る
か
が
焦
点
に

題
の
重
要
度
を
十
分
認
識
す
る
。
一

人
っ
子
世
代
が
「
Ⅲ
世
紀
の
超
大
国
」

と
も
い
わ
れ
る
中
国
を
担
う
時
代
が
間

近
に
迫
る
。

【
藩
陽
で
飯
田
和
郎
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
二
十
四
）
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な
っ
て
い
る
１
－
な
ど
の
点
だ
。
各
国

と
も
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
貧
し

い
高
齢
者
世
帯
が
増
え
、
対
策
に
苦
慮

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

韓
国
社
会
は
儒
教
の
影
響
か
ら
、
親

な
ど
目
上
の
人
と
の
酒
の
席
で
は
横
を

向
き
、
見
え
な
い
よ
う
に
飲
む
な
ど
高

齢
者
を
敬
う
風
潮
は
強
い
。
－
１
男
散
女

卑
」
の
傾
向
も
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
中
心
街
に
あ
る
タ
プ
コ
ル
公
園
。
孤
独
な
高
齢
者
が
話

し
相
手
を
求
め
て
集
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

し
か
し
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
李
時
伯
教

授
ら
の
報
告
で
は
、
急
激
な
経
済
発
展

や
高
齢
化
で
、
伝
統
の
家
族
意
識
も
急

激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
実
態
が
示
さ
れ

た
。韓
国
は
一
九
七
○
年
代
に
「
漠
江
の

奇
跡
」
と
い
わ
れ
る
驚
異
的
な
高
度
成

長
が
実
現
。
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
へ
て
成
長
は
八
○
年
代
ま
で
続
い
た
。

「
江
南
族
」
と
呼
ば
れ
る
豊
か
な
中
産

階
級
も
生
ま

れ
た
。
ソ
ウ

ル
郊
外
に
は

「
江
南
族
」

の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
群
が

林
立
。
マ
イ

カ
ー
も
四
、

五
世
帯
に
一

台
の
普
及
ぶ

り
だ
。一
方
、
約

四
千
六
百
万

人
の
総
人
口

の
二
割
以
上

が
、
ソ
ウ
ル

に
一
極
集

中
。
農
村
地

域
は
過
疎
化

し
て
労
働
力
不
足
と
な
り
、
高
齢
者
だ

け
が
残
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
起
き

た
。
女
性
の
就
業
機
会
の
増
加
に
育
児

へ
の
社
会
的
支
援
が
追
い
つ
か
ず
、
少

子
高
齢
化
に
拍
車
を
か
け
る
。

ｒ
■
『
一

ソ
ウ
ル
で
の
会
議
の
合
間
に
訪
れ
た

タ
プ
コ
ル
公
園
に
は
、
男
性
の
高
齢
者

ば
か
り
三
、
四
千
人
集
ま
っ
て
い
た
。

「
浮
浪
老
人
」
と
呼
ば
れ
、
都
市
部
で

の
急
増
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
々

だ
。同
公
園
は
も
と
も
と
高
齢
者
の
憩
い

の
場
で
、
数
百
人
は
集
ま
っ
て
い
た
と

い
う
。
そ
れ
が
、
九
七
年
の
通
貨
大
暴

落
以
来
の
不
況
で
、
一
気
に
加
速
し

た
。
同
居
の
子
供
夫
妻
が
働
き
に
出
か

け
、
家
庭
に
居
場
所
を
な
く
し
た
高
齢

者
が
押
し
寄
せ
た
か
ら
だ
。
独
り
暮
ら

し
も
多
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
公

園
で
提
供
す
る
三
度
の
食
事
が
目
的
と

い
う
。

金
泰
仁
さ
ん
（
八
○
）
は
、
夫
婦
二

人
暮
ら
し
。
「
こ
こ
に
来
る
と
楽
し
い

ん
だ
。
昔
話
が
で
き
る
か
ら
。
食
事
も

楽
し
み
」
。
自
宅
は
遠
い
が
地
下
鉄
を

乗
り
継
い
で
や
っ
て
く
る
。
奥
さ
ん
た

ち
は
自
宅
近
く
に
集
ま
る
の
で
、
公
園

に
は
来
な
い
と
い
う
。
「
息
子
は
い
る

が
、
別
居
さ
」
と
少
し
寂
し
そ
う
だ
。

「
わ
し
ら
の
若
い
こ
ろ
よ
り
敬
老
精
神

は
失
わ
れ
て
い
る
」
。
集
ま
っ
て
き
た

高
齢
者
た
ち
も
、
一
様
に
う
な
ず
い
た
。

ソ
ウ
ル
市
内
の
韓
国
保
健
社
会
研
究

院
な
ど
に
よ
る
と
、
年
金
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
は
全
体
で
三
％
程
度
と
少
な

い
。
高
齢
者
の
経
済
基
盤
は
極
め
て
弱

く
、
不
況
が
高
齢
者
を
直
撃
し
や
す
い

構
造
だ
。
地
下
鉄
な
ど
を
ね
ぐ
ら
に
す

る
中
高
年
の
失
業
者
も
増
え
て
い
る
と

ピ
ヨ
ン

い
う
。
同
研
究
院
の
下
在
寛
・
老
人
対

策
室
長
は
「
貧
困
問
題
に
力
を
入
れ
て

い
る
が
、
福
祉
予
算
額
が
少
な
い
た

め
、
施
設
整
備
や
在
宅
支
援
態
勢
作
り

が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
一
と
い
う
。

ロ
■
Ｆ
‐

大
郎
市
の
老
人
総
合
福
祉
会
館
で
出

会
っ
た
高
齢
者
た
ち
は
趣
味
の
テ
ニ

ス
、
ゴ
ル
フ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
囲
碁
、

将
棋
、
踊
り
な
ど
に
打
ち
込
ん
で
い

た
。
日
本
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
似

た
施
設
だ
が
、
ど
の
表
情
も
明
る
か
っ

た
。大
郎
市
で
は
、
電
話
で
高
齢
者
の
悩

み
を
聞
く
一
大
印
老
人
の
電
話
」
も
行

わ
れ
て
い
た
。

慶
北
大
学
の
李
誠
国
教
授
の
「
東
ア

ジ
ア
に
は
日
本
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
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こゆ－すふお－らむ

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
、
ト
マ
ス
・

マ
ル
サ
ス
が
「
人
口
論
」
を
書
い
た
の

は
今
か
ら
２
０
０
年
前
。
一
人
口
は
幾

何
級
数
的
に
増
え
る
が
、
食
糧
は
算
術

級
数
的
に
し
か
増
え
な
い
」
と
い
う
有

名
な
テ
ー
ゼ
は
当
時
の
人
々
を
驚
か
せ

た
。
人
口
が
無
制
限
に
増
え
れ
ば
、
や

が
て
人
類
は
飢
餓
に
追
い
込
ま
れ
る
と

い
う
の
だ
か
ら
隠
や
か
で
は
な
い
。

こ
の
先
、
人
口
と
食
糧
の
関
係
は
ど

う
な
る
の
か
。
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
長
期
見
通
し
－
２
０
１

０
年
の
世
界
農
業
」
に
よ
る
と
、
同
年

の
世
界
人
口
は
枢
億
人
。
だ
が
人
口
増

加
率
が
低
下
し
、
食
糧
消
費
量
の
伸
び

も
低
下
す
る
た
め
食
糧
生
産
は
需
要
を

満
た
す
こ
と
が
十
分
可
能
と
し
て
い
る
。

世
界
銀
行
も
同
じ
よ
う
な
楽
観
的
見

目
前
に
し
た
モ
デ
ル
が
あ
り
、
数
々
の

失
敗
例
は
参
考
に
な
る
。
在
宅
介
護
が

女
性
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
点
を
ど
う
解

決
す
る
の
か
も
共
通
課
題
。
文
化
的
に

似
た
環
境
の
各
国
が
協
力
し
あ
っ
て
、

團團

飢
一
蛾
は
回
一
避
で
き
る
一
・
口
か
。
Ｉ

カ
ギ
握
る
生
産
性
Ⅱ
向
上

通
し
を
発
表
し
て
い
る
。
「
世
界
食
糧

展
望
」
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年
の
世

界
人
口
は
約
鈴
億
人
。
人
口
の
伸
び
率

は
同
年
ま
で
に
約
１
．
４
％
に
低
下
す

る
と
予
測
。
世
界
の
穀
物
消
費
量
の
伸

び
も
わ
ず
か
年
率
１
．
４
％
で
、
穀
物

生
産
の
伸
び
率
の
範
囲
内
に
十
分
収
ま

る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
楽
観
論
に
対
し
て
、
真
っ

向
か
ら
反
論
し
て
い
る
の
が
米
国
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
｛
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研

究
所
」
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長

だ
。
自
著
「
飢
餓
の
世
紀
」
で
同
所
長

は
２
０
３
０
年
ま
で
の
食
糧
需
給
を
予

測
。
推
定
人
口
は
鋤
億
人
。
こ
の
巨
大

な
胃
袋
を
満
た
す
に
は
食
糧
生
産
の
増

強
が
不
可
欠
だ
が
、
同
所
長
は
「
世
界

的
な
水
不
足
」
「
化
学
肥
料
の
効
果
の

高
齢
者
が
住
み
い
い
二
十
一
世
紀
の
高

齢
者
福
祉
を
実
現
し
よ
う
」
と
の
言
葉

が
心
強
か
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
六
・
二
十
八
）

限
界
」
「
工
業
化
に
伴
う
耕
地
消
失
一

な
ど
が
原
因
で
食
糧
生
産
は
需
要
の
伸

び
に
追
い
つ
け
ず
、
２
０
３
０
年
に
は

世
界
全
体
で
５
億
２
６
０
０
万
少
の
穀

物
が
不
足
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

穀
物
需
給
予
測
が
各
機
関
で
こ
れ
ほ

ど
異
な
る
理
由
は
何
な
の
か
。
需
給
モ

デ
ル
の
世
界
的
権
威
、
大
賀
圭
治
・
東

大
大
学
院
教
授
は
「
生
産
力
を
ど
う
見

る
か
で
予
測
の
内
容
が
変
わ
っ
て
く

る
。
私
は
向
こ
う
、
年
間
は
人
口
の
伸

び
に
見
合
っ
た
食
糧
生
産
は
可
能
だ
と

思
う
。
科
学
技
術
の
普
及
で
反
当
た
り

収
量
を
上
げ
る
余
地
は
ま
だ
あ
る
」
と

み
て
い
る
。

農
水
省
の
見
方
は
と
う
か
。
同
省
は

昨
年
６
月
、
「
２
０
２
５
年
に
お
け
る

世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
」
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
環
境
問
題
な
ど

の
制
約
で
穀
物
の
生
産
拡
大
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
た
め
、
「
穀
物
の
生
産

量
、
消
費
量
は
型
億
７
０
０
０
万
少
程

度
で
均
衡
す
る
」
と
み
て
い
る
。
開
発

途
上
国
で
は
２
億
８
０
０
０
万
少
程
度

の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
先

進
国
へ
の
供
給
依
存
度
が
一
層
強
ま
る

と
予
測
。
こ
の
結
果
、
「
穀
物
の
国
際

価
格
は
１
９
９
４
年
の
４
倍
程
度
ま
で

上
昇
す
る
」
と
み
て
い
る
。

同
省
は
こ
う
し
た
需
給
ひ
っ
迫
を
見

越
し
て
、
食
料
安
全
保
障
を
前
面
に
押

し
出
し
た
新
農
業
基
本
法
案
を
今
国
会 スーダンの食料配給センターで救援用の食料

を受け取る子供たち＝ロイター
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ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
！
↓
１
１

人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
’
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
、
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
ｕ
の
行
方
が
八
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
半
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
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２．東南アジア諸国等人口・開発雅礎調恋報告諜
一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountrieS

-India-

昭和58年度

ｌ・中華人民共和国人口家族計画些礎調在報告轡

BasicSurveyonPopuIationandFamilyP]anning

inlhePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平失系中ロ合作閥査研究扱告布

（『'１国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告illF
BasicSurvey(11）onPopulationand圃milyPIanning

inthePeople1sRepublicofChina

生育率和生活水'｢矢系第二次中日合作澗査研究１１

告将（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア諸国の腱村人口と農業開発に関する調盃報告書

一インドＥ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-1ndia-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画埜礎調IIE

BasicSurveyReportonPopuIationandliilmily

PIanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発錐礎調査報告書

一一タイｌＥ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏfPopuIationandDeve

lopmentinSoutheastAsianCountries
-Thailand-

６．バンコクの人口都Tli化と生活環境・冊祉調査

一データ縄一

ＳｕｗｅｙｏｆＵ｢banizationLivingEnvironmentand

WelfareinBangkok－Ｄａｍ－

（英語版）

３．１１本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の郁市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationin」apa、（英語版）

日本的城市化勺人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア詰版）

４．SurveyofFertilitvandLivingStandaTdsinChlnese

RuralAreas-Data-Allthehouseholdso［two

villagesinJilinP｢ovincesurveyedbyquestiormalres

（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的澗査扱告

一対干吉林省両介村迭行全戸面談M1査的鍍果一

一焼ifflil-（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告岱

一インドネシアｌｎ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａＩＰｏｐulationand

AgricuIturaIDevelopmentinAsiEmCountries

-Indonesia－（英語版）
５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本諾版）

Agricultu｢ａｌ＆RwalDevelopmentand，Population

jnJapan（英語版）

日本衣上衣村的茂展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyElrakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調恋報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-lndonesi2i-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

昭和60年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイ国一

ReportontheSurveyofRuralPopuIationand

Ag｢iculturalDeveIopmentjnAsianCountries

-Thallimd-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentmJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（英語版）

ｊＯ２



２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調企靴告書

一Ll1jVE人民共fIIln-

ReportontheBasicSurveyofPopulatloI1and

DeveIopmentinSoutheaslAsianCountries

-Cilｉｎａ－（英語版）

６．スライドロ本の産業１１１発と人口

－その原動ブル電気一〈１１本語販）

Indust｢ialDeveIopmentandPopulationinＪａｐａｎ

－Ｔｉ】ｅｐｒｌｍｅＭｏｖｅ｢ElectI-icity- （英諾版）

日本的浮並友展与人口

一其原功力一山と（－（中国語版）

PembangunanlnduslridankependudukandiJepang

-PenggerakUtamaTengaListrik-

（インドネシア語脆）

３．アジア諸国からの労働力流}11に関する調在研究報告書

一タイ国一

４．日本の人口と家披

Populalionand［hｅＦａｍｉｌｙｉｎＪａｐａｎ（英語版） ７．ネパール1個人口家族計画第二次基礎調森

ComplementarvBasicSul･veyRepoItonPopuIation

aIldF農、ilyPlanlllnginthekmgdomofNepal５．アジアの人L】転換と開発一総iif染一

DemographicTransitiorlandDevelopmeminAsian

Countries-OverviewandStatisIjcfllTabje昌一

（英語版） 昭和62年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告11キ

ー「lIliI人災共和国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕ｢veyofRuralPopulationand

Agricultu｢aIDevclopmcntinAsianCoun[ｒｉｅｓ

－Ｃｈｉｎａ－（英譜版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilvandPopula[ioninJapan-AsianExperi・

ｅｎｃｅ－（英語版）

日本的人ロ写家庭（中腫|語版）

Penduduk＆Kelua｢g副」epang（インドネシア語版） ２．来南アジア諸国等人[三I・開発埜礎調從報告書

一中華人氏共和ｌｒｉ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏpulationand

DevelopmentinSoutheastAslanCountris

-China- （英語飯）

７．ペルー共Hj国人にI家族計画些礎調在

平成元年度

１．アジア諸国の農村人LIと腱業開発に関する綱森報(1fiiIト

ーバングラデシュ国一

ReportontheSuweyofRuralPopulationand

Agriculturall〕evclopmenI-Bangladesh-（英
語版）

３．アジア諸lJilからの労働力流出に関する調査研究報告書

一フィリピン同一

４．日本の人１１と農業開発

PopulationaIudAgricuIturalDevelopmenti、」ap〔ｉｎ

（英語版）

２．東南アジア緒同等人口・開発基礎調在報瞥ill：

－ネパールl玉Ｉ－

Ｒｅ１ｐｏｎｏｎｔｈｅＢａ５ｉｃＳｕｒｖｅｖｏ［ＰＣ】〕ulationand

DevelopmentinSouthcastAsianCountrles

-Kepal-（英語版）

５．ネハールの人口・開発・環境

PopulatlonDevelopmentandEnvironmenlinNepal
（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と継済発展（日本語版）

１，heMigraloryMovemeI】tandEconomicDevelop
meIIlinJapa、（英語版）

日本的人口柊功与難済友展（中国語版）

PerplIUdahanPcndudukDanPerkembanganEkonoml

Dijepang（インドネシア識版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する綱fi§研究報告謙

一マレーシア国一

４．日本の人ロ椒造変動と開発一個i齢化のアジア的祝
UIi-
fbbU

StlmcturaIChangeinPopulatioIIan(lDevelopment

-Japan，sExperiencejnAging- （英語版） ７．トルコlⅡ人口家族iilliljij,I;礎調洗

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

Agingin」apan-ChallengesandPI･ospects-
（英語版）

辺人商鹸化社会的日本正mIliB挑故一一追求其生命恵又
的と年生涯一〈中国語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸同の腱村人にIと農業開発に関する調査報告諜

一ネパール国一

RcportontbeSurveyofRuralPopulationand

ARriculturaIDevelopmentinAsianCountrjes

-NeDal-（英語版）

１０３



３．アジア諸|遁|からの労鋤力流(}lに関する調迩研究報告謹

一中壌人民共和同一

Tantangal】MasvalakatLanjulusiaJepang世

（インドネシアi譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmeI1tandPoI)ulatioI】ｉｎＪａｐａｎ

－ＴｒｅｎｄｓａｎｄＰ｢ospeclsinthel990s-

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５力|Ｆ１の比絞一

StrategicMeasuresfortheAgriculturaIDeveIDpment

-ComI)araliveStludie鷺ｏｎＦｉｖｃＡｓｌａｎＣ()untrｪｅｓ－

（英語版）

（本作品は、1990年(ilI)Ｈ本視聴覚教育協会主肱優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmcntandPopul圏tjon1nJapan

（英語版）

日本的区域汗友和人口（｢|]国語版）

Ｐｅ｢mbangunanDaemhdanPopulasidiJep(ｍｇ

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア識圃の農村人口と農業開発に閏する調炎報胖i1ド

ーフィリピンｌＦｌ－

Ｒｃｐｏ爪ｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPoDulationand

Afmcu11u｢alDeveloDmeHl-PhiliI〕plI1cs-（英語版)
６．アジアの労働力移動

LaborMigraIjoninAsia（英語版）

２．束Ifiアジア耐ljE1等人１１・'荊発脳礎iiM盗繩告11ト

ーバングラテシュー

ＲＣＩ)ｏｒｌｏｎ［heBtlsicSurvcvofPol)ulaljoIland

DevelopmenIinSouU]eastAsianCountries

-Bangladesh-（英語躯）

平成４年度

1．アジアiifi日の農村人[Iと農業開発に関する鋤在報告課

一マレーシアlヨー

ReportontheSurveyofRuralPooLIIationand

AgricuIturalDevelopmeM－Malavsia-

（英語1Hz）
３．アジア識|斑からの労liiﾘﾌﾞ｣流}11に関する洲ｲﾋ研究報i1f諜

一インドネンア同一

２．束耐アジア諸[型|等人口・開発』]R礎調在報〈I誹

一ベトナムln-

ReportontheBasicSurveyofPopuIa[ionand

DevelopmentinSoutheasKAsianCoulI[I１ｅｓ

－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）

４．１｣本の人I】・開発・畷境一アジアの経験一

Population，Ｉ)cvclopmellta:XdEIwironmentiz〕

JapHn-AsianExperiencc- （英謡版）

５．スライド

｝1本の環境・人口・'１M発（[1小iiFi版）

Elwironmen【，Populationａｎ(lDevcloDmenlln

japan （英語版〉

１１本的坏境・人1ｺ・升友（'１１(玉|繍版）

LingkunRan，Pendu〔iukdEmPerrll)tlngunanJepanR
（インドネシア譜版）

（本作品は、1991年(M)日本視聴覚教育協会主Ili1優秀映

像教材選奨社会毅育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流１１|にl則する鋼ilf研究報ｉｌ了井

一スリランカ同一

４．アジアの潅業転換と人LI

Indus[riaITransi[ionimdPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－Ｅ１本の産業転換と人[二１－（ロ本

譜版）

ＬＭｎｇｆｏ「Ｔｏｍor｢０Ｗ－－１，.us[rial’｢ransitjonaI]d

PopulationinJapan-（英語版）

生iili在明犬一日本的評並鋳換与人[二’一（中国語'１ｋ）

６．アジアの人I］illTli化一統計染一

ProsI)ec[sofUbanizalionjnA$ｉａ （英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関するi調査級侍iElド

ースリランカlF1-

ReportontheSurveyRuralPopulatioI1and

AgriculIuralDcvelopme'1【－Srilanka--

（英語版）

HidupUntuklla｢ｉＥｓｏｋ一PeraIihanStrukIur

lndustriDanPopula3iDiJepang-

(インドネシア語Mｎ

２．東南アジア諸国等人口・開発』k礎調査報告了Ｉド

ーフィリビンｌｒＩ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖevolPoDulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCounIries

-P}1ilil)【〕ｉＩ１ｃｓ－（英語版）

平成５年度

1．アジア諾1重|の農村人、と農業開発にl刑する調炎級告諜

一ベトナム同一

、イ



平成７年度

アンア,ilflI1伸発恨段|;綿il腱堆・腿|:illMﾂﾞ&),L礎,i1Wffll【'？

,I}：－パキスタン[jil-

Rel)o｢[(〕ｎｌｈｃＢ態ｉｃＳ(亀rvcvonAgricz11tu｢il:flIIdRurai

I恥v巴Io1JmenlbyProgre錨Sta深111Ａ訓&Ｉｎｃ(〕ｌｌｎ[｢k､H

-PakistaI1-（災``lllfj

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＲＬⅡalPopulationand
AgriculturalDcvelol)ｍｅｎｔ－ＶｊｅｌＮａｍ－
(英繭版）

２．９k南アジアiilfu等人[１．１淵発堆礎iiMiIf報告書

スリランカlrl-

ReportontheBasicSurvevofPopul丘liol1and
l)eveIopmeIltinSoulheastAsianCounIries

-SrjLnnka・（英語版）２．アジア`荊脹1の郁ilj化とＩｌＩ発｣,卿iMiiiiMiｲr雑i｣すｉｌト
ーネバールhil-

Rel)０２１【)】ltheSllrvev()｢［rbani雄lioIlim:](ＩＤ(〕MopmeIlI

iTlA副ａｎＣ(DuiX【rie昌一Ｎｅｐａｌ－（災ｉｉｌｆｌｌｈ）

Ｊ・アジアI渚|刊の人１１１１資源HM麩と労働ﾌﾞ｣にIlljするijkliii研究

Ｗl皆書一フィリピンIＩｉｌ－

４．アジアからの桃jiif一人口と１１N発一一

ChallengeandStrategy〔)fAsianNations

-PoI)uIationandSustainablcDevelppｍｅｎｔ
（英語版）

３．アジアiiifll;|の人１１１溝illii1＃１発上労ljijﾌﾞﾉにilLlするjMiIMル光
雛''十`lドーィンドｌＩｉ１－

.ｌ・アン今アにおける女ﾄﾞﾄｿﾞ)ニンハワーメント

EmpDwどrmenm)（Ｗ()m〔９，in人品:ａ（災,;Hll川
５．スライド

女たちの挑戦一女,lV1ツ)地位lnj」Zと［1本釣人I」－

旧本譜版）

Ｗomell2111dthelrC11allcngeg－Improvements

inlhcStatusofWomenlhePopulaU〔】nofjapan-
（英語版）

女性的挑IIili－女性地位的礎高勺日本的人口一

（中国語版）

TalllanganKaulnWanita-EmqnsipasiWaIuIm

daI1P(〕pula罰Je1〕ａＩｌｇ－（インドネシーア鋸Ｈｈ）

５．スライド

アジアを紺什一女性たち－（Ⅱヒト,ｉｈＩＩｈ）

AB1igMofGc11derlfqufllitｙ－Ｅｍｐｏｗｅｍｌｅｌ】ｔ【〕ｆ
ＷＯｍｅＩＩｉＴ１Ａｓｉａ－（災ｶﾞﾙ１Ｍ(）

ｊ血fl:|]蔽之ＷＩ－十lj1iMII女fl；－（IlIljilI;冊版）

I-l2r1)anCErallba度iPcrsa2T1BlHln－Ｋ(lumWilrZi1目

AsjtlMeraunbahjal(Ｉｎ－（イントネンァ;;升１Ｍ(）

平成８年度

１，アシ7論ljil鋼をlji4段階別典業・腿村IHI紫〕,!;雌iilM1Ihfll<ｌｆ

ｉｌＩ：－ラオス人lt1t主共和|｣ｉｌ－

ＲｅＩ)ＯｒｌｏｎｔｈｅＢａ副cSurvevoluARricz1l111]｢&lland

RuralDcvelopmenlbyProgIもssSlageiI1Asian

CoLlntlles－Ｌａ〔〕People，ｓｌ)どｍ【)rtlticRcpublに－
（蝿i冊llh）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発恭礎iiMj交報{1F

TIドーインドlji1-

ReportontheBasjcSurvevonAgriculturalandRural

DIJvel()1)ｍｃｎ１｝〕yProgrcssSt&,ｇｅｉｌ】AsianCountr】es

-Indj&１－（共譜版）

２．アジアiiHlflのnljilj化とIjM発,洲ilf綴(ＩｈＩド

ーフィリビン画一

ReDorK〔)ｎｌｈｅＳ１ＪＬｒｖｅｖ〔)ILIIbanizalionan〔１１)戦℃IolJ

mcntinAsiaJ】Countrie＄－PhlII〕,〕iＩｌｅｓ－（蝿ｉｉｉ柵１４；

２．アジア諸u:1の都市化と開発調森報告醤一タイ|}；l-

ReportontheSurveyofljrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-ThaiIand-（英語版）

３．アジア詣l蘓1の人１１M資源|;3発とﾂﾅ働力に関する調在研究

報告書一ﾍﾞﾄﾅﾑlｒＩ－

３．アジア,渦1IRIの人１１１１海illj('1M発と労llMlﾉﾉに|鮎IするiiMｲhljf先

鞭ｌｌｆＩＩドーラォスlｌｉｌ－ ４．アジアの女性労働力参加と経済発阯＆

－２１世紀の戦略一

Women，sLaborPar[icipatlonaYldEconomicDeveｌｏｐ

ｍｅｎｔｉｎＡｓｉａ－Ｓｔｒａｔｅｇｙｔｏｗａｒｄ２１Centurv-

（英語版）

ル21111f記の人1-1．食#１，(liiXlﾖ＃－アジアと阯界一

PoDula【ionandFoo〔iSlrategyIor21stccn[uハガ

ーハsiaflndWor1d-（災`謡11AＰ

５．スライト

２(〕25年へび)決櫛ｉ－アジアの人１１噸加と立科一

Challenge巳ＩｌｄＤｃｃｉｓｉｏｎＩｏｒｔｈｅＹｅａｒ２(〕２５

－Pol)ula〔ionIl】creageandFoc〔i1nAs憩一

（ｌＩＷｆＩﾘ{）

５．スライド

アシアの女性たちはいま……（日本語版）

ＮｅｗＨｏｒｉｚｏｎｓｆｏｒｔｈｅＷｏｍｅｎｏｆＡｓｉａ（英語版）

派洲如女的新DlilM（『'1国語版）

WanitaASiaKjni……（インドネシア鵠版〉
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地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡWarningｆｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏ［Asia

WaterandFood-（英語版）

来日地球的警告一亜洲、水和糧食的未来一

（中国語版）

PeringatandariBumi-MasaDeDanAsia-Airdan

Pangan-（インドネシア語版）

向耕2025年的炎斬一IIiiIl+|的人ロ増慥和糎食一

(llI国語版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPopulasi

danPangandiAsia-（インドネシア譜版）

平成９年度

Ｌアジア蒲圃の発腿段階別農業・農村開発基礎調炎報告

沙一ラオス人民民主共和国一

RGDortontheBasicSurveyonAgriculturaland

RLlralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-LaoPeoDIe,sDemograticRepubIic-

２．７つジアのⅡ苫会lllIﾂﾞﾋﾞと人１１１１開発

SocialDevelpmentandHumanDevelopment

inAsia

３．アジアiiiilf1の人Ｍ１賓ｉ１Ａｉ開発と労ＩｊｉＩｌ力に関する調従研究

報告111：－マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人1-1を熊山として－

WaIerCrisismtheTwentvFirstCentury

-ProspedofAsianPopulationandDevelopmenl-

５．スライド

水は生きている一人口と水資源一

WateriSAIive-PopulationandWaler・

Resources－（英語版）

水是行生命的一人口与水航源一（''1個語版）

ＡｉｒｉｔｕＨｉｄｕｐ－ＰｅｎｄｕｋｄａｎＳｕｍｄｅ「Ａｉｒ－

（インドネシアi冊lIlY）

平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

灘一カンボジア国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaland

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-Cambodia-

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一大騨民同一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅＶｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａlth

inAsianCoun[ries-TheRepubIicofKorea

３．アジア諸国の】IiiI業安定制度と雇用政策に関する調従研

究報侍諜一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを『i心に－

ConstralnsonDevelopment-FocusChinaand

lndia-

５．スライド・ビデオ
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1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで間かjし

た、人口と食$&安全保障に側するAFPPD（人１１と開

発に関するアジア識、フォーラム）特別述営委貝会で、

ベト十ム図会社会委貝会委貝艮グエン・デイ・タン磯

貝とマグサイサイ賞受賞者である菩名な腱業学瀞ボー

トン・ズアン|#士の共著論文のＨ本i沿腿の合4史、ｌＨ界

食料サミットにIijjけた資料として作成された。！

1．『国際人ロ開発会蝋行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人IJllM発会識(ICPD)の行

動i汁lilUiの要旨。Iiil文諜関連の(|}阪物としては本邦|ﾙﾘ｡〉

２．『国際人ロ開発醗員会鰻』、国際人ロ開発麟員会麟麟事

録、1995年（和文）

（内容§1994年カイロで国際人口開発会議(ICPD)に先

駆けて開催ざﾉした国会議員会議である|到際人'二】開発議

｝l会議の議４i録。同会議には117力1通'約300潟の同会議

風が参加した。会議ＴＩ言文はICPD総会でも発表された二

また、この会鍍を契機としてアフリカ・アラブ地域の

同会議且フォーラムが準備された｡〉

９．『国際食料安全保障・人ロ・開発鯛貝会鯛』、国際食料

安全保障・人ロ・開発醗員会溌(IMPFSPD)蝋事録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機関(ＦＡＯ)主惟の世界食料サミット

（WFS)にあわせＪ１)()ii年llIIにスイス･ジュネーブ郡Ⅱ

(1)｜されたlEl際食料安全保障・人口・開発議１１会議

（IMPFSPD)のiijIiJI難同会議の成果は、ｌⅡ界食料サミッ

トで公式に配布され、またＷＴＯルソニーロ１５秘局長

にも桜井新・会議議及から手渡された｡） ３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も|州lib｡）

10．国連人ロ基金「未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口鍛金出版物ＦｏｏｄｆＯｒｔｈｅＦｕｔｕｒｅの

Ｈ小諸版。人11｣1ii)J11のＩＩ１ｊ制と食料確保を行うために、

女性の参加が不可欠であることをざまざを具体例から

解きほぐしている。）

４．「国際人ロ・社会開発鰻員会鱗小国際人ロ・社会開発

蟻員会議UMPPSD)蟻事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミット（WSSD)にあわせ、］995

年３１]にデンマーク・コペンハーゲンで開'１１１された人

［」と社会開発に関する国会議貝会議譲り蝿・）

11．国連食糧農業機ｵﾘﾘ(FAO）「リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマfi.i:汗と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文杏の'二1本翻訳の

決定版としてiWjいﾊﾟ1:Iiliを受けた：）

５．黒田俊夫藩ｒリソース・シリーズ１国運人ロ会鰻20年

の軌跡一ブカレストからカイロへ－Ｊ、1996年（和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主(iMの人口会議に参lハル、人口分野における世

界的大家である著者が、その推秘を概観し、分析した｡）

12．「リソース・シリーズ５ＦｉｖｅＹｅａｒｓｆｒｏｍｌＣＰＰＤ・国

際人ロ開発職員会蟻から５年一人ロと開発に閲する国

会議員会蟻宜言文」1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５１二ｔlを迎え、

こめ機会に人口と開発に関する国際議貝会議、地域談

且会議の宣言文を典成≦今後の史なる発展のための資

料とした.）

６．ToshioKuroda，ResourceSerieS2C0FromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula‐

tionConferences-"，１９９ｓ〈英文）

（内容：好評をもって迎えられた←リソース・シリー

ズｌ」の英文版｡）

13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』
1998年（英文）

（内容：当財団が主憐する「人口と腓１発にl刊するアジ

ア[ﾖ会議ロ会議」で呼びかけをおこない、什倒の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

１１１１の政策に責{[を持つ同会議風が関与している点で、

撒例を見ない。）

14．アリソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一」（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行ざjしたSandra

Postel杵、Ｗｏ｢IdwatchPaperl32

Dividingthewaters：FoodSecurky，Ecosystem

Health,andtheNewPolIticsofScarcityのｌ１ｉＡＲｏ今後

人緬社会に大きなIIilI約を与えるのが、淡水資源のｲ〈足

である。端え続ける人口を支えるための農業生産もま

7．『国際女性・人ロ・開発鱗員会識｣、国際女性・人口・

開発職員会麟(lMPGPD)ingr録、1996年（和文）

（内容：第４[ul世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、】995

年９)lに来京でｌｌＩｌ催された圃際女性・人口・開発縦風

会議(ＩＭＰＧＰＤ)の識半鍬・同会議には第４回-世界女性

会議に対する各匡1政府代表を｢''心とするpil会議liが参

加した。）

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびポートン・ズアン、グエン・

テイ・タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国巡食料農

難機関(ＦＡＯ)が国連人LIA峰余との共|可研究さ'した、￣人

口１W加と土壌劣化」にＩＩＬIする論文のＨ本譜版および．
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た淡水潰滅の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の幾hkといわれるが飲料や腱薬

用に安定して使用できる水の総iiiは地球上の水の０．００

()008％に過ぎない。二の水の総iiiは、有史以来変わっ

ておらず、人口が琳力Ⅱする分だけ、－人当たり使用で

きる水の1itはどんどんiMi少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識きれていない。人口｣杣Ⅱを支えて

いる地球の限界が1ｺの前に迫っていることに鋳告を発

している｡）（Ｈ本識版服椛取得）

15.国達人ロ基金ｒ人類のための潔境」（和文）

（内容：匝|連人口雑念出版物EnviT0nmentfbTPeople

②Ｈ本譜版。人ロ|H1題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実激的Iこ解決するためには、その３つの領域のＩＩｌｌ

に架け橋を懸け、相関関係を虹視する二とが必要であ

るとの視点に立って．主に環境と人口の１１１１に横たわる

様々*l：]MHを例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている倉）
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６
月
末
に
開
催
さ
れ
る
国
連
人
口
特
別
総
会
に
向
け
て
の

「
第
旧
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
ｌ
声
明
’
一
を
採
択
。

４
月
咀
日
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
」
を
ソ
ウ
ル
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
開
催
。
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
他
役
員
が
参
加
・

５
月
咀
日
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
役
員
会
を
開
催
。
ナ
フ
ィ
ス

・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
と
懇
談
。

５
月
羽
日
本
協
会
理
事
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。

⑪
平
成
、
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

４
月
６
日
日
本
財
団
平
成
ｎ
年
度
助
成
金
交
付
式
に
遠
藤
正
昭
業
務
推

進
委
員
が
出
席
。

４
月
７
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
開
催
。
平
成
Ⅲ
年
度

活
動
報
告
・
収
支
決
算
及
び
平
成
ｎ
年
度
活
動
計
画
・
収
支

予
算
を
承
認
。
横
内
正
明
衆
院
議
員
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
口
・

開
発
事
業
視
察
の
報
告
。
「
日
本
の
少
子
化
と
教
育
政
策
」

に
つ
い
て
若
林
敬
子
・
東
京
農
工
大
学
教
授
が
講
演
。

４
月
旧
日
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
「
第
巧
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

～
四
日
会
議
員
代
表
者
会
議
一
を
韓
国
・
ソ
ウ
ル
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
開
催
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ウ
ズ
ペ
キ
ス
タ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
加
力
国
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
参
加
。

②
平
成
ｎ
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

③
寄
附
行
為
の
一
部
変
更

Ⅶ
理
事
の
退
任
及
び
就
任

を
承
認
、
議
決
し
た
。

６
月
３
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
役
員
会
を
開
催
。
イ
ン
ガ
ー

・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
と
懇
談
。

６
月
笏
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
合
同
部
会
を
開
催
。
「
環
境

ビ
ッ
グ
バ
ン
ヘ
の
知
的
戦
略
ｌ
マ
ル
サ
ス
を
超
え
て
Ｉ
」
の

演
題
で
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究

所
長
が
講
演
。

I”



◇
こ
と
し
九
十
歳
を
迎
え
る
黒
田
俊
夫
さ
ん
（
日
本
人
口
研
名
誉
所
長
、
経
済

学
博
士
、
国
連
人
口
賞
受
賞
者
。
”
先
生
〃
の
敬
称
を
”
さ
ん
〃
に
呼
ば
せ

て
頂
き
ま
す
）
が
、
ジ
ョ
ィ
セ
フ
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
。

「
少
子
・
高
齢
化
の
日
本
は
、
世
界
の
模
範
国
で
あ
る
」
「
日
本
の
定
年
退
職

年
齢
は
、
労
働
力
不
足
の
観
点
か
ら
個
人
の
能
力
、
経
験
、
希
望
を
中
心
に

決
め
る
べ
き
だ
―
ｌ
が
持
論
で
、
ご
自
身
が
範
を
示
さ
れ
た
こ
と
に
大
き

な
拍
手
を
贈
り
た
い
。

◇
側
近
か
ら
は
”
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
〃
と
か
”
お
化
け
“
（
故
福
田
元
首
相
が
つ
け

た
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
と
敬
愛
さ
れ
る
黒
田
さ
ん
は
大
変
な
努
力
家
で
勉
強
家
。

今
で
も
年
に
数
回
は
海
外
の
学
会
や
講
演
会
に
楓
爽
と
出
か
け
、
周
囲
を
驚

か
せ
て
い
る
が
、
と
に
角
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
り
、
歩
き
、
コ
ー
ヒ
ー
と

小
量
だ
が
ビ
ー
ル
が
大
好
き
の
日
課
で
あ
る
。

◇
そ
の
黒
田
さ
ん
が
突
然
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
第
一
線
指
揮
官
と
し
て
立
ち
上
が
っ

た
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
、
会
長
で
あ
り
”
日
本
の
サ
ン
ガ
ー
夫
人
“
と
尊
敬
を

集
め
て
い
る
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
が
百
二
歳
、
副
会
長
の
久
保
秀
史
さ
ん
が
九

十
二
歳
、
理
事
長
の
黒
田
俊
夫
さ
ん
が
九
十
歳
。
世
界
が
注
目
す
る
ス
ー

パ
ー
・
エ
イ
ジ
ド
・
ト
リ
オ
。
「
カ
イ
ロ
会
議
（
世
界
人
口
会
議
）
が
提
唱

し
た
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
理
解
と
実
践
に
途
上
国
が
戸
惑
っ
て
い

る
。
私
は
こ
の
研
究
課
題
に
ジ
ョ
イ
セ
フ
職
員
と
共
に
取
組
み
た
い
。

「
道
な
き
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
が
私
の
使
命
だ
」
と
意
気
軒
昂
で
あ

る
。
日
本
を
代
表
す
る
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表紙の写真説明

ソウルで国会議員代表者会議

「第15回人口と開発に関するアジア国会議

員代表者会議」が４月１８．１９日の両日、韓国

・ソウル・プラザホテルで20カ国から100名

の国会議員、国際機関の代表者が参加して開

かれ、会議のメインテーマである「ハーグ会

議後のアジア国会議員の役割」について各国

議員が「カイロ会議後５年」の検証と今後の

方向性について熱心に討議を行っ

た。今回は、中山太郎理事長が就任

後はじめての会議で、中央アジアの

カザフスタン、キルギスタン、ウズ

ベキスタンの３カ国からはじめて議

員が参加した。開会式では、ジュン

キュ・パク国会議長が歓迎挨拶、

モーイム・キム厚生大臣が基調講演

を行うなど韓国側の熱意で盛り上が

り、有意義な会議となった。

人ロと開発･夏季号く通刊68号＞
1999年７月１日発行く季刊＞

･編集発行人広瀬次雄

･発行所

財団法人アジア人口･開発協会

〒l60-0022

東京都新宿区1-5-1-3Ｆ

ＴＥＬ（03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ（03)3358-2233

・印刷所

文化印刷株式会社
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世界の街へご一緒に。
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エコ｡ドライブのために.｡つの心かげ。
いま､地球畷境を守るために.それぞれの立場での取り組みが求められZ､います､

私たち自動車業界も､環境保全のために｢燃費の改善｣｢クリーンエネルギー車の開発･普及｣｢リサイクルの促進｣など．

多くの課題に取り組んでいま説そして.ドライバーのみなさん－人ひとりにできること､エコ･ドライブ。

⑪発進は円滑に:急発進１０回で約170ccの燃料を浪費｡④安定走行を:急加速１０回で約110ccの燃料を浪費｡ｅ身軽な運転を:１０kgの不要な

荷物をのせて５０kｍ走ると約１５ccの燃料を浪費｡②やさしいアクセル操作を:停車中にエンジンを空ぶかしすると１０回で約ＳＯｃｃの燃料を浪費。

．エンジンを切る習慣を:わずか5分間のアイドリングでも約S5ccの燃料を浪費｡③適正な空気圧で:空気圧0.5kg/cm2減のタイヤで50kｍ走ると、

それだけで約150ccの燃料を浪費｡③計画的なドライブを:無計画に１０分走ると､約350ccの燃料を浪費｡ｅ等速走行を:一般道路で40kｍ/h、

高速道路でＢＯｋｍ/h程度の等速走行がエコドライフと※上記の数値は､対象鐵困2000CC乗用車(AT)の燃費＝117kｍ/』(１０．１５モード)が計算ベース(自工会調べ）

、〆

一人ひとりにできること｡ｴｺﾄﾞﾗｲ乳
（ ノ

艘曰本自動車丁業会


